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一木 入れ  ，1 

「お父さん、 木 入れが まゐ りました。 

嫂の 甲高い 聲 が何處 かでした。 私 は 井戸ば たの 流しの 飛石 を 渡って、 裏庭から 玄關へ 出る 戶 

口で 父に 會 つた。 裸足で 尻 からげ で、 筋張った 瘦 せた 陘 をむ き 出しにした 父 は、 手の 泥 を はた 

いてる た。 物置から 大きな 枰と棒 を 持ち出した 父に ついて、 玄關 前の 中庭へ 來た。 いつもの 栗 

毛の 馬が、 もう 半分 薪 をお ろされ てゐ た。 私 はこの 木 人れ の 阿 爺の 手 甲 をした、 バッチ を 脚絆 

で^め 上げた やうな 姿が すきだった。 片目の やうな しかみ 面 も 恐く はなく、 却って 穩ゃ 力な 愛 


嬌 があった。 咽 を 掘る やうな シャ がれ 聲 にもな つかし さがあった。 馬の 片荷 づ. -、 襟の 割った 

薪の 山が 二つ 積み あげられた。 三尺 も ある 薪の 割れ目 は， まだ 生木のう る ほひ を 持った つやつ 

やし さが 日光の 下に 晒されて るた 0 薪の 山に 棕梠繩 S 綱 を かけて • 枰に棒 を 通して、 一方 は 木 

入れの 阿 爺、 片方 は 父が 肩 を 入れよう とした 時、 誰か 知らん、 降って湧いた やうに 人が あら は 

れた。 

何やら 父と 二三 度 問答して るて、 父が あは、  >  > "と 笑って • 肩 を 入れ かけた 檸 を， 其の 人に 

渡した。 さう して、 父 は 秤の 棒 を 手に した。  2 

其 人の 手から 黑ぃ 風呂敷 包みが 地上に 投げ出された d 白い 手が 頭の 邊の { 仝 間で 二三 度 明滅し 一 

た。 本統に キラく する 白 さだった。 薪が やっと 地から すれく に 持ち あげられた。 木 入れの 

阿 爺 は、 爪立ちす る やうに 肩 を 仲し あげた。 棒 を かついだ 二人と * 秤の 棹 を 持った 父と が、 神 

舆 でも、 舁ぐ やうに して、 も 一 つの 薪の 山へ 移った。 

又た 薪の 山が 地から すれく に 持ち あげられた 時， 私 は 始めて * 白い 乎の 持主の 赤く 染んだ 

横顔 を 見た。 赤く 膨れ あがって るた。 


「こり や 御迷惑 ぢ やった な。 

r ィ ゝ ェ。 あの • 稽 さん はおいて るか やな。 

「稽 はけさ i 寸久 米へ 使 ひに やった  まだ もどりますまい。 

「今夜 は …… 。 

r 秉坊 • 正 岡さん にお ぢぎ おしよ …… 。 

私 はこれ までい く 度 も 耳に してみ た * 升さん が この 人 だと 直覺 した。 横に 切れた 眼が 私 を 射 

つた。 への 字な りに 曲った 口 もい かつい 威餒を 示して ゐた。 私 を 射った 跟が 大きく くり/、 左 

右に 動いた。 

升さん は 父と、 かう やって 生木 を 買 ひ 込んで おいて は、 それ を玄關 前の 签 地に 薪栩の やうに 

高く 積み上げて， 凡そ 一年 位 枯らして 行く • 薪の 貯藏 法の 話 を 問答して ゐ たやう だった。 私の 

家の 薪 棚と 言ったら、 當時 一 つの 話柄に なって ゐた d 中には 內證て 薪の 商賣て もして ゐ るの ぢ 

やない か， と 疑った 稈 仰山に 積み上げられ てるた。 それが * 玄關で 「頼まう」 をい ふ 入の 頭な 

壓 してる ろの だった。 


これが 私が 子規と いふ 人 を 知った 最初だった。 何でも 私が 七 八つの 頃だった から、 子^ は 十 

三 四であった。 其 後 も 父 はよ く、 若い のに 出 來る男 だ、 二つ も 三つ も 上の 兄 友達に ひけ を とら 

ない、 と 言って 感心して ゐ たの を 私 は 小耳に はさんだ。 そんなに エラ ィ人 なのか、 と 木 入れの 

來た 時の 第 1 印象 を 想 ひ 出して は、 升さん の 顔 を 見る たびに、 自然に 頭が 下がる やうな 氣 がし 

てるた。 

橫に 切れた、 ギ a ッと 光る 眼 は、 其 後 も 同じ やうに 光って ゐた。 病床に 釘 づけに なって、 寢 

返り も 容^に 出 來 なくなった 後に は、 こちらへ 視線 を 向ける 爲 めに 上 ヮ眼を 使ったり、 横 眼て 

睨んだり する • 1 厣 鋭い 光りと 威 嚴とを 投げる のだった。 

額面 美容 擧 からい ふと、 眼と 眼との 鼻梁 を 挾む 距離が 多くなる 程 顔 は 醜くなる の だとい ふ。 

其の 反 對に其 距離が 近く なれば なるほど 美しく 見える の だとい ふ。 音樂 家に 美しい 顏の 少ない 

の は、 常に 耳 を 働かす 爲 めに、 顔面 筋が 外部へ く 運動す る、 其の 結果が 眼と 眼との 鼻梁 を 挾 

む 距離 を 多くす るの も 其の 一 原因 だな ど  >- いふ。 

併し、 子規の 眼の 位置 位、 鼻梁 を 挟んだ 距離の 多い 例 は、 私 も 嘗て 經驗 した 事がない。 二つ 
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の 眼が 對 立して ゐる とい ふよりも， 個々 の 眼が 孤立して ゐ る" と 言った 方が 適切な 位 離れぐ 

だった。 けれども. 額面 全^として 破調 的の 醜 さも、 不權衡 な 滑稽 さも 兒 出されなかった。 廣 

く豐 かな 額、 反齒を 包む やうに した —— 其 赏反齒 では 無かった —— 上唇の 膨れ 上った への 字な 

りに 結んだ 口と 相^って、 燃 ゆる 情熱と、 透徹した 判斷 力と、 狃れ 難い 嚴格 さと を 漲らして ゐ 

た。 子規の 死 面ても とって S けば， 顔面 美容 學 など はすぐ S へされて しま ふの だった。 

私 はショ ー ト. サイトで 共の^ 光に 打 たれてから * 約 二十 年間 其の 光りの 下に 昂奮 もし、 屈 

服 もし、 反抗 もし， 暖 くも 冷た くも、 美しく も 醜く もさ まようて ゐ たの だ。 1 言に 盡 せば * 其 

の 眼光の 下に 淨 化されて 來 たと 首 ひ^るで あらう。 それ は 私の 素質の 一 早け 容れ 得る だけに。 . 


私の 父 は 朱 子擧 の道學 者だった。 江戶の 聖堂に も 學んだ ことのあろ^ 峯者 だった。 松 山 藩の 

少參 事と かいふ 役まで 勤めて、 大參 事に 陞任しょう とした 時、 其の 任で ない と 言って 致仕した 

やうな 物堅い 人だった。 晚年千 舟舉舍 とい ふ 塾 を 開いて 諸 生 を 薰陶 したりし たが、 其の 前に も 

素讀ゃ 講義 を聽 きに 來る 人が ぼつく あった。 

父な どの 先輩に あたる 松 山の 儒者に 大原觀 山と いふ 人が あった。 子規 は 其 孫て あった。 子規 

母堂 は、 名 を 八重と 一一 目って、 觀 山の 長女であった。 子規 は 其の 長男、 妹 筏 子さん は 其の 長女 

で、 外に 次男 も 次女 もなかった。 觀 山の 初孫と いふので、 祖父に も 愛せられて ゐ たこと は 想^ 

に 難くない が、 觀山は 明治 七 年に 殁 して をり、 子規 は慶應 三年 生れて あるから、 丁 S 其の 八 歳 

の 時に 祖父 を 失った のであった。 子規 は觀 山に 論語な どの 素讀 をして もらった とい ふと、 旣に 

六七歲 頃から 漢書に 親んで， 0 たこと になる。 尤も それ は當 時の 士族 子弟の 一 般 的な 敎 育法て は 


あつたが。 子規の 父と いふ 人が、 當 時の 擧 問に は 疎遠な 人であった ので、 自然 私の 父の 許へ も 

通畢 する やうに もな つたの だ。 

稽 さんと 言った 糟三郞 は、 私の 三番 目の 兄て、 早くから 母方の 家を欉 いで 竹 村 姓 を 名乗って 

るた。 後に 名 を 字の 銀と 言った。 慶應 元年 生れの 二つ 年上で あつたが * 子規と は 無二の 友で、 

害 を讀 むに も、 詩文 を 作る にも 好敏 手であった。 

私の 手許に、 當時 囘覽雜 誌と もい ふべき 詩會の 草稿で 「壬 午 第三 月會 稿、 會主竹 村 生」 とい 

ふ 一 冊が 遣って るる。 壬 午 はいふ まても なく 明治 十五 年で、 子規 十六 歲の 時であった。 其の 囘 

覽 名簿に 「武市 君 II 武巿 庫太、 元 代議士 II ^岡 君、 森 君 I 森 貢、 後に 知 之 退職 軍人 現存 

I 小 林^ (正 信) 宇： ：1 君、 梅 木 君 (修吉 ) II 以上 三 氏 不明 I 三 並 s II 三 並 良 • 獨逸學 者 現 

存 I 柳 原 君、 柳 原： 止 之、 號極 堂、 元 伊豫 日日 新閒 社主 現存 II 等 八 人の 名前が 乘 つてる る。 

當時 これらの 人々 は 「明 新舍」 とい ふ.^ Si を 作って るた、 が 又た 共の 中で、 三 友と か 五 友と か 

言って、 氣の 合った 問 士の會 合 もあった やう だ。 

右の 食 稿 は 各自の 批評 を 加へ た 後， 私の 父の 斧正 を 乞うて ゐる やうで あるが、 中に 子規 外 二 


三の 人の 原稿 は 見當ら ない。 總て 文章 は 漢文の みで • 七 言 絡 句の 詩 は 約 十 首 許り ある。 子規の 

筆跡 は、 「升」 と 署名した、 各 詩文の 頭註の やうに 誓いた 批評で 見る 事 を 得る ので あるが、 其の 

整頓した， 1 字 は、 就中 老熟 味 を 見せて るるのに 驚かれる。 武巿 庫太の 「野馬 圖」 と 題す る 詩の 

上に 「前 評穫 我意、 升 妄評」、 竹 村釵の 「寒梅 說」 の 上に 「文字 只百餘 字耳而 感慨 之 意 備到可 謂 

文簡 而意盡 笑、 升 妄評」 など ある。 4- 八歲を 年長者に した 少年の 會 合が、 口に は 天下 國家を 論 

じ， 筆に は 漢文 以外の もの を 書かう と はしなかった。 これらの 八 人が 必ずしも 早熟で はな かつ 

たの だ。 

私の 家 は、 昔の 侍 屋敷て、 三百 坪 許り もあった 地所の 中に， 廣 いのは 十二 疊の 座敷、 狹 いの 

は三疊 の玄關 など、 十 間 許り 横長う つ, いて ゐた。 物置 同前に なって るた 內玄關 の 板の 問な ど 

も， 臺 所つ？ きに 家の 北側 を 占領して ゐた。 住居と 倉庫と が】 處く たに I つ 屋根の 下に 覆 はれ 

てゐる やうな. 冢 だった。 後に 千 舟 舉舍が 開かれて、 毎日 早朝から 素讀 生が 四 五十人 も 通 ふやう 

になって から、 開放され た 八 疊と六 疊のニ 問な ど は、 一方が 本箱の 詰った 書 靡で あり、 一方 は 

姉 達が 手ず さびに した 機 織 場であった。 十二 疊の， M 敷の 庭に は、 周り 三 四十 間 も ある 水の 泉む 
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池が あって、 南う けの 晴々 しさが、 障子 を 透して 中 床に 飾った 鏺 榧の 金箔の 定紋 を 照らして る 

るので もあった が- 前の 害 庫の 八 疊の軒 近くに は、 こん もりした 樫 や、 其の 外に は 五 抱へ も あ 

る 松の 大樹な ども 聳えて ゐて、 IE じ^うけで ありながら、 いつも 仄喑 く欝陶 しかった。 子供心 

にもた- 、- 恐ろしい とい ふより、 入らず の 間と 言った やうな 神秘の 間て あった。 何でもが 化けて 

出る とい ふ 話から、 本で も 化ける てあらう と、 時々 父の 机の 上に 載って るた 唐本の、 濁った 黃 

色 さ を、 不氣 味に 眺める ので もあった。 

兄 達の 詩^と いふの は • この 神秘の^で やる のだった。 それ も畫 問ではなくて 夜であった。 

今夜 は詩會 だとい ふ 日に は、 よく 姉逮 が、 お煎りと 言って、 水に 浸した 生米 を炮焙 で， ゴソリ 

"/^煎って ゐた。 詩會と はお 煎り を^りながら どんな こと をす るの か、 とい ふこと よりも、 よ 

くま ァ お化けの 出さうな あんな 部屋で なければ 作れない のか、 と 詩 を 一 種 不可思議な ものに も 

想像す るの だった。 自分 も 大きく なれば 詩 を 作る の だら うが、 其の 時 あの 神秘の 間の 筌氣 に、 

兄 や 升さん の やうに 平氣で M: 化出来る の だら うか、 と 未来の 不安に 襲 はれたり もした。 可な り 

猛烈に 吃る せい もあった らうが、 兄 は 成るべく 口 をき かなかった" それで 几帳面で 潔^でも あ 
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つた。 自然 氣むづ かし 屋に 見えた。 二つ も 年下の 升さん も、 それらの 年長者に 負けない 氣 位と 

元 氣に滿 ちて るた。 口で も 筆ても、 何でもお いで、 と 言った 才 氣煥發 なと ころもあった。 柔し 

く 穏やかて はあった が、 あの 眼と あの 口に 總 ての 注意 を^ 注す る こと を 忘れて はゐ なかった。 

もう 一家 をな した 老成 人で もあった。 五分 蕊の ランプの 下で， 唐本のお 化けの 無音の 聲で 唸つ 

てるる 中て、 氣むづ かし 屋の 兄と、 眼光 焖々 たる 升さん とが、 ヂ a ッと 睨み合つ てるる 光景 を 

nei し て、 いつに なく 寢 つかれなかった こ とも あ つ た。 
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三 其 戎 宗 匠 

いつのお のこと だった か、 風通しの よい 座敷の 床の間 近くに 机を据 ゑて るた 兄の 側に^ は 坐 

つて ゐた。 私が きいた 爲め てあらう、 兄 は ベラく した 一 枚の 唐紙に 活版 刷りに した もの を ひ 

ろげ て、 これが 發 句と いふ もの だとい ふ說明 をして くれた。 私が 發 句と いふ もの を 見た の も 聞 

いたの も、 これが 最初だった。 私 も 十二 歲位 になって るて、 詩の 平仄 位 父から 敎 つて ゐた頃 だ 

つた。 白 丸ゃ黑 丸 ゃ半黑 丸な ど を * 筆の 軸て 押して は、 フック チキに 平 字な し、 など-暗記の 

ま、 を 口 まねす る 位 5 こと は 知って るた。 發 句の 話 をき いても、 た, 此頃兄 は 何だか 變な もの 

を やる の だとし か 思はなかった。 私の 素讀 的お 慣性が- 嘗て は 恐れた 兄 を いくらか 輕蔑 せしめ 

る 傾き もあった ので あらう が * 兄 は 叱りながら も， 五 七お と 並べる 音^ や、 短い 言葉の 中に 無 

量の^ 味 を 籠め る 面白い もの だ、 と 極力 說き 進む のだった。 

其の 唐紙の 一 枚 刷り は、 三 津ケ濱 の 其 戎と いふ 先生の 出して るる もので、 其の 中に ある 其 十 
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とい ふの が、 自分の 號 だと 言った。 これが 正 岡で、 これが 誰 だ、 と 嘗て 詩會で 寄り合つ てるた 

人の 號も敎 へて くれた。 何でも そこに は、 圑扇を どうす ると か、 溢圑 扇と か、 畫を かいた 圑扇 

とか、 團 扇と いふ 字が 行列して ゐた。 同じ 字の 列んで るるの が、 妙に を かしく もあった。 今 ま 

て 見た ことのない 世界に 引 張り こまれる 好奇心 も 唆った。 これ だけの 字 を 並べる のが、 詩 をつ 

くるより もむ づ かしい、 とい ふ 疑惑に も 閉 ぢられ てるた。 

どうい ふ動鏺 て、 發句を やる やうに なった のか、 わざく 一里 半 も 離れて ゐる三 津ケ濱 まで 一 

先生 を 尋ねて 行ったり したの は、 誰の 手引て あつたの か、 其の 當 時の 子規の 俳號は 何と 言った a 

のか、 又た 其せ とい ふ n 並 宗匠 は、 どうい ふ 系統の 人て あつたの か、 それらに 關 する 記憶 は 私 一 

に は 全然ない。 子規と 直接 言葉 を か はす ほどの 親しみ を 持たなかった 其の 時分の 私 は、 子規 か 

ら發 句に ついての 話 をき く ：！ 會 もなかった。 顧 ふに、 詩と か 文と か * 四角な 字 許り ひねくって 

るる 間の 遊山 氣 分て、 誰かの 勸 める ま ゝに投 句で もした のが、 其 戎の摺 り 物に 載る やうな 結 菜 

になった ので あらう。 綢ぱ かり 食 ひ 馴れた 口に、 ォコゼ も 乙 だ、 とい ふ 位の 氣分 であった ので 

あらう。 


この 時分の 書^ は、 まだ 大部分 町々 で 徒黨の やうな もの を 組んで" お 亙 ひに 喧嘩した りする 

の を エラが つて ゐた。 自由 民權說 にか ぶれて、 政談 演說を やる 先走りし たの もあった。 詩 を 作 

つたり、 文章 を 書く 稽古 をしたり する の を、 柔弱 呼 はりして • 書生の のけもの にして ゐた U そ 

んな氣 分の 中で、 世捨 人か隱 居の する，  やうな 發句を 面白がった 子規 や 兄 や は糙に 書生 中の 異色 

だった。 ハイカラ なと 言 はう か、 物ず きとい はう か、 兎も角 金箔つ きの 文學 年だった e 

北 ハ戎宗 K に 一 隻^が あつたと いふよりも、 かう いふ 文字の ある 文^ 靑年を 相手に する、 それ 

を 自分の 笫 子に 持つ ことの 興味に^ら れ たと 見る 方が 正しい かも 知れぬ。 北ハの 時の 兄の 詰て は 

總て 評判が よくて、 一^い、 三 座と いふと ころに とってくれたり するとの ことだった。 さう し 

て、 こんな こと を やっても * 正 岡 は 矢 張 一番うまい、 など 丄ー； " つたり した。 

併し • 共戎 宗匠の 話 は、 其の後 兄から も， 又た 子規から も 再度 耳に しなかった。 子規から は 

遂に 一 度 も 其 戎の話 をき かずに 了った の だ。 其 戎が 早く 物故した のか、 それとも 子規の 方で 交 

際 をつ.、 けなかった のか" 尤も發 句な どに 興味 を 持たなかった 當 時の 私 は， 兄の 話 も 半分 は 浮 

の^でき ゝ淹 してし まった。 それ を追窮 する 興味 も 持たなかった。 
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四 野  球 

^が 子規 宗の 一 人に なって、 發 句と いふ もの を 始めて 作った の は、 それから s: 五 年後の 明治 

1 1 十三 年で あるが、 それまでに 子規と 私との 問に 一つの ェ ピソ I トが ある。 

當時 まだ 第 一 高等 學 校の 生徒 位に しか 知ら- れてゐ なかった ベ I スボ ー ル を， 私が おった 先生 

とい ふの が 子規て あつたの だ。 私の 十六に なった 明治 二十 一年の 夏で あつたと 記憶す る。 當時 

東京に 出て るた 兄から、 ベ ー スボ ー ルと いふ 面白い 巡び を、 歸^ した 正！： にきけ、 球と パット 

を 依 托した から、 と 言って 來た。 子規と 私と を 親しく 結びつけ たもの は、 偶然に も 詩で も文舉 

でもない 野球で あつたの だ。 それで 松 山の やうな 田 合に るて、 早く 野球 を楡 入した、 松 山の 野 

球 開山、 と 言った 妙な 誇り を も 持って ゐ るの だ。 

球が 高く 來た 時には かう する、 低く 來た 時には かう する、 と 物现學 見た やうな 野球 初歩の 第 

1 リ ー ズ ンの說 明 をされ たのが、 恐らく 子規と 私と が， 話ら しい 應對 をした 最初であった であ 
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らう。 兄と は 達った • 何 處か粹 な 口の き. - やうから • 暖かな やさしみ を 持った^ 度の 前に、 私 

は 始終 はにかみながら、 もぢ /(\ して ゐた。 阒 扇の 抦を兩 手で 揉む やうに して 煽いで ゐた 仕^- 

ま でが 妙に 慕し かった。  - 

この 初對 面の 延長で、 私 はすぐ 表の 通りへ 引 張り出されて、 今 まて 敎 つた 球のう け 方の 赏地 

^習 を やる 事に なった。 私 は 一生懸命 にうける とい ふより 球 を 投ん だ。 掌の 裏へ 突き 拔 ける や 

うな 痛 さ を 辛 梓して、 成るべく 平 氣な額 をして ゐた。 頭の 上へ 高く 來 たの は、 飛び あがる やう 一 

にして、 兩乎を 出し さへ すれば、 大抵 はう けられる * 1 寸 投げて 御覽、 と 言 はれて、 共の 投げ は 

方が 丁度い ▲ 具合に 往 かない。 二三 度 繰り返して • やっと 思 ひきって 投げた 球 を， 一尺 も 飛び 

上って うけた お 手 木に^  くよりも、 半ば 忘れ か、 つて ゐた 服つ きの 鋭 さが 私 を 喚び 覺 した。 子 

規は 赤く 腿れ たやう になった 私の 手 を 見ながら、 いろ- (^に 言 ひ 慰めて、 初めてに して はう ま 

いもの. た， ナ -I 球 はすぐ うけられる など 上 百った。 併し 私 は、 それまでに 經験 のあった、 ^劍 

を敎 へて 貰った 時の やうに、 呑氣な 巫山戯た 氣 分に はなれなかった。 

子規の 家 を 始めて 尋ねた の も、 野球の 一 般 法則な く 約束が あった からだ。 當時 はま だ 今 口 
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の やうに 適 當な譯 語 もなかった。 さう して 聽 く 私に は， 英語の 力が 薄弱だった。 メンバ ー の そ 

れぐの 役目から、 勝敗に 關 する 複 雜なコ ン ディション を 一 通り わからせよ うとした、 先生の 

勞を 多と せなければ ならない。 敎 つてる る 生徒 も、 前 日の 球のう： b 方より、 どれほど 骨の 折れ 

たこと. たったら う。 何でも 子規 は グラウンドの 詳しい 31 面と、 メンバ— の 名前と * 球の 性質に 

關 する 表の やうな もの を 書いて くれたので、 後生大事に 莨って 來 たこと を覺 えて ゐ る。 

可な り 暑い 日で もあった。 シャツ 一 枚の 肌ぬ ぎに なった 子規の 前に、 赤い 西瓜が 盛って 出さ 

れた。 白い 細い 長い 指の 股から 垢 を 探み 出して るた 子規 は、 私に も勸 める よりか、 自分で しゃ 

ぶりつ く 方が 早かった。 

私の 家で は >  西 风を食 ふの は 年に た： 一度で、 舊の 七月に 七夕 祭 やする 時 だけであった。 そ 

れも 子供の 七 八 人 も ある 大家族 を 擁して るた ので、 せいぐ！ 一 切れ か 三 切れの 割 宛に 過ぎな か 

つた。 今、 目の前に 盛られた 西瓜の 鼻 を 衝く凉 しい 豐 かな 芳 ばし さに 打 たれながら、 私 は輕々 

しく 手 を 出す 氣 にならなかった。 物 固い 儉 約に 馴らされた 私 の^の 習 憤と、 餘 りに 距離の ある 

^前の 事 © が、 新たな 感想と なって、 私の 頭の 中 を往來 してる たの だ。 


さう 首へば、 いつの： g^rs. 時に 尋ねて 往 つても， 御馳走に 西风の 出ない 時 は 無った。 毎日 尋 

ねて 柱っても け ふの は 善かった とか、 惡 かった とか， 西瓜の 評が 出た。 さう して 誰よりも 1 番 

餘 計に 食べた。 或 年 非 風 I 新 海 正 行， 亡 II と 一 處に歸 省した 時な ど、 月 を 見に 行かう とい 

ふので * 近くの 石 乎 川まで 出かけた。 パ の 冴えぐ した 水の ない 磧の 石に 腰かけて、 北 ハ闩兑 た 

田舍 芝居の 評な どして ゐる 中、 非 風が 持って 來た 西凤 を、 そこらの 石に ぶち あて、 割ったり し 

たこと もあった o  一 

西瓜 を 食った あとで， 無論 今後の 目的の 話 も 出た と 想像す る" ^^の 人物 論な どに も 一一 一一！： ひ 及 ひ 

ん だと 覺 える。 軍人 や 政^家な どになる 氣迷ひ を 早くから 感じて るなかった 私 は、 子規の 文舉 

話に 聽 き ほれる だけの 素地 を 持って るた S だった。 

かくして 子規と 私との 結びつく 櫞綠 >  不用意と 無雜 作な 問に 釀 成した。 私が 子規の 懐ろ に 飛 

び 込んで 行く、 私の 生涯 を 支配す る 運命 は、 もう 一 步の 眼前に： a つたの だ。 
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五 處女作 

「明治 二十 三年 三月 二十 三日 調焉」 と 肩書きして、 表紙に 「發 句桀、 河 東 秉五郞 著作」 と窨 

いた 古い 私の 手記の 草稿が ある。 屮に 「二月 四日より 三月 二十 三 曰 迄の 發句 (發句 やら 何やら 

わからず) 左に 揭 ぐる 如し」 と あり、 表紙 裏に は 「赤色 は 正 岡 君の 添创 にか 、 る^に して、 余 

が此發 句桀に 載せた る ものな り」 と ある。 

これによ つて、 私が 始めて 發 句と いふ ものに 指 を 染めた 時日 も， 亦た 其の 時 どんな もの を蒈 

きなら ベた かも 一 々明瞭 過ぎる ほど 明らかになる わけで ある。 かやう に 十七 昔 を 一 々指 を 折つ 

て數 へなければ ならない やうな * 抑々 の 作り 始めの 記録の 遣って ゐる例 は、 恐らく 他に 多く 見 

ない。 自分の 製作 を、 何から 何まで 一 々整理して、 後人が 其の 遣 稿 を菟钹 する に 困る やうな 乎 

間 を 出来るだけ 省き 得た 子規で も、 明治 二十 年頃の 其戎 宗匠 入門 時代の^ 女 作に ついては、 M 

に 採錄す ベ き 何らの 史料 も な い。 


私の やうに、 總てを やり ッ 放しな、 疎懶な 生活 をして ゐる ものに、 却て 稀 有な 史料の 保存 さ 

れ てるる の は， たヾ 偶然 其の もので あり、 又た 一 つの 奇蹟ても ある。 

私 は 自分の 草稿と して 兌る よりも • 十 2 人の^ 稿と して 眺める やうな， 骨董 的 容觀的 與味を さ 

へ 咬ら れるリ 

枚数 は 総て 七 枚で、 十 行 の^を 入れ、 如何にも 人に 兑て もら ふやう に 謹^に 淸 書して ある。 

謹 S では あるが、 腰の ぬけた ふらく した 下 乎な 醜い 字 だ" 朱で 一 つく 丁寧に 批評 もし、 テ 一 

-I ヲハの 問 違 を 正したり して ゐ るの は 「松 窓 出 長 妄批」 と あるのに よって， 私の 兄て ある こと S 

がわ かる。 兄 は 詩の 方て 「松 窓」 とい ふ號を 持って ゐた。 大方 この 處女作 を 他の 草稿で 子規に 

見て もらった の を、 又た 刖 に淸沓 して 兄に も 兌せ たもの らしい。 不幸に も * 子規に 見せた 草稿 

の 方は殘 つて ゐ ない が， それ は 手紙 か 何 かで 來 たので * 序でに 其の 批評 を 書き 移し， 一度に 二 

先 擎の評 を 見る に 便した の だ。 

兄の 批評 は 丁寧 親切 を 極めた もので • 前 害の 文章の 亂雜 なのに さへ 一 々筆 を 加へ てゐ るが、 

子規の は、 約 七 八十 句の 中の 十七 八 句 を訂： 止して、 共の 作例 を 示して ゐ るに 止って るる. - I  二 


の 例 を^げ ると 

吾が 宿の 庭に は 五本の 梅の 木 ありけ るが 皆々 開き 亂け れぱ 

五 本 と も さき そ ろ ひけり 昨 口 今日 

と あるの を 

梅が 香 や 屆 かぬ くま もな き 小 庭 

と 訂正し、 

K 岡常規 ^を 慕 ひて 夢に 見ければ 

ほと 、 ぎす 鳴きし と 見し は 夢の 中 

と あるの を 

ほ と ぎす 聲に 驚く 朝寢哉 

と改 刪して ゐる たぐ ひで ある。 季の 有無と か、 二 段 切れと かいふ やうな * 當 時の 發 句の 定法 を 

も 何にも 知らない、 言 は ノ無鐵 砲に 十七 字 を 並べた， 奇怪 千 萬な ものて あつたから、 子規 もい 

い 加減に あしらって 置かねば ならなかった ので あらう 0 若し 私が 其の 前に、 發 句と いふ もの * 
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1 般 的約朿 や、 句作 上の 道德 律な ど を 子規に^ してる たと したら * かほ どまで 破格に 其の 習慣 

を 無視した • 其の^ 惯に 無學な もの を 押しつけろ 事 は出來 なかった てあらう。 恐らく 野球 傳習 

の S 以來、 東京と 松 山の 閒で 書信の 往來 をして ゐた 中、 子規から 句の 便りな どもあった ので、 

かねて 】 見した ^えの ある 其 戎 S 唐紙 摺り など を 想 ひ 浮べ、 少年の 向 ふ 見ずに 子規 を 驚かした 

のて あらう 0 

明治 二十 三年 は、 私の 十八 歳の 春 だ。 私 はもう 父の 書庫から 幼 舉便覽 どころ か、 圆撈活 法な 

ど を 引 張り出して、 ^言と か 七 言と か、 時には 律詩な ど を ひねくって ゐた。 一 方 中學も 三年 玆 

位に なって をり、 宅での 素謓も 其 頃 はもう^ 點本 にも 及んで るた。 日 をき めて 父の 論語の 講義 

をき く# などに も 出席して るた。 

鐵^ にす がったり、 ラン ュ ングを やったり、 無關 心に 遊ぶ こと も 人後に は 落ちない 腕白 ざ か 

りで あつたが、 何處 となく 人生に 對 する、 疑惑 的と も 言 はう か、 詩的と も 言 はう か、 官能の 奥 

に 浸んで 來る 神秘な 感情に 目覺 めようと す る 時で もあった。 

生れて このかた、 朝に 夕に 目 馴れた 石鐵の 山つ？ きになる 南の 連山の、 霞に こめられた 淡々 
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しい 姿 を、 或る人 格に 對 する やうな 感情の 昂奮に 咬ら れ ながら、 ^ぐ ましい 心 持で * ぢ つと 眺 

めて るねば ならない 時 もあった。 

けれども • 友達 仲間で、 4 ^の^-さ など をす る 意味が 私に はよ くわから なかった。 正月の カル 

タ會 で、 友達に 引 張られながら、 知らない 家に も 押し寄せて 往っ たもの だが、 そこに どんな 女 

性が 一 坐して ゐ たかに は、 まるで 盲目だった。 ^の戀 の 目覺め は、 それから 三年 も 後だった。 

平仄に 合せて 文字 を 拾 ふやうな、 機械的な 漢詩の 物 まね は、 當 時の 私に はもう ぴったり 合 ふ 

もので は 無かった。 何だか 隣の 庭 を いぢって るる 庭師に 加勢して ゐる やうだった。 無意識に も 

自分の 庭の 草に 手 を觸れ たかった。 さう して、 何ら かの 慰め を そこに 得ようと した。 私の 人 問 

的 自覺の 萠芽が、 何物 か を 詠 はう とした、 抒情の 處女 地だった。 若し 私が 音 樂に對 する 特殊な 

耳 を 持って ゐ たら、 私 はせ ハの音 樂 につれ て 我知らず 踊り 出した かも 知れない のだった。 

試みに 私の 發 句と 子規の 改作と を 比較して みる。 

早び るで 泉 村より 土筆 狩  (原句) 

筆 捨て、 け ふはつみ けりつ くくし  (改作) 


^々と^に 後^ぐ^ 杏  (原句) 

梅ち りて 桃と 杏の 後備へ  (改作) 

春の 日に 冬 見る 今日の 山の 上  (原句) 

佐 保姬は 裾に すがる や ふしの 山  (改作) 

春風の 吹き 绞 したり 富士の (同 ) 

路の はた 錦 弒り爲 す櫻戠  (原 句) 

佐 保姬の 錦- M り 出す s 哉  (改作) 

^やた まさか 來鳴 今^ 哉  (原句) 

^やた まに は 花の 吹かぬ 枝  (改作) 


原 5： は 乎ぶ り も 知らないで * 我 武者ら に 踊って ゐる。 改作 はさす 手引 手 を 心得た 型に 铰 つてる 
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る。 K 感 直情の 陶冶され た 詩の 境地に は ！：• 離の ある ものと しても、 原句に はま だ墾 かれない 敷 

地の 處 女性が 髡髴 として 全く 其の 匂 ひ を 失って はふない。 改作 は理智 の舉問 的に 俲 いた、 情操 

を 無視した 技巧に よって^ く 彩られて るる。 恐らく 子規 も、 かう いふ 赏 例に 對 して は， 今日 苦 

笑せ ざる を 得ないで あらう。 

私が 子規から 貰った 手紙の 中で、 保存され てるる 最も 古い もの は、 明治 二十 三年 五月七日 東 

京 本 鄉局を 出た ものである。 裏に は 「東京 木 鄕眞砂 町， 正 岡 常規」 と ある。 子規 はま だ 柊 山の 舊 

藩主の 後進 養成の 目的で 建てた、 常盤會 寄宿 舍と いふ、 问鄉の 書生の 合宿所に ゐた 頃で ある。 射 

II 人口に 大きく 「常 盤^ 寄宿 舍」 と喾 いた 礼が か、 つてる た。 それ は 子規の 書であった。 常 一 

磐の 磐が 「盤」 と 書いて あつたので、 一寸 問題に なって ゐた。 

長さ j 間に 餘る 紬窨は 「風の 便りに 一 筆 さし 上申 候處、 直 様 御返し 文 給 はり 難 有 拜誦仕 候、 

無用の 挨拶 はぬ きにして、 瘦 腕の 許す 限り 御高 問に 御 答へ 可 申 候」 と 書き出して 

佐 保姬は 春の 神に て， 漢語の 東皇 义は靑 帝と いふに！ H: じ * 秋の 神 をば 龍 田 姬と申 候 >  支那の 

靑帝白 帝な ど  >- しかつめらしく いふより は 日本 流に 女性に する かた 文 學には 面白く.；^ 候、 西 


洋 にても MUSE など、 申 は 女神に 御座 候。 

「なんの その」 の 句 は 御意の 通りに 御座 候" 何故に 此 句が よき やと 申せば、 これ はもと 「な 

んの その」 とい ふ 前 句が あって、 此 下に 何 かっけよ とい ふ 題な り、 故に 何とつ けても よろし 

けれど， 成る たけ 「なんの その」 とい ふ 意味が 强く 感ぜ ざれば、 おもしろ からず、 然るに 大 

髙源 吾が 桑の 弓 も 一心 こりかたまれば、 巖を つらぬく もの を、 何事 か 志して ならぬ 事 や ある 

とい ひふくめ たる は 殊に 而白 し、 これ は 陽 氣發處 金石 皆 透と いふ 句 を翻譯 せし ものと いふ も 一 

可也、 おまけに 此 句の 面白き こと 最 一 つ あり- 御 承知の 如く 源 吾 は赤穗 義士の 一 人に て 常に 2 

復篛の 事の み考へ 居候 事故、 此句も その 意より 出で たる ことにて、 精神 一到 何事 不成、 まし 

て汉ん ゃ復饕 の 事 を やとり きみたる 處は此 句に 現 はれ 居候 

「初雪 や 御用の 外 は 車と め」 これ も 御說の 如し、 「御用の 外 は 車と め」 とい ふ 制札の たて ある 

ものと 見るべし * 勿論 車 どめ は 雪の ためなら ぬと も、 丁度 雪の 日に こ、 ばかり 車 どめと なり 

たる は、 雅人の 本意に かな ふて 面白し とやい はん、 「小便 無用」 の 句 も 矢 張 制札な り 

など 古句に 詳しい 解 釋と說 明 を 加 へ I 其 外 尙も數 句に I て 後 


^外の 句 も 御 了解なければ 次便に 可 申 上 候、 又 以上の 說 明した る 句に つきても 猶少 しにても 

御 疑 あらば 御 申 聞 被 下 度 候、 總 じて 文擧と いふ もの 殊に 詩歌 發 句の 類 は 成るべく 少き 言葉に 

て 成るべく 多くの 意味 を 現す やっか 面白き 也 • 漢語に て 含蓄と か 意 在 言外と かいふ も 卽ちこ 

れに 御座 候" 李 白の 問 余 何 意 棲 碧山 云々 の 詩 や 芭蕉 翁の 古池の 吟 などの 面白き と 中 す も、 畢 

竞 含蓄の 多くして 言外に 無限の 味 ある 故 也 * もし 而白 いの を 面白い とい ひ， さみしい の を さ 

みしい とい はビ 何 の 妙味 かこれ あらん、 是等は 御 面會の 上なら では 御 詳細に^ りが たし、 以 

上申 上 候發句 にても 呰 含蓄 ある 故に 白き 也、 發句は 巧者に いはず とも ありの ま 、 をい ふが 

よきな り 杯と いふ は、 未だ 俳諧の 眞味を 心得た る 者に は 無 御座 候、 ま づは御 返事 匆々 頓首 

と 結んで ある。 懇切 丁寧と いふの は、 かう いふ 敎へ方 をい ふので あらう。 これにつ いて 想 ひ 起 

すの は， 私の？ I 女 作の 批評 を 求めた 時、 其の 返書の-末に、 もっと 古句 を讀 めと 曾って 約 十四 五 

を 作例が はりに 示して ゐた。 始めて 發 句の 世界に 導かれた 私 は、 北ハの 作例に 逢 著して、 未知 

の 轔野を 行く やうな 迷妄と 昏惑を 感ずる のだった。 私の 解釋し 得る、 私の 頭の 爲し 得る 理昝の 

總てを 働かし c、 北ハの 迷妄と 昏 惑を訴 へた、 其の 返書が この 手紙で あつたの だ。 私 はこの 乎 紙 
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を うけとって、 どれほど 衷 0 からの 喜びに 浸った ことだった らう。 でなくて さへ、 子規 を 夢に 

見る ほどの 憧れ を 持って るた。 私 は 其の 說の當 否な ど を钊定 する 餘裕 もな く、 この^. けられた 

灯の 下に、 俳諧 國 に^み 入ろ 危ぃ足 もと を 照らし 出して ろ た。 

が、 「ありの ま、 をい ふが よきな り 杯と いふ は- 未だ 俳諧の 舞 味 を 心得た る 者に は 御座な く 

候」 と 言 ひ * 前 描 私の 處女 作を改 刪した 句^りと 言 ひ、 や， かて 一 二 年の 後に- 俳句 革新の 聲を 

擧 げた 人の 前奏曲と して、 其の^し き アイ n 一一  カルな 雜音的 響き を 持つ、 むしろ ュ，' モ ラスな 

味 ひ を^ ふべき である。 


六 七草^ 

この 二十 三年の 手紙の 名宛に、 子規 は 自ら 「ほと、 ぎす」 と喾 いて ゐる。 私 は 子規の 喀血 を 

した 事情 はよ く 知らないが • 子規と いふ 號が、 北ハ 名の 常規 が土臺 で、 其の^ 血 を 血に 啼く^ 味 

にしたん のであった こと は、 ずっと 後に きいた のだった。 始めはい ろ/ \に言 つたが、 子規と 

いふい、 字 を 見つけた 時 は， 一寸 うれしかった など 上 一目った 事 も ある。 この 乎 紙に 「ほと、 ぎ 

す」 と あるの を 兌る と、 無論 其の 喀血 後で、 子規と いふき まった 文字 を 求め 得た 前ら しく も あ 

る。 恐らく 當時 は旣に 大攀に 入った 初年 位で あるから、 一 生 不治と 考 へられた 病に 犯された の 

は， それより  一 二 年 前、 1 高 在 摸 時代て あつたに 相違ない。 

> 二十 三年の： 旦に は歸 省して， 1 ヶ月ば かり 滞在した。 尤も 私の 記憶 も朧氣 であるから、 或は 

前年の 二十 二 年であった かも 知れない が、 子規の 家を訪 うた 時、 ス ツボン 屋が 其の 格子 戶の前 

に 荷 を 卸して るて、 血に 染 つた ス ツボンが 桶の 中に 生まく しく 笸 いてあった 記憶 だけ は、 ま 
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ざく と 描き出される o 病後の 保養に、 ス ツボンの 血を钦 めと いふの が， ィャな もの だと 言つ 

たやうな 言葉 も かすかに 憶 ひ 出される。 

^きの 土產 は、 其の 年 向島の 櫻 餅屋の 二階に 立て籠って • 自ら 文藻 を綵 つたと いふ 「七萆 集」 

であった。 秋の 七草 を 見出しに して、 美文、 小說， 詩、 和歌、 發句、 今様、 都々 一 、 何でも 來 

いと 言った 風に、 各種 各 様の 創作 を 網 『I した もの だったい 持ち 重 もりの する 程 厚みの ある 草稿 

だった が、 私 は先づ 其の 書體の 秀麗な のに 打 たれて しまった。 それ を熟謓 玩味したい" と 言つ 

て 借りて 歸 つた。 

この 「七草^」 は、 永く 世に出る 機會を 失して ゐ たから、 當時之 を 知る もの は、 子規に 親しい 

二三の 者に 過ぎなかった。 子規と いふ 人が、 人間的に も、 詩人 的に も、 叉た 社會 的に も、 完成し 

た I 人格者と なった 前 時代の もので あり • 共の 修養 期の もので あり、 同時に 子規の 大事 業の 捨 

石で もあった。 一 见も角 燃え 上らん とする 钗智 と、 開き 始めん とする 情熱と が、 ^御し き ナ ない 

奔： K な 勢 ひて、 口 をつ き， 筆に 任して 煥狻 した もの だ。 子規の 仕事から 言へば、 まだ 乳臭い 甘 

さが あるか も 知れない、 才能に 誇った 街 氣に充 ちて ゐる かも 知れない。 けれども 當 時の 私 は • 
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嘗て 耽讀 した 馬 琴よりも、 三^ や 一 九よりも、 新たな 熱， v 鈕 しみ を 持って、 其の 草稿 を 抱きし 

める のだった。 

尤も 其の 時代 は、 露 伴， 紅葉， 美妙 齋、 浪六等 新たな 文士が 世に もて 轔 されて、 それぐ I 

代の 巨匠の 如く 傳 へられて るた。 大皋 では 略 ぼ 期て あった 紅葉の 人物 如何 位 は 知って ゐ たか 

ら、 或は 「^等が」 と 一一 H つた * 自信と 自負に 滿 腹して ゐた かも 知れない。 そこに 功名心 も^き、 

成功 を^ぐ 焦^も 伴な ふソ 同時に 共の 不治の病 體 である 事が， 悶 々の 情 をも晈 る。 このま、^ 

一 

ち 果て、 は 堪らない * と寢 ても覺 めても ぢっ として をれ ない 自己 禮讃 5 焦燥 は * 子規の 生きる 

道と して は、 餘 りに 當然 てあつた。 この 翌 々明治 二十 五 年に 「月の 都」 を 書いた の は、 正に 其 . 

の 焦燥 澳惱 の爆發 した 烽火て あった。 「七草 集」 は 其の 前提、 其の 小手調べであった とも 言 ひ 得 

る) 

この 「七草 集」 を 書いた 時に、 そこの 櫻 餅屋の 娘と 子規との 間に、 或る a  I マン ス のあった 

事 は、 其の後 四 五 年も經 つて 後に 始めて 聞いた。 異性に 對 する a 1 マンスと いふ もの を 餘り持 

たない、 持たない とい ふより 殆んど 絡 無て あった 子規の 1 生に、 この ェ ピソ —トは 砂漠 中の ォ 
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アシスの やうな 惠みを 思 はせ る。 松柏 IS 蒼た る 木の §1 の 一本の 花 を^ば しめる。 子規 は 私達 後 

輩に 對 する 位趕， と 言った やうな 一通りの 理性から か， それとも rt: 己の 情熱 を 打 込んだ 戀 とし 

て 語る に は 餘り贫 弱であった のか， 晚年 いろんな 追懐 談 をして、 可な り 際どい 處 まで 突 込んだ 

りした けれども * この 口，' マンスに 就いては、 遂に 自ら 其の 1 端に も觸れ なかった。 たしか 子 

規 生前であった と^ふ、 五 a 亭の 案內て 私達 二三 人、 向島 長命 寺內 にあった 其の 櫻 餅屋に 

往 つて、 おろく と 言った 其の 娘 II 常時 は旣に 母に なって ゐた I と 話した ことがあった。 話 

したの はた ノ飄亭 ばかりで、 私達 は 子規の 口 ー マ ン スをバ ック にした. I 人 舞 臺のヒ ロイ ンを大 

向 ふから 見る やうに、 遠くから 好奇の 眼で 其の 女 を 眺めて ゐた。 若さと 花やか さの 疾 くに 失な 

はれた、 行儀 正しい とりすました 様が、 淋しく いぢけ てゐ た。 自分 はもう 老いた、 と自覺 した 

らしい あきらめが • 噔く閉 された 伏目が ちの 険に 刻まれて るた。 細づ くりの， 何處 とい ふ缺點 

のない 女であった。 色の 黑 いのが. y 戶 ツ子ら しい 粹な樣 子に ふさ はしかった。 子規の 病 氣の話 

をしても、 羞恥 を 感ずる 心の 閃めき は * もう 其の 腌には 見られなかった〕 私逹は 何らの 期待 を 

も 持って ゐ なかった ので あるが、 それでも 調子 はづれ のした やうな 失^ を 感じない わけに は 柱 


かなかった e 

子規の 唯 一 の n 1 マンス も， 內 的に 子規て なければ ならない 心理の 特殊性 を帶 びて ゐ ない。 

其の 開展 起伏に 深み も 強み も 見出されなかった とするなら、 子規 は 遂に 戀と いふ もの を 木 銃に 

體驗 しなかった かも 知れない。 この 秘密 は 私達 もま だ そ を 解く 鍵 を 持たない ので ある。 


七 寄宿 舍 生活 

明治 二十 叫 年の 三月であった と^ふ、 私 は 東京で 勉强 する 事に なって、 松 山中 舉の四 年 絞 を 

中途 退舉 して 上京した。 さう して 兄 や 子規と 一 處に 常磐會 寄宿 舍に 入った。 

私 は 一 高の 受^ 準 傭の 爲 めに • 錦 城 中 舉のだ 年 級に 入った。 共 年 七月の 試 驗には 落第した。 

1 方 文部^の 方針が 一 變 して、 來 年から は 受驗入 學生を 募集し ない ことにな つたので、 私 は北ハ お 

の 八 „=: に 再び 故 鄉の中 學へ舞 ひ戾る 事に なった。 在京 僅かに 五六 ケ n: に 過ぎなかった。  一 

私 は I 年 位 勉強して 東京に も 馴れた 時分、 人舉 試験 を 受けたい とも 思って るた ので あるが、 

何も 終驗 とい ふので、 願 W を SZ したので あった。 落第 を覺 悟の ^ 儲で も、 小さな 私の 頭 は どぎ 

まぎして ゐた d 兄 や 子規と 暮顏を 合せて ゐ ながら • 文舉談 や 俳句の 話な ど を 落着いて きいて 

ゐ る ゆとり を 持たなかった。 何 かしら 責任 をお つかぶ せられて ゐる やうな *  - それで ゐて 勉强も 

身に しまない、 都め づ らしい 田舍 者の ァ タフタした 氣 分で 終始した 半年だった。 


當 時の 寄宿 舍 生活て， 私の 記憶に 遣る もの、 片影 二三。 

XXX 

寄宿 舍の 建物 は、 略 ぼ I 字形 をな して ゐて、 上下の 水平線に あたる 部分が 二階 立てに なって 

,0 た。 其の 左側が 南う： b で、 そこに 横長い 庭が あった。 庭の 一方に 運動 棱れ唯 一 の 鐵捧が あつ 

た。 子規 は 其の 鐵榨を 見下ろす 二階の 一室、 多分 八疊の 間 を 占領して ゐた。 兄と 私と は I 字の 

垂直線に あたる 食堂の 側の 六疊 問の 一 窒 に同窒 して ゐた" 

子規の 部屋 は私逹 二人の 部屋に 比べて、 廣 々してる た。 そこらに 和書 洋書の 區別 もな く， 書 

きかけ た 紙 や、 もみ かためた 反古な どが 時には 足の 踏み どころ もない やうに 散 かって ふた。 そ 一 

れが 一 曆 部屋 を廣く 奥深く 兑せ るので もあった。 兄 はよ く、 K 岡 も 不精者で、 もういく Ritw を あ 

てない か、 第一 ほこりつ ぼくて あの 部屋へ はいる 氣 がしない、 と 言 ひくした。 私が いっか、 

「獺祭 誊屋」 の讀み 方と 謂れ を 尋ねた 時、 子規 は 鼻梁に 皺 を 寄せながら 苦笑して、 狼藉た る 座 

右の 樣を 指しながら 「これよ く」 と 言った。 獺が 巢 にいろく の 魚 を あつめて， それ を貯藏 

する の を、 支那の 詩人が 「魚み」 祭る」 と 形容した。 かう いふ 形容 は 支那 人獨 得と 言っても い. -。 


我楚の m は， 木 や 反古 を 祭って ゐ るので、 物好き ゃ氣 まぐれで はない の だと も 言った。 

XXX 

「お ふたりとも おいてる だら うと 思って ゐた」 と * 私達の 部屋の 障子 を 明けた の はチ規 であ 

つた。 兄と 私と は- ランプ を 一 つ 宛と もして、 夜の 勉強 をして ゐた o 

「マァ おはいり、 何やら この： If か 綺麗に おなりた ナ。 

「さうよ、 さう 言 はれる と 何だか、 丁度 ニタ 月；； 3： かや ナ •：：• あの 床屋で け ふ 始めて 氣づ いた 

ん だが、 短 尺 を かけと るナ。 

「あり ゃァ お前 * ずっと^ からさ  何やら 深雪 かなと いふの ぢ やらう が ナ。 

「さう かや ナ。 すると 我輩 もよ つぼ ど， うっかり ひ よんと して ゐる ナ， 近頃 頭が わるい せい 

だら うか、 ハ、、 ゝ。 

「ハ 、ヽ、 * あの 床屋の 主人が ちっと は ひねくる やうな 話 をき いたやう に 思 ふ、 あり ゃァぉ 

^ぢ やなかった かナ。 

r ァ シが何 を 知る もんか、 あの 短 尺 だってけ ふやつ と氣づ いた 位さ …… さう お 一！ II" ひり ゃァ い 
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つか 非 風 かそん な 事 を 言った ことがあらい、 さう/,, \。 

久しぶり 床屋に 往 つたと いふ 子規の、 透きと ほる やうな 色白の 額が、 私に，， r 貴公子の やうに 

美しく  ^えた。 兄と 向き合って 胡 坐 を かいた ぼろく の 袴が、 綺麗な 頭と 對 照して • ランプの 

燈の 下にば ァ との さばった。 

「それ はさう と • け ふ はお 土産 を 持って 來た」 と、 うしろに 手 を 廻して、 三人の 中へ W した 

の は， 見お えの 岡 野の 紙袋だった。 岡 野の 一 番の大 袋て、 いっか 茶話 會か何 かの 時に、 私が 使 

ひに^って 抱へ て歸 つた それと 同じ 袋だった。 袋 は 三ん 坐の 中に、 不 釣合に 大きな W を据ゑ 

てるた 0 

「煎姘 とい ふやつ は、 詰しながら 食って ると なん ぼで も 際限の ない もん ぢゃナ * ィ、 ェさぅ 

ぞナ。 け ふ は 財布の 底 を はたいて 來 たんだが、 何だか 袋ば かり 大きい や うぢ ゃナ。 

子規 は 辯 解す る やうな 口吻で、 袋の 胴中 を バリ/、 二つに 裂いた。 今まで 立って ゐた 袋が、 

ガラく 音 を 立つ ゝ 横倒しに なった〃 

床屋 俳諧の 話から • 大學の 講義の 話、 紅葉 眉 山な どの 人物 論、 源氏物語の 好き 不好きな ど そ 


れ から それと 子規と 兄の 話 は、 筢？ i もな く 移り か はって 往 つた。 時計 を 見て 驚いた 子規 は、 勉 

強のお 邪魔 をした ナ、 と 言って 立った。 私 は 煎餅 腹 を 抱へ て， 其农の 勉強、 明日の 代數の 宿題 

で 二 時 頃まで 起きて ゐた。 

XXX 

寄宿 舍の すぐ 近くに、 梅^ 病院の 原と いった 廣場 があった。 舍 生の 野球 好き は 大抵 毎日 この 

原へ、 パットと 球 を 持ち出して ノック を やった。 私 も 時には 松 山 仕込みの 下手糞 を 恥ながら、 一 

其の 仲 問に 加 はった。 無理な 球のと り 方 をして 指 を 挫いた こと も 二三 度あった。 今でも 右の 藥 お 

指の 第 一 關 節が 曲らないで、 毒蟲の やうな 格好 をして ゐ るの は、 この 時の I 記念で も ある。 一 

け ふ は 珍ら しく 元老が 出かける さうな、 とい ふ 元老の 一 人に 子規 も 加って ゐた〕 私 は 球 をう 

ける 散兵線の 中に 加って、 原の 一方の 隈に 立って ゐた。 I 通り 打順の 濟んだ あとで • 子規が 打 

方に 立った。 ィョ ー など、 囉す聲 も 聞え た。 二つ 一二つ 打って る 問に • どうして か 空ば かり 打つ 

やうに なった。 バット を 十 べん 振って、 やっと 一 つ あたる 位だった。 上衣 を 肌^ぎに した、 

白い シャツが、 私の 目に も 何 かを^ 示す る やうに. 泌み 込む のだった。 空 を 打つ バット を氣 にも 


しないで * 元氣 よく 振り 廻 はす カ强 さが、 私 E 身 を きまりわる がらせた。 と！： 時に 子規に 對す 

る 氣の毒 さが 湧いた。 私達が 顏ゃ 手足 を 洗って 部屋に 歸 つた 時、 子規 は 私の 部屋で、 兄と 話し 

てゐ た。 まだ 肌 も 人れ ない、 シャツの ま、 で 敷居に 腰 を かける やうに して ゐた。 乳の あたりに 

刷毛で 刷いた やうに お 土の 泥が ついて ゐた。 

「馬鹿にく たびれ たかい、 パットが あたらな いと、 一^くた びれ る や うぢ ゃナ。 しばらく や 

らな いと、 ちょっとした 呼吸 を 忘れる  恐ろしい もん ぢゃ ナ。 

子規が こんな^ を 一一 目って ゐ るの を 小耳に はさみながら， け ふに 限って 血の 氣 のない、 艷 のな 

い、 蒼 ざめ た 北ハの 横顔 をぬ すみく^ てゐ た。 顎の 關 節のと ころが、 お 能の 面の やうに 刻み出 

されて ゐ るので もあった。 

XXX 

虚 子と 私との 交際 は * 中舉に 人って クラス を  一 ^ にしてから であった。 クラス 中の 有志で， 

廻覽雜 誌の やうな もの を 始めてから、 其の 有志の 巾で も 親しい 中に なつ たづ 虚子 は小攀 時代 か 

らの 秀才で、 いつでも  一 二番の 首席 を爭 つて ゐた。 私は彌 次と 腕白で 通った まァく ガラく 
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街 生だった。 虚 子に は 「聖人」 とい ふ^ 名が あった。 無口で 謹厳で， ホ戯ー つ 言はなかった か 

ら であらう o 私の 掉名は 木 名の 「ヘイ」 で 通って ゐ た。 聖人と ヘイと は 放課後よ く往來 した も 

のだった が、 舉 校の 害 物 や 宿題な ど をお 互 ひに 勉強した 事 は 一度 も 無かった d 廻 覽雜誌 はたし 

國 

か 「w 州會雜 誌」 と！ in つた やうに 記憶す るが、 其の 誌面 は、 聖人よりも ヘイの 方が 牛耳って ゐた 

形だった。 n 然 二人の 問の 話 は、 詩歌 小說 などの 文 舉談を 主にして、 いっとな く 未 來の大 文學 

ぉ を 夢^る 點で 共鳴して ゐた。 虚子が 私 を 引 張り込んだ 謠 曲の 會な ども、 可な り 頻^に 催され 一 

たもの だった。 私の^ など. -は 全く 刖な、 一 秫 濃厚な 家庭の 空氣の 流れて ゐた虚 子の 宅で は" お 

母堂 を 始め 令兄 夫妻 も、 虚子 同様に 私 を 遇さる ゝ のであった。 殊に 母堂の 蜜の やうな 愛 は * 惜 一 

氣も なくと 言った 風に 私に も頒 たれる のだった。 父 や 母に 甘へ ると いふ やうな 味 を 知らな かつ 

た 私 は、 虚 子の 家 を 尋ねる 事に、 又た^ な憒憬 を 持って るた。 

てんな 關 係から、 子規と 私の つながり は， 當然虛 子に も 及ぼさなければ ならない 運命に あつ 

た。 虛子も 私と いふ 相榨を 失な つた 淋し さからで もあった のか， この 私の 東上 中に、 子規に 紹 

介し、 让： の 添削 を 乞うて くれ、 と 歌稿 句 稿の やうな もの を玆 つて 來た" 私 はどうい ふ考 へで あ 
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つたの か、 口で. 紹介す る 位置に 居りながら、 筆で 推獎 する 手段 をと， つた。 子規が それ を 請 了し 

たか どうか は 知らない。 又た 其の 草稿 を 添 前して くれた かどう かも 判然と 覺 えて ゐ ない。 何で 

も 讀み覺 えの 文章 規範 か 何 か をもぢ つた、 漢文 直 譯體の 紹介 文であった から、 子規 も 仰山ら し 

く餘 計な 事と 感じた かも 知れない、 今考 へても 背に 汗の 流れる こと だ。 併し、 後に 自分の 後權 

きとして 選んだ、 唯 一 頼みに する 者と 推奨した 程、 子規の 打 込んだ 虚 子との 接近す る 開幕の シ 

1 ン として は、 ，てれ 位の 添景 は • 或は 何ら かの 刷き 餘 りの 色彩と もなる であらう。 

XXX 

大方の 試驗も 濟んで 夏期休暇が 近づいた。 子規 はたし か 木 曾路を あるいて 歸鄕 すると 言って 

ろた。 明日 出發 とい ふ前晚 であった。 兄 と^は 子規の、 まだ 獺祭 書屋 のま、 である 書物の 屮に 

坐って、 子規と 話して ゐた。 

何處 まで 汽^で 往 つて、 それから 菅笠 を 着て あるきたい とか、 棧橋 がどう だと か、 一一 I 島 あた 

りに 二三 日 泊って ゐ たいと か * おお 一 を 期待す る やうな、 私に は 何だか 羨ましい 話が 綿々 と盡き 

なかった。 共の 中 子規 は 金入れ を あけて 紙幣の 勘定 を 始めた。 私の 目に は、 却々 仰山な 金 だつ 


た。 今まで 私の 金入れに は 嘗て 入れた ことのない 紙幣の 救だった。 

「この 一 圓 紙幣が 十圓 であって くれる と ナ。」 

子規 は 紙幣の 一 枚 を 指で 彈 きながら、 苦笑す る やうに 笑った。 兄 も それにつ いて クッ くと 

笑った- 

せ、 の 時分の 私の 學资は 月七圓 であった と 記憶す る。 それで 月謝 も 下宿料 も 小 遣 ひも^ 墨 紙 料 

も辨 ずるの だった。 自分の 舉資は 一圓 紙幣が たった 七 枚て ある こと を • この 子規の S 季の 旅費 

の 前に 改めて 計算 させられる のだった。 

XXX 

こんな ィャ な變な もの はない、 と 言って、 大學の 角帽 はいつ でも 本箱の 上に 埃 まみれに して 

るた。 裾 長が に 袴 を ひきずる やうに はいて ゐ るの も、 當 時の 書生の 流行 を 支配して ゐた、 薩摩 

ぽの 豪傑 風と は 遠って るた。 大舉の 角帽と 一 高の 柏 葉の 徽章 は、 書生 登 龍 門の シンボル でも あ 

つた。 町で も それとなく 幅 を 利かせた もので あり、 私舉 書生の ケナル がった もので もあった。 

未来の 角帽 を 夢想して るた 私 は、 旣に 大绺の 拘束 的な 敎 育に 飽 いてる た 子規の 心理の 忖度し よ 
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うはなかった。 た-、、 妙な 事 をき かせられる、 と * ぼんやり 聞き流して ゐた。 時には 又た 人並み 

は づれた H ライ 考 への やうに も享け とれた。 寄宿 舍の 玄關 などで、 子規の 角帽 洋服 姿 を 兌 出し 

た 時 • オヤと 輕ぃ 驚き を 感ぜねば ならない ほど、 角帽 輕蔑 思想が 浸み 込んで るた。 

XXX 

兵隊の 服装 をした 人が、 日曜に よく 子規の 處へ 遊びに 來た。 一 人 は 五百木^ 亭 (名 は 良 三、 

現存) で、 今一 人 は 新 海 非 風 (名 は 正 行、 亡) であった。 其の 外に も 連れ立って 來る 兵隊さん が 

二三 人あった。 非 風 は 背の 高い ので 砲兵に とられて るた。 ブの 厚い ゴッ/ \- した 革の 長靴が、 ぬ 

ぬぎ ちらかった 玄關 の殂板 下駄の 中に、 この 群小と 言った 風に のさば りかへ つて ゐる時 は、 き 

つと 非 風の 遊びに 來 てるる 時だった J 

飄亭は 故鄕て 父の 千 舟 舉舍の 塾生て あった こと も あり、 十九て 醫 者の 前期 後期の 免狀 もとつ 

た 秀才と いふので、 會 へばき つと 言葉 ケか はしながら、 心から 親しむ 氣 持よりも、 遠くから 尊 

敬して るる 心 持だった。 まだ 丁年 前後の 若さて ありな から、 物に 動じない 落着きと * 深く 物 を 

考へ 人って ゐる とも 見える 凹んだ 羊の やうな 目つ きと は、 大抵の 人が 人相 を 一 變 する 兵隊の 幾 


何學 的の 線の 交錯と、 生まく しい 原色の 露 ST て ある 色彩で さ へ も 覆 ひ 紛らす こと は出來 なか 

つた。 飄亭は 生れつき 色が 黑 かった。 が、 其の 色の 黑 さは， 此人 がどうい ふ 未來を 持つ かの 運 

命の 謎 を 一 警深 くす るのに 役 だってる た。 

非 風 を 知った の は， 偶然 子規の 部屋で 會 つたの が 最初だった。 氣の輕 い、 賑やかな、 言葉に 

誇張 的な 形容が 多かった が、 併し 十分に 明るさ を 持った、 中て】 番 親しみ 易い 人だった。 どう 

いふ 話で も 半分 笑 ひながら， さも 嬉し さう に、 】 語々々 に 力を入れて 行く ので * いっか 其の 方 一 

向に 引きずられる のだった。 美しく 並んだ 白い 齒を 見せる 大きな 口から 垂れさう になる 涎 を 拭 お 

きく 話しす、 む 時が、 其の 喜びと 明るさの 絕 頂であった、 面長な 規則正しい 顔に • ゆとり を 

與 へる 二重の 眼^の やさし さが 漂って ゐた。 總 てが 翳亭 と反對 であった。 それて るて 一番 仲が 

よかった。 時折 この 二人が 子規の 部屋に 落ち合 ふ 時な ど は、 時代物、 世話物、 悲劇 喜劇の 役者 

ぞろ ひと 言った 形で * 歡樂は 他の 舍窒 を壓 して ゐた。 

子規から 俳句の 話 をき いて、 少 くも 句作ら しい 氣 分に 浸って 往 つたの は • 恐らく この 二人 を 

嚆矢 とする であらう。 さう 言へば、 當時 寄宿 舍內の 廻^ 雜 誌と 言 ふやうな、 それ も 文章 を 主と 


した ものが， 子規の 手で 纏められて ゐた。 兄と 子規が 中心で、 美文、 詩、 和歌、 句、 今 樣等そ 

れ ぐの 文藻が 滿 載され てるた。 其の 中に、 飄亭" 非 風 等の 名 も 無論 加って ゐた。 何とい ふ 名 

であつ たかは 記憶 しないが" 當時 紅葉 を 中心とした 砚友 社の 「がらくた 文庫」 に 匹敵す る體裁 

の ものだった。 他の 氣 まぐれな 連中の 中に、 馥亭と 非 風と は 子規の 兩脇士 の 格て 光って るるの 

だった。 

此 外に 早く 子規の 仲 問 になって ふたの は、 膝 野 十： 1白 (名 潔、 亡) であった。 子規と 從弟 同志 

で、 年 も飄亭 • 非 風 等と 同じて * 子規より 二つ 許り 若かった。 其の 生涯 を 支配した a 1 マンス 

の爲め この 寄宿 舍に は人舍 しなかった やうで あるが、 時折 遊びに 來る 位の 事 はあった らしい。 

兎も角 * 古白の 物 を 凝視した やうな • 神秘 其の もの を捉 へて ゐる やうな 瞳の 潤 ひに 親しんだ の 

は， もっと 饺の 事て あった。 

飄亭、 非 風、 古白の 事 は尙ほ 後に 書かねば ならない。 子規 を 中心とする 藝 術の 醱 酵素と して 

この 三人 を 閑却す る こと は 出来ない ので ある。 併しながら、 どの やうな 大事 業ても、 其の 出發 

間際の 第 1 歩 は、 當事者 も 殆んど 無意識の、 沒 我の、 何物も^ 捉 しない 漠然たる 運動 C ある や 


うに、 これらの 人々 の參 加した 時代の 原始的 狀態は • 無 方針 無理 想と 言って い ゝ签虚 な 運動に 

過ぎなかった。 言 ひ換れ ば、 まだ 藝 術の 領域に 足 を 踏み込まない 娘戯 共の ものだった。 

この 遊戯 狀 態から 藝術狀 態に 進化して 往 つた 機 緣は 何で あるの か， 氣 まぐれな 玩弄 的 觀念か 

ら、 跋肅な 精神的 觀 念への 轉換の 動機 は 何 か。 かう いふ 疑問が 當然 起らねば ならない。 

尤も、 子規 其 人の 複雜な 心理に 立ち入つ てまで 明確に 解析す る 事 は 不可能で あると しても， 

外に 表 はれた 事實 から、 北ハの 一端 を 推測し^ ない にも 限らない。 そ は 姑ら く 後 廻し にす る。 

XXX 

試驗 入^ 全 廢の爲 めで あると は 言へ、 ^の 上京の 素志の 慯 けられた * うら 悲しい 氣分を 胸に 

祕 めながら、 私 も 七月の 末から 房 州の 旅に 出て、 成 田、 北倏、 日 木 寺 あたり を 四 五日 あるいて 

歸 つた。 當 時の 記慌は 判然として ゐな いが、 毎日 照りつ ける 炎：. K の 下 を、 た, 一 人 トボく あ 

るいた、 何の 面白味 もな く、 苦しく つらかった、 其の 苦痛 を嗛す やうに、 蜩が 朝から 晚 まで 鳴 

いてる た、 旅人と しての たよりない 淋し さ を 痛感した のだった。 けれども， 試驗 勉強から 解放 

された、 の. H 由な、 共の 寂寞の ドン 底で、 始めて 拘束から 放 たれた 自分と いふ もの を * 微か 
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ながら 認めさせた やうだった。 入 察 試驗 まで は、 文章 を 書く とか、 句 を 作る とかい ふ 事から 自 

然に 遠ざかって ゐた私 は、 この 旅 中の 觸 目の 景淸を 謳 ふやうな 氣 になって、 何やら 手帖に 書き 

つけた もの を、 十七 〔子に まとめた いとい ふ、 又た それが どうやら まとまって 行く やうな 好奇心 

にも 騮ら れてゐ た。 

明治 二十 四 年で 私が 子規から 貰った 手紙が 二通 殘 つて ゐる。 其 1 っは歸 省した 子規が、 まだ 

上京中の 私に 寄せた もの だ。 其の 全文 を 左に 揭げ る。  . 

玉 書拜讀 前便 芳續に 就而は 小生かん 違 ひ 致 候よ しひら に 御 宥恕可 被 下 候、 それならば 最早 一 

u 目 もなかるべく 候、 英雄 豪傑の 定義 は 未だ 1 定 せず • いづれ なりと も 御 判定 次第 也， 前條已 

に 取消 申 候 上 は 俗氣云 A の 語 も 無論 消 減 之 事と 御了承 被 下 度 候、 俗氣は 如何なる もの かいふ 

だけ 野暮に は 候へ 共、 つまる 處 野心と か 功名心と か 大望と かいふ ことの ある もの は卽 ち俗氣 

ある もの と 被存候 • 勿論 世の中に 全く これな きもの は 全く これなか るべ し 但深淺 多 少 の 差 遠 

あるの み 〇 中舉校 事件に 付て は 先日 一 寸尊 大人 まて 申 上 置 候 得 共、 是非 御 歸鄉と あれば 致し 
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方な し、 勿論 世事 は 塞 翁の 馬なる もの を 

小生の 發句御 評判 被 下候處 有難 候 得 共、 御高 見 は 愚意と は 大に相 異り申 候 

今度の 御 句 は 前便に 變 りて 皆々 面白く^ 候 これが まづ 旅行の 一 德に 御座 候、 面白くな いと 思 

はる  >- は 乍 失敬 

見 返 せ は 電佶榨 の 二 ッ三ッ 

ひ ら袖も 十 年ぶり や 夏の 放 

の 二 句に 御座 候 

枯木 折る 人 も ありけ り S 木立 

は 丈 草の 

啄木鳥 や 枯木 を 探す 花の 中 

に似て 感情の 深き な覺ゅ 

曹 

1 息に 三 里 はきたり 蟬の聲 

古人の 


— 47 — 


一 48  — 


鵜 に つれて 三重 はきたり 岡の 松 

に 通 ひていみ じく 物せられ たり 

0 や はり き る 白帆 糗糊 として 

實 にく 面白き 句 調 感服の 外な し * 只糢 糊の 二字の み舂 めきて 何 か 心の 足らぬ 心地す る は 口 

をし 

故人^ 百 題の 新 本なら ば 方々 にて 見受申 候， 切通の 手前 右側の 書籍 店に て 續編も 揃 ひて M 冊 

有 之し やに 覺之候 * 代 價は四 冊 四十 錢 かと 被 存候、 新 本 は 高き が 上に 板 わるき 故 不都合に 御 

座 候、 御 返事まで 草 々不一 

1 日  ほと  > ぎす 

靑 きりさ ま 御 もと 

拙 句 御 目に かける へき ものな し 一 1 1 

ふ き かへ すす だれの 下 や 蓮の 花 

ふき もせぬ 風に 落ちけ り蟫 のから 


心太 そ へて ねの つく 淸水哉 

御 一 笑に 候 

この 1 口 は 封筒に 八月 一 口と あるので * 一 一十 四 年 八： 1 H て ある ことが 明らか だ。 英雄 豪傑 

^と 俗氣 論と は 何に 囚由 する のか 不明で ある。 これで 見る と、 子規と 私との 問に は、 松 山と 東 

京と て 二三 度 書信の 往復 をして をる やうで あるが、 それらが 皆 散逸した の は 遣憾て ある。 兎 も 

角、 何 かにつ けて， 子規の 說に のみ 盲從 して ゐな かったら しい 私の 態度が、 子規の この 瘕に障 お 

つたら しい 文句の 上に も 表 はれて ゐる。 併しながら、 房總放 行の 所產 てあつた 吐き捨ての 駄句、 

自言も 持たなかった ものに 對 して、 かやうな 贊辭な うけとった 私の 喜び は 想像に 餘り ある。 句 

に對 して^ 中 模索して ゐた私 は、 この 贊辭 によって 始めて 一 道の 光明 を與 へられた やうな 氣が 

した。 句になる 耍諦 の寫赏 の コ ッ はこ 、だ、 とい. ふ 自覺の 第一 階梯 を ふんだ のだった。 落第 不 

名譽を 荷う て^る 私の 心の中に は、 人知れず この 悅び を祕 めて るた。 

故人^ 百 題を貿 ひたがった 私の 心 持 も * 大方に 推察す る ことが 出來 る。 尤も 古句 研究の 目標 
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が、 まだ 故人 五 百 題 あたりに 限られて ゐた 幼稚 さ を 語る やうな ものて あるが， さりと て 化 政 K 

保 調な ど を 一 足 飛びに、 芭蕉 中心の 元祿 調に 迫って 行く 用意 は， 無 批钊な 低 絞な 遊戯 觀 念から 

見て、 一頭 地を拔 いてるな いと は 言 ひ 得ない の だ。 これ は 私自身の 發 明からで なくて、 子規の 

半生の 訓話 や 議論に 感化され てるた、 寧ろ 子規の 意見で ある こと は 言 ふまで もない。 元 祿調早 

わかりの 俳 書と して、 故人 五 百 題 を推稱 した 子規の 管 兒は. 恐らく 子規の 創意で あり、 又た 合 

理 的な 批判の 某 礎 を 持って ゐたリ 

XXX 

當 時の 同宿 生の 中で 子規の 感化 をう けた 一 人に、 跺田明 庵 (名 は 主計" 前大藏 大臣、 現存) 

が あり、 五 iiS 五州 (名 は武雄 * 後 姓 を 西 原と 改 む、 現^) があった。 明 庵は當 時 一高 在舉 中で 

，あつたが、 句に 對 して はさまでの 熱はなかった" ^州 は 少し 後れて 來 たと 記憶す るが、 一 時 は 

純 俳人と して 立つ かと 思 はれる ほど、 弒 ての 會 合に 出て ゐた。 五州 は 大^ を 中途で よして、 地 

方の 中學 校長な どを勸 めて ゐ たが、 共 後 鄕里松 山に 老後 を靜 養して るる 消息 を 得た。 

內藤鳴 雪 (名 は 素行、 享年 八十、 亡) は、 當時 寄宿 舍の 監督 をして ゐ て、 同じ 楝っ, きに 一 
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家 を^へ てゐ た。 監督と 言っても、 兄 や 子規な ど、 は 半ば 友人と して 交際す ると 言った 親 

間柄 ごあった やう だ。 在 宿 期間が 短かった 爲 めに、 私に は監瞥 お 被 監督者と しての 交涉が 少し 

も 無った。 まだ 文部省の 參事官 として 在職 中であった とも 記憶す る。 句に 遊んだ の は 官を罷 め 

る 前後の^ て あるから， 恐らく 翌 明治 二十 五 年頃からで あつたて あらう。 尤も 漢詩の 應酬 など 

は， ^に 兄 や 子規の 間に 行 はれた。 子規の 部屋で、 1 調子 高い 玟々 とした 話聲の あたりに 響き 

度る の を 聞いて、 どうも 先生から して あれ だから 困る， など、 舍 中で 子規 派に 反對 して ゐた彻 

M  si. ； 兀滿鉞 理事、 亡) の 誰か Z 言ったり した こと もあった" 


八 三つの 會^ 

夏季休暇で^ 京から 歸鄕 する 書生^、 大方 東京での 書生 風 を 露骨に 調子 づけて、 俎板の やう 

な薩摩 下駄 を ごろつ かせ、 ^に 手拭 を ぶらさげ たりして *  ^ つく やうな 田 舍の町 を！ 人で 占領 

したやうな 節して あるいた もの だが、 さう いふ 東下りの まね は、 再び 上京の 機會を 失な つた 敗 

殘の 私に は 出来なかった。 人に 顏を 見られる の も つらかった。 が、 子規が まだ 歸贫 中で あり， お 

虚子も 可 全 (私の 今 一 人の 兄 • 名 は銓、 現存) も 子規と 往來 して ゐ たりした から、 私の 居る ベ 一 

き 天地 は 案外に 廣 かった。 私が 孽 校の 勉強な ど を そっちの けにして 俳窨 を讀ん だり， 句作に 沒 

頭したり する やうに なった の は 、この 夏の 氣 分と^ 惯が 其の 素地 を 作った のだった。 

二十 年 八月 十五 日と 日記に 記した 私の 句 稿が ある。 

八：：！： 十五 日髙濱 を 訪ひ團 扇 二三 本 ありけ るが 一 本 の^は 滿月 低く して 尾花い くつ も 風に なび 

き：：；： にあたり たる 處は 銀色に して 否らざる 處は靑 色顯然 たり 是に 題せ よと 謂 ひければ 
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と 前 笸 をして 數句を 並 記して るる。 

八 巧 二十 五六 日 締切 •  ^題， 鹑、 案山子、 蓼の 花、 待！！、 砧 (國 名三ッ 入り) 

八 巧 三十 一 日 武巿及 阿兄と 共に 高 濱の樓 上に 會を 開く 終りに 釵を食 ひ 茶を钦 む、 其 席上 題 (武 

巿は武 雪燈名 は^ 太 • 前記 詩會の 一 員と 同人、 阿兄 は 可 全) 

など 書いて ゐて、 钊紙 二十 枚 ほどの 一 冊が 全部、 句 又は 和歌の 愚作で 埋まって ゐる。 外に 子規 

と會 合した やうな 記事 もない から、 十^日 顷に は、 子規 はもう 上京した のか も 知れない。 

この 八月 三十 一 日の 會 合の 草稿 を 纏めて 「岸の 細波」 と 題した 一 冊が S つて ゐる。 其の 卷頭 

の 連 俳 三 半 歌仙の 中に 雪燈、 可 全と 共に 子規の 名 も 見える から， 子規 在鄕 中の 會 合の 作 を も 合 

せ錄 した ものて あらう。 東京の 子規の 仲間に は、 昔の 詩會 を糰辏 したやうな 會合も 時々 催され 

てゐ たて あらう が、 松 山に 於け る 我々 仲間の 俳句 會は、 恐らく この 八月 三十  一口 か * それとも 

子規 在 松 中の 會 合，. T 其の 起源と する であらう。 左の 子規から 貰って 二十 四 年の 手紙の 他の 一通 

は、 這 問の 消息 を 知る 便りと もなる であらう。 


(受信 地 松 山、 發信地 東京、 時日 は 九月 十六 日) 

河東秉 君、 髙濱淸 君 兩梧下 

愚生 在 鄕中は 種々 御 厚志 を 被り、 殊に 出立の 節 は三津 まで 御 見送り 破 下 難 有奉存 候、 其 後 御手 

紙ん 被 下、 早速 御 返事 可 申 上 害の 處、 俗事 (試驗 とい ふ大 俗事に 御座 候) の爲に 妨げられ、 

今まで 延引いた し， 今後 も 暫時の 問 は氣せ はしく、 ゆっくりと 御 起居 相 伺 譯には 難 參と存 居 

候、 併し 實際氣 せわしき のみに て、 少しも 勉强不 仕、 着 京 後 今日まで 爲 したる 事 も • 盡く俳 

諧に關 する 事の み、 風流の 罪過と はこれ を 申すべき か呵々 

河 東 君より 被 下 候 迗刖の 御文 面白く 拜讀仕 候、 發句 わかり かね 候へ ども、 句 調 甚だ 高く 申 分 

なき 故、 後 學には 分らぬ ものと して 中々 に 尊く 存 居候、 髙濱君 も 紀事御 示し 被 下 難有存 候、. 

愚生 出 津の砌 一 句 もな く殘 念に 存候 故、 おそまきに 左の 一 句備御 笑覽候 

これ 見た か 秋に 追 はる 、うしろ 影 

其 後 も雅莛 御開き 被 成 候よ し、 只 千里の 翼な きを 忮 むの み、 盲探りの 新 趣向 杯 聞く さへ も は 

ゃ與に 入り 申 候、 課題の 分^ 稿に した、 め 御 送 申 候、 御 叱正 被 下 度 候、 此 草稿 は 御 地に 御留 
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め 被 7、  # 稿の 中に 御と ぢ こみ 被 下 度、 御 批評 は 夏休みに 見る か、 叉た 幸便の 節 御 送り 被 下 

度 候、 併し贵 下等 の 御 稿 は拜見 仕度 存 居候、 小 生數日 問大宫 氷 川 公園へ , J れは 上野 停車場より 

丁荧 1 時間の 汽車 程 也) へ 閑居 致 候、 當 公園 は敢て 人工に よりし ものに は 無 之， 松 樹林 立 

北ハ^ に 秋草 參差 たる 處は、 いふに 言葉な く 書く に 筆 動き 不申程 候、 殊に 萩の 名所と もい ふべ 

く、 一  面 萩 薄の みの 廣漠 たる 原野 も 有 之、 古の むさし 野の 名殘 といへば 今更に 忍ばれて、 都 

に歸る ことのい やに 相 成 申 候 も、 餘り子 佻ら しくと や 御 考可被 成 候、 若し 貴兄 等と 共に こ. - 

に^^-、 .< 如何に 快な らん を。 さりと て は海乂 海、 山 又 山 

河 東 君に 申す、 先 R 尊大 人より 御手 紙 被 下 難 有 拜誦仕 候、 早速 御 返事 可 申 之處. 前述の 如く 

氣ぜ わしく 存候、 折 柄今暫 らく 御 音信 も 難 致 • 右よ ろしく 御^ 聲奉願 候、 叉 武市雪 燈へも 右 

同様 

明治 二十 四 年 九月 十六 日 西 子拜啓 

三日月の 重み をし な ふ 薄 哉 

狼の 人く ひに 出る 夜寒 哉 


葛 花 や 秋 を 尋ねて は ひま わる 

山姥の 霰に 

奥山 や 秋 はと 問へば す 、き 哉 

美術 論の 後に 

月 雪 や これ 見る ための 米の めし 

右 拙 句 數首御 一 笑 被 度 候 

文中に ある 子規の 原稿 は 「岸の 細波！ の 次ぎの 會稿 「歧 なき 月日」 の 中に 綴ぢ 込ん て ある。 5 

5 

十二の 靑^ の 入った 薄い 雁皮紙に 「明治 二十 四 年 秋 宿題」 と 書き出して、 鶉， 蓼、 案山子の 句 一 

約 三十 句 書き つらねて ある。 蓼^ 句の 後に 

いづれ も 藪の 竹の子 テ モはづ かしい。 それとも 蓼く ふむ しの 茶人 殿お すしの あいそに でもな 

り ませう か 

又た 案山子 三 句の 後に 

自號西 子 
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西 行 の 子と は 思へ ど 鳥 を どし 

誰 をお どさんと て か 案山子の もの， （- しき こそ 似而非 わざ なれ。 いとみに く  、出來 たる 

も 哀れと は 見 給へ や 

などの 戯文 を附 し、 又た 「月下 言 志」 の 下に 

自ら 其 分に 安んじ 己れ に恥ぢ ず是れ 丈夫の 心 也 世に 知られざる こそ 中々 たうと かりし か 

明月 はこよ ひなり けりく もる とも 

名 を あぐる は 固より 煩悩の 源 さりと て 名 を 思 はざる 大悟 徹底の 上人 は 何人 かお はす。 我 

少 にして 天下 後世に 名を擧 げんこと を 思 ふ 稍 人となりて 漠然として 腕の ふる ふべき 所 を 

知らず。 さりと て 多少の 名譽 心な からん や 一 鄕 にあぐ る 名 だに かたき もの を 

むさし 野 や こ  >- だけ も 月 は 八 百 里 

眞 面目な 抱負の 一端 を 漏らして るる。 さう して 最後に 

御 用捨な く 奉 願 上 候 也 子規 庵 西 子 

と落欵 して ゐる。 言 ふまで もな く 西 子 は ほと、 ぎす の 異名で ある。 「子規 菴」 と 世 53 の 宗匠の 持 


つて ゐる やうな 庵 猇を附 したの は 一 時の 洒落 氣 分に 過ぎなかった であらう が、 これが やがて 子 

規と 定まった 猇 とする 前提であった であらう。 

「岸の 細波」 「暇な き 月日」 に 次いで 尙數册 會稿は 編まれた と 思 ふが、 私の 手 もとに 十月 二十 五 

10 の 日附の ある 今 一 册 「一 1 輪 梅」 が 遣って るるの みで ある。 以上 三册 とも 钊紙拾 枚 乃至 I 一十 枚 

位の 古風な 廻覽雜 誌で あるが、 各 作者が 同時に 饒舌な 批評家と なって * 朱， インク" 墨 等で、 

寧ろ 亂雜な 程度に 批評 を 加へ て をり、 批評の 批評 を 試みて をり、 どの 頁も殆 んど餘 白 を 持た な 

い 賑やか さで ある。 無論 子規の 原稿に 對 しても、 手加減 を 加へ る やうな こと はなく、 甲 是乙非 お 

の 評が 滿紙を 染めて ゐる。 中には 駄洒落に 類す る 冷評な ども 交って、 日頃お 互 ひの 無 邪氣な • 一 

分け隔て のない 交際ぶ り をも傯 ばせ て ゐ る。 併し 我々 仲間のお 互 ひの 批評 は * たビ百 ひ 勝ちに 

了って ゐ るが、 子規の 批評に は 心からの 尊敬 を拂 つて ゐ たのて、 會稿を 必ず 東京に 玆 つて、 最 

後の 判定 を 乞うて ゐ たやう である。 「岸の 細波.」 を 開いて 見ても、 最初の 一 句から 朱で 丁寧な 批 

評 を 加へ てるる 子規の 筆跡 は、 隨 所に 兒る 事が 出来る。 子規 も 半ば 興味本位で、 誰かの 批評に 

「ヒャ く」 と 添へ がきしたり、 「相 變らず 達者 だね、 ハ 、 、 、」 とひ やかしたり もして ゐる が、 
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其の 敎 へるべき を 敎へ， 正すべき を 正して るる、 對藝 術の 眞 面目な 研究 的氣分 も， 其の 倦む こ 

とも 知らない 親切な 批評の 奥に 流れて ゐる。 可 全の 草稿の 中に 「小生 讀 ンデ此 -I 至 ル時ハ 明治 

二十 s: 年 十 1 月 1 日夜 十二時 二十 分ナリ 規」 と 書いて ゐる 如き は， この 蕪雑な 草稿 か-さへ 等 

閑に 看過して ゐ ない 用意 を 物語って ゐる。 殊に 「總 評： として 卷 尾に 附 して ゐる 其の 意見な ど 

は • 當 時の 私達の 襟 を 正しう せしめた ものであった ばかりて なく > これらの 瓦碟の 中から • 1 

つで も w 珠を抬 はう としてる た、 批判的お 力 を も 意味して るる。 さう して 今日から 兌ても、 こ 

の 合 合に 對 してお し 得る 批評の 粹と 一一 一一！ I つても い 、慧眼に 推服 させられる のて ある。 

總 許 

「岸の 細波」 と は 蓼に ちなみ 給 ひしゃ さりと ては覺 束な し 

諸 子の 高 作 數百宵 拜見仕 候、 何とも 格^ これと いふ 御 秀逸 も 少き樣 に 相 見え 申 候 は 如何に 

や、 併し 出色の もの を あぐれば 先づ 左の 如し 

白露の こぼれ か る ゃ啼鹑 

萩 の 家 は 二 軒な らんで 秋の 虱 


鴛ゃ 谷間く の 水の 音 

松 影 を た 、きひく めて さよ 

十一月 二日 

東京 本鄉臺 寄宿 舍南 窓の 下 に て 

子規 庵 西 子 妄評 

次ぎの 「暇な き 月日」 にも、 句々 について 紬評を 試みて るるが、 尙ほ 各人の 草庵の 末尾に、 

個人 評と もい ふべき 十七 字 を 列ね てるる。 例 之ば 虚 子の 草稿の 後に は 

一二 曰 月 はた？ 明月の つぼみ 哉 

一句 代贊  子規 

私の 草稿の 後に は 

面白う 聞けば 蜩 夕日 哉の 一 句千誦 萬吟猶 あかず 

ひぐ らしゃ 隣 もね むき 糸車  子 規 

(此： ？贊に 非ず) 
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可 全の 草稿の 後に は 

春 か 秋 か 何とも 見えぬ 我 亦 香  子 規 

雪燈 のに は 

鬼 灯 や 田 舍の秋 は 秋ら しき  子 規 

と 記し、 卷 尾に は 

明治 二十^ 年 一 月 三日 夜當洚 落^ 卽夜閱 し 終り 候  一 

に 四 輪 は 多し 冬の 梅  子規 題  S 

など 落欵 して ゐる。 

尙 ほこの 「暇な き 月日」 に は 「伏 林 子 兎角」 とい ふ異猇 で， 藤 野 古白 も 批評 を 挿ん てゐ るの 

が 目につく。 

こよ ひ はふけ たれば とて 席上 兼題の 分 だけ 見の こし 侍り 二月 五日 夜 

月 かげ を ふる ひ あげけ り ra 手 網 

と a ハの^ 跡が 卷 尾に 見える。 恐らく 明治 二十 五 年の 1 二月 頃 は、 この 會 稿が 子規 派 俳句の 公 


的 性質 を帶 ひる 其の 抬 石の やうに， 獺祭 書 屋の机 塵に まみれて るた 時て あらう」 

次ぎの 「二輪 梅」 に は、 卷 尾に 意外な ことが 記して ある リ 

不相變 諸兄の 批點は 小生のと 大に異 り 候、 これ も 古き 故に、 今更い ふ もくだくし かるべし ン 

併し 靑桐 虚子兩 君の 殊の外の 句 柄の a 劣りず る は 如何。 可 全 君の 時雨の 詠 は 句々 老鍊 にして 

金石の 響 あり >  眞に 壓卷の 御手 際な り 

有 明 を 小 窓 ひとつに 時雨け り  規 妄 

「これ も 古き 故に 今更い ふ もく だ，^ しかるべし」 と は • 固より 子規 自らの 謙遜の 辭ては あ お 

るが、 私 始め 盲 蛇 的の 愚見 を 吐露す るに さへ、 尙ほ 聽 かう とする 餘 裕を存 してる る。 尤もと り 一 

やうに よって は、 虚チと 私と に 痛棒 をく はせ て、 どうして さう わからな いの だら うと 歎息した 

意味 も 含まれて ゐる。 た, これらの 處女的 蕪 作 時代に 於て さへ， 外的な 師弟の 關 係から 意思 を 

拘束す る 月並な 覉 絆を脫 して、 自由に 解放して ゐた 襟度の 美し さを^ 顧すべき であると 思 ふ。 

この 「二輪 梅」 にも、 湖 伯、 壺伯 等の 名で、 古白の 批評が 挿 まれて るる。 

尙ほ 前ニ卷 「岸の 細波」 「暇な き 月日」 て は、 虚 子に は 定まった 號 がなかった" 高淸と 書いた 


り、 淸と 一 字に したりし てるる。 叉た 時に 「放 子」 と 一一 |曰 つたり してる た J この 「二輪 梅」 に 至 

つて、 始めて 「虚 子」 の 文字が 表 はれて ゐる。 一 日 子規と 此の 話 をした 時、 其の 本名 を もぢっ 

て卽 座に r 虚子」 と 捻出した の は 子規であった とも 記憶す る。 放 子の 意味に も 共通 するとい ふ 

ので， 總 てに 異議がなかった。 併し 私 はま だ 「青桐」 「女 月」 「桐 仙」 など 上 百って るて、 一 定 

した 號を 持たなかった。 ^梧桐の 三 字 を 捻出した の は、 虚 子と 一 定 する ^後の ことで あらう が、 

それにき まった の は 恐らく 子規が 「日本」 の 文苑 攔を受 持った 後の 事て あつたで あらう。 


九 小說會 

子規から 明治 二十 四 年に 貰った 手紙が、 今 1 通 出て 來た。 封筒 を 失な つたので、 何處 から 發 

信した か 不明で あるが、 まだ 常磐舍 にる た 時分で あらう。 

度々 の 御手 紙拜 受難 有 拜讀仕 候、 前便 拙 句に 付 御 評判 被下拜 謝々々、 尤 ちっと 氣の (にの 誤 

か) く はぬ 趲も あれ ど、 され ど 大體に 於て は 小生の 意見と 符合 致 候 故、 別段 申 上る 程の 價値 

なし 

ゆ ら ( と 夕日 ひろ かる 枯 野 哉 

とい ふ 句 は 小生の 句に て は 無 之， 飄亭の 句作 故 右 正誤す。 雲助の 句 御 改作 被 下 候へ ども、 御 

句の 味 小生に はちつ とも 相 解し 不申 候， 冬 枯の句 も 「そって 行く」 と 御 修正 被 下， それ 面白 

からぬ に は あらね ど， 格^ 拙 句より 見 あげたり と 思 ふ 程の ものと も不覺 候、 前便に 御 示し 被 
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下 候 御 句の 中 

狼 ゃ炬缝 火き つ し (きか) 旅 の やと 

は 1 かどの 名句と 被 存候、 其 餘は盡 くぼろ にて、 吾 兄 平生の 技倆 は盡 さず く， 

御 返事のお くれ 候 は^に 何とい ふわけ もな けれど、 先日 來忙 がしき やうな 心地に て、 且つ 昨 

日 は 寄宿 舍第四 年 紀祝实 故、 それらの 爲に 延引 仕 候 次第 也、 試 驗の事 御 尋ね 被 下 難有存 候、 

まづ 今年の 處 はどう やら かう やら 及第 致し 候 

大洲 地方へ 御旅 行 之. E 健 羨々々、 小生 曾て 大洲に 遊ぶ、 而 して 今日より 之 を 兌る に 已に十 年 

の 星霜 を經 たり、 山水 非なら ず、 頭顓 ヒ に 非な りと でも 申べき 位 也呵々 

御 示の 句 中 

散 る 木の葉 風 はたて よこ 十文字 

は實に 名句な り >  蓼 太に 迫る もの 也 

阪下 りて 風に なりたる 枯野 かな 

の 句 も 句法 何となく 面白し、 其 他 御 得意の 句 を はじめ、 皆 面白から ず 


國 民の 友の 十七 字 評 僕 も 一 見せり， 大兄の 御 評 「近頃の I 快事」 杯と 被 仰 候 は 何の 事 やら 心 

得不 申， 發句 といへ ども 稻 雀の 一句 を 除きて は兒 るに たる ものな し" 蛇 ふんでの 句の 如き も 

大 俗々々、 其 人の 作と も覺 えざる 位 也、 我 兄の 御褒詞 心得ず， 如何々々 

誶御 上達 大賀々 々 

十 一 月 三十日  子  規 

碧 梧桐 兄 

「まり g ；」 

とい ふ 題に て 五 枚 限りの 小說を 今年 中に 作る 約束 あり。 來年 正月 二日に 當地粹 人 右 を もちよ 

りに て 開く 箬 * 竹 村 尊兄 も 出題 者 なれば 無論 仲 ii の I 人な り。 吾 兄 も 願 はく は 本年 中に 右 御 

認めの 上 小生 迄 御 送り 被 下 間 敷 や、 銓兄 >  髙濱 君に も 御 傅へ 被 下 度 奉 願 候 

以上が 其の 全文で ある リ この 手紙に よると * 發 句に 指 を 染めて 僅に 一年 餘を 過した 私が、 子 

規の 句に 向っても 正面から 斧鉞 を 加へ る やうな 大瞻な こと を やって るる。 今日から 考 へて、 そ 


れが當 時の 私て あつたか どうか、 甚た疑 はしい ほどの 潜 越さで ある。 恐らく 古白、 瓢亭 • 非 風 

を 始め、 私の 二 入の 兄で さへ、 左様に 出過ぎた まね は爲し 得なかった てあらう。 併し 左様に 大 

朥な 所業 も、 私と して は， 全 的な 自己 を 暴露して >  子規に ブッ かる 意味に 過ぎなかった。 お 世 

辭 やお 座な りの まぬ る さに 堪 へないで • 露摯に 一生懸命に 熱中す る 信念の 表 はれであった。 道 

の爲 めと か、 自己の 爲め とかさう いふ 效果に は 恐らく は 無意識て あつたで あらう * 私自身の 詐 

ら ざる 感情 • 曲くべからざる 理解 * 其の 總てを 投げ出す 人 を、 たノ 子規に のみ 見出して るた の 一 

てあつた。 かくて 公明なる 批判 を^ 求 するとい ふので もなかった、 透徹す る 敎訓を 仰ぐ とい ふ 4 

ので もなかった、 私 は 子規の 前に、 私 肉 身 を 暴露し なければ ならない 衝動に 餘^ なく せられて、 

無我に 振舞って ゐ たと 言った 方が 適切て あるか も 知れない。 言ひ換 へれば、 些の 疑惑 も 隔意 も 

なしに、 私 は 子規 を 信じ 切って ゐ たの だ。 

この 廿四 年の 夏の ことであった、 私 は 毎日の やうに 歸省 中の 子規 を 尋ねて ゐた。 庭の 木に 鋏 

を 入れたり * 畑 を 耕したり、 草 をと つれり する • 夏休みの 年中行事が、 其の 爲め 延びく にな 

つて ゐ た。 或 日もう 出かけよ うとして ゐる 時、 座敷て 父とば つたり 出^った。 


「此 頃はェ ライ 正 岡 II？ 仰 ぢゃノ ー。 

父 は 冷笑す る やうな 口吻で * 汗ばんだ 裾 を からげ ながら、 私の 前に 立ち塞がった。 私 は 今迄 感 

じた ことのない、 父に 對 する 反抗 氣 分をぢ つと 壓 しっけて 默 つてる た。 

「マ ァ、 正 岡 信仰 もま ァェ 、， チト 庭の 木 も 刈らん といかん、 ぞィ。 

父 はさう 言って、 私の 前 を 避けて、 づ かく 素足の ま、 燒 けた 庭 土の 上へ 下りて 往 つた。 

私 は 門 を 出てから、 け ふに 限って、 父が なぜ あんな こと を 言った のか、 其 意味 を考 へねば な 

ら なかった。 た 、、、毎日 遊んで 許り ゐて、 家の 用 をし ない、 とい ふ警吿 ばかりで はない やう だ。 

久しく 父に 物を聽 くと いふ こと もしなければ、 子規と 同じく 柬 京に ゐる中 兄に たよらう ともし 一 

ない、 自分の 骨肉 を 忘れて ゐる やうな、 私の 態度 や 氣分を 不快に 思って ゐ るので はないだ らう 

か。 さう 思って、 平生 寬大 であり、 何の 干渉が ましい 事 もしない 放任 的な 父に も不 似合な 言葉 

だ、 と 改めて 不快と 反抗 を 感ずる のだった〕 私 は 子規 を 信ずる ことによって、 私の 最善 を盡し 

てるる、 前後の 商量 もな しに 子規に 阿咐 して ゐ るので はない、 それが 爲 めに は 父と でも 爭 ふこ 

とを辭 せない、 とひと りで 反抗 氣分 を昂 らした。 


が、 夏休みの 年中行事 を 打ち やって 置く 事 も出來 ない。 日の出ない 朝早くから 銎迄 其の 仕事 

にか. - つて は、 相 變らず 子規の 處 へ日參 して ゐた。 父 は それき りもう 何も 言 はないで、 機嫌の 

い  >- 何の こだ はり もない、 いつもの 穩 やかな 顏 をして ゐた。 

私 は 明治 1 1 十七 年に 父と 永^す るまで、 父に 對 して こんな 反抗 感情 を 持った 經驗は 1 度 もな 

かった。 大方 父の 無意識な 言葉 を， 幾分 自分の 熱中 さ を 咎める 心から * 妙に 曲解した 私の 誤り 

であった であらう 事 を * 今ても 後悔す るの だ。 

大洲は 松 山から 約 二日の 里程で， 肱 川と いふ 愛嫒縣 第一 の 長 流に 面した 景勝の地 だ。 この 時 

は 途中 內の 子と いふ 町に 一 泊して、 往復 三 四 泊の 旅行 をした のであった。 小 兄の 可 全と 外に 二 

三の 舉 校友 達が 同行した と覺 える。 日曜 毎に 釣に 行く とか、 近くの 山登り をす ると か、 人並な 

健^ 仲 M であった 私 は、 歸鄕以 來餘り 目に 立つ 事 も爲し 得ないで、 せめて 句で も 作って、 やる 

せない 忍 ひ を 慰めて るた ので あるが、 國の 中舉に 復歸も 出來、 時候 も 秋に なって、 追 ひく 落 

着いた 仲び くした * 屈托 のない 昔の 私に 還って ゐた。 この 四 五日の 旅行が、 私に どれほど 心 

からの 嬉し さ を 咬った こと だら う。 東京で 房總の 一 人 旅 をした、 うら 淋しく 淚ぐ ましかった、 
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まだな まくし い 記憶と 對 照して、 總 てが 樂 しい 華やかな、 秋の 輝かしい 太陽の 光りに 踊り あ 

がって るた。 

この 旅行の 牧穫 として、 又た 恐らく 澤 山な 駄句 を 書きつ けた こと だら うが、 幸 ひに 其の 草稿 

は 散逸した。 大方 これ 見よ がしに、 子規に も 通信して" 多大な 讃辭を 期待して ゐ たのだった。 

こ 、 に 上げた 「散る 木の葉」 の 句 は、 後に 子規の 小說 「月の 都」 に 加 へられた と 記憶す る。 ど 

うして こんな 句 を 名句 としたか、 私 も 終に 其 理由 をき. - もらした。 寧ろ 「坂 下りて」 の 方が、 

遙 かに.？ らしい ものに なって ゐる。 情操の 流れが 安當な 表現 をと つて ゐる。 

國 民の 友 十七 字 評 は 誰が やって ゐた のか、 今覺 えて ゐ ない。 國 民の 友と 言へば、 この 時分 私 

の愛讀 した 唯 一 の雜 誌で、 其の 政治 論 を 始め、 毎 號全卷 を通讀 した もの だつ だ。 さう して 德富 

とい ふ 人の 私達 を敎へ 導いて くれる 達見に 敬 敬して ゐ たのだった。 後藤 象次郞 伯の 大同 圃 

結と いふ 政治^ 動が 新聞 を賑 はして ゐる 時だった。 末廣鐵 腸と いふ 國の宇 和 島の 雄 辯な 政治家 

が、 其の 主義 宣傳に 四國を 巡遊した" 政治に 無關 心であった 私 も、 松 山での 其の 演說會 をき、 

に往 つたの だった が、 鐵腸 先生の 二 時間に も餘 つた 一人 演說 の內容 が、 嘗て 國 民の 友で 熟讀玩 
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味して ゐ た、 {ぉ 國强兵 論の 温習だった のて • 甚 しく 失望した こと を覺 えて ゐる。 演說 をし なが 

ら、 テ ー プルの 横の 板の間へ、 しょつ ちう 痰 や 唾液 を 吐きつ ける 無作法な 態度に も颦慼 した。 

政談 演說會 とい ふと * 輕 薄な 低 扱な ものに 考 へる やうに なった の は， この 第一印象が 與 つて 力 

あるの. たった。 さう いふ 關係 にある 國 民の 友であった から、 其の 十七 字 評 を も 勢 ひ 妄信して、 

痛快 呼 はり をした ものと 見える。 この 痛棒 を 喰って、 私 も 幾分 反贫 したの か、 其 後 以前の やう 

に 國 民の 友 を愛讀 しなくな つた。 

こ 、に 「まり 唄」 とい ふ 小^の 課題が 報ぜられて ゐる。 刖に 際立った 事件で もな く、 一  つの 

有り 來 つたこと、 して喾 かれて ゐる。 何らの 記錄も 遣って をらず、 私の 記憶 も 漠然として ゐる 

が、 前に 揭 けた 「岸の 細波」 の 最後に， 私の 中 兄が、 左の やうな 批評 文 を 書いて ゐる。 

若手の 先生が た、 憚る 處も なく 畏る  >- 所 もな く、 自由自在に ものせられ たる 御手 際、 いさま 

しな どい はむ は 愚な り (中略) 卷中 載す ろ 所、 玉石混交 せる は 今更に 咎 むべき に は あらね ど 

唯だ發 句の み 多くて 他の 文學の 僅ば かり 見 ゆる は 如何に や、 發 句の 國文舉 に 於け る 地位、 將 

來に 於け る發 句の 發逹、 發句 舉の淺 深な ど 考へ來 らば、 諸君 は 重き を發 句に S き 過ぎず や、 


諸君の 見識 は 一方に 偏し 居らず や、 何ぞ 雅文 を も 作らざる、 狂歌 をも讀 まざる • 近 松な り 西 

德 なり 馬 琴な り種彥 なり、 文章 は猶ほ 多く、 川柳な り 都々 逸な り、 詩も豈 乏しから む や は， 

諸君 請 ふ 其 眼を大 にして よ、 其 見 を 偏せ しむるな かれ (下略) 

この 意見の 當否 は^として、 かやうな 勸說 もあった ので、 子規 も 小說會 を やる やうな 氣 にも 

なった ので はないで あらう か。 尤も それまでの 子規 は 小說界 に乘り 出す 十分な 野心 を 持って る 

た。 又た 私達 もこつ そり 小 說の物 まね を 書いて 見た 事 もないで はなかった。 一 代に 名 を 成す 上 

から 言っても、 發句は 小 銑 的に 餘 りに 無力 だ、 小說 I. 雄大な 小說の 大砲で なければ 巨 彈は飛 お 

ばない、 と 言った 大ざっぱな 賣名的 考へも 時には 私ら を 支配して ゐた。 發：？ の 雅會の やうに、 一 

小說會 も當然 生れる ベ きて あつたの が、 むしろ 延び， （になって るた とも 見られる。 

この 「まり 唄」 を 課題に した 小 說會の 結果 は、 筏に 揭げる 子規の 手紙の 中に 詳しい。 


十一 遐轉期 

舉 校の 試験と いふ もの、 くだらな さは * どこに も大舉 生と いふ 1 人格 を 認めない * 根本の 思 

想に 發 して ゐ るの だ。 ノ ー トゃ敎 科 書の 詰め込み 暗記 を强 ひるの は、 小 擧中舉 生 扱 ひと 何の 差 

違 もない の だ。 それに 敎師 とい ふ敎師 が、 どれ も 下劣な 俗物 許り だ。 學究 的に は 物 を 知って ゐ 一 

るか も 知れない が、 それなら ェ ン サイ クロべ ディ ャで澤 山 だ。 ィャな 人格に、 用 もない 學問を S 

おしつけられる、^. 校と は 一 體 こんなく だらない 檻な のか。 まるで 舉 とい ふ 美名 を かぶった 

牢屋 だ。 この 牢屋 を 無事に 服役し なければ 學士に はなれな いなんて、 學士と はやが て 特赦 放免 

BI の 異名て はない か。 四角な 帽子で 頭 をお しつけられて、 金 鈕の詰 襟で 締め付けられて、 眞に 

監獄 學校 のい、 シンボル だ。 頭が 馬鹿にな つて、 咽で キ ゥ.. （-言 つて ゐる、 本 統に笑 はせ る。 

ァレで 一 人 不平 をい ふ 者 もない どころ か、 俗惡 先生の 前に、 俗惡 おべっか を 並べて、 拘束と 覊 

絆と 強制と 壓 迫の 醜骸を さらけ出し てるる。 いくら 娼 おで もァ 、 まで 無氣 力で 無人 格で は 有り 
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得ない だら う。 それても 世の中で は、 其の 無氣 力無 人格の 特赦 放 免囚の 隨 一 を、 天 下の 秀才と 

いふ。 大舉を 人間の 耀 市と 心得て、 銀行 會 社から 買 ひ 出しに 来る。 一 科 九十 點 以上、 總 平均 點 

九十 六點 など、 いふ 紅白粉 をつ けて、 成るべく 太 店に 賫り 付けよう とする。 人身 賣 買の 公設 巿 

場 は • 一 體 M 虚 だとい ふの だ。 大擧 は德に 入る 門な り、 と 孔子 は 言った が、 成る ほどこの 德は 

損得の トク 德 若に 御莴 歳の トク、 なんだ —— 自分ながら 出罎 目の 洒落 を 苦笑しながら ！ 眞に 

立派な トクに 入る 門なん だ。 ァ 、 ィャ だく まだ 向 ふ 三年 この 苦界に 喘いて るなければ ならな 

いと は、 何として 因果な ことなんだ。 

こんな こと を考 へ てるる 中に、 稻 妻の やうに 頭の 中 を 突きぬ ける 他の 考 へが 閃めいた。 

さう だ、 學校を 卒業して からなん て、 そんな 呑氣千 萬な， まぬ るい ことで どうなる。 擧校を 

卒業す^ 爲 めに， 其の 締め 木の 苦痛 を堪 へる 爲 めに、 どれほど 無駄な ェナ I ヂ ー を 消耗す る こ 

とか、 ィャ 生命まで 縮められ てし まふ。 折角 卒業 はした もの、、 この 傷 手 を 負うて ゐ るから だ 

を プチ 毀して、 もう 何ん にも 出來 ない なんて * 筋 書が チャンと 出來 上って るる やう だ。 そんな 

筋 書 を 踏ませられる 大根役者に 誰が なる • と 一 百って 人身 資 買の 公設市場の 店 ざら し は、 我輩の 
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素志で もなから うぢ やない か。 まァ 目を锊 頭に 向ける がよ い。 4. 字 街頭 は 生きた 大舉 だ、 と 誰 

か？ 言った。 H: じ 倒れる にしても、 牢屋で 蛆虫の やうに 責め 殺される よりか、 街頭の 戰 場に 出 

て、 血を沆 した 方が、 丈夫の 面目、 どんなに 爽快な 事 だら う。 眞に 徒手^拳の 戰 ひだ。 實 力の 

Jra: 遂 だ- - さう 思うて さへ もう 血が 湧く の-た d 我顰 十六 歲で 鄕關を 出てから、 もはや 人生の 半ば 

に 達した リ 今まで 碌 々はさなかった の も 大器 晚成を 期して、 强^ 容易に 放たず、 た, 自重して 

るた のみ だ。 自重 もよ ろしい、 けれども 餘 りに 自蜇に 過ぎて、 目的の ゴ ー ルの 近づいた の も 知 

ら ずに ゐ るの は 迂鈍だ り 人生の ゴ，' ルは 誰の 前に も、 さう 遠くに は 離れて ゐ ない 喾だ。 殊に 我 

楚の トラック は、 人生 五十の 長距離の それよりか、 已 にスタ ー トを 懸念し なければ ならない 短 

距離に 縮められて- 0 る。 餃 爭の 相手と して、 風流 怫の露 伴が るる。 四 鶴 を脫胎 した 彼の 警句に 

は、 人生の 祕 奥に 觸れ る解脫 味が ある。 相手に とって 不足の ない、 堂々 たる 第 一 流の 選手 だ。 

どんな：， a 桕 をして るか、 一度 兌て やりたい 位 だ。 言 文 一 致の 美妙 齋がゐ る。 突拍子もない こと 

を考へ 出した もの だが * ィャ 文^の 書け ない 奴が 逃げ場 所 を 探し あてた やうな もの だが >  それ 

にしても 建 意な. 干： とすろ 文章に 對 する 一 發見 たる を 誰が 否み 得よう。 洒落 や 警句の 案出に 無駄 


骨 を 折る ことが、 菜して 今後の 文學の 使命で あらう か。 惜 むらく は 彼 はた、、. -其 一 發 見者に 過ぎ 

ない。 彼の 書いて ゐる物 は、 其 發見を 裏切って ゐる。 が、 一文 體の 創造者と して、 彼に も相當 

の 尊敬 は拂 はるべき だ。 三日月 次郞 吉の浪 六が ゐる。 張 扇 を 叩いて るる 高座 づら をして ゐ るが 

筆の 冴え は 紅葉 眉 山 を 凌駕して るると 言っても い X。 隅に は 置け ない 代物 だ。 が、 彼の 作 はせ 

いん \井简 女 之 助との 二つで 澤山 だ。 次郞吉 でも 女 之 助ても 權兵衞 でも 八 兵衞 でも， 彼に 料理 

され、 ば、 どれ も醬 油の き. - 過ぎた 煮ぶ たし だ J 少々 田舍 臭い、 鍋尻に 焦げつ いて ゐる。 けれ 

ども 我輩の 鹽 梅が、 彼と は^に、 優に 食 隙に 供し 得る かどう か、 少し は 怪しい 手つき もす る だ 6 

7 

らうと 思 ふと， 左様に 手 輕く大 言壯語 も出來 ないか 知れない。 紅葉 は 自ら 無二の 大家 を氣 取つ 一 

てるる、 マァ あの 男の 身上と 言っても い 、だら う。 金 糞 を ひらな けり ゃァ、 文章 は 書け ない な 

んて柄 相當の 警句 を 吐いて るの はま だ 可愛い。 が、 彼 は 到底 戧作 の ハ ィ カラた るに 過ぎない。 

近 松の 情味 もなければ、 西 鹤の觀 察 もない。 繪入 新聞の 請み つぎ 小說 家と しての 無二の 大家た 

るに は、 我輩 も 牡丹 大の 版コを 押して やる。 それよりか 何處か 未來の あるの は 眉 山 だ。 神經質 

だが、 物の 見方が 女の やうに 細かく 鋭 ど さ を 持って るる。 長編よりか 短編に 脈 が^って ゐる。 
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小じんまりとした 纏った 親し さが ある。 彼 を 戯作者 仲間に してお くの は、 彼の 前途 を 誤 まる も 

の だ。 オット 綠 雨の をる こと を 忘れて ゐた。 先づ 我輩が 無條 件で 享け 容れ るの は- 綠雨 位の も 

のか。 第】 に 彼の 頭の 透徹して ゐる のがい、。 世 問の 俗物に 比べれば、 變 人の 部類に 羼す るか 

も 知れない が、 自己の 環境 も. 自己 それ 自身 を も， 正しく 兌 透して ゐる 明快 さは、 打つ と カン 

ク 、鳴る やう だ。 一片の 陰^も ない 彼の 心理 狀 態が 羡 ましい 程 だ。 第二に 彼の 文章の 齒 切れの 

よさが い、。 い、 齒で靑 梅 を喵む やう だ。 簡潔で 力が あって、 さう して^ 晦て はない の だ。 彼 

の^ 舌と いふ もの も • 彼の 心の 美し さ を 背景に して、 その^面の 奥底から 滲み出る 愛嬌が 笑顔 

を 兌せ てゐ るの だ。 灰汁がぬ けて ゐて、 罪がない の だ。 

かう 數 へて 來 ると、 笪村、 m 痴、 枳 菊なん て、 戯作者の 時代が 一 廻轉 して、 明治 文學の 樹立 

に， それ，^、 の 作家が 轡を 並べて ゐ ると 言って い、 の だ。 さう だ、 明治 文學の 樹立なん だ。 我 

我の 時代の 藝 術なん だ。 戯作 的 形式 習慣からの 脫 出なん だ、 ^代 精神の 上に、 文學の s_ 具の 意義 

ある 創作 を 求める * それが 我々 の 素志で も あり， 又 大きな 責任で も あるの だ。 書生 氣 質の 逍遙 

も、 北ハ 意味に 於て は， 糙 かに 先鞭 をつ けて ゐる。 尸 ルト マ ンの鹧 外 も， 無下に 學究 として 捨て 


る 事 は 出来ない。 それらの 人々 と 1 騎 打ちに 角逐す る 勇 氣を振 ひ 起す の は 今 だ。 負ける とか 勝 

つと かいふ 效果の 如何 は 固より 問題て は 有り得ない。 明治 文 摩の 樹立に 一指 を 染める、 f ャ彼 

等の 驥尾に 附 して 一 太刀 二 太刀の 功名 を爭ふ ケチな 弱々 しい 我々 て はない 蒈だ。 明治 文 擧の使 

命 を 背負って 立つ 抱負 I 敢て 大きい と は 言 はない II を 持たない 我 々でもなかった 苦 だ。 逍 

遙、 鵾 外は刖 として、 露 伴、 紅葉 を 向 ふに 廻して 相手に 不足と は 言へ ないか も 知れない。 た f 

硯友 社の 仲間で なけり ゃァ、 文學 者で ないやうな • 獨占 ぶり は少々 瘕の種 だ。 彼らが 某して ど 

こまて 自覺し 自任して るる か、 た： 一 時の 流行に 乘 ずるせ い 夢を見て はるない か。 森 田 思 軒 を g 

中心に する 原 抱 一 庵に しろ、 民 友 社 を根據 にす る^ 峨の屋 おむろに しろ、 宫 崎湖處 子に しろ • 一 

硯友 社と どこに どうい ふ 距離が あると いひ 得る の だ- 彼らが 「都の 花」 や 「新著 百 種」 に 立て 籙 

つて ゐろ 堅壘に 迫って、 我々 仲^の 寄 手の 威力 を 示す の も滿更 痛快で ない とも 言へ ない。 「都の 

花」 はどうせ 女 か 子 佻に 讀 ませる 雜誌 だからい、 としても、 今まで 出た 「新 奢 百 種」 の 中で， 

讀 むに 足る もの は 一 體 どれと どれな の だ。 第 一 編 を 飾った 紅葉の 「色 懺悔」 に 何の 趣向が ある 

のか， 西 鶴の 一代 男， 五 入 女の 搾り 粕を， 甘た るい 文章に 染め上げ ただけ ぢゃ ないか。 露 伴の 


「風流 佛」 正直に 言って、 これ だけが 或る 水準 以上に てるろ 唯 一 の 作なん だ。 どいつ もこい 

つも、 色 懺悔 以下の 陳>隳 々で * もう 三年 も 前に 出た 「書生 氣質」 程の 新味 も 力 もない の だ。 多 

士 濟々、 文運 旺盛 だなん て、 要するに 三文文士が 空名 を 走せ た 以外に， 赏 質の 進歩 も、 內容の 

充實 もない の だ。 いくら 謙遜して 見たところて， 我々 の 仲 問 か、 彼ら 三文文士 以下で 畏まって 

をるべき 場合で も あるまい ぢ やない か。 謙遜 はい. - が、 卑屈 はいけ ない。 どうせ 多少の 胃險性 

を帶 びなければ、 其勇氣 は、 眞に 其の 人の カは發 揮され ない の だ。 まして 時機と いふ もの は •  j 

棚から 牡丹餅の 落ちる やうな 偶然 を 待って ゐては 到底 來る もので はない の だ。 牡丹餅の 落ちる 巧 

必然性 は， 我れ 诗ら 作らなければ ならない。 英雄 時代 を 生む か、 時代 英雄 を 生む か、 そこに は 

英雄と 時代の 自他の 區^ の 出来ない 微妙な 交錯 運動が 働いて ゐ るの だ。 耍す るに 結論 は、 脔蠲 

した 大舉の S 氣は、 さう 永く 呼吸すべき ではない とい ふ 事になる の だ。 —— こ. - まで 考 へて 來 

て、 何だか 腋下に 羽で も 生えた やうな 爽快 さに 打 たれる のだった。 窓 ごしに 見える、 風に 吹か 

れ てるる 靑 桐の 葉の， 自由に 活躍して ゐる 自然の 生き， く-しさが、 煽動 性を帶 びて ゐる とも 見 

入ろ のだった。 


それに 餘り 大きな 聲で話 も 出来ない 一 家の 私事なん だが、 財産と いふ 程で もない • 親の 遺産 

の 僅かば かりの 金 も、 我輩の 爲め にもう 殘ゎ少 くな つたの ださうな。 うかく それまで 使って 

しまって は 困る、 と 今まで 何も 言はなかった 母が、 伯父に 訴 へたと いふの だ。 一方の 叔父 も、 

此頃 は病氣 して 無暗に 補助 は 出来ない と 言って 居る。 永い 間 外國に をった 獨身 生活 を、 此際改 

宗 する やうな 詰 も ある。 ィャ 我輩 も、 金で 苦勞 をす る 時機に 立た せられた の だ。 早晚 さう いふ 

時機の 來る こと は覺 悟して ゐ ないでも なかった ；… それが 目 睫の 間に 迫って 來 たの だ。 我翬の 

擧资の 大部分 は、 舊 藩主の 獎學金 • それ を 難 有く 頂戴して るた の だが、 濟 まない ことに は、 當 

然貧 ふべき もの を 貰って ゐる やうな • 責務 を 感じない 權 利の やうに 思って るた。 もう 幾年に な 

るか、 永い 問の 習慣が、 さう いふ 惰性 を 生んで ゐ たの だ。 同じ 學資 なら、 もっと 勉學に 足る だ 

け 欲しい など-さへ、 內々 不平が ましい 思 ひ をした こと も あるの だ。 併し、 我輩 もこ、 らで決 

心 をす ると なれば、 それ こそ 當然辭 退すべき であるよりか、 舉資を 頂戴す る理. e の 消狨を 意味 

する の だ。 今までの 擧資に は 離れる、 國 からと り 寄せる 金 はない、 賴み にして ゐる 叔父に も 寄 

わつ けない …… かう も 一時に 財 難が 襲來 した もの だ、 と 我ながら 感心す る 外 はない。 さう 言 や 


— 80  — 


ァ、 今までの 我 M は， 病氣を 好餌に して I 少し K 澤 だった かも 知れない。 書生の 分際と して， 

なんて 蔭口 をき いた 者 も ある さう だが、 同時代の 誰れ 彼れ に 比して、 旅行 もやり 買 喰 ひも 盛ん 

だった …； と 言 ゃァ いっか も 非 風 ゃ飄亭 と 齚屋の 若葉で、 食 ひくら を やって， 五圓 何が しの 齚 

を 平げ たやうな * 馬鹿な まね もした つけ …… 贅澤と 一 百った つて、 共 外 ぢゃァ 本 を 買った 位の も 

の だ。 內に 顧みて 疚しい こと もない が、 そんなら どう 生きた 金を使つ たかと 詰問され り ゃァ、 

まァ 一 言 もない 始末 だ。 これから 一 體 どうす るの だ、 と は 特に 今の 我輩に 一 番 痛い 質問-た。 ど 一 

うする と 言って  どうもし ようはな いの だ。 財 難 襲來！ と 叫んで 見た つて、 どこに も救濟 

の 反響 は 起らない の だ ひ この 机の 抽斗に  >  天 保錢と ニ厘錢 が、 一 つ 二つ 三つ あるが、 今夜 はこ 

れても 湯 錢に使 はに ゃァ ならない 窮乏 さ だ。 こんな はした 金と いふので、 いつ 仕舞 ひ 込んだ も 

のか …… この 天 保錢と 一 一 厘錢を どうぶつ つけ 合った つて、 銀 貸に も 金貨に もな りつ コ はない > 

それと 丁度 同じ 我輩の 財政 狀態 だ。 我ながら 悲慘 なやうても あり 滑稽な やうで も ある。 …… ま 

ァ どうにかなる だら う、 まさか このま  >- 饑死 もすまい  誰れ がそん な 呑氣な こと を 腹の 中で 

言 つて ゐる。 どうにかなる だら う、 も 今まで はどうに かなって 來 たの だが、 今 はどうに もなら 


ない、 どうにかなる だら うの 行き どまり なの だ。 艱難 汝を珠 にす、 も 子供ら しいが、 我輩 も 平 

生 人並みな 口 をき いて ゐる 手前 * このま、 泣寢 人り に、 愚圖々 々で 終りた く はない。 鈍 馬なら 

鈍 馬な りに、 田 を 鋤くな り 荷車 を牽 くな り、 それ 相當の 解決 をつ けよう。 何も だしぬけ-に ドン 

とぶ つかった 問題ても あるまい。 有り 來 つたこと に 引 きづら れ てけ ふまで 妥協して 來た のさ へ 

が、 生温る い 無 考察な お 坊ちゃん 式だった の だ。 口て 言つ てること、 * 腹で 考 へる ことが、 お 

互 ひ を 裏切って るた 自己欺瞞 * 見え 坊の 催眠 錯覺 * まァ さう 言った 醜態 千 萬な ものだった。 出 

ろ！ 出ろ！ 其 弱々 しい 人 問的窠 臼 を、 行き詰まった 其殼を …… 。 
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十 一 月の 都 創作 前後 

二十 四 年の 暮の 冬期休暇 になって * 子規 は 常磐舍 を 去って， 駒 込の 某 家に 間借り をした。 寄 

宿^の やうな ガヤく する 處で は、 所期の 大事 業 を す こと は出來 なかった からだ。 で 規の大 

夬 心の 內容を 知って るる 者 は、 行く先き を危 みながら も、 其の 心理に 同情せ ねばならなかった。 一 

子規 はいつ もの 試験勉強と は 別な、 前途に 光明 を 望んだ 胸 一杯な 緊張 味 を 持って， 大事 業の 前 

に 跪 坐した。 

大事 業と は、 小說 「月の 都」 に 筆 を 染める ことであった。 「月の 都」 は 子規が 世の中の 舞臺へ 

乘り 出さう とする 處 女 作であった。 やがて 大舉 を退學 する 前提の 自己 處理の 積極的 述作で あつ 

た。 

この 猛 精進 を 風の たよりに 聞いた Z けで も • 私達 は 胸 を蹯ら せた ものだった。 子規の 出現に 

よって、 文 擅に 如何 やうな 渦 を撐き 起す であらう か を さへ 豫 見して 痛快が るの だった- 


私 は 子規が 小遣錢 にも、 郵稅 にも 困る とい ふやうな 便りに 接して、 此際 自分-相 應な 子規 奉仕 

をせ なければ ならない 氣 になって、 生 漉き の 卷紙を 自分で ついだ の を 一 一三 本 送った と 記憶す る。 

其 卷紙を 使った 手紙の 略 ぼ 同日に 書いた ものが、 現に 三本 も 遣って ゐる。 「月の 都」 创作當 時の 

子規と 私達の 間の 感激の 交響が、 其 手紙に よって 明かに される。 

其 一 (封筒に 「千 舟 町 河 東 秉五郞 殿 • 東京 駒 込 正 岡 常規、 貴 稿 在中」 裏に 「一 月 十三 日 封、 

此 封の 方 さきに 御 覽被下 度 候」 と ある。 

拜啓愈 御淸廸 奉賀 條、 先便 御 送り 被 下 候 まり 唄 二 編糙に 落掌 貴兄 文窣 俄に 御上 達の 程 驚 入 候、 

又 昔日の 一 薬 桐の 類に 非ず、 否 先日 會を 開き 候內 にて 尤錚々 たる ものに 御座 候， 去る f< 日 小 

生 宅に て 初 會相催 候、 會 する 者 竹 村 尊兄 を はじめ、 新 海. 五百木、 藤 野に て 小生 共 五 人な り、 

而 して 尊兄 は 宿題 不出来。 小生 も 寶は其 日に なって、 皆の 前で 一 枚 半 計り 書て賫 を 塞き 候譯、 

に 相 成不申 候、 其 他に ていへば， 私見に て は 

藤 野 一。 貴兄 二 (短き 方)。 新 海 四。 責兄五 (長き 方) 
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位の もの か (草稿 は いづれ も當地 廻し 済の 上 は 御 廻し 可 申 候 ，.} 序に 申す、 來る ra 月 第二 會の 

課题は 「渡 守」 と 相 定り申 候、 右 諸君へ 御 通報 奉 願 候、 叉當地 連中に て 「落花 紛々」 と 云 ふ 

題に て、 1 囘宛 廻窨を 致し 候 (これ も 四月 迄) 御 地 にても 右 興行 被 下 候はノ 難お 奉存候 (右 

宿題 兩方共 紙 救に 制限な し尤當 地に て は 落花 紛々 の 方 は 一人 一 囘 にて 一 枚 以上 五 枚 以下と 定 

め たれ ども 御 地 は 如何^ にても & し) 

費 兄 短編の 方の 小說 御手 並の 稃糙に 相 見え 感服 仕 候、 就中 「若し や 男で は あるまい か」 と 云 

ふ 一 句 筆力 勁拔 奇想^外より 來る 者な り、 共 外 総て 宜し、 小生 S は 貴兄と 藤 野との 優劣 は定 

め 兼 居候 

貴兄 已に御 聞 及び かも 知り 不申候 得 共、 小生 冬期休暇 中仕 事 (小說 見た 様な もの) に 取 か. - 

り 居 申 候、 其 故 一 時 は 來客謝 絡 杯と 出掛け 大に氣 を もみ 候が • もう 一 囘 です むと いふ 所まで 

きりあげ 申 候 (尤 これ は 金に 窮 しての 事な り) 成功 は 無 覺束， 出版の 程 も 全く 不定 故 高濱兄 

位の 外餘の 人に は 餘り御 話 無 之樣祈 候、 就 而は右 拙著 中 毎 ia 友人の 發句を 相 加へ 巾 候 (これ 

は 少し 深意 あり) 其 中 貴兄の 散る 木の葉の 句 一 首相 載^ 御 斷申上 候、 高濟 兄の も 載せ 度と 存 
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候 得 共 丁度 適當の もの 無 之 其 故 不粜志 候、 经 尊兄の も 同様 • 秋 冬の 句 は 諸君に 句 多し、 故に 

困り 不申候 得 共、 春 夏の 二 季には 困り 候 (就中 夏) 季 外れ 故 無理な 注文 なれ ども 右二 季の句 

御名 作 御 漏し 被 下 度 奉 願 候 

先日 父上 様より 小生^ 鞟に付 御 懇篤なる 御 忠告 被 下 今に はじめず 難有存 候、 又 御敎訓 之條も 

固より 御尤 にて 一 點の非 は 無 御座 候 得 共 • 何分 小生の 身上に 就て 今日 御 忠告に 從ひ兼 候處有 

之 候 間 今 暫時 御 見の がし 被 下 度、 尤御 厚情 を 無にする 譯には 無 之 候 故不惡 御 思 召 被 下 度、 今 

日 は 御 返 辭不差 上 候に より 乍 憚 御 鶴聲奉 願 候 

小生 昨夜 も 仕事に 實が 入り 二 時 頃 迄 苌起致 候處， 寒月 皎々 霜の 如し、 今朝 起て 兌れば 何ぞ圖 

らん 白雰 咬々、 庭 樹皆花 を 著く、 餘 りの 嬉し さに 小躍り 致處、 はや (十】 時 頃) 太陽 相 照す 

様に 和 成 候 故 雪 解 も 早速と 恨み 申 候、 今朝 三 句 を 得たり 凡々 

1 つ 葉の 手柄 見せけ り 雪の 朝 

小 娘 に さしかけ やらん 雪の 傘 

雪の 夜 や 蓑の 人 行く 遠 明り 


御 斧正 奉 願 候 

銓兄 にも 手紙 不差上 候閗此 手紙な りと も 御 見せ 被 下 度 候 

夂考 へ たら 少 * 霉の句 を 得たり 其 中 に 

紅^の 可愛 や 雪の 朝朗 

初雪 を ふるへば 蓑の I； ト 哉 

千 な く^は 百 里の 吹雪 哉 

とんく と 叩けば 崩る 門 の 雪 

其餘 略す 

虚子 にも 御 見せ 被 ト御批 許 奉 願 候 

銓 兄の 發句 面白く 覺^ 

一 葉 桐 長々 拜借 失敬 致 候、. 幸便に まかせ 御 返 申 候 

哥仙兩 行 これ 亦 無喑に 評して 御 一 笑に 供へ 候、 當地述 俳 は 一 向に はづ まず 候 

右 思 ひ 出しく 書き 認め 候 順序 亂 5§ 御 宥免奉 願 候 以上 
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1 月 十二月  水花舍 子 規 

碧 捋樓兄 

1 時 は 來客謝 結の 觸れ 出して、 創作に いそしん でるたが、 年と、 もに 其 峠を越し たので、 新 

居に 小 說會を 開く やうな 餘裕を も 兌た ので あらう。 この 手紙で かほ どまで 推獎 された 「まり 唄」 

の 拙稿 は、 どんな 趣向で どんな 文體だ つたの か、 何の 記憶 もない。 大方 十： Hn、  n 亭、 非 風の 先翬 

の 作と I 處 に綴ぢ 込まれて、 我々 仲？ i の 廻 覽に附 された ので あらう が、 今 其の 行方 を 知らない。 §8 

「昔の f 紫 桐の 類に 非ず」 の 一葉 桐 は、 私の 前世紀の 述作と もい ふべき 筆ず さみであった。 一 

「贵稿 在中」 と あるの は * この 1 葉 桐の ことで あらう。 

こ  >- に 「月 の 都」 と 明 記して ゐ ないから • 或は 題猇は 後に つけた もの かも 知れぬ。 「昨夜 も让 

事に 實が 人り」 と. 今 一 囘 きりで 柊る ところまで 書き あげた 元氣と 安堵と が、 初雪 を 見て 小躍り 

する 處 にも 躍 然として ゐる。 この 手紙 を うけとった 私達 も笾 かに 其 跳躍に 共鳴して、 激 勵の辭 

を 奉った ものだった。 


其 二  (封筒 表， 「松 山河 東 碧 梧樣、 東京 正 岡 升、 平信」 ^ 裏 「此封 あとに て 御らん 被 下 候 方 

順序に 御座 候」 と あり) 

^封已 に 認め 畢 りたる 後 又 玉 書に 接し 候 故 又 筆と り 申 候、 高濱子 草稿 燒 拾に 就て 云 々 の御議 

論 有 之 候へ ども、 小生 固より どちらが { 几 敷と も 覺ぇ不 申 候、 乍 併 いづれ 早い か遲 いか 鳥邊山 

の煙此 身い つまで かながら ふべき 

小生 著述に 就而大 とい ふ 形容詞 過分に 存候 * 筆 を 取り そめて より 殆んど 二十日、 今宵 稍 1 暹 一 

通り 畢へ申 候 (改 刪すべき 處は 猞無數 なり) 其 間 大息して 筆 を 捨てし 幾何 ぞ， 今迄の 大 言い ^ 

づ くより 出た るぞ 

1 卷^  ニ卷 

難 有 拜受仕 候， 小生 近來大 困窮 卷紙 にさへ 殆んど 不自由し 居る 處， 且つ 此 手紙の 字 を 見て 筆 

の 禿した る にても 察し 玉へ、 著述な ど  >- 申 候 も實は 窮餘の 拙策、 或 人が 近時の 小說に 銅臭 あ 

りと かいひ けん 天 道 是か非か、 ス コ ット 倒産して 犬に 天才 を 伸ばす 天道 非 か是か 

右の 次第 故此 幸便に 何 か 御と め 差 上 度 存候得 共、 懐中 風 引致し 方な し、 さりと て 何もな き は 


無トに 輿な しと 存じ 志 竹と 申 竹^ 進呈 仕 候、 これ は 小生 庭前の ものに 御座 候、 きの ふの 初雪 

^殘り 居る やと 被 存候ま ゝ 御 送り 申 候 

新年の 御 句 乍 失敬 不足 取、 小生 も 十 餘句相 吐 候 得 共、 皆 平凡 慚愧々 々。 

我等 ま で 神の 御 末ぞけ ふの 春 

とい ふ 拙 句 を^ 一 i 可 南に 桕 is り 候處， 同人よりの 返辭に 

神殿 の しめ も 動かず： b ふの 春 

と 驚かされ けり、 むかし 北抆が 

元 日ゃ疊 の 上の 米俵 

と^ぜし 時， 芭蕉 稱 して 本年 日本 第一の 元旦と 申 候、 僕 亦 可 南に 於て 然 いはんと す 

一月 十三 日夜 十二時  常 規 

秉 兄 

(奥に、 三十 年 餘刖に 蝕 もせず、 薄く 靑味を 持った、 熊笹ら しい 竹の 四 五 枚の 葉の 一枝が 

封じ込まれて ゐる) 
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虚 子の 草稿 燒棄 問題と 言へば、 當時虚 子 は 心から 自得す る ことのあった もの か、 今までの 草 

稿 を 全部 燒 いてし まふな ど 言った の を • まだ 燒き 拾て る だけの 價値は 我々 の 述作に はない、 

など、 言って、 事 を 仰山に した ことがある。 

「月の 都」 起稿の 苦心 はこの 數 行の 文句の 上に 歷 然として ゐる。 時には 氣乘 りが して 時の 經っ 

の も 知らず、 時には 筆 を 投じて 長大息した 机邊の 一 弛 一 張 見る が 如くで ある。 

志 竹の 一枝が、 今 尙ほ舊 態 依然として、 封 中に 卷き 込まれて ゐ たの は、 そノ ろに 當 時の 雪 を 一 

しな ふた 樣も傯 ばれて 饯 しい 極みで ある。  W 

伊藤 可 南 は、 子規と は 遠い 綠 者で、 從弟 ちが ひ 位に あたる。 小 兄 可 全と！： 年輩の 友逹 で、 常 

磐會 にも； S 居して る IT 今 其 住所 を 知らない、 恐らく は 故人と なった ので あらう。 

其 三 (封筒 表 「河 東錢 君， 同 秉君、 高濱淸 君、 正規 拜」 と あり) 

今日 六 時 頃 竹 村兄來 臨に 相 成、 暇な き 月日 拜見^ ちに 通讀 且つ 批評 仕 候， 何分に も 千里 遠隔 

のこと 故齒 がい、 こと 多く 存^、 多き 割合に は 目 ざす 敵 も 少く候 得 共、 就中よ しと 思 ひ 候 は 
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鬼 灯に 書 談む人 はな かりけ り  雪 燈 

枯 枝の すっくと 高し 百舌の 聲  可 全 

面白う 聞けば 蜩 夕日 かな  靑桐 

名月に 蜘の巢 ふるき 軒端 哉  虚 子 


(ふるきに 棒 を 引いて 「これ は 小生の 改作した る ものな り」 と 朱書) 

等に 御座 候" 然るに 之れ 多く は 諸君の 賞賛に 與らぬ 者な り、 此外 にも 小生の 目 をと め 候 者 あ 

れ ども， 大方 は 諸君の 點と 相違 致 居候、 此 前の 岸の 細波 にても、 小生の 發兒致 候、 鷲 や 谷間 

くの 句の 如き も 一 點 もこれ なかり しもの 也、 而 して 此 度の 雪燈靑 桐： 兩 兄の 句の 如き も 亦 1 

點 もっけた る 人な し 噫， 小生 明朝 八 時より 擧 校の ある も かま はず、 此 深刻に 此 手紙 相 認候微 

意 御 諒察 被 下 度 候 は ど 大慶に 存候也 

I 月 十三 日夜 (實は 十四日) 一時 四十 分頃認  規 拜 

可 全 兄、 靑桐 兄、 虚子兄 

小生 戯れに 詩^へ 三 句 相 認め 候に 付 三 君 御 寄 合 之 節 坐 間の 一 興に 御 批評 被 下 度 候、 各 御镇に 
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入り 候 者 を 一 枚 宛 御 取 被 下 度 候- 若し 又 二君 又は 三 君の 意見 合同して 同じ もの をよ しとな さ 

れ候 節、 御 一報 被 下 度， 其 時 は 又 瘦腕を 振 ふて 更に 御 笑に 供 ふべ くと 存候 

前に 書き落し たる 事 ある 故に 記す 

暇な き 月日の 中に 小生の 草稿 も 御 閉込被 下 御 批評 被 下 候 事 難有存 候、 然るに 小生の 月下 言 

志の 二 句 を 大變に 御 ほめ 被 下 候 事 意外の 又 意外に て 何とも 心得 不申 候、 かの 草稿 固より 碌 

々たる ものな りと 雖、 月下 言 志の 句より ましたる ものな からん や • 畢竟 諸君の あれ を剷賞 

被 下 候 も、 俳諧の 理に 落ちた る 故と 歎息す るの 外な し" 再び 嗚呼 

(今 1 つの^ 紙に) 

最 一 つ 變な事 書き 忘れ 候 故 又 申 上 候 (畢竟 は 郵税 いらぬ 故) 小生 砧の 句に 三國讀 込と して 

秋風 や 窓の 戶動 くさよ 砧 

と ありし を 誰かの 評に 安藝， 能 登- 羽 後三國 として あわたれ ども， 小生^ 後に は氣 のっか ざ 

りしに て • 安藝， 大和、 能 登の 三！： のつ もりに て 候 ひき， されば 偶然に も 此句は 四 國讀 込み 

と 相 成 申 候、 若し 「里 砧」 とい ふこと 有 之 候 は,、 五國 にも 相 成 可 申 候呵々 


经， 秉、 淸君 (この 君の 字 は 三 字 を 一 字に 奇な字 を 書いて るる) 規 拜 

岸の 細波， 蜈 なき 月日の 細評總 評に も 飽かず、 更らに 共の 不平 を 漏らす やうな 口吻で * 後進 

を誘掖 しょうと する 淚ぐ ましい 師意友 情が 紙面 に^れて ゐる。 ^紙の 五國讀 込みの 砧の 句に つ 

いての 自慢な ど は、 前半の 手紙が 餘 りに 眞荦 で嚴 格で、 且つ 感傷的で も ある 一種の 綏和氣 分か 

らの附 け 足しで ある。 叱りつ けた 踡 面の 底から、 -ッ コリと 笑って 見せる 擒縱 自在な 乎 段て あ 

る， - 

「暴 竟は 郵税 いらぬ 故」 と あるの は、 此の 時分 東京と 松 山 を 往復す る 人の ある 毎に， 手荷物 

やうの もの は 言 ふまで もな く、 手紙 類 も 大方 依 托した ものだった、 その^ 惯を言 ふので ある。 

郵 稅の儉 約よりか、 個人の 往来の 方が、 郵便よりも 早かった。 まだ 郵便 制度の 幼稚な 時代の 反 

映で もあった o 

以ヒは 一 月 十一 一 三日の 書信て あるが、 引續き 一 月 三十日の 書翰に も 同じ やうな 「月の 都」 に 

關聯 する 感想が 害いて ある。 
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(封筒 裏、 東京 本 鄉駒込 追分 町 三十 番地 正 岡 常 規發) 

明治 廿五年 一 月廿 三日 御發御 寄狀 落掌 拜讀效 候 

〇 僕 も 著作 未だ 成らず、 これに 付て 色々 の 御 忠告 御 慰 論 雑 有 拜讀致 候， 出版の 上 は 人に も勸 

めて 買 はし めんとの 御 好意 誠に 難せ は 候へ ども、 僕の m 版せ ぬか も 知れぬ とい ふ 意味 は * 世 

の 中に 適合す ると かせぬ とかい ふ 事に は 無 之 候。 竹 村 尊兄 は 頻りに 拙著の 成就 を 促し 給へ ど 

も • 僕 は 常に 其 意に 從 はず、 竹 尊兄 曰く 左様に 骨 を 折りても 世の中に 之 を 見て くれる 人 はな 

かるべし と、 僕 答へ て 曰く 拙著 は 世人 を あてに する 者に 非ず * 世上の 評論 は どの やうに あら 

ふと も 終に 愚 著に 關係 なし、 只俟は 我意の 滿足 する 所に 止まる のみ。 (固より 全く 滿 足す る こ 

と は 出來ぬ ことなれ ども)。 と 友人 告 曰く 左様に ひねくりて は樂屋 落ちな りと、 僕 曰く 樂屋 

落ちに て 結構 也 云々、 蔻し 僕の 出版せ ぬか も 知れぬ とい ふ は， 第 一 出版して やら ふとい ふ 人 

なければ それ まて 也、 第二 原稿の 買 ひ 手 ありと も 飴り 安價 なれば 賣らぬ 積り 也。 何故に 寶ら 

ぬ や、 名 譽に關 する 故な り、 何故に 名譽を 重んずる や。 僕 答 ふる 所 を しらず。 

〇 長 起き は 僕の 持病に して • 常に 肺病 腦 病と 競 爭 しつ 、ある もの 也。 何も 著述の 爲と いふ 譯 


にて は 無 之 候 

〇 先便 戯れに 御 評論 を 煩 はし 候 一二 句當地 友人に 見せ 候へば • 初雪 一、 茶の 花 二、 紅梅 三と い 

ふ は 新 海、 五百木 兩 氏の 說 にして、 茶の 花 一、 初雪 二、 紅梅 三 • と は 竹 村 兄の 說 なり。 

〇 雪の 御 句 澤山御 示し 被 下 候へ ども、 貴兄 平生の 技倆 を 盡す者 一 首 もな きは殘 念な り。 

〇 此頃は 御 地 雅會は 無 之 候 哉 * 當月 課題 杯 も 承らぬ 樣に覺 え 候が 僕の 忘れたら か。 

〇 本日 竹 村、 新 海、 五百木 氏 拙宅へ 來られ 「せり 吟」 とい ふこと を與行 致し 候、 それ は I 人 題 

を 出して 成る 可く 迅速に 發句を 作る こと 也。 竹 村 兄に 題 を 出しても らふて 跡の  一二 人に て- 0 'つ 

て 見た が、 實に時 問 を あせる 許りにて 中々 面白き 者 は 少し。 其の 時間 は 早き は 十 秒、 遲 きも 

1 分 を 出で ず。 先 出来し 者が 大聲に 後者 を 詰れば、 一寸 後れた る 者 はま ごつ いて 飛ん て もな 

いこと を 書く 杯、 1 入の 舆 にて 候 ひき。 刖 紙に 近來當 地の 俳 風 及び 右せ り 呤を少 々御 目に か 

け 申 候 以上 

1 月 三十日  西 子々 規 禿筆認 

碧 梧桐 兄 俳 書 下 
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競呤 以下 十八 句 は 皆 少しも あとより 手 を 入れぬ 者 也 

半分に 富士 のうつ る や 春 氷 

冬 1 分片 へに 殘る 薄氷 

さ ざ 波 をお さ へ る 春の 氷 哉 

年の 夜 や 霰に まじる 豆の 音 

他 二 句 略 

萬 歳の 鼓 に^く 梅の 花 

他 二 句 略 

さ, 波の なりに ちぢまる 和布 载 

齒 ぎれ よくく はれて しま ふ わかめ 铙 

他 一句 略 

柊 の 今 は やさしき 木の芽 かな 

他 ニ句赂 


平の 夜 


£内 歳 


若 和布 


木の芽 


西 


同 


風 (新；！ S し 

亭 (五百木) 

子 

亭 


西 子 


亭 


非 風 
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鬵  鶯の わらじに とまる 野 茶屋 哉 

他！ 一句 略 

左の 句 は 一 題 十 句 宛 IS 呤拔萃 

『下り るので なくて 落ちた る 雲雀 哉 

下り た 後 雲に 聲 ある 雲崔. かな 

靑签に 落ちる もの あり 揚 雲雀 

他 七 句 略 

1 つ 家の 留守 靜 かなり 揚 雲雀 

さらさらと ひばり 追 出す 麥田荧 

遠 乘の馬 かすみけ り撝 雲雀 

他 七句峪 

年よりの 杖に すが るゃ撝 ひばり 

0 ま て き て も y; 上ゃ揚 ひばり 


同 


TIN 

同 


同 

0 

同 


亭 


子 
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I 飛びに くうな いか 眞 上の 撝 雲雀  e: 

I 他 七 句 略 

左の 句 は 皆當地 俳人 近作に 御座 候 諸君の 御 評判 奉 願 候 

住吉は 松の 名 どころ 春霞  1^ 亭 

白雪 や 流しに ふせし 鍋の 尻  同 

白 n に 南天の 實の 重さ 哉  同 

狂ひ來 てるろ りに 消 ゆる 吹雪 哉  同 

いて^れば 草の 下 也 春の 水  同 

若草 やすて  >- 行く 旅の 夢い くつ  同 

玉 川の la" 中 をぬ く 小 鮎 哉  非 風 

口 あけて 春の 日 眠る 田螺 哉  同 

花の ちる 音す さま じき 夕 哉  同 

n が^ を^ 渡る 筏 哉  同 
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飴 山 
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り の 
の 中 


を 
せ 

せ 

田 

m 舟 

哉 哉 


峙 
な 

し 

ゆ 

る 


同 同 同 同 同 西^ 同 


子 


「月の 都」 を どう 處理 すべき かの 惱 みや 祕 めて、 不相變 句作に 沒 頭して ゐる。 「競り 呤」 とい 

ふ ものが 何時頃 始まつ たかは >  これて 判明す る。 非 風 >  飄亭の 下に" 割 註 をして 本姓 を 記して 

るるの は、 私への 紹介 を 意味して ゐる。 次ぎに 矢つ ぎ 早 やに 一 一月 十九 日の 封入 手紙が 一 i 通 ある。 

一 

J1I\  一 
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拜啓御 約束 之 手紙、 藤 野 便に 來り候 やと 待 兼 候處， 荷物 未着 故模樣 分らず 候へ ども • 幸便に 

任せ 1 筆 啓上 仕 候 • 當地 三日 程 は 非常の 寒氣 にて、 嘸々 梅 も 肝 を 潰せし 事と 存候 處、 今朝 起 

きて 見れば 又々 意外の 大雪、 弊 家庭 前の 眺望 だに 中々 大した ことに 御座 候 

〇 いっか. S. 上 候 拙 句 

我等 ま で 神の 御末ぞ けさの 春 

とい ふ 句 は 古人の 句に 

こ れ で こそ 神の 御末ぞ けさの 舂 

とい ふ 句 ありし を發見 致し 候 故 取消 申 候 * これで は喑 合で はなく， 小生のお ぼろに 記憶 致 居 

しもの なる ベ し 

〇 小生 先日 中より 十二 ヶ月と いふ こと を發 明し * それ 故 毎々 十二 句 宛 吐出し 申 候、 ^紙に 男 

女 句 合の み 記載 致 置 候 間、 御高 覽之上 御 斧".^ 可 被 下 候 (銓 兄高濱 子へ も 一 つづ ゝ这り 置たり〕 

刖紙短 尺 例の 戯れに 認めた る もの 又々 御高 評 願 候 

拙著 やう やう 完成したり、 これからの 遝命は 未定に 候 
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小生 これから 後 は 試 驗が糗 々と 來り候 故， 存外 忙敷 もな らんと 心配 致 居候 

先日 藤野叔 (恐らく は叔の 下に 父を脫 す) に 聞き 候へば 不相變 讅曲御 勉强之 由、 殊に 叔の誌 

では 將來に 望 多き 由 申 候 大賀々 々、 小生 も 去 米 (年 か) か之舂 頃より 以 來は謠 非常にす きに 

なり、 先夜 も 小川 太夫 を 拙 家に 聘 して 鸫飼、 車^、 俊 寬を聽 聞 致 候、 當地 有志 家 は 小川の 外 

に 天 岸 一 人の み然れ ども、 稽古す る 事が できぬ に闳 居り 申 候 

拙著 小說は 月の 都と 題して 紙数 (寫 本) 六十 枚 十 一 1 囘の 短篇 也、 而 して 末 I 一回 は 大方 謠曲 にて 

つ 尸 まり 居り 候、 これら 第 一 世人に は氣に 入らざる べしと 存 居候 也 

二月 十九 日  子 規 

碧 梧桐 伯 几下 

男女 句 合 之 中 r 砧 より 品し むつ かしき」 の 句 はどう も 古人に ありし 樣覺ぇ 候. 若し 見あたり 

しなら ば 改作 可 仕 候 

其 二 

^封 弊屋 にて 認め 麻布へ 来り 候處、 藤 野の 便の 御手 紙 始めて 拜見 御返^ 申 上 候 


^お 之 事は刖 封に あり それ はよ けれど、 拙著に 付 さう 度々 御す * め 被 下 候て は、 小生 莨に 辟 

易して 只 貴兄と 髙濱 兄と をのみ 恐れ 居候、 天下 萬 人の 毀譽は 1 向に 頓著 無し * 只御兩 人の み 

を ひたすらに 恐れ 候、 小生の 意 少し 御惘^ 被 下 候 上、 拙著 を 決して 善き ものと 御 想像 無之榇 

奉 願 候、 右 は高濱 兄へ も 御 忘れな く 御 傳へ被 下 度 候， 何故に 拙著の 貴兄 御氣に 入らぬ と 知り 

申 候 や。 それ は 近来の 發句 にて 相 判じ 申 候、 小生 近頃の 傑作と 自ら 考へ候 者 を さし 卜. 候ても 

まるて いかんく といつ も 御叱資 を 蒙り 候 故， 小說 とても 其 如くな らんと 存候、 況んゃ 小生 

とても 自ら 面白し と 思 はざる に 於て を や 

〇 今度の 短册は 猶更御 叱り を 蒙らん と存 居候、 どうか 思 ひきり 御 叱り 被 下 度 候 

大 洒落 はしゃれ ずと いふ 御し やれ 圑洲 的大潞 大^ 

凉蒐の 「いざ 樱」 の 句 は 面白し 拙 句の 比に あらず (小生 も 同 句早稻 田文學 にて 見し が 始めて 

也〕 然れ ども さまでの 名句に は 無 之と 存候 

〇 梅 さくや 去年の 娘の 御 句 面白し 

〇 一 日 を 一 夜に して 早 梅の 御 句い と 面白し 
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〇 五月雨 や ある 夜 ひそかにと は 蓼 太の 句 也 

〇 聞き やる や、 〇 の 二 句 御 褒めに 預り 汗顔 

小生 自ら は^と も 恐ひ險 はず 

〇 鉢 叩と いふ もの 御存知に 候 や、 これ は 今 はなき ものなる ベ けれども、 むかし 京都 邊 にて 冬 

期 瓢箪 を 叩きて 毎夜/^ 念佛を (空 也念佛 とい ひし かと 覺ゅ) となへ ながら あるく もの 也、 

其の 哀れき かんとて ばせ をが 落 柿 舍を訪 ひし こと も 有 之 候 

その. K! き 瓢箪 見せよ 鉢 叩 

と は 去来の 秀逸に 御座 候 

〇 霜 やけの 拙 句 は あとに て 本 を 見れば、 古人に 類例 多し、 廢 案すべし 

〇 先日 三人の 句 を 連ね 候內 にて は、 非 風の 句 一平せ よく、 小生の 尤惡 し、 それ は 貴兄の 御 鑑定 

も 同じ 様 也、 小生の 句に て わかめ を 御 擇び被 下 候へ とも， 小生 は萬才 をと り 候 (虚子 は 小生 

と 意見 同じ) 

序にい ふ 松 山 三 傑の 內 にて 句作 は 貴兄 一 赉 うまし (恐らく は) 併し 甲乙の 意見に 付て は、 虚 
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子と 僕との 意見 常に あ ひ 候 はいかに 

「篱 やわら じ」 の 御 句 面白し， 其 他 多く は 擅 林 調 ある は 如何、 飄亭の 句 中 「すて 、行く」 は 

「すて ゆく」 として は 面白から ぬ 様覺ぇ 候、 非 風鼠亭 僕 連 書の 分 御 擇び被 成 候 句 は 略々 小生 

も 意見 W 同じ、 例の 巡禮 との 御 評 恐れ入 候、 拙 句 十 ：！ 壁の 句 はよ く は あらね ど、 左程 御 叱り を 

蒙る 句と も 思 は ざり しに、 御 句 中、 追つ くや、 梅が 香 や 餅. 其 他少々 面白き 句 は 多し 

帆柱に 帆の もたれけ り 春の 海  蓼 太 

「春風 や 沖の 白帆」 の贵 句と： W 似たり 

二月 十九 日夕 麻布に て 煩 雜中認  子 規 

靑 きりさ ま まいる 

此 二通の 手紙 は 障子紙の 大きさで、 生 漉き の 伊豫 產紙 である。 始めて 小說の 題名 を 「月の 都」 

であると 吿げ、 十二 囘 六十 枚の 短篇で あると も 記して るる。 さう して、 其の 二の 方に 「天下 萬 

人の 毀譽は 一 向に 頓着な し」 と虚 子と 私 を 問題に してる る やうな こと を 言って るる。 蓋し 「月 

の 部」 の 出來榮 えに ついての 自己批判. 其 苦 惱を訴 へる 片鱗の 現 はれと も 見るべき であらう。 
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次いで 「まるて いかんく と 御 叱資を 蒙り」 など 發句關 係に 就いて 如何にも 私達 を對 等に 見て 

る る やうな 文句 を 使って， 0 る。 顧 ふに 一昨 二十 三年の 春 頃から * 始めて 十七 字に 指 を 染めた^: 

臭の たど- >\ しさが、 約 一 年の 間に 多少 順序 立って 來た、 進歩と か 向上と か 形容 さるべき 私達 

の變 化と 推移が、 恐らく それまで 唯 我獨尊 的に 自己 を信賴 して ゐた 子規 を 驚かした もので あら 

う。 且つ 眼光 紙背に 徹する 底の 子規の 洞察力 は * 早く この ニ靑 年の 前途 を囑 目した もので あら 

う。 さう して 對社 會關 係に 思 ひ を 走せ た 時、 文 擅に 一 旗幟 を 立てる 自己の サ ー クルと して 多く 

の 信頼 を かけた もので あらう。 耍す るに 私達 は 子規の 子 飼 ひの 弟子であった。 血 を 分けた 骨肉 

と 言った、 氏族 觀 念の 槪念 化した 繋がりではなかった。 お 互 ひに 許し 合った 同性愛の 藝術 化で 

もあった。 子規の 殁 後年と 共に 平凡 化して 行く、 今の 碌々 たる 自分 を 顧みて、 當時 子規 を 驚か 

した 時代が * 自分の 一 生の 中， 最も 華やかで 純 粹で無 邪氣て 無我な 美し さに 充 ちて ゐ たと しか 

思 はれない。 

非 風、 飄¥、 子規の 三人で 始めて 「競り 吟」 とい ふこと を やった。 題 を 出して、 早く 出來た 

者から 一 枚の 紙に 順次に 書きつ けて 行く、 言 は、、 >  拙速 を 尊ぶ 句作 鍛鍊 である。 又た 罪のない 1 
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種の 座與 でも ある。 この 競 呤は其 後し ばらく 我等 仲間に 流行して、 ^二十 六 年頃 「運座」 とい 

ふこと を 知る まてつ-、.' いてる た。 「先日 三人の 句 を 連ね 候內 にて」 と あるの は 其の 競呤の 報告て 

あつたと 思 ふ。 II 競呤の 事に ついては、 尙ほ 後に 記す。 

兎も角 この 手紙 は、 私からの 手紙に ついての 返書で あるが， 返書に 次ぐ 返書で、 殆んど 際限 

^知らなかった らしい。 郵便の 配達 時間、 又は 依 托した 人の 柱來の 日数、 その 間 だけ、 手紙へ 

の 筆 を 採らなかった ものと も 想像され る。 子規 も 半ば は" 其 G 煩累に 堪 へなかった ことで あら 

ラ o 


十二 痛切な 體驗 

小生 表記の 番地へ 轉寓、 處は 名高き 鶯 横町 

鴛 の と なりに 細き いほり かな 

實の處 汽車の 往復 喧敷 (レ ー ル より！ 町； 5 お： SI^ を まし 候 

0 の 遠 の いてな く 汽車の 音 

剩へ 家婦の 待遇 餘 りよから ず 罪な くして 配所の 月の 感 あり (高濱 氏へ も 御 報 奉 願 候) 

これ は 一葉の ハガキ の 文面で ある。 消印に r 武藏 東京 駒 込、 二十 五 年 三月 一 日チ 便」 と ある。 

名宛 は 松 山の 可 全と 私の 速 名で， 東京 下 谷 區上根 岸 町 八 十八番 地 正 岡 常規、 と ある。 これと 前 

後して 同日 出の 封 害が ある。 改良 钊 紙に 細 書して ある。 
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先刻 相 出し 候 端 書 大方 御らん 被 下 候 事と 奉存候 * 小生 昨日 移轉 の際腦 痛烈し く 起り 候處， 今 

朝に 至ても やまず， 手 銑數通 認め 畢て蟬 丸の 歸曲 一番 を無聲 にて 大喝 致 候處、 稍 平癒 之氣味 

あり (尤 今日は 學校は 休み) 午餐 後 乎 紙 出し 旁新寓 ( 一 町 行： b ば 谷 中の 墓地 也) を 出て 幸 田 

露 伴 を 谷 中に 訪 ふ、 閑談 三時 間餘、 胸襟 洒落 光風 霁パの 天 を 現 はし 腦痛 全く 癒 ゆ。 歸れば 則 

竹 村 兄のお とな ひ 給 ふ あり • 延て 茶室に 入り 燒芋を 喰 ふ、 兄 歸られ て 後此手 羝を認 む 時に 復 

^si 岑々 たる を覺ゅ  - 

小生 露 伴 を訪ふ 事 已 に 二度な り • 數日前 拙著 月の 都 を 袖に して 同氏 を訪 ふ、 生 曰く 僕 拙著  一 W 

卷 あり、 友人 皆 出版 を 勸む僕 之に 應 ぜんと 欲す、 而 して 拙著 屮の 趣向 君の 著述 中より 偷み米 

る 者 多し 故に 一 應 君の 承諾 を經^ 批評 を 乞 ふ 云々、 露 伴 云々 の 挨拶 あり 談話 二十 分餘、 傍に 

容 ある を 以て 談佳 興に 入らず して 歸る， 翌日 約 あり 同家 を訪ふ 在らず * 其 翌日 露 伴 使を以 

て 拙著 を 返し 來る、 且つ 一書 を 添へ て 多少の 評 あり、 然れ ども 盡 さず、 牛： 乃ち 今日 之 を訪ふ 

所以たり、 相 逢 ふて 談じ 去り 談じ來 り 快 窮まって 躍らん と 欲す。 事 半ば 小說 上な り。  

贵兄等 之 を 讀んで 何とか 想像し 給 ふ。 彼 一 句 吾 一 句 相 笑 ひ 相 怒り 负 けず 劣らず 口角の 沬を鬪 
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はせ しものと や 思 ひ 給 ふらん。 其 實談じ 去り 談じ來 る もの は 終始 彼 也、 默々 又 唯々 たる 者 は 

終始 我 也。 (評 曰囘也 愚) 生 は 多少 小說 家の 骨 を 得たり (肉 は 未だし) きと 思 ふなり、 是れ 

生が 曾て 聞かん と 欲せし 虛、 而 して 今に 於て 頓に 悟る 所 あり、 是れ 生が いっか 費 兄 等に 話せ 

んと 欲する 所而 して 筆紙 之を盡 さず、 山河 之 を 阻斷す (今年 夏 も歸^ せんと 欲すれ ども 生と 

Initial を 同 ふす M 君の 爲に志 を 枭すを 得ざる べし) 生 十五 六 歳の 時鄉に 在り 大言 して 曰く、 

枳 棘は鹫 鳳の 栖む處 に 非ず 海 南 は 英雄の 止まる 嗞に 非ず と、 而 して 東京に 來て 後 前言 の 是 な 

る を 知る、 然れ ども 今の 海 南 は 昔日の 海 南に 非ず、 今日の 時勢 は 昔の 時勢に 非ず 貴兄 等 をお 

だてる に は 非ず …； 近 者 露 伴 子と 俳諧 を鬪 はすの 約 あり， 俳況は 後便に 報ずべ し、 尤同子 も 

俳諧 は 左程の 黑 人に 非ず 

露 伴閑栖 鶯の 奥に 家 あり 梅の 花 

壬 辰 三月 一 日夜 九 時 根 岸 寓居に て 西子認 

虚子 兄， 靑桐兄 

拙著 はま づ。 世に出る 事。 なかるべし (以上の 一行 覺 えず 俳句の 調 をな す 呵々) 
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之が 子規が 根 岸に 偶 居 を 求めた 最初 でんった。 「昨日 移轉」 と あるから * 明治 二十 五 年 二月 

二十 八：：：、 上 根 岸 八 十八番 地に 一 戶を 借りた のであった。 其の 永眠の 地で ある 同 八十 二番 地に 

移轉 したの は、 其 後 同年 十二月 1 日 新 g 「日本」 に 入社して 傣給を 得る やうに なって からだつ 

た。 「鴛 横町」 は 八十 二 称 地の 家が 其の 中央に 位置して ゐ たので あるから- 後の 移轉 はほんの 隣 

家に 移る やうな ものだった。 罪な くして 配所の 月 を 見る やうな 虐遇 をう けたと は 一 百へ、 さすが 

に 根 岸と いふ 土地に 執着 を 感ずる 何物 かの あった 事 を 否み 難い。 

r 腦痛」 と あるの は、 恐らく 主として 「月の 都」 創作の 過度の 疲勞に 原因す るので あらう。 

初期の 神經 衰弱と も 兌るべき である。 「今日は 擧校 休み」 と あるので， 此の 時まで 尙ほ逡 巡と 

して 退校 を 決し かねて ゐた 人知れぬ 苦悶 を 察すべき である。 舉生 としての 搖籃 から、 一 步を世 

の 中へ 踏み出さ うとして ゐる、 子規の 人間的 一 廻轉の 時機に 於て、 聰明な 容智を 持って るた、、. * 

け、 共の 體驗は 深刻で も あり 叉た デリ ケ I 卜で もあった てあらう。 言葉 を强 めて 言へば、 其の 

痛切な 體驗 が、 其 後の 子規 を 大成す る 基調で もあった の だ。 

露 伴 訪問 も、 やがて 其の 體 験の 現 著な 一 つであった。 「小 說 家の 骨 を 得たり」 と は直焭 的な 
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言 ひ 方で は あるが， 對 者の 一 言 一 語 を 咀嚼して 我が 心の糧と する 自得の 境地 は、 ^默の に 人 

を 首肯せ しめる。 蔻し露 伴が どの やうな 話 をしょう とも、 子規に とって は  < 生の 行路 を 新 

たにしようと 多少の 焦燥 を 感じて ゐる ものに とって は —— それ は 興味の ある 事實 であるよりか 

かねての 希求 を 現前す る 新たな 世界であった。 私達が 子規に 褒められて 小躍りし たのと は 全く 

g な、 子規の 「快 極って (窮の 字 は 恐らく 誤用〕 躍らん と 欲す」 は、 對 自己 關係 にも， 對せ會 

關係 にも、 複雜な 苦味、 辛味" 鹹味に も 味 到した 痛切な 叫びであった。 

對露 伴の 會 話が、 自ら r 囘也 愚」 と 評して ゐる やうで あつたの は、 子規の 想像した 通り、 私 

達に も 寧ろ 奇異な 驚き を 唆った。 意外な 二人 對 座の 光景が^ 前に 展開した。 露 伴の 書いた 「の 

つた そり 重 兵 衞」 が 建てた とい ふ 五重の塔が、 九輪 も あざやかに 描き出された。 野 分に 搖らぐ 

ギ 1- いふ 音 も 耳の 底に 鳴った。 私達 は庹 にあり 来った 舞臺の 定則 を 超越した 芝^の 奇構を 

見せられる のだった。 1 時 は 呆氣に とられて、 其の 意味が 那邊 にある のか も摑み 得なかった の 

だった。 

私達の 签想 をい ろくに 唆った この 二人 對 座の 光景 は， 私達の 間に 1 餍 痛切な 露 伴 熱 を 高め 


る 因由 ともなった。 

「拙著 は先づ 世に出る ことな かるべし」 を 句 の^をな してる るな ど與 がった 餘裕を 見せて ゐ 

る けれども、 共の 奥底に は 絶望的な 悲哀の 潜む の を 看過す る こと は出來 ない。 一一 「"ふまても なく 

幾分の 自信 を 持って ゐた创 作な ので あるから、 若し 露 伴が 推稱の 勞を惜 まなかった とすれば、 

子規 は 之 を 出版して 世に 問 ふ 勇氣を 沮喪す る 所以はなかった の だ。 露 伴 訪問の 結枭、 共の 期待 

を拋掷 せねば なら なくなった • 其の 當 座の 衷情 は 恐らく 毒 を 飲む やうで もあった であらう。 さ 一 

も 事 も なげに、 手紙の 末尾に 出版 斷念を ほのめかして るるの は、 正 E に 言へば * 子規の 負け 惜 n 

しみであった。 煮えく りかへ る やうな 腹の 中の 懊悩 を、 强て c 制した 冷やかな 言葉であった。 

併しながら、 輕卒な 一 時の 欲望に 驅られ て、 窮極の 自己の 惯値を 暴露すまい とする 聰明な 钊斷 

にも 立脚して ゐた。 子規の 他に 對 してよりも •  S 已に對 して 辛辣な 批難 攻 擊を辭 せない、 客觀 

的 裁 斷のカ 强さを も 物語って ゐ るの てあつた。 子規が 俐巧で あるよりも • 對 自已關 係に 嚴肅で 

ある 操守の 爲 めであった。  . 

「月の 都」 は 其 後 約 二 年 M ま 底^く 藏 されて るた。 若し 新聞 「小 日本」 が 「口 本」 から 派生 
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しなかった ならば、 恐らく 世に出る 機會 はなかった かも 知れぬ" 「小 曰 木」 に發 表せられる まて 

の 間に 之 を 一 見した もの は * 私達 弒 しい 仲 の 者に も 恐らく は 無った であらう。 
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十三 渡 し £1? 

小 說會の 課題 「まり 唄」 で 思 ひがけない 賛辭を 浴びせられた 私 は * 四月の 課題 「渡し守」 て * 

更により 以上の 成功 を牧 めようと 獨り 心に ほく そ 笑んで るた。 實際 「まり 唄」 位の ものが、 子 

規を 驚かさう とは豫 期して ゐ なかった のて ある。 子規 は 「月の 都」 で氣を 吐かう としてる ろ、 

私 も 「渡し守」 で對抗 的に 氣を 吐かう， そんな 相 對關係 も * 私の 客氣を 咬って、 一 向に 氣み昂 

ぶら して ゐた" 私 は 三 から 四 巧に かけて、 夜更 まで 專心 「渡し守」 の 構想と 修 辭に沒 頭した リ 

我ながら 警句 名文 句が 頻出して、 全編 鏘 として 鳴る やうに 思った。 何でも 判 紙 十枚餘 りの 長篇 

大作 を淸窨 してし まった 時には， 子規の 驚歎す る、 あの 睜 つた 瞳の 光りが 目の前に 閃めく の を 

さへ 見た" 之 を 子規に 送る 時には、 始めて 自信の ある 作 を 得た、 と大 びら な 自己 推薦 を さへ 懾 

ら なかった。 この 「渡し守」 を 受取った 锓 初の 手紙 は 五月 四日 附 である。 少し 長いが、 全文 は 

左の通り。 
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靑桐文 契、 先日 一寸 麻布まで 行 候へ ども 池內^ 御 留守に て 御手 紙 受取 不申， 本日 歌 原 大叔父 

態く 持ち 來 りくれ はじめて 拜見仕 候 〇 片端より 御 返事. &上 ベく 候 〇 拙 句 御 改刪難 有 候 「行 

く 筏 戾る筏 や 花の 中」 とはい かに も 面白く 候へ ども これにて は 筏が 陸上 を 走る 心地 致 候の み 

心 足らず 候、 御 W 考被成 候 は、、. -、 秀句と も 相 成 可 申 かと 愚考 致 候 〇 「衩花 は w 國 になり て 六 

十 里」 と は 面白き 句法 なれ ども 解し 難し 

衩 さ く ら 四國ま はれば 六十 里 

となされ 候 はば 面. EI く 相 成 可 申と^ 候 〇 三位 一 體に 付ての 御 評論 は 0- 兄のより 虚 子の 方 一 段 

高し と存候 〇愚 喾の. 短き を 御 責めに 相 成 叩頭 奉 謝 候、 それに 付て 露 伴 云 々の 邪推 少しも あた 

らず。 僕 露 伴 をと はざる こと I 月 餘に相 成 候 故 餘り冷 熱の 變甚 しと 存、 一 昨夜 一 寸 相^ね て 

貴兄 及虛 子の 俳句 杯 IS きたる 位 也、 實を 申せば 第一 に 郵便 代を惜 みし 也、 第二に 近來腦 痛に 惱 

まされて 何となく 精神 昏亂の 模様 あれば 也、 而 して 詮 じつ めれば 此ニ 原因 は 更に 一 大 原因に 

歸 する 也， 贵兄 こ、 に 至って 失笑すべし、 何故に 區々 たる 〇〇 に 屈 托する やと 疑 ふべ し， 僕 

も 亦た 思 ひながら 猶腦痛 を 引 起し 來る * 僕 乃ち 曰く これ 遣傳 なり 僕の 小叔を 兌よ、 僕の 從 m 


(古 3) み. 見よ、 右の 結果と して 僕の 心 非常に 卑屈に 陷 りたり、 然れ ども 此味を 解す る 者 は 僕 

と忭 ^を 同 ふす る 者に 限るべし • 貴兄の 磊落 快豁 或は 之 を 一笑に 附 すべし、 若し 之 を 聞て 一 

顰 する 者 あらば、 則ち 虚子 なり、 虚子 若し 之 を 一笑に 附 すれば 則ち 幸な りと 雖其 ^彼れ 未だ 

此 位置に 進まざる 故なる べし 

〇 馬の 鈴 山め ぐり 行く 櫻 哉， 酒の 香の 花に むせた る 夕 哉の 二 句 ま づ面& しと 拜兌致 候 

〇 僕 哲舉を 解せ ず、 又贵 兄が 所謂 理想なる 語 を 十分に 解せ ず" 故に 明答 を呈 する^ 得ず とい 一 

7 

へど も、 大體に 於て はさした る 異論 も 無 之 候 (？) 併し 最後に 其 論 を演緯 して * 佛敎 信者 を -f 

そしる に 至て は 僕 之 を 解す る 能 はず， 然れ共 箇樣の 問題 は 到底 不可知的 にして 一 歩 を 推せば 

則ち 馐 疑に 陷 るべ し、 貴兄の 理想論 も 其 土臺を 推せば 貴兄 何と 答 へらる  > や T 僕 は 僕の 理想 

によりて 理想論 を 立てたり」 とい ふ 答は贵 兄より 外の 人を滿 足せし むる に 足らざる ベ し 

〇BM 理想の は 判然たる 區^ あるに あらず • 竹舉 上に 於て 唯 心と 唯 物と 其 極致 を M  くす 

るが 如し 〇 俳諧の 虚^ 論^だ K 白し • 僕も爲 に 一 服 を 開き 候、 併し これ を 以て 芭蕉 翬の 理論 

に應 用す る は 彼等 を する 者なる こと は 勿論 也 〇 笑 ひすます 一 座く の 櫻 哉 • 


これ を 以て 這 K の 秀逸と 相 定め 申 候〇贵 著 渡し守 其 外 文章 世界 一 册糙に 落掌 拜謝 候、 いづれ 

ゆっくり 請んで 意見 申 上ぐべく 候、 渡し守 は はじめの 半 枚 相よ み 候が、 どうも 其 文章 だけの 

處 では 貴兄の いはる 、だけの 價値 なきが 如しと 直 様に 钊斷 する は大 早計なる べし • いづれ 後 

便 之 事 o され かう ベ の 御 句 は 露 伴 も 驚き 居候 ひしが 小生 も 驚き 申 候 これ を 以て 悟りたり と 被 

仰 候 は 如何 やと 存候得 共、 此^ 梯も 一度 はふむ べきの 順序 也、 今一 段と 進み 給 は，、. -大月 咬々 

寓象 透徹 せん 

五月 四日 夜  時 を 得た る ほと、 きす 拜  i 

1 

碧梧枘 さま  I 

よく 見れば 晝の月 あり 砜 

山吹 や をり はねる 水の 月 

ち る 花と 胡蝶と つ ひに^れ けり 

大名 の 獨活 刈た しとの 給 ひぬ 

陽 炎 や 三千 軒の 家の あ と (神 田 大火) 
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櫻より 奥に 桃 さく 上野 锭 

はいって はく ヾ つて は 出て は 花の 雲 

小 娘 の の ぞ きこんだ る 牡丹 哉 

骸骨と な つ て 木蔭の 花見 哉 (先日 夢中に 得た る 句) 

此句貴 句と 喑 合せり、 余 夢裡 にて 名句 を 得たり と 思 ひさめて 見 たれば こんな 句に て 驚 

きたり、 貴兄の 句 夢に 非ざる も 亦 さむる の 時な からん ゃ呵々 

三位 ー體 論と 言 ひ、 寫眞现 想 論と 言 ひ， 俳諧 虛實 論と 言 ひ、 無論 當時 一 讀 した 哲學書 や 俳 書 

の粗雜 な翻譯 程度の もので、 論理 も 不透明な、 結論 も ドグマに 陷っ たもので あつたで あらう。 

た 、、、未来の 大文舉 者 を 夢み てるた, けに、 肖 我の H ゴ イズムに 頓 15 なく， 自ら 據て 立つ 處の論 

理的 地歩 を 築かう とする 勇氣 をのみ 買 ふべき であらう。 子規 も 共の エゴイズムに 對 して は、 少 

々あしら ひかね た、 迷惑が つた 様子が ありく と 見える。 

「〇〇 に 屈 托する」 とい ふの は >  恐らく 金錢の 事で あらう が、 併し 「これ 遣傳 なり」 として 
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小叔 (加 藤 恆忠、 前. nlw 篛公 使、 前 貴族 院議： ：3T 亡) や to 白 を 例に 引く の を 見る と- 軍 純な 金 

錢 問 题て はない らしく も ある。 虚子を 引合 ひに 出して、 這 間の 消息 を 解すべし と 言 ひ、 私 はた 

ノ 1 笑に 附 すべし * と斷定 してる るの は、 益々 事體を 迷路に 誘 ふやうて ある。 それ は 兎に角， 

子規の 私 を 見る こと 如斯 であった とすると • 私の n 十 熟 的な、 さう して 前後左右 を 顧 嗞 しない 1 

本調子 も 隨分思 ひきった ものであった らしく 想像され る。 

この 手紙に よって、 一面識 もなかった 幸 田 露 伴に、 乎 紙 や 句 を 送ったり した 田舍靑 年の 不作 

法 さ を 想 ひ 起す ので ある。 され かう ベの 句と は * 筏に 揭出 する 手紙で 钊 明す るが * それによ つ 

て 我が 悟入 を 云々 する に 至って は 稚氣滿 幅で ある。 子規の 訪問に よって、 露 伴 崇拜熱 を 高めた 

無 邪氣な 感情の 發露 でも あるが、 同時に 私自身 相當に 慢心の 鼻 を 高めて るた 靑 年に 有り 勝な 自 

尊 心の 結 架で もあった。 

「渡し守」 に 就いての 第 一 印象が 少々 私の 意表に 出て ゐる。 外の 俳 論 や 句 評 はいつ もの 事で 

あるから、 私 はこの 二三 行の 「渡し守」 評 を 幾度 も 繰返して 讀ん だ。 全篇 を讀 了して から、 と 

一一 一一 口った 自尊心の 反抗 を 支持しながら、 何だか 暴風の 襲來 する やうな 不安 を 感じて ゐた。 果して 
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息をつぐ 問 もな く 暴 虱 は鹚來 した。 

昨夜 相 出 候 愚 翰 御 覽被下 候 や、 押 かけて 今 又 一 書 を 呈し候 は、 貴 著 渡し守 を よんで 默 々に附 

し 能 はざる もの 有 之 故に 御座 候、 實は贵 兄 C 身の 御 推擧も 有 之 候 事故 小生 も 待ち 設 く る處 

あり、 かつ 鞠 唄の 御手 並 も あれば と 竊に覺 悟せ し 故なる べし、 只今 費 著 を よんで 大に 失望せ 

し 小生の 心の中 御 察し 被 下 度 候、 ま づ全體 の 趣向に 就て いふに、 鬼の 如く 又 人の 如く 讀者之 

を 讀んで 不思議と いふ 事より 外に 何等の 感じ を も 起さず、 悲しく も 勇ましく も 嬉しく も 面白 

くも^ はざる 也- よし それ は讀 者の 眼の 低き 故と すべし、 全體の 文章 は 如何と いふに、 葉末 

集と 井筒 女 之 助と を 1 處 にして， 共短處 ばかり を 取りし とい ふが 如き もの 也、 又 1 段 一文 1 

に 就て いふに 趣向と 言 ひ 文章と いひ、 瑕疵 百出 ほとんど 指摘す るに 堪 へざる なり、 余 は 貴 

稿 十枚屮 面白き 句 「三 句」 を 見出したり、 此三 句の 外 は 多く は 瑕疵の 變 種の み、 故に 之 を 指摘 

せんと 欲する も 書中の 盡す 所に 非ず、 余覺 えず 長大息す る もの 三度、 貴翰に 曰く ことに よれ 

ば淸 書して 露 伴に も 見せよ と、 僕 今 貴 著を讀 んで而 して 後、 費 兄の 未だ 露 it に 見せ ざり し を 


喜ぶ 也， 何ぞ や、 僕より いへば 露 伴 は 他人 也 貴兄 は 骨肉の 如き 感 あり、 我 骨肉が 他人の 前に 

愧を さらす は 誰も 喜ぶ もの ある まじ。 噫危哉 

僕 曾て 貴 著 一 葉 桐を讀 む、 これ 貴兄が 二三 年 前の 作 也 故に 其 拙劣なる を怪 まず、 今や 貴兄 亦 

昔日の 阿 蒙に 非る 也 * 僕^ 目して 待つ 事 亦 尋常 少年 を 待つ よりも 甚だし、 而 して 今 貴 著 渡 守 

を讀 む、 讀み畢 つて 其價 値を考 ふるに 一 葉 桐に 勝る 事た？ に 一 歩なる のみ， 費 兄 は 之 を 以て 

天下に 誇る に 足る となす か、 後世に 傳 ふべき ものと 思惟す るか、 噫危哉 

貴兄と 同年輩の 他人が 此の 如き 小說を 綴りし かとい は, 余 は 之を怪 まざるべし， 否 或は 之 を 

劇 賞す る 事 も あるべし、 然れ ども 僕の 信任す る 貴兄 其 人に 於て 此 著述 を 見る、 僕豈 驚かざる 

を 得ん や、 僕豈 失望せ ざる を 得ん や、 贵兄は 文學を 目的と する の 一 人に あらず や、 能く も 露 

伴に 兒せ給 は ざり き、 僕 は 之 を 同國の 親友 卽小說 會の會 員に 見せる 事 さへ も 躊躇す る 也、 何 

となれば 僕 は 前囘に 於て 貴 著 鞠 歌 を 賞譽 して 大に望 あるの 少年な り、 此 次の 小說 如何に 進歩 

すべ けんな ど 、 言 ひ ちらせし 也， 而 して 此囘の 貴 著 は 故ら に愚說 を反證 する の證據 物件 を^ 

けたる もの  >- 如し、 僕豈 人に 對 して 愧ぢ ざらん ゃ而 して 費 兄 は 文攀を 目的と する の 1 人に あ 
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ちず や、 貴 著 渡 守 は 書 流しの 草稿 かそれ ならばよ し、 若し 一 應の 添削 をへ て而 して 後に 此文 

をな せし ものなら ば 僕 は 長大息せ ざる を 得ざる ものな り、 何と なれば 510; 兄 は 文舉を 目的と す 

るの 一人 なれば 也 * 併し 僕 は保證 すべし、 これ 舉 課の 閑み- 偷 みて 作りし 咄嗟の 產 おなる 事 を 

僕 は 一時の 感情に 堪ず 放言 篤詈 到らざる なし * 貴兄 山海の 跫を 以て 請ふ恕 する 所 あれ、 僕 は 

生意氣 にも 先生 顔して 貴兄 を 叱りた るに 非ず、 僕 は 兄が 弟を責 むる の 情 を 以て 貴兄 を勵 まし 

たるの み、 貴兄 腹 を 立て 給 ひそ 併し 最後に 1 言す る こと あり、 贵著 は亂作 粗暴 支離滅裂 なり、 

然 ども 共 支離滅裂の 中に 一 點の 光彩 燦然と して 掩 ふべ からざる もの あり， この 支離滅裂 を來 

せし こそ 贵 兄の 感情 觀念を 見る に 足る 者 なれ、 費 兄 旣に此 極度に 達す、 たのもし、 く，  ^ 

目して 次囘の 著作 を 待たん、 (此 次の課 题は 「手 習 草紙」 なり、 合作の 方 は 「富 士詣」 なり) 

靑桐 賢兄  子規 拜 

御  一 f;S 之 上 火 上 

(この 乎 紙 も 例によって 改良 判 紙 三枚に 細字て 認めて ある、 日附は 落ちて ゐ るが、 前便 冗月 
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九日の 手紙に 次ぐ ものである) 

かほ ど 迄 猛烈な 痛 捽 を 食 はう とは豫 期しなかった 私 は、 一 時 失神した やうな 戰慄を 感じた。 

得意の 筢 頂から 失意の 奈落に^ 落された 絕 望の 息 を 吐いた。 猛烈な 痛棒で は あるが、 之 を 書い 

た 子規 も、 同じ やうな 戰慄と 筢望を 感じて、 痛切な 淚を 胸に 懷 いて ゐた、 一 字 一 淚 的の 友情の 

籙 つて ゐる こと を 感謝した の は ，私の 戰慄と 絡 望が 幾分の 落着き を 見出した 後の ことだった。 

「渡 守」 の ー篇が どんな 文 藝價値 を 持って ゐる ものだった か、 共の 原稿 を 失な つたので 1 定 

のしよう がない。 固より 私の 二十歳の 舂の アマチュアな 作で あるから、 其の 程度 は 略 ぼ 想像に 

難く はない。 殊に 自己 推薦 を やる やうな 場合 は、 多く 或る 調子 づ いた 自己の 炔點の 暴露に 了る 

ものであるから、 むしろ 一 笑に 附し 去るべき ものであった かも 知れぬ。 子規が 其の 全力と 言つ 

て もい、 滿 腔の 熱情 を 籠め て それに 對 したの は， 却って 子規と いふ 人の 眞摯な 率^な、 言 ひた 

い 事の 包み 切れない 眞 情の 反映と も 見るべき である。 

其 後 我々 の 俳句が 段々 社會 的に 弘 通して 往 つた 時、 よく いろんな 事で 子規から 痛棒 を 食った 

ものであるが、 兑ハの 痛棒と この 痛 槔とは 全く 刖な 意味 を 持って るた。 後の 痛棒 は 殆んど 感情 を 
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伴 はない 理智の 判斷に 立て ゐる やうだった。 熟も淚 もない 敎訓 と叱咜 であった" メスて 钊るゃ 

うな 冷た さであった。 この 痛棒の やうに 子規の 全身が 熟 砂と なって 私 を 降り 埋める やうな 味 は 

もう： 冉度經 験す る 事が 出來 なかった。 さう いふ. 經驗を 持つ 私 は 幸福な 位置に 居た と 言 はね ぱな 

ら ない。 

「渡 守」 に 失敗して 後の 私 は， 再び 小 說會の 課題に 筆 を 染める 元氣 がなかった。 心 窃かに 自 

己の 修養へ の 道 をた どらねば ならなかった。 

靑桐チ 足下、 再度の 玉 書 拜讀仕 候、 小生 腦 痛に 付て いたく 御 心配 相 かけ 相す まざる 義に 御座 

候， 小生 腦 痛と は 申ながら 朝に 晚に 痛い くと 申 方の 痛に て は 無 之、 只々 神經 病的の 腦 痛に 

て 候へ ども、 それ も此 頃は大 によろ しく 候 故 御 安心 被 下 度 候、 筏の 句虚 子の 改刪 更に 一 歩 を 

進めて 尤 妙と 存候、 併し 

漕ぐ 筏 流る いかだ や 花の 中 

のる の 字 はすの 字なる 事 勿論と 存候 
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貴兄 は 之 を 1 笑に 附 すべし との 愚 翰 中の 語 は 貴兄 之 を 誤解せ り。 然れ ども 之 を 辯 明す る を 好 

まず、 何と なれば 再び 贵兄 をして 呶々 千萬言 を 費 さしむ るの 恐れ あれば にて 候 

僕 妄りに 詩人と ならん との 大言を 吐く、 虚子之 を 解せ ざる もの 、如し • 而 して 貴兄 1 言の 下 

に大 吾缴. ぼし 了す 喝 

鹿の角の 拙 句 御 添削 被 下 拜謝之 至に 候、 殊に 凡 句を變 じて 名句と なす 霞 妙手 段 感服の 至に 御 

座 候、 晝の 月の 句 御 賞 讃恐入 候、 併し 此句は 或は 古人に 例 句 ある やと も存候 故、 後來 馬脚 を 

現 はす 事な しと もい ひ 難く 念の 爲に申 上 置 候 

古白の 句 「篤 や 新 菜の ひかる」 「春雨 や 京 は 町並」 の 二 句 は 面白し と存 候、 併し 今日 貴兄の 立 

てられた る 標準と は 一 寸違ひ 可 申 候 (貴兄の 標準と て 一 寸 とはい ひ 難 けれども 反對の 比較 を 

第 1 とする 貴意 及び 夜 櫻 や 下駄に ころがる とい ふ證 句に て 略々 相 分り 居候) 

菜の 花や 蓬萊は 雲の 月の 裏 

1 向に 解し がた く 候， 夜 櫻に 髑髏の 句の 同種類に 御座 睽 

聲 くに 夜す みわたる 蛙 哉、 可 もな く 不可 もな くと 存候 
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山吹 や 枯枝を 去年の ま  >  にして 

前 同様 也- 併し 山吹 を 他の 植物に 改め 給 は •、 1 等 を 進むべし 

すめば 都 都に すめば 蛙 かな、 御意 十分に は 會得致 兼 候へ ども * まづ此 中に て尤 よろしき 様 

に存候 

行 春 や 柳の 糸の ^ 六十、 小生 初めに 誤て 新春 や 柳の 糸の 五六 寸と 讀ん だり 〇 古書 を袞り 切 

手に かへ て 惠み給 ひし 御 厚意、 今に 始めぬ ことながら 感謝に 不堪 候 

前便 貴 著 渡し守に 付て 暴言 を呈 し候處 • 早速 御狀被 下し かも 御 懇篤の 一 一 目 語に て、 謝し 給 ふよ 

り 外 御 叱り も 無 之 甚だ 恐 入 候、 彼 時の 愚 書 は 夢と して 例の 貘に御 喰 はせ 被 下 度 重々 奉 願 候， 

そ はとに かく 小生の 一 言 位に て 失望し 給 ふこと なかれ 逡 巡し 給 ふ 事な かれ * 貴兄に は 左様の 

事 は 無 御座と 存 居候 得 共、 失望 逡巡 躊躇 恐怖 杯と 申 事 は 甚だよ ろしから ず、 或は 謹慎と いふ 

事 さへ も 少年に は 害を與 ふるや も 計りが たしと 存候， 猶御 勉強 之 程 奉 願 候、 先日の 御 端書拜 

見 次 韻 被 下 奉 謝 候， 且貴詠 甚だ 面白く 御手 並 見 あげ 候 

五月 十六 日  子規 生拜 
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靑桐 大兄 虎 皮下 

時鳥 千 本 卒都婆 宵 月夜 (假名な し) 

野は喑 く 雲雀 一 羽の 夕日 哉 

板繪 馬の ごふん はげたり 夏木立 

洚沌の 中に 物 あり 五月 富士 

1 日 は 都の 水 や はつ 松 魚 

手 の 內 に螢 つめたき ひかり 哉 

松の木 を か  >- へて 見たり 衣が へ 

御 叱正 奉 願 候 

これが 約 一 週 問を經 過した 後の、 子規の 感情 も 平 靜に歸 した 時の 便りであった。 

「僕 妄りに 詩人と ならん との 大言を 吐く」 の 1 句 は、 或は 子規の 心境の 一 轉を 意味す る もの 

ではない であらう か。 小說の 述作に 向 ふ 宿志の 處女作 「月の 都」 の 出 板 頓挫と、 其の 葬 術的價 
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値に 對 する 自己 反省の 痛切な 自尊心 損傷の 爲 めに、 今後 自己 を どう 善處 すべき かの 問題 は、 恐 

らく 子規の 世の中への 行路に 直面した 第一 の 難^であった。 子規の 腦 痛と いふの も、 むしろ 其 

の 昏迷 澳惱 の餘 病ではなかった であらう か。 小 說を斷 念して 俳句に 行く、 そこに 一 活路 を 見出 

して 子規の 心境 稍 廓^た ろ ものが あつたので はなから うか。 子規が 俳人と しての み 甘んじて る 

たの は、 其の 身體の 自由 を 奪 はれた 病氣 のせいで あると も 解され てゐ る。 尤も 無病な 健康 體て 

あつたと したら • 政治家、 新 M 記者、 官吏、 どこに 其の 才能 を 揮つ たかは 保證の 限りで ない。 

けれども， 其の 俳 入 的 生活に 人生の 第 1 步を 踏み入れた モット ー に は、 かゝる 心的 痛切 味の 一 

難關を 通過して るる こと を 等閑に 附し 難い。 子規 は 漫然と して 其の 生活の 道 を 踏み出した のて 

まない。 藝は 身を扶 ける 底の 環境の 支配に 身 を 委ねた ので もない。 宿 病の 爲 めに 俳人 生活 を餘 

儀な く强 ひられた 外觀の 裏面に は、 曾て 小說 家と して 立た うとした 心的 大 打撃の 苦惱を 人知れ 

ず 刻みつ けられて ゐ たのであった。 

「渡し守」 に對 する 慰撫の 辭は、 暴風 1 過 後の 靜穩な 漣の せ，. -ら ぎで ある。 私の 享 けた 打 離 

も 相應に 深刻であった。 かやうな 慰^の 群に よって、 再び 無 邪氣な 調子 づ いた 昔の 私に 歸ろ事 
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は出來 なかった。 私の 1 生の 道 も 子規の 感化に 因る の は 言 ふまで もない ことて あるが、 小說に 

行かず して 俳句に 往 つた、 其の 動機の 一 原因と して、 この 「渡 守」 の 失敗の 痛切な 經驗 も手傳 

つてる る こと を 忘れる こと は出來 ない のて ある。 

尙ほ 「筏」 の 句に ついての 改刪及 是非の 評論 は、 其の 端 を 「渡 守」 に 關 する 前 二 書翰の 前に 

受け取った 手紙に 發 してる る。 其の 全文 

菊 池 便 玉章 拜見致 候 〇 虚子 にっき 三 四 ヶ月の 中に 東京の 事情に 通ず べし やとの 御 疑問、 小生 

は 略 * 出來可 申と 存候、 小生が 東京の 利、 &を 感じた る は 出京 後 一 ヶ月 位の 間に 有 之 候 ひき 〇 

三種の 比較 御尤 なれ ども 上中下の 順序 は 甚だ 遠 ひ 候樣覺 候、 反對と 同類の 比較と は 共に 面白 

きもの 也 (異類 は 不可 也) 貴說の 如く 反對の 比較の み を 面白し と 云 ふ は 少年の 時に 多し 〇 貴 句 

CT にもる  >. とい ふ 語 主意 はよ ろしき 也 句法の あし  >- と 申 候 ひし 也 03i 中々 盛なる 由 * 當地餘 

わ はやり もせね ど 世上 一 般此頃 は 多少 謠 曲の 嗜好 を 現したり、 小川 天 岸 一 一氏 草庵 をお とづれ 

て 時々 どなり 申 候 〇 まり 唄 は 藤 野 か 新 海 かの もとに 在るべし 〇 一 昨日 は 文科の 運動^に て狹 

山所澤 など、，' ふせ I へ 漫遊 致し 候 〇 氣候 今に 不順 〇 上野の 櫻は滿 M に 近し、 向島 は 半開と も 行 


力す、 小金 井 はま だ枯不 也〇當 地 先日 大火 やけ 跡 もま だしみ/ s\ と は 兌ぬ 位 也、 去年 以來各 

地災 多し， 先 は 大略 御 返事まで 匆々 不宜 

明治 二十 五 年 月 十二 日  子規 拜 

秉五 さま  几下 

ふ つくと 彼岸 さくらの 蕾 哉 

こ つ じきの 身 ふる ひする や 朝 櫻 

ち る 花 の 中に おし 行く 筏 かな 

政 

と ある。 共の 最後の 句 「ちる 花の」 に對 する 私達の 隔意の ない 批評で あつたの だ。 私の 「111 

種の 比較」 とい ふの は * 1 方 俳句 中に 讀み 込まれて ゐる 季題と 材料と を 分析 的に 見た 幼稚な 解 

剖 論であった であらう。 子規 か 「少年の 時に 多し」 と輕く あしらって ゐ るの でも 其の 管 兒の淺 

さが 思 ひ やられる。 「鹿の 句」 とい ふの は、 どうい ふの か 判然し ない。 私の 悟った と 言って 露 伴 
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に 送った の は、 この 手紙に ある やうに 「夜 櫻 や 下駄に ころがる され かう ベ」 であった。 ^ぎ 

に、 「渡し守」 の 結末 を 報ずる 左の 書翰が ある。 

露 伴へ 御 托しの 御書狀 並に 五月 十五 日 附之御 書 狀拜見 致 候、 「流る 筏」 と 申 事に 付縷 々御中 聞 

被 下 候へ ども 小生が 申す 意 は 「流る、 筏」 とい はねば 文法に あはず と 申 事に 候 0 小說 家と 詩 

家と を區^ 致し 候に 付 御高 見拜見 難有存 候.. 小生の 意 は 二者 を^ 物と せし 譯 なれ ども、 尤ニ 

者と も 定義 判然なら ざる 故い、 加減な 事 を 申し、 ものに て 論理的の ものに て は 無 之 候、 愚意 お 

を 平たく いへば 卽ち尤 コンク リ ー ト にいへば  一 

人間より は 花鳥風月 がすき 也 

とい ふ 位の 事に 有 之 候 

純良 高潔 を 要すとの 御主 意 はま づ よき 様 なれ ども • 何だか 髑髏 を 以て 純良 高潔と なし、 新茱 

を 以て 然ら ずと なすが 如し、 珠玉 を 以て 純良 高潔と なし、 糞土 を 以て 然ら ずと なすが 如し、 

乍 失敬 大兄 一 を 知て 二 を 押し 給 はざる に は あらず や  - 


贵著渡 守 令兄より 御 返 稿 之 由 小生 其殘 酷なる に 驚き 候、 併し 再思 すれば 令兄 も 貴兄 の 名譽を 

!a けんこと を惜 まれた る ものなる べし、 第一 の 失望 は 第二の 失望 を 招く もの 也 決して 失望し 

給 ふな 

0 拙 句 「野 は 暗く」 を わろ しとの 御 說恐入 候、 小生 始めより 御 同感 也， 好 句な き 爲に假 に塡 

め たり 貴 論 「麥を 菜 を」 とい ふ は 一 向に 解せ ず。 「渾沌」 と は 天 地な り やとの 質問 なれ ど 

も 滞沌は h< 地 未だ 剖れ ざるの さき 也、 此 句御赏 讃に與 かり 候へ ども. これ は燒き 直しに 候、 一 

古人の 句に (天 地の^に 1 つ ふじの 山〕 など 申 ものお 之 候  ^ 

虚子は 本科へ はは いれ ざり し 由 小生 も 少し 失望の 念な きに 非る も、 虚 子に 取て 吉か凶 かそれ 

は 今日より 钊定 しがた し 

同 子 眼病 中の 由 御 出會之 節よ ろしく 相 願 ひ 候、 定めて 本人 はも どかしが り 居らん と存 候、 貴 

兄 左の 言 を 御傳言 ^下 度 候 

股 病 はもつ けの 幸 也 • 氣を せかずに 一生 盲に なつた- is りに て 落 つくべし、 この 病 こそ 小說 

家と して 尤妙 なれ、 詩人と して 更に 妙 なれ、 試みに 病中 靜思 せよ、 うまく すれば 悟りに 近 


づく べし 

と、 若し 此 手紙 到着 之 時 病 氣已に 全快 致し 候 は-、、 何にもな り 不申候 

拙 句 御高 評 は 小生 等と は 意見 全く 異なり 

賣句五 首 中 

子規 湖の 風 を まに うけて 

とい ふ 御 句 一番 面白し と存 候、 湖 は 湖水と 改めて は 如何、 夏の 月 初 鏗ニ句 は 御 再考 を 煩し 度 

候 匆 々不一 

五月 二十 八日  ほと  >- ぎす 花押 

碧 梧桐 樣 

當地諸 俳 家の 名句 

蚊柱 や 馬の 沓 解く 背戸の 月  破 蕉 內藤 先生 事 

梅雨 晴ゃ 凌雲 閤の 夕日 かげ  同 
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炭賫 の そろ ふて 出た る 峠 かな 

陽炎 ゃ胆に ゆれる 鐵の撟 

銶倉ゃ 都の あとの 閑古鳥 

名月 や 思 ひも よらず 猪 落し 

千 石 を 效裟に した 夜 や 時鳥 

窓 あけて 關 八州の 若ば かな 

月の出て いよ /、 重し 白 牡丹 

大佛の うしろ は^し 五 H: 雨 

ち る 時 は 一 重なりけ り 八重 櫻 

鹿 の 角 n: にう つして 落しけ り 

序に 拙 句 を も 附記 致し 候 御 叱正 奉 願 候 

白 牡 丹 ある 衣の 乃に 崩れけ り 

五 月 雨晴 やけさ 天窓の 煤の 色 


同 A 同 飄同非 同 五 同 明 
白 亭風洲 庵 
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世の中 を まひ /、 丸う 廻りけ り 

短 夜 の あしたに のこる 蚊 遣 哉 

岩 陰 や 水に かたよる 椎の花 

「人間より 花鳥風月が 好き 也」 の 一 句 は， 當 時の 私に は少々 理屈に 合 はない 不滿 があった。 

が これ を 今一 庥コ ンクリ I トに言 へば 「小說 より 發 句が 好き 也」 であらう とも 解した。 それ 

から 「渡し守」 は兄鍊 卿から 私へ 返却され たこと が これで 明らかにされた。 さう いふ ケチの 

ついた もの は、 私 も 散逸に 住した か 鼻ても かんで しまった ものら しい。 

「虚子 は 本科へ」 云々 は、 虚 子の 高等 中 擧入擧 の 事で ある。 本科 云々 は 子規の 思 ひ 違 ひで、 

當時 無試驗 では 豫 科に しか 編入され なかった のて ある。 眼病 を 慰 論す る 文中の 句 「試みに 病 

中靜 思せ よ」 の 下に 『俳句 を 得よ 其 句 凡なら ざるべし」 と 書いて 消して ゐる。 內藤 先生と 斷 

つて ゐる のて 鳴 雪の 作が 始めて 私に 傳 へられた ことが わかる。 鳴 雪の 句作 は 恐らく この 年に 

始ま るので あらう。 「當地 諸 俳 家の 名句」 は 競り^. 時代、 十二 ヶ月 時代と 違って * 句 風の ー變 


を 思 はせ る ものが あ- 00 

次いで (封筒 裏 • 附錄の 御 話 は 御 面談の 上なら では 委細 盡 しがた し) 

御手 紙拜見 小生の 俗事と は 試 けんの みに あら ざり しが 今日で はま づ 試験 專間 (門の 誤 か) と 

なり 猞更 うるさき こと 限りなし、 殊に 此兩 三月が 多忙の 項 上 甚だ 困り 入 候 得 共、 j 書 を 出 ださ 

一る ベから さる 次第に 立 至り 候- そ は何ぞ 貴兄 俳句の 大 進歩し 給 ひし こと 也- 先便の 炭賣の 一 

句 蚊柱の 句を拜 見して 其 妙なる に 驚きし が、 今度の 句 は盡く 極上々 吉 のしろ 物の みに て、 貴 § 

兄 今迄の 御 什 中 此の 如き 者 は 一 句 も 見 當り不 申 候、 小生 一 兩月前 責兄旣 に 理想の 極點こ 達し 

耠 ひし 故、 日なら ずして 上達し 給 はんと は豫言 せし かど も * かくまで 早 からん と は 存じ 不申 

き， 蓋し 其 格調 整 ひし 故に 然るの み • 虚 子の 句 近頃 多く 見 ざれ ども、 費 兄が 御 申 越の 二 句 は 

全く 貴兄のと 同じく 秀逸 也 可賀々 々 

小生 多忙なる 時には 常に 多數の 俳句 を 製造 翫 弄する が 常 也、 此頃 非常に 多忙なる 爲に *  la 

.H 十二 ヶ月、 明治 新 題 十二 ヶ月、 及び 松 山 名所 名物 十二月 等で き 申 候、 就中 松 山 名所 十二 ケ 


月 は旣に 七十 餘 首に 及び 申 候、 併し これ 眞に翫 弄する 者に て、 j 句と して 御 目に かける 物な 

し、 況んゃ 貴 句 盡く金 科玉條 なる に 於て を や * され ども 一 句 も 送らざる は餘 りと 存、 十二 ケ 

月 中 三月の 分 左に 記し 申 候 

西 山々 內 神社 

西 山の 花に だきつく 淚锭 

太 山寺 

筠篛に つ 、じの 名 あれ 太 山寺 

出 合 

若 鮎の 二手に なりて 流れけ り 

沙  島 

貝 と りの さし まへ つ？  く 汐干哉 
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市の 坪 

あれに けりつ ばな まじりの 一 の 坪 

七 曲り 

、水き 日 や 菜種 づた ひの 七 曲り 

等 全く 御 笑 種に 御座 候 

秉兄  規拜 

小生 歸^ 之 程 は今猶 未定な り * 又 哲 しても 遲 くなる や も 不知 候 

これ は 封简に 「二 十五 年 六月 十七 日」 發信局 「同 十九 日 著 信 局」 の 消印が 明らかで ある。 前 

便 五月 一 一十 八日の 書翰に 次ぐ ものと 見える。 子規の 手紙で これ 位亂 雜に喾 流した もの は 稀れ 

で、 如何にも 其の 多忙 さの 想像され る 程 一 氣呵 成に 筆 を 打ちつ けて るる。 私達の こと を さも 

s 分の 事の やうに 驚喜して るる、 心の 昂 ぶり も 目に 見える やうで ある。 併し、 これ は 例の.. 渡 
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し 守」 て 失敗した 私に 對 する 慰撫の 意味 も 加味され てゐ るの は 言 はず もがな、 子規と いふ 人 

の 用意 は、 左 樣に單 純に 感情に のみ 驩られ てはゐ ない ので ある。 
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十四 三津の ィケス 

子規 「ィ ケスも 立派に なった な、 フ一ン ，昔 は鲷 だと かハ マチ だと か カナ ガシラ だと か， そん 

な 魚 を 生かして ゐる 池が あって、 ホンの 飯 位 食 ふ 汚な い^ぢ やった がな、 加 藤の 叔父に 二三 

度 連れられて 來 たきり おやけれ …… これで は 八 百 松 そこの けぢ やな、 尤も ァ シも 東京の 料理 

屋と 言った つて、 八 百 松の 外 は どこも まだ 知らん のよ、 それ もお 前、 ついこな いだ 誰かの 御 

馳走て 往 つた 最新 知識で な …； 我々 を 何と^つ たか • 少々 上等の 座敷へ 通し 過ぎた や うぢ や 

な 0 

非 風 「そんな ことがある もんか …… 今な 茶 を 持って 來た女 は 妙な 顏 しとった な、 目が 針金で 釣 

つた やうに なって • 彝が j しょくた に 紙 を 揉んだ やうに くしゃく になって、 あり ゃァ 一 體 

何とい ふ 顔なん だら う  妙な 顔 も ある もんだ、 とつく-^. 感心し ちゃった なァ のぼさん。 

子規 「さう だった かな， ちっとも 氣 がっかなかった が …… 。 
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非 風 「なァ オイき よさんへ， 'さん、 ひどい 額 だってお 前、 はいって 來た ときに ぎょっとした ぞ 

な、 木 銃に …… , それに あの 髮の臭 さったら ；… あいつが 釵の 給仕に でも 來ょ うもんなら、 

弱らせるな， 】 度 咽 を 通った 釵 てもゲ  \ 吐 いち まふ ぞな。 

子規 「ハツ ハツ、 矢 張 これで 新 海が 一 番 東京の 女に 馴染が あると いふ ことになるの ぢ やな) 

非 風 「お 一一 一一 C ひなよ、 けれども 何 だな、 田 舍者は 大體に 洗ひ髮 とい ふ もの 、味 を 知らん や うぢ や 

な， 洗ひ髮 の櫛卷 でお 白粉 氣 なしの 素肌に * 明 石 かなん かの 着流しと 來 ると、 又た すうつ と 

する からな * ハツ ハ ッ。 

碧 梧桐と 虚子は 持って来た 風呂敷 包み を あけて、 紙 や 筆 を 整理したり、 借りた 硯で墨 をす つ 

たりして ふた。 S らしくない 小雨が しとく 降り こんで、 庭に 仲び た 南天の 細長い 枝が、 頭 を 

重さう に シナっ て ゐた。 

虚子 「何 か 題 を 出して もら はんと ；… o 

碧 梧 「さうよ な， のぼさん 題 を 出して おくれ や。 

非 風 「もう 始める のかな * 野暮の 床い そぎ ぢ やな、 まァ ゆっくり^ 嫂 論で もやる 位な 餘裕を 持 


た うぢ やない か， ハ ッ ハ ッ。 

子規 「さ ァ 何でも そこらに ある ものて よかろ がな、 何でもお 出し や。 

非 風 「題 を 出す つて、 いつもの 競り 吟ぢ やらうな. それなら ァシが 出す、 田舍 者の 髮の匂 ひ、 

どうぞな、 いかん かな、 女の 素肌、 こり ゃァ 1 寸 よかろ がな、 いかんな、 さう かな、 人 三 化 

七 針金^に 國子赛 は どうぞな ハ ッ ハ ッリ 

1 同 r ァハ、 ヽ、 、ゝ。  一 

子規 「ェ、 加減に しょうや、 へ. I さんお 前 何 かお 出し や。  s 

碧 梧 「出しても H  、かな、 ぢ や^の 花。 

子規 「蓮の 花、 さう く來る 道に 哚 いとった な， ァ シら少 さい 時分 • ぉ壕の 蓮が I 杯ぢ やった 

がな、 南 堀端の 何とか 庄兵衞 と 言った お爺さんが、 蓮の さかり 時分 は ボンく 花の さく 音が 

して， 床の 中で ひとりでに 目が ぱ ちりと 明き， ボンと 來 ると 又た 頭が あがり， 又た ボンと 农 

ると 半身が 起きて， ひとりでに 床の 中から 起きられる， と 言 ひよ いてた さうな。 

非 風 「ボンと 來て 蒲圑を まくり、 ボンと 來て雨 戶を蹴 放し、 又た ボンで 表戶を 蹴破り、 又た ボ 
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ンと來 て 掘の 中へ 飛び込め ァ わけはな いな。 山寺の 和尙 さんが 猫 を 轵袋ぢ や あるまい しフ 、 

、：。 

子規 「ハ、 、ゝ、 けれどな、 蓮の 花の さく 音で 眼が 覺 める やうな 靜 かな 氣分 はわる くないな、 

オイ 1 っ出來 たか ィ。 

蓮の 花と 題 を 書いた 一 枚の 紙へ 

^立 つ て 小 池の せまき 蓮 哉 

草書です らくと 書いた。 默 つて 考 へて ゐた虚 子が すぐ 筆 をと つて、 其の あたへ 

ふ いと 來た 胡蝶に さくや 蓮の 花 

と 書いた。 碧 梧桐 は 十分 まとまらなかった が、 大急ぎに まとまり をつ けて 

蝶々 の 散る に はもろ き 蓮 かな 

と ク, けた、 

非 風 「こり ゃァ堪 らんな、 いづれ ズン/ <\ お書きる かィ • 串戲 ではお ッ つかな くな つた、 一寸 

お待ちよ、 ェ ー と、 それ-/^ これ はどう かな 「舟 あるか」 と， 舟 あるか ：••： 舟 あるか ：…. 蓮 


の 中から …… 蓮の 中に …… 。 

子規 「まるで 呜 物入り ぢ やな。 

非 風 「さう お 言 ひなよ、 折角の 趣向が どこかへ 往 つてし まった がな …； 仕方がない， まァ かう 

しょ、 つ 

舟 あるか 蓮の 中に 立つ 蚊 遣 J 

子規 「うまい な 始めて 句ら しい ものが 出來 たな、 大器晩成 ぢ やな。  一 

非 風 「そんなに おだてる と 一 齊 射撃 式に なん ぼで も 誓く ぞな • それ  S 

不 忍 の 蓮から 明る 大， 江戸 哉 

おえ どかな は^したな 

蓮の 花に 佛の 顔の 香 ふ 哉 

こり ゃァ お前、 さっきの 髮の臭 ひとは 雲泥の差 * そな 

ね む き 朝 を の 蓮の 香り 哉 

ボンと 來て 雨戶を 蹴破る 式に 奇拔 にやら うと 思った が、 いかんな， ェ ー ッと 


莲池 や 誰が ほりす てし 馬の くつ 

なん ぼやっても ダメぢ やな、 I 一束 三文の 通りぬ け も 洒落に はなる まいな ハ ッ ハ ッ。 

非 風の はしゃいだ あとへ、 虚 子が 二 句、 子規が s: 句窨 いて 一 段落と なった。 次ぎに は 「法ぎ」 

とい ふ 題が 出た。 

非 風 「泳ぎ、 泳ぎ * 今度 は 人後に おちん やうに やる さ、 

萍の 花く  ノ り 行く およぎ かな 

どうかな。 

碧 梧桐が 次ぎに 筆 を 執った。 

あま の 子の.^ まじりに 泳ぎ かな 

子規 「おとなしく 出て おいでるな。 

非 風 「ォ. 'ィへ I さん 負けずに おやりよ * それ 

酒樽 を 枕に お よぐ おや ぢ かな 

滔樽 かな， 瓢簞 かな、 瓢簞 をても い. -な、 それ 早く あと をお やり。 
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子規 「ァ ハ、 、 、ま ァァシ にも 喾 かせて おくれ * 大器 晚成 ともい かんかな。 

とも づ な に あま の 子なら ぶ 泳ぎ 哉 

非 風 「こり ゃァ のばさん にも 似合 はん、 あまの 子の 女 交りの 燒き 直し ぢ やな。 

子規 「ィ ェ . 少々 弱った のよ。 

转 梧 「でも^つ とる けれよ かろが な、 ナァ きょさん。 

虚子 「さうよ なァ、 燒き 直しと は 言へ まいな。 

子規 「救け 船く， 餘り荧 めつ けられて は氣 が氣ぢ やない けれな。 

北ハの 問に^ 梧桐が 喾く。 

澄き つ た 水 I におよ ぎの 心 哉 

子規 「心 哉、 例の むつ かしい のが 出た な， 時々 ェ タイの 知れない 天馬空を行く やつで 閉口 させ 

られる  o 

虚 子が 其の 間に 挚を 執った。 

ふ い と 出た 坊主頭 や 花の 屮 


非 風 「へ 、ッ， これで： 冰ぎ をお きかせる のか、 きょさん にしち ゃァ十 u い- ,1^， かう こぢ れて來 

ると、 た、、. --ぢ やお さまらん な、 これ は どうぞな.' 

ふじ つくば 左右に つかむ ぬき 手 哉 

子規 「ァ ハ、、 、 天馬 签 を 泳ぐな。 

非 風 「ぬき 手が よかろ がな、 ェ I、 これ 位ズパ ぬけり ゃァ、 もうあと は 出られまい ハ ッ ハツ 

碧 梧桐 は默々 として * あとへ 左の 二 句 を かきつ，、、 けた。 

藻に 足 を とられながら のおよ ぎ 哉  お 

緋鰹黑 鯉せ な 腹 を 行く およぎ 哉  ■ 

非 風 「面 あて 氣 味に おやりた な、 緋鯉と 黑 鯉が 背中と 腹 を 行く， まるで 合せ 鏡 見たい だな、 上 

から 見る と 赤かったり、 下から 見る と黑 うかったり、 もう 一息て 人魚に なり さ うぢ やな リ 

子規 「愚 圖々 々して ゐ ると おいてき ぼり される ：：： 一 寸 お待ちよ、 何とか 仲 問 入り を  まァ 

これで、 ^へて おくれ。 

ぬ れ髮を 太 蔭に さばくお よき 哉 


(とま 2 きながら) ァハ 、 、弱った く、 矢 張なん ぢ やな、 自分で 泳ぎ を 知らん と 出ん もん ぢゃ 

な， そこへ 行く と、 ぉ圍 池の ぬしのへ ー さんに は 敬 はん ぞ な。 

隣の 部： s で、 他の 客の 来たらし い 物音が しで ゐ たが、 女の 嬌音 と共に ビンく 三味線が 鳴り 

出した。 この 雨て は^に 客 も あるまい と 多寡 をく、 つて ゐた豫 想 を^ぎ られた 皆が、 目と 目 を 

つき 合せた。 

非 風 「生 意 氣に晝 間から 散財 を や るんだ な、 いっか 古白が、 松 山の 藝者は 三味線 を彈 くの ぢゃ 一 

ない、 あり ゃァ叩 くんだ、 と 一 W つたが、 この 三 津の藝 者ぢ や、 尙更ら 叩く のぢ やらうな， 叩 ^ 

き藝 者なん て、 大 H の 親類 見たい で隨分 振つ とるな。 

^が 笑 ひ を 忍んで るる 中に、 子規 は 次ぎの 題 を沖鳍 ときめて、 すぐに 一 句 を かきつけた。 

はね 鯛 をと つ てお さへ て：？；^ 

子規 「今度 はおくれ をと らん ぞな。 

非 風 「題 をお 出した のが 先き か" 句が 出來 たのが 先き か、 少々 瞹昧 だった な。 かう いふ 題 は * 

>  ， 

ナァ オイ 我々 でス トラ ィキと 出かけ や うぢ やない か、 のぼさん 1 人に itt せと こや。 


碧 梧， 櫚が筆 を 執って つ、、. く。 

齒に 生きた 答 へ いさまし 沖な ます 

沖 鰭 金 のまき 繪の ひら 鉢に 

非 風 「これ ゃァ いかん • 妥協して おしま ひり ゃァ 多勢に 無勢 ぢ やな。 

子規が 書く。 

凉し さや 酢に もよ ごれ ぬ沖餘 

.3- 風 「何 だ 力 酢て ごま 化して おしま ひるな  と 言って さう，/^ 负け てま をらん ぞな O 

碇に もたれて 月 を 相手 や 沖^ 

藻 の 花 も 皿に 哚き けり 沖^ 

チト 宗匠 臭. いかな、 まァ おこらへ や。 

夕立 のた まる も淸 しおきな ます 

大 名 の 御手 料理 もや おきなます 

船頭 は 此名も 知らず 沖な ます 
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苫に來 て からす 鸣く 也お き 鳍 

腰お の， も 凉し沖 $1 

1 氣に五 句 書きつ J けて 一一 タ/^ 笑って ゐる チ規は * どうやら 俳 境に 身 を 浸した やうな おち 

つきと 滿 足に》 其の 額の 廣ぃ 白々 とした 顔が 輝いて るた。 横に 切れた 目尻に 愛嬌の 皺 をよ せて、 ， 

ぢ つと 虚子を 見た。 

子規 「きょさん • お前お されて おしま ひたの か。 

虚子 「どうも 出來ん な、 沖^と いふ もの を 知らん けれな。 

非 風 「マ ァ お前， さし 身を炱 ふ氣て やる のよ。 こ - で 食 ゃァ、 大抵の 魚 は 生きと らい、 こ、 の 

朝市で もお 前， はね 鯛 を 取って 押さへ ようがな …… 成程な、 こ、 の 藝者は 三味線 を 叩くな。 

子規 r ァハ ゝ、、 やっぱり 氣 になる と 見えるな。 

非 風 「凡夫の あさまし さてな、 オイもう 競り 呤 なんか やめよう や。 

碧 梧 「まァ これからと いふ 處ぢ やが な， まァ お待ち や。 

、 9 

非 風 「そんなら ァシが 題 を 出す、 ェ ー ト， 霍亂， かくらん * 譯 して 言ゃァ コレラよ。 どいつ も 
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こいつ もコ レラ でく たばつ ちま うぢ やない か。 

子規 「猛烈な の はい ゝ が * 霍亂と は 難題 ぢ やな。 

非 風 「沖^なん かよりい 、 さ、 それが いけなけ りゃァ もうお やめ。 . 

子規 「出来た ぞな。 

霍亂ゃ やけ 砂 はしる 赤 はだし 

か く らんの 厠に こもる 暑さ かな 

は どうぞな o 

非 風 「こいつ は 暑さ うぢ やな、 ヂリ /、背中から 腰を燒 きつけられるな。 ヒ、 ヒ。 

其の あとへ 虚、 規、 碧と 三人で 代る く 書きつ、、、 ける。 子規が 「オイく 出題 者 はどうした 

んぞ な」 とから かひ 始める。 非 風 は 仰山ら しく 「絕體 絶命！」 と 叫ん て、 「精神 錯亂 も^ 臭い 洒 

落 かな， さう 皆で ァシ ばかりお ねめつけ なよ」 外の 三人が くす-/^ 笑って ゐる 中に 

霍亂 や 馬の 小便の 耳に つく 

と 書いて、 「到頭 小便し ちゃった」 で 一 同て どっと 笑 ひく づれ た。 
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十五 松 山 競吟集 

三 津ィケ スの四 人の 會合 は、 明治 廿 八月 五日の 午後であった。 子規 はこの 年の 七月に 歸 

省して 八月 半ば過ぎまで 滞在して ゐた。 小說 「w の 都」 創作の 後で はあり、 又た 小 說會で 私の 

「渡し守」 の 一件 もあった 今までに ない 複雜な 想 ひ 出の からんで ゐた 年であった から. 少 くも 

私の 子規 を迎 へる 心 持 は、 熱した 昂奮と 痛切な 親しみと、 さう して 何處 かに 壓迫 される やうな 

苦い 悲し さ を 味って るた。 今迄の やうに， た？ 懐かしい 人、 愛して くれる 兄を迎 へる やうな m 

純な 氣 持ではなかった。 さう 言へば、 子規 自身 も， それと 明ら さまに 吿白 しない、 自己 一身上 

のい ろくの 問題の 未解決な 重荷 を 負うて ゐ たやう だった。 併し * 子規が 其の 胸中に 欝積した 

磊塊を 吐く に は 私達 はま だ 若かった。 私達が どれほど 想像 を 逞しう しても、 共の 入り口に も 味 

到し ^ ない 世界 を 子規 は 持って ゐた。 で、 子規 は 成るべく さう いふ 話 を 避けよう として ゐた。 

それに 觸れ かけても * 努めて 大雜 把に 磊落に 片 づけて しまった 傾きが あった。 


七月 何日に 歸 つたの かは剁 然しない が， 當 時の 私の 手控 —— 會 合の 競り 吟を淸 書して 1 冊に 

辍ぢ、 それに あとから 子規が 墨 や 朱で 批點を 打って ゐる —— の 「松 山兢呤 集」 とい ふ ものに よ 

ると、 第一 の 會合を 高濱 I 當時三 津ケ濱 に對抗 して 汽船の 發着所 をつ くり、 輕便鐵 道 も そこ 

まで 伸びて るた —— の延飴 館と いふのに、 規、 虚と 私の 三人で 催して ゐる。 第二 囘は 七月 十九 

日三津 ィケス —— 澄々 園と も 言った —— で、 伊藤 可 南 も 加った g; 入， 筇三囘 は 七月 廿 四日 夜虚 

子の 宅 * 第 四囘も 同じ 虚 子の 宅で 七月 卅 I 日に 催して るる。 此時は ：1 れて歸 省した 非 風、 明 庵 

も 加った 五 人。 第五 囘が 前記の 三 津ィケ スの四 人、 第 六 囘は發 句大會 とい ふ 振れ 出しで、 八月 s 

十六 日 矢 張 三津ィ ケスに 子規 • 非 風 >  明 庵、 可 全、 虚子、 碧 梧桐の 六 人が 會 合した。 それが こ 一 

の 夏の 雅會の 終りであった。 

かやう に 一 週に I 度位會 合する 外に は、 時 問の 許す 限り、 子規 を 訪問して をり、 又た 私 は 同 

行し なかった が、 子規 非 風の 主催て、 小舟て 北 條の鹿 島に 遊んだ やうな 句 を 離れた 淸與も あつ 

たりし た- 

かくて 又たい つもの 夏休みの やうに、  無 邪氣に 句を鬪 はす、 蟠り のない 出會 ひに なって 往っ 


た。 恐らく 子規 も 私達と 往来して るる 間、 其の 負うて るた 重荷 や 他に 紛らす ことが 出來 たか も 

知れない。 子規 全集に よると • この 前年の 木 曾 旅行の 紀行 「かけはしの 記」 が 新 s 「日本， 一 に 

揭 載され たの は、 この 廿五 年の 五月であった。 それらの^ 故で、 子規が 「曰 本」 に 入社す る 前 

提 として、 其の 文苑^ 中に 俳句 を 載せ 始めた の も、 この S の歸鄕 から， 再び 東京の 人と なった 

間 もない 後の ことであった。 子規の 「兹山 落 木」 の 自筆、 明治 廿五 年の 條に 「 …… S 歸省ス 九 

月 上京 十 一月 家族 迎へノ タメ 神戶 -1 行ク 京都 ヲ 見物 シテ 上京 〇 此年 S ヨリ 日本紙 上 一一 投句 十二 

月 ヨリ 入社」 と あるの を 見る と、 子規が 自活 をし なければ ならない やうな 運命に m はかれて、 何 

處に 其の 活路 を s くべき かの 相 鹿に 重大な 問題 は、 さまで 長い 苦痛 を 伴な はない、 案外 易々 た 一 

る 解決 を吿 げたやう である。 

この 時分の 會 合の 席 K 句 はいつ も 競り 呤 であった。 © が 出る のと！： 時に、 るべ く 拙速み 尊 

ぶ 句作 法で、 其の 題に ヒント を 得た 境地 を 味 ひながら 少し 苦吟して ゐ たりす ると、 落伍者に な 

つてし まふ。 一 題の 句 は 十 乃至 二十 位に なって、 1 寸 出かたが^ ると， 他の 題 を 課して 氣分 を 

叙た にした リ 大抵 一 合に 十 题位片 づけて ゐた。 ^に 執筆と いふ 者 もな し、 宗匠と いふ 者 もな 
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い 平等な 位 澄で、 自分の 句 は 自分で 害く 例だった。 非 風の やうに、 口 まめな 人力 一人 加 はると 

句作の 相の手の 輕ロ 洒落な ども 交って、 遊戯 氣分 をー庥 濃厚に する •  II やかな 會 合になる の だ 

つた。 餞り 吟 にも 飽 いて 來 ると， 或る 題に 他の 條件 をつ けた 餘與 的な 遊び もやった。 さう して 

卽 席の ゥ キットに 罪 もな く 笑 ひ 興じたり した。 さう いふ 席で 聯句 を やった 例 は 甚だ 稀れ であつ 

た。 「寒 山 落 木」 の 二十 五 年の 條 下に 「一 月燈火 十二 ヶ月 ヲ作ル 其 後 何々 十二 W ト稱ス ル コ ト結 

H ズ」 と 書いて ゐる 一種の 句作 練 ^法 も、 時には 行 はれた。 八月 十六 日の 大會に は、 かねて 銑 

題と して 課せられて ゐた 「命 十二 ヶ月」 とい ふ 「命」 の 字讀み 込みが、 子規 >  明 庵、 可 全、 虚 

子、 碧 梧桐の 五 人で 試みられ たりして ゐる。 左に この H の會 合で 評钊 のよ かった 句の  一？！ を擧 

げて！ HJ? る。 

梅干 や 庵の ぐるり は 日の さかり  碧 梧桐 

梅干 や 金碎春 正に 鬧 なり  虚 子 

雨 乞に また 出て 來 たり 雲の 峰  同 

打 水に くづ 一れ し 月の 若槳 かな 


うち 水の あと を 夕立の 走り 哉  虚 子 

並 松の みさき 廻りて 風薰る  同 

畫 顔ば 蝶の 遊ばぬ さかり 哉  子 規 

打 あげた 水 風 蘭に と, きけ り  同 

我 先き に穗に 出て 田 草ぬ かれけ り  同 

蟲干ゃ 花兑月 見の 衣の 數  同 

ぬけ 出て あ： と 見 かへ るゃ蟫 のから  虚 子 

水無月 や ぬれ 色 見す る まく はう り  ^梧桐 

雨に くれ 雨に あけた る 行々 子  虚 子 

夕 額の 花 白し 瓜の 花 白し  碧 梧桐 

山門に なまく さ 味 あり 栗の 花  明 庵 

行水のう しろに ゆ、 くや 蓮の 花  虚 子 

行水 をす てゝ II 水 G さ. - にごり  碧 梧桐 
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見 かへ りて あと 藺の 花に 道 もな し  虚 子 

夏 やせ ゃ圑 扇 の 骨の 恐ろしき  非 風 

蜘の子 や 親の 袋 をかん で 出る  鹑 梧桐 

袋 蜘蛛 窓 掃く 中に くづれ けり  虛 子 

涅槃 會ゃ命 を もたぬ もの もな し  碧捂桐 

しばらくの 命う つくし 樱鯛  虛 子 

啞 蝉の 何 を 命に 秋の 風  可 全 

搦め手 は 通る 人な し 桐 I 葉  同 

蟹の 家 は 門の 外なる 燈篛哉  ^梧桐 

燈籙の 草に かげす る 夕 かな  可 全 
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十六 一家 二十 句 

子規、 非 風 * 明 庵 等を迎 へた 明治 廿五 年の 七， 八月の 歡樂 は， 朝夕 肌寒い 秋風の 吹き 初める 

につれ て、 あとに 淋しい 私 一 人 を 見出さねば ならない 夢と なった。 子規 非 風 は 八月の 末に 東京 

に 去り、 九月に 入って 中舉を 終へ た虚子 も、 亦た 京都の 三 高 入 舉の爲 め故鄕 を出發 したからで 

ある。 お 互 ひに 心の底 を 打 割って 話す 友 を 失な つた 私 は * 其の 孤獨の 寂寞 さ を堪へ 得る 爲め • 

當 然の歸 結と して， 句作に 精進し なければ なら なくなった。 私 は 殆んど 毎夜の やうに、 父 や 母 

を 始め 家人の 寢靜 まる 頃まで、 舉 校の 已むを得ない 宿題の 復^の 外 は、 句作に 沒 頭して ゐた。 

其 頃の 私の 句 稿 「一 葉 集」 とい ふの を 見る と、 九月 五日から 十四日まで， 日記の か はりに、 多 

い 時 は數十 句が 書き 列ね て ある。 其 後 は 飛びく になって るるが、 翌廿六 年 三月まで 撓 まずつ 

一いて ゐる。 私の 句作 は、 もう 1 時の 座與 や、 餘 技の 遊びでなくて、 私の 生活の 中心に 食 ひ 入 

つた、 私に は 無くて ならない 糧の 一 つてあった。 「1 葉 集」 の卷 頭に、 拙ない 左の はしがき を 書 


いてる る。 

明治 廿五年 八月 正 岡 子規， 新 海 非 風 二 氏 歸鄕頻 に 發句を 催す、 因て 少しく 得る ところ あり • 

同廿 六日 二子 歸 京、 虚子亦 九月 四 日 西 京に 赴く、 殘る もの 吾 一 人、 唯 だ 子規 子 撰の 一家 二十 

句 を 朝夕の 伴侶と して 樂む、 又た 味なき にあらず、 頻に 玩味して 又 少しく 得る 處 あり、 依て 

後日の 爲め 近作の 句 及び 今後の 句 を まとめて 一 冊と なさん 爲め この 1 葉 集 を 作る 九月 六日 

噔 中の 模索から 一 道の 光明 を 認めて、 私 だけの 俳句の 世界 を啓發 した 消息 は 右の 文中に ほの 

めいて ゐる。 其の 自得の 境地 を 開いた ヒ ン トを與 へた ものが、 子規 選の 「一 家 二十 句」 であつ ^ 

たの だ。  一 

私達の やうに 始終 子規と 行住坐臥 を 共に して ゐた 者で も、 其の 終生の 事業の j つと して ゐた 

「俳句 分類」 がいつ 頃から 始められた もの か、 又た どの 程度に 進涉 してる たもの か、 甚だ 迂濶 

に 過ぎて ゐた。 俳句 分類と いふの は、 昔からの 俳 書に 現 はれた 句 を、 同 j の 題 下に 網羅して、 

誰が どうい ふ 句 を 作って ゐ るか を 1 目 瞭然たら しめ、 それによ つて 一 面に は 歷史の 研究、 句作 

の參考 資料と し， 他面に は 剽竊を 戒め、 類句 を 研め ようとした 廣大な 企であった。 言 ふ 迄 もな 


く、 上 は 宗祗に 始まり" 中期の 芭蕉、 蕪 村、 末期の 梅 室 蒼虬 にも 及んで， 總 ての 俳 書 を 涉獵し 

ようとした のであった。 併し， 多少と も 俳 書に 眼 を 通した 者 は • 單に 一 時代 を 劃す る 擅 林 派の 

出現に 至る まての 上古 時代の 俳 書 だけで も、 共の 數幾 百卷に 上る か、 其の 餘 りに 多數 であるの 

に 一驚 を 喫しなければ ならない。 まして 元 fi の 芭蕉 中心 時代、 安永 天明の 三 都の 勃 輿 時代 を經 

て、 文化 文政の 末期に 入って は" 其の 數殆ん ど 計數の 外に ある。 恐らく は 誰ても 手の つけ やう 

の 無い のに 呆然た る 許りで あらう が、 子規 は 千里の 道 も 一歩より 始まる 底の 勇猛心 を 起して、 一 

俳 書の 大 堂塔の 解 體に， ひとり コッ くと 從事 したの だ。 尤も 其の 最初の 動機 は， 何の 書に こ S 

んな 句が あつたと いふ 記憶の 參考 にしたい 位の、 手近かな 便利に 萠 したので あらう が、 其の 編 

慕に 從 事して 行く 慾 望が、 遂に 終生の 大事 業、 子規が よし 百 歲の壽 を 保っても、 成し遂げられ さ 

うにない 廣 大味 を 滞び て往 つたので あった。 「俳句 分類」 とい ふ 名に 到達す るまでに はいろ く 

の 名が つけ 變 へられた と IS 時に、 一 題の 句 敷が、 餘り澤 山になる につれ て • 其の 分類 方法 も 種 

々に 工夫され た。 晚年 其の 分類 方法 を說 叫して， 誰か 自分の 事業 を 次ぐ 者 も あらう かとの ^敢 

ない 望み を 述べた 時 も， 其の 複雜な 漢字の 字書 を 引く やうな 分類法 は、 容^く 私達の 頭に は 入 
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ら なかった。 現に 存 する 其の 遣 著 出版の 事が II よし 不完全な ものても、 子規の 事業 を 世に 紹 

介す る 意味に 於て II！ 厘 * 談議に 上っても， 其の 分類 方法 を 誰に でも 分り 易く 說明 する 「俳句 

分類の 解說」 を 書く 者がなくて 中止され てゐる 位で ある。 若し 其の 解說 が當を 得なかったなら、 

折角の 子規の 苦心 も， た, 雜然 たる 俳 書の 堆積に 等しい ので ある。 

時々 子規が 其の 分類に 從 事して ゐる 場合に 訪問す る ことがあった。 この頃 分類した 何の 俳 書 

にかう いふ 句が あった， と 其の 記憶 をた どって、 傾向の 相違 や、 創意の 前後 や、 其の 他 句法 用 

語 等に 渡る 其の 發明を 諄々 と說く 例であった。 それが 如何にも 愉快 さうて あり， 又た 滿 足らし 

くもあった。 無味 索然た る 事業の 僅かな 牧穫 であろ とい ふ 誇り も 含まれて ゐた。 時には 又た" 

こんな 月並 臭い 木の 分類に は 馬鹿に 時間が か. - るが、 句々 金玉の 我らの 愤憬 する 俳^ は、 瞬く 

間に 濟ん てし まふ、 など、 破顏 微笑す る 事 もあった。 若し^ 達の 仲間に 其の 事業に 興味 を 持つ 

て * 其の 志 を 槠ぐ事 を 誓約す る 誰か, あつたと したら、 子規 は少 くも 其の 未完成の 事業に 向つ 

ての 多少の 安心 を 得て、 其の 死後に 對 する 懊惱の 幾分 を 輕滅し 得た であらう。 でな くと も、 若 

し 分類に  一 if の 勞を惜 まない 秘書 役 を 勤める 者が あつたと しても、 恐らく 心からの 悅びを もつ 
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て迎 へたで あらう。 其 後 子規の 門に 出入した 老靑年 は 日に く 殖えて 往 つたが， さう いふ 事務 

£ に 子規 を悅 ばした 人 は 一 人 も 出なかった。 子規 も 亦た さう いふ 意味て、 其の 新ら しい 門下 を 

試み やうと もしなかった" 又た 一 人の 同志 を 得ない 第 S に 愚痴らし い 一 言 を も 漏らした ことが 

無った。 左様な 亊務 的の 仕事 は. た 、、、自己 一人の 興味で あると も斷 念して るた やうだった。 併 

しながら、 「俳句 分類」 を 未完成の ま. - に 投げ 扮て 、置く こと は堪 へざる 苦痛で あるよりも、 恐 

らく 病中の 忍び難い 淋し さであった てあらう。 

「俳句 分類」 によって、 俳 書の 句々 を 料理して 行く 本筋の 仕事の 外に、 先づ其 の 俳 書の 刊行 年 

代 を 知る 便りが あるので • 「俳句 分類」 と M 時に 「俳 書^表」 とい ふ 一 書が 生れた。 それと 同時 

に、 澤 山な 俳 書から 或る 侗 人の 作 を桀め 得る 機會も 出て 來 るので， 其處に 「俳 家 全桀」 と 題す 

る もの も 編まれた" 其の 外 色彩に 關 する 句、 音 響に 關 する もの、 新 事物 新語 詠み 込み もの 等、 

句と して 特殊 味 を 持って ゐる もの を、 他の 研究 史料と して 擧げ ようと もした。 「俳句 分類」 の 乙 

鋭が それであった。 「俳句 分類」 は^なる 分類て なくて、 それから 種々 な 事業 を 派生した ので あ 

つた。 自然 或る 一 句に 逢 著した 時 • それ を 「俳 家 全桀」 にも 「俳句 分類」 乙號 にも、 尙ほ其 他 


の 研究 史料に も 書き込まねば ならない 根 氣と與 味 を 持って ゐた〕 子規が 俳句の 分類 を 始めた 時 

の 坐 右に は * 改良 判 紙 を綴ぢ 込んだ 其の 著作の 稿本が 雜 然と 散 亂 して ゐ たの も 其の 爲め であつ 

た。 時には 其の 机 も、 子規の からだ も、 山と 積まれた 稿术で 埋まる 事 もあった。 

「俳句 分類」 の 稿本の 一 册は、 大抵 改良 判 紙 百 枚 以上 三百 枚 位に 達して ゐた。 分類法と して、 

或る 一 ^類の 題 は 判 紙 一 枚、 卽ち 一 頁 十 行 野の 二十 句に 限られて ゐ たから、 それが 二十 句 以上に 

達した 時 は、 其の 一 種類 を 二種に 分けて、 紙 を 一 枚增 さねば ならなかった。 で、 二百 枚 も 綴お 

た 稿本の 中へ、 新たな 銑 を 鈸ぢ 足す 場合が 頻々 と 起った。 子規 は 其の 爲、 稿本の 綴ぢ方 を 工夫 s 

し、 新たに 一 枚 を裰ぢ 足す 便利な ども 發 明した。 今日の やうに、 萬 年 筆 や、 洋紙の 原稿紙な ど 一. 

のない 時であった から、 それほどの 大部な 稿本 も、 一 々墨と 筆 を 使って ゐた。 嘸ぞ 筆に も硯に 

も 相 應の^ 澤を曾 つたで あらう とも 思 はれる が、 硯も學 校 W の 安物で I 向平 氣 であった。 墨 は 

精々 香 花 墨 位、 筆 は 支那 製の 十本 十錢 位の 「小 全毫」 に 限られて ゐ た" いっか からだの 自山を 

失な つてからの 病中に 侍した 時、 硯の 中の 錐 を 不圖兑 つけて、 この 錐 を銪び さした こと は 以前 

は 無った、 よく 光って ゐた。 が、 もう 尖き まで 眞 赤に 錡 びて しまった、 と 感慨無量の 態で ひと 
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め^な： H つたこと もあった リ 又たい つか 分類のお 手傳ひ をしょう か、 と 二三 枚の 淸ま E を 手傳っ 

た 時、 如何にも 氣の毒 さう に 「やって おくれる か」 といつ になく 滿 面に 笑み を湛 へた 其の 時の 

顔 も、 今では うら 淋しい 想ひ屮 Z の 一 つで ある。 「俳句 分類し の 中に、 子規の 筆で ない もの、 往々 

にして 交る の は、 虚！ 4- と 私が ほんの 一 寸觸れ る 位のお 手傳ひ をした 名殘 てあつた。 

「俳 家 全桀」 も 同様、 改良 判 紙 二百 枚 絞ぢの 部厚な 稿本であった。 大 體元祿 以前 * 元祿、 莩保、 

明， 寬 政と： 一一 ー2 つた 時代 分け. にした のが 五六 W あった。 其の 外に 沒 年月の 剁ら ない 俳人の 「俳 

家 全桀^ 册」 とい ふの もあった。 これ も 「俳句 分類」 と： S じ 未完成の もので あつたが、 若し 其 

の 遺志 を 次いで、 子規の まだ 目を通さない 俳 書 を 補って 往 かう とすれば、 此の 稿本の 方 は 甚だ 

界易 に述ぶ やうに 出來 てるた。 明治 廿七八 年 東京で ぶらくして ゐた私 は、 子規の 血と 汗 

との 結晶で ある、 この 「俳 家 全桀」 を手寫 する こと を 日々 の 仕事と してる た 時 もあった。 當時 

私が 一 册か ニ册て もよ い、 子規 未見の 俳 書 を あさって、 子規の 寨 業の 廣大な ビラ ミツ， トに 一 片 

の 石ても 稜み 得た ことなら、 どれほど 子規 を^し がらせた ことだった らう。 が、 そんな 事に 無 

關 心であった 私 は * 師 兄の 榮苦 を偷む 不^の 所行 ヶ さへ， 少々 荷厄介に して ゐ た- 其の 時分の 
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こと は 追 ひく 害く 事に する が， 當初 自分の 片腕と も 忍って 信賴 して. 0 た 私 を、 問 もな く^ん 

ど扮 てた もの 同様に 考へ てゐ たの も 無理はなかった の だ。 

「俳 家 全集」 を 編む ことから 一 歩を轉 じて • 各 俳 家の 特色 倾向等 を 一 讀 明瞭なら しめる やうな 

代表 句を攀 げたい 他の 愁望を 咬った。 全集 を 編む こと は、 純然たる 亊務 的の 仕蔡て あるが、 其 

の 純^ 務に 落着いて をれ なかった、 他の 詩人 的 木 能が、 其の 事務 を土臺 にした 批判的 怠 思 を 動 

かした の だ。 つまり. fa 今 俳人の 品 隙 を 北 ハの创 作に よってお めて 兑 たかった の だ。 公平に 眞 正に 

明確に 各 俳^の 特色 個人性 を 洞察しょう とした 研究の 所產 でもあった。 今までの 俳人が 誰 一 人 

試みなかった、 純 藝術的 批判に 立た うとす る 十分な 自信と、 又た 自分が 始めて それ を 試む の だ 

とい ふ 半ば 好奇心 も手傳 つて ゐた。 子規 は 各個 人 を 代表す る 句. 數を 二十 句と 限って、 それ 以上 

1 句 も 增：^ しなかった。 二十 句 以上で は • 澤 山な 俳人 を 知る 上に 却って 不便で あり， 二十 句以 

下で は、 又た 其の 特色 を 知る に 困難 だと 考 へて ゐた。 二十 句の 中には、 昔から 人口に 臉 炙して 

るて、 北ハの 作^と 切り放せない もの、 或る時 代の 風潮の 源泉と なった もの， 北ハの 作者の 心機 1 

轉を 欽徵 する ものな ど， 多くの S 史的 意義 を も 加味した 上に、 子規^ 人の 純藝術 的の 批判に 立 
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脚した、 其の 僴 人的 藝 術の 代表作 を 含んで ろた。 名 づけて 「一家 二十 句」 と 言った。 尤も 子規 

の 藝術的 批判の 標準 は 一 處に 膠着して はゐ なかった。 「 一 家 一 一十 句」 も、 其の 新たな 批判と 材料 

によって、 其の後 幾度 改刪 された てあらら か。 恐らく 今日 遣って ゐる もの は、 當時 私が 借 請し 

たものと、 內^ の IM1 の もので はないで あらう 3 

「一 家 二十 句」 の 詰が、 あらぬ 方に 反れて 往 つた。 た 私が 意外に 思った こと は、 明治 廿五年 

の 私ら の 俳句 發祥 時代に、 旣に 「俳句 分類」 から 派生した 「俳 家 全集」 をモ ディ フ ワイした と 

もい ふべき 「1 家 二十 句」 の 稿本の 出来て ゐた事 富であった。 子規の 句作 は， 明治 十八 年顷に 

始まって るる やうで ある。 けれども 宗匠の 手 を 離れて， .nr 家の 見地 を 開 いたの は それより 少く 

も 四 五 年の 後であった。 俳 書の 涉獵に 興味 を 見出した の も、 亦た 其の 頃で なければ ならない。 

子規が 詩に HI 覺 めて、 貞德宗 因を排 し、 芭蕉の 猿 蓑に 其の 眞髓を 自得す るのと^ 時に、 早く 「俳 

句 分類」 の 事業に 着脱した のでなければ、 當時 「一家 二十 句」 などの 稿 木の 作られて ゐる 所以 

はない。 子規が よく 夜なべ をして、 往々 鶏鳴に 達する と 一 一 目った の も、 恐らく 大部分 は 「俳句 分 

類」 の 仕^に 携 つてる た爲 めで あらう と 想像され る。 座右に 書籍 稿 木 を 散亂 せしめて 「獺祭 書 
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屋」 と 言った の も， 分類に 從事 する 都合 上 已むを 得なかった のか も 知れない。 朝^坊の だら し 

なさ も、 子規に とって は 大きな 意義の ある ことで あつたの だ。 殊に 其の 靑 年期に 喀血 をした、 

肉體 的に 重大な 傷 手 を 負うた、 或る 局限 せられた 運命 を豫感 して ゐた 子規が、 到底 跋渉し 盡せ 

ない とも 考 へられる 無 盡藏な 俳 書の 山岳 帶に 一 歩々 々突進して 往 つた、 勇猛と も大膽 とも、 遠 

大 な意圖 ともい ふべき 緊張した 心事 は、 正さに 人知れぬ 悲壯の 極みであった。 子規 は 大方 自分 

の爲 めに 泣いて くれる 一 人の 知己 もないで あらう 强ぃ 豫斷の 下に、 たノ 仕事に 精進す る 自己 鞭 

韃に 生きて ゐ たので あらう。 さう して、 其の 悲壯な 心事の 自己 を客觀 する 餘裕を 見出した 時， 

たヾ 一 人 自ら a: 分の 爲 めに 泣かねば ならなかった であらう。 

八月 廿五 日に 松 山 を 立った 共 後の 子規の 消息 は、 左の 手紙に 明らかて ある。 

拜啓 小生 歸鄕中 は 種々 御 厚情に 預り又 出立の 節 も わざく 御 見送り 被 下 難 有 奉拜謝 候、 出發 

後大阪 京都 靜 岡に 泊り 前 月 晦曰着 京 仕 候、 神 戸より 下痢 を 催して 途中 相 困り 候が、 此頃 やう 

(< 直り かけ 中 候 • 歸京後 は 雅俗の 事務に て 奔走 訪問 等 盛に して 寸暇 を 得ず、 爲に御 音信 を 


J£> 相 怠， 5- 候 

拙著 俳諧 系統 一面 も i! 乎 許に 续り 居候 や、 若し 有 之 候 は C 一家 二十 句と 共に 御 序に 御 送り 被 

下 度 候 *  乂切拔 の 俳 話 も 御用 濟に相 成 候はノ 可成 早く 御 送り 被 下問 敷 や 乍 失敬 右 奉 願 上 候 

一昨日 は南塘 先生 來庵 競吟四 五十 句、 昨日 は 非 風瓢亭 二子 來庵、 午後 兢吟百 七 八十 句， 飄亭 

歸營後 非 風と 二人に て 一 題 百 句の せり 呤舆行 仕 候 (時 問 一 ！ 時間 許り 尤中 にて 飯な どく ひ 申候ン 

其 題 は 鹿 也、 試みに 數句を あぐれば 

手水 鉢に 鹿の 水の む 夕 哉  非 風 

山寺に 聲 集りし 小 鹿 哉 

鹿よ ベば 萩 を 廻って 來り けり 

山 賤も鹿 も 眠る や 神の 前 

饤 をけ せば 戶 口 に嗚ゃ 鹿の 

萩 ゆれて 鹿の 出け り 山の 庵 

鹿 の 聲細 谷川 を 飛びに けり 
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等に 御座 候 匆. ^不宜 

九月 五日  規  拜 

靑桐兄 几下 

乍後维 尊大 人様 へ 宜敷御 傳被下 度 候 

竹 村 尊兄に は 度々 御 會ひ申 候、 御き げんに 御座 候、 近日 或は 御 赴任に ナ ルャモ 知れぬ やうな 

御 様子 可贺 

高濱は 最早 出立 後と 存候故 乎 紙 不差出 候 

右の 文中に ある 「俳諧 系統」 は 俳人の 系統 を 調べた もので、 剁紙幾 枚 かを褪 いだ 約 四 尺 四方 

位の ものであった。 「切り 拔 きの 俳 話」 は、 當時^ 聞 日 木に 褐 載し 始めた 「獺祭 書屋俳 話」 の 切 

拔帳 であらう リ 「南瑭 先生」 は 鳴 雪の ことて- 以前 漢詩 を 作った 時代の 雅號 である。 俳句に は 俳 

號 てない とふ さはし くないと いふので、 始め 「破 蕉」 と 11 目って ゐた、 が、 問 もな く  ；鳴 雪」 に 

なった。 非 風諷亭 の 二 先輩 も當時 最も 油の 乘 つた 時代であった らしい。 一 題 百 句 を 作るな ど X 
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いふ 事 は 夢想 もして ゐ なかった ので. 當時 これらの 作例に 心からの^ きを 感じた ものだった。 

子規からの 手紙 は、 尙ほ追 ひかけ て 来た〕 

御手 紙拜誦 並に 玉 句拜誦 句々 金玉 貴兄の 御手 際 相 見ざる 半月の 間に かくまで やと 驚 人 候、 一 

家 一 一十 句 か 左程 まて 御用に 立ち 候と は 難 有 仕 合に 御座 候、 俳 家 系統 及び 俳話储 に 受取 申 候、 

一 家 一 一十 句 も 御用 濟に相 成 候 はぐ , 好 便 次第 可成 早く 御 送致 被 下 間 敷 や 奉 願ヒ候 

高濱は 一度 端窨を くれ 候 位に て 何の 報知 もな し、 新 旅行と いひ 新人 舉故、 定めて いそがしき 

事と 存 居候、 小生 歸京後 取 あえず 病 氣に相 か、 り 候處. 今 はま づ 本復の 髖 也， ことに よれば 

本 月末 か 來月始 頃轉地 療養に 出掛る かもしれ ず、 尤轉 地と 申ても 七日 か 十日 位 也 >  貧 も 亦 苦 

哉 

竹 村 尊兄 御 赴任 之 赴 可賀， 赴任 前 一 寸御 歸國の 御樣子 也、 尊大 人の 御喜 悅可知 

當 地俳況 不相變 隆盛 也、 一 題 百 句 其 後 益 盛に して 鹿、 露、 蕃椒、 笠 (秋季) の 四 題に て 都合 四 

百 句 は 己に 出來 上り， 今 は 乞食 (秋季) の 宿題 中 也 (尤百 句)。 併し 百 句と は 固より 無埋 なれば 


過半 は 凡 調の み。 拙 句 數十首 を 記さん に 


ft 


唐辛子 


白露 や よごれて 古き 角 櫓 

凰 吹 て 京 も 露け き 夜 也け り 

露 夜毎 殺生 石 を 洗 ひけり 

猪 や 一 ふり ふる ふ 朝の 露 

白露の 中に 泣きけ り 祇王祇 女 

ふ じ は 雲 露に あけ ゆく 裾野 哉 

白露 のうつ くし 過てち りに けり 

露 いくつ 絲 瓜の 尻に 出 あ ひけり 

夜の 露 もえ て 音 あり 大文字 

白露 ゃ萚は 世に 長き もの 

唐から し 心 ありけ る 浮世 哉 

蕃椒 や 、 ひん まがって 猶 からし 
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束 

添 

笠 (秋季) 萩 

笠 

芭蕉 翁 笠 塚 笠 

薄 


髮の 人に く はせん ^辛子 

辛子 日 にく 秋の 恐ろしき 

辛 子 续る 暑さ を ほのめかす 

栽 の數 になり けりた うがら し 

ら わたに 通りて 赤し 蕃椒 

風に ます 赤し 唐辛子 

秋 や つられて さがる 唐辛子 

竹を续 して 赤し 唐が らし 

薄 小町が 笠 は 破れけ り 

り /\ と 木の 實ふ る 也 槍 木 笠 

1 つ 動いて 行く や 木賊 刈 

塚 の 笠 を 根に してば せ を 哉 

寶 去年の 笠 を かぶりけ り 
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秋の 蝶 長柄の 傘に とまりけ り 

笠 を 手 にい そぐ 夕 や 河鹿 鳴く 

菅笠に 螽 わけ ゆく 野道 哉 

伞 張の 願 ひも 同じけ ふの 月 

傘 をす ぼめ て 通る 花 野 哉 

乞食 (秋季. - 缺椀を 叩く 乞食の 月見 哉 

こつじき や 揃 ふ て 出た るけ さの 秋 

乞食 の 吹き まくらる 、 野 分 哉 

名 W や 京の 乞食 は 歌よ まん 

乞食 の 瞬に 鳴きけ りきり す 

女郎花 乞食の 中の 女 かな 

乞 食 の 夢に 案山子と 成に けり 

あ る 月 夜路通 惟然に 語る らく 
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御 叱正 奉 願 候 

可 全 大兄  子規 花押 

靑桐 大兄 

(この 手紙に： H 限 はない が 消印に 九月 十七 日と ある。 當時 私の 草稿に 子規 非 風 飄亭虚 子ら 

の 批點を 加 へ たもの も 添 へ てあつた。) 

「竹 村 尊兄 御 赴任」 云々 は、 私の 兄の 大舉專 科 を 卒業して、 最初に 神戶の 師範 學 校に 奉職した 

こと を 指す ので あらう。 兄 は 奉 I! した 翌年 歸鄕 して 妻帶 した。 母と 新妻 を 連れて 上 神した 時、 

私も隨 行した 記憶が ある。 

次て 十月 二日 左の 端 書が 來た。 

爾後 御 無音 御 起居 如何， 竹 村 兄 最早 御 赴任 被 成 候 や 如何 

「 I 家 一 一十 句」 甚だ 申 兼 候へ ども 近日に 幸便な く 候 は V 郵便に て 御 途り被 下問 敷 や (開封に て 

くるべし〕 奉 頤上候 
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B はれて 稻 のおし あ ふ 旭 哉 

^で 十月 十八 日 附の端 書 二通 封書 一通が ある。 端 誓の 一 つに は 「大 磯」 と あり、 いづれ を 先 

きに 出した もの か 不明で ある。 

玉 書拜見 一家 二十 句 御 送 被 下 候 由 難有存 候、 小生 兩 三日 前行 脚に 出掛、 又 々當 地へ 歸り、 

今明日 中に 歸宅可 致 候 • 此 度の 旅行 は 箱 根 を こえ、 三島驛 より 修善 寺に 行きて 蒲 公の 跡 を 

とひ、 それより 熱 海に 出て 伊豆の 東岸に 傍 ふて 歸り申 候、 道々 の 句 二三 百， 

ひらりし やらり 一 ッ葉 ゆれて うそ 寒し 

一 槍た てた 人 も 通らず 花 薄 

一 箱 杈山薄 八 里と 申さば や 

大磯宛 玉 書 一 一通 及 一 家 1 一十 句糙に 落掌 仕 候 • 殊に 1 家 一 一十 句に 付て は 御 配慮 相 かけ 恐 入 候， 

何だか 近來は 世人に 俳諧師 視 せらる ゝ 爲、 箇樣の 道具が 座右に 無き 時 は、 萬 事 心細く 候 ま >- 、 

御 催促 申上睽 ひし 次第に 御座 候、 かく 相 成 候 ひて は 文^も 俗舉も 同じき ことに 御座 候呵々 
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小生 方向 上に 就き 而は樓 々御 忠吿被 下， 今に はじめぬ ことながら， 御 厚情 之 程 そぐ ろに 感ぉ 

にむ せび 申 候、 委細 御 返事 申 上 度 候 得 共、 萬 事 御 推察の 上 なれば 今更 不申上 候、 いはぬ 丈が 

千 萬 無量と 御 推 もじ 奉 願 上 候 

「死 を 決せざる か」 の 1 言に 至りて 胸間に 針 を さ る の 思 ひ あり、 さりと は 小生 それ迄に 

思 ひ 切た る 志の あるに も あらず、 否 寧ろ 死 を 決せざる 也、 死 を 決せ ざれば こそ  今の 次 

第 なれ、 咄吾 自ら 吾 を 知らず 

o 責 書中 新聞社へ 日勤と か、 專門舉 校へ 人 込と かいふ こと、 皆 虚報 なれば 御 取消 被 下 度 候、 

殊に 後報 は 全く 無根の 事に て 或は 早稻田 文舉の 誤傳 ならん か 

〇 拙句剁 批評 難 有 存候竹 村 尊兄 御 赴 仔 之 趣 御手 紙 頂戴 仕 候 

〇 小生 本 月 三日より 大 磯に 留連、 其 中に て 行脚に 行く 積り なりし も、 連日 雨天に 凝りく (懲 

りくの 誤 か) 最早 歸 京と 支度に とり か、 りたる 十三 日， や、 晴 IK の 氣昧合 なれば、 終に 前 

便 申 h 候 如く 行脚 致 候 首途の 句 

旅の 旅 又 その 旅の 秋の 風 


行 先の はっきり 遠し 秋の 山 

御 一 笑 可 被 下 候 

〇 玉稿 拜兌近 比の 御手 際 一 々驚 入 候 >  駄句 は 吐かぬ との 御 誓言 實 に^し からず 感服 之 外 無 之 

候 • 併し 總體 よりいへ ば 前便 拜見致 候 物より は 大分^ 多き かと 存候 失敬 

玉稿 も 御 返 稿 申 上 度 拙稿 旅の 旅 (今度の 紀行) も抄錄 して 御 目に かけ 度 は 候へ ども、 何分に も 

只今 大磯 より 歸 りしば かり、 新聞 雜誌乎 紙の 机上に 山 をつ きし を 見て さへ 吃驚す る 次第、 手 

紙 さへ まだ 皆 迄 は讀み 兼ろ 處故 • 今度 は先づ これ 迄にして、 他日 頭の のぼせぬ 時に ゆるく 

可 申 上 候 匆 々 頓首 

十月 十七 日夜  子 規 

女月詞 兄 侍史 

この 手紙 を 見ても、 當時 子規の 大 擧退學 一件が 想像され る。 長者に 向ても 無遠慮な 意見 を 吐 

いた 私の 若さ は， むしろ 苦笑の 種で ある。 けれども 子規が 其の 無遠慮な 若さに 對 しても、 そな 
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1 笑に 附 せず 「咄 吾れ 吾 を 知らず」 と 自己 を 反^して るるの は、 自ら 我 を 責め 且つ 咎めて るる 

心の 苦痛 を吿 白して ゐ るので ある。 私の 無遠慮 さは 子規の 弱 點に適 中した のて ある" 尙 ほこの 

伊豆 記 行 は 「旅の 旅の 旅」 と 題して、 「かけはしの」 記に 次いで 新聞 「日本」 に揭 載され た。 

端 ® の 二 

玉 句 一 一首と も. H! 人の 句に あり やなし や 覺ぇ無 之 候、 いづれ 見當り 申 候はヾ 可 申 上 候 

月に 押せば 萩に さ 、 へ ての 御 句奇拔 にして 幽趣 あり 感服， 貴兄 松 尾桃靑 なる 一 篇を御 草し 

被 成 候 由 何とか 見 度 ものに 候 

思 ふ 事 風に 成たら はせ を 哉 

この 端 書 は 前後の 手紙と 全く 切り放されて ゐる。 私の 質問 を 思 ひ 出して 筆つ いでに 書きす て 

たもの か。 松 尾桃靑 など、 いふ 芭蕉に 關 する もの を 草した 記憶 は 私に はない。 一 家 二十 句な ど 

の ヒ ント によって 何 か 書きたい とで も 言った ことで も あるので あらう。 
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十七 一家 移 東 

子規が 確寳に 新聞 「日本」 の 社員の 椅子 を與 へられて • 月給 十八 圓かを 支給され たの は、 こ 

の 明治 廿 年の暮れの ことで あつたが、 つまり それまでに 略 ぼ 試験の 意味て 投書して るた 「獺 

祭 書屋俳 話」 や 「かけはしの 記」 や 「旅の 旅の 旅」 などが、 其の 試験に 及第した こと を 意味し 

てるた。 どうして 又た さう いふ 投^: をす る やうに なった かに 溯る と * 當時 「日本」 を- ff; 宰 して 

るた 陸羯 南と 子規が 「加 藤の 叔父」 とい ふ 加藤拓 川が 同期の 學 友であった 關 係に 胚胎して， 0 る。 

子規が 學生 生活から 自活 生活に 入る、 人生 行路の I 起伏に 際會 して 其の 行くべき 方向 を 兎 も 

決しなければ ならなかった * 峠の 頂上に 立つ やうな 彼の 意思 を 支配した のが、 叔父と 新聞社 長 

が 知己であった とい ふ 偶然の 機緣 であった の だ。 或は 拓 川と 子規の 血 を わけた 血 鎵關係 や、 羯 

南と 拓 川の 同じ 寄宿 舍の飯 を 食った 友人 關係 などから、 それく の 人々 の 持って ゐる 運命の つ 

ながり は、 ひょっこり 無から 有 を 生じた ものでなくて、 當 然左樣 につな がって 行くべき 必然性 
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を藏 して ゐ たの かも 知れない。 誰でもが、 途方に くれたり、 所 置に 困った 時に 採る 第一 の 道 は、 

大抵 先づ 自己に 近い、 それ まての 習慣に 餘り 背反せ ぬ 比較的 樂な 方面で ある こと は、 やがて そ 

れが 偶然の 機緣に 支配され るので なくて， 自然に 然か あるべき 必然の 運命に 歸順 する こと を 意 

味して ゐる やうに、 子規の 場合 も 亦た、 自己に 近い、 それ まての 習慣に 餘り货 反せぬ 樂な 方向 

を 採った ものと も 解され る。 若し 中間に 加藤拓 川と いふ 人物が 介在して ゐ なかった とすれば， 

子規と 新聞 「日本」 とのつな がり も 生れずに 了った か 知れない ことになる。 子規の 運命 も 亦た 

他の 方向に 開かれねば ならなかった てあらう。 子規 も 知らず、 拓川羯 南 も 亦た 心づ かなかった 

大きな ま 配、 かくれた 力が 潜行 的 に 動いて ゐ たと 解すべき が至當 であるか も 知れない。 

併しながら、 拓 川が 子規 を推擧 したの は- 遣 孤 を 托する やうな 意味て、 羯 南の 生活圏 內に活 

かしめ やうと したので は 無った】 子規の 文才 を 認めて ゐた拓 川 は、 試みに 羯南淘 冶の 下に、 共 

の 文才の 活用 如何 を 見る のに 過ぎなかった。 羯 南に 落第 すれば、 他に 又た 方法 を 講ずる 程度の 

第 I 關門 とも 思って ゐた。 つまり 子規に 高等 文官 試驗 か、 外交官 試驗 でも 受けさせる 意味に 外 

ならなかった。 さう いふ 試驗 らしい 試驗は 受けよう とも 言はなかった であらう が、 又た 受けて 


一 183 一 


も 落^す るに きまって ゐ たから， 試験ら しくない 試験の 新聞 試 驗を獎 めた のであった。 子規 も 

亦た 其の 自由な 自己の 力 を 1 杯に 擴充し 得る 試驗の 前に 快よ く 立ち 得た であらう。 尤も 試驗ら 

しい 試驗 場に 臨む よりも、 どれほど 心からの 戰慄を 感じて ゐ たか， 又た どれほど 美しい 心の ゆ 

とり を 持って 其の 答案 を 書いて ゐ たか、 恐らく 當 時の 子規 は從 順な 無我な 小さい 羊の 春の 麗か 

な 陽に 照らされて ゐる やうに、 淸く 澄んだ 雰圍氣 に 包まれて ゐ たで あらう。 さう して 其の 運命 

の 必然性に は 想到す る こ ともなし に、 偶然の 機緣 をのみ ほ 、笑ん でるたで あらう。 

この 偶然の 機 緣は、 子規の 1 生 を 支配す る 動機と なり、 又た 子規の 生活 圈內に 抱擁 せられた 

私達の 運命 を も 決定して しまった。 若し 子規が 新聞 「c; 本」 とい ふ 知己 を 得ないで， 其の 藝術 

的 主張の 牧穫を 左様に 早く 摑む ことが 出来なかった としたら、 子規 は 第二の 機綠を 何處に 求め 

て往 つたで あらう か。 地に 埋沒 せられた 球根 は、 春の 地 熟に 唆られて、 芽 生し 成長せ ずに はお 

かないと しても、 尙 ほより 多くの 惡ぃ情 態の 下に もがき 苦しみ * 生れ 出 づる惱 みを體 験せ しめ 

たかった、 とい ふやうな 冷やかな 閑 是非 も 時には 想 ひ 浮ぶ。 尤も さう いふ 渙惱 痛苦 を 永い 間體 

験せ しめた からと言って、 子規と いふ 人格が 破壊され たり、 信 §: を詐 はったり、 其の 生命力 を 


銷 磨したり する 患 ひ は 比較的 少なかった。 それほど 確實に 自己の 哲學を 樹立して をった と は 言 

へ， 子規の 運命 は 寧ろ 安全 平滑で、 崎 囉重疊 する 數奇な 苦味 は 甚だ 稀， t であった。 否 • 所謂 人 

生の 難 行路に は 終に 其の 船 を 進めずに 了った。 私の やうに、 物心 を覺 えてから 子規の 愛撫の 下 

に 人と なった 者 は、 子規の 總 ての 言動 を 肯定す るに 馴らされて、 總 てが 同情と 訓誨と 激勵を 意 

味す る 聰明 そのもの 4 やうに 莩 け容れ 得た ので あつたが、 陇年往 々にして 子規の 狹 量と 偏頗と 

冷酷 を云爲 する 人達の 現 はれた の も， 顧 ふに 子規が 餘 りに 順調な 境遇に 棹 さした 運命の 爲 めて 

はなかった であらう か。 錯雜 混淆した 社會 現象 を 純 一 單 調な 體驗で 律しょう とした 嫌 ひ はな か g 

つたで あらう か。 子規 をより 大きく する 意味に 於て、 第一の 機緣も 第二 第三の 機 緣も摑 むこと 一 

なしに、 もっと 野放しに して 置きたかった とい ふの も、 必ずしも 子規 を 傷け る 冷 かな 客觀 評て 

はあり 得ないで あらう-) 

當 時の 「日本」 に は， 陸羯 南な 中心に して， 福 本日 南、 三 宅 雪嶺 • 古 島 古洲、 末 永 鐵巖、 仙 

田 重 邦な どい ふ 人達が 在り、 文苑 满に は！： 分靑 崖、 本 田 種 竹、 小 中村義 象な どが 携 はって るた。 

在野の 論客 詩人 歌人の 梁山泊と 言った 形であった。 若し 今日から 嚴密に 批判す ると、 其の 梁 山 
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伯 は、 思想 的に も藝術 的に も 可成り 濃厚に クラシック 味を帶 びて ゐた。 殊に 其の 文苑^ は， 質 

よりも 名に 重き を 置いた 事大 臭味が 匂って ゐ た。 白面の 一 書生て あった 子規に 床屋 俳諧と 一 圖 

に 卑しめられ てるた 俳句の 講座 を 開かし める こと は、 聊か 其の 尊 嚴を慯 ける ものと も考 へられ 

てゐ た。 又た 水に 汕を 落す やうな 氣味 合で もあった。 早く 謂へば、 新聞と して 1 種の 慣習 打破 

てあつた。 羯 南の 一 つの 信條 として、 日々 新たなる べき 新聞 は， 常に 新人 を迎 へて 新ら しい 让 

事を與 へねば ならない と ロ^の やうに 言って るた。 それ は 子規の 場合に、 殊に 語調な 强 めて 語 

られ るので あった。 聞き やうに よって は * 子規 を 拾った の は 我輩で あると 喑に 誇って ゐる やう 

て もあった。 羯 南と 子規の 入 格の 相 許す 然諾の 吸引 力が、 やがて 新 S の惯習 打破の 基因と もな 

つたと 見なければ ならない • そこに は 人 問と してお 互 ひに 尊い もの  >- 働いて ろる こと を 等閑に 

見過ごす こと は出來 ない。 

印刷業 は 回より 新聞に はゥブ 素人て あった 子規 も • 始めて 生きた 仕事に 携 はる 興味から では 

なく" 猙 南の 然諾に 酬いる 人 問の 共鳴 感 から、 ありた けの 努力 を惜 まなかつ たやう である。 も 

とく 知識 慾と 研究 慾な 多分に 持って ゐた 子規 は、 所謂 天才 的な 狂的な 詩人 肌ではなかった か 
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ら、 新聞 を 作る， 一 つの 事業に も 寧ろ 適應 する 素質 を 具へ て， 0 た。 子規 を 一 俳人、 た, 俳句の 講 

義を する 先生との み 見て ろた 者 は、 其の 多藝 多能， どの 仕事に も煥發 する 敏感 性と 適 應性を 驚 

愕の目 を もって 迎 へねば ならなかった であらう。 若し 言 ひ 得べ くんば、 子規 は焖人 としても 公 

人と しても * 詩人と しても 事業家と しても * 何處 にも 意義 ある 生活 を 築き 得た 常識的 天才で あ 

つたで あで う。 現に 子規が 一 年間 「日本」 で 働いた 手腕が 認められて， 明治 廿七年 二月に 「日 

本」 を 通俗化した 「小 日本」 の 發刊を 任せられる やうな 地位に さへ 進んだ。 蓋し 新聞記者 とし 

て、 異數の 成功 を 意味す る ものであった。 I 尤も この 「小 日本」 は 日 淸戰爭 の 始まる 頃に 廢 

刊の已 むな きに 至った。 序でに 中 村不折 も、 この 「小 日本」 時代に 始めて 子規ら と 仕事 を 共に 

した 一 人であった。 羯南 によると、 不折も 亦た 子規と： E じく 其の 眼識で 拾った 一 人て あった。 

兎に角 明治 廿五年 十二月に 「日本」 人 社の 內談 がき まった ので、 子規 は 其の 前 月から， それ 

まての 舉生 生活の 總じ まひ をす る、 各方 面の 準備に 忙殺せられ てるた。 下宿屋から 家庭へ、 書 

生から 社會 人へ、 签 想から 赏 現へ、 孤獨 から 群集へ、 夢遊病から 覺醒 者へ、 天上から 大地へ …… 

の 引越し をせ なければ ならなかった。 荷車 一 臺に 積める だけの 荷物ても、 いざ 引越しと なると、 


ガラ クタの 整理 や、 行李 や 革 包の 詰め 具合な どに それ 相應の 手間 を 食 ふ もの だ。 子規の この 場 

合の 引越し は、 食 ひ 物が まづ いと か、 主婦の 顏が氣 にく はんと か 言って、 其 日に 思 ひ 立つ 間 借 

りの 引越しと は^な 世界の 出来事だった。 いくら 前後 を 商量し、 輕重を 考察す る、 萬 遣 漏の な 

い 注意 周到な 子規で も， この 引越しに 對 して， 相當 心の 動搖 を， 所謂 胸騷ぎ を 感じて るた に 違 

ひない。 神なら ぬ 身の、 引越して 往 つた さきが、 果して 安住の 地て ある や 否 や を 知らう やう は 

なかった にも 關ら ず、 子規 は 背 水の 陣と言 つた、 十分な 決心 を 持って か 、つてる た。 

家族 —— と 言っても 母堂と 令妹の 二人 —— を國 から 呼びよ せて 问棲 する こと は、 形の 上から 

曾っても 至極 平凡な、 僅かに 一 家の 經濟問 趟に觸 れる價 値の あるかな いかさへ 不 判明な 一 些事 

に過ぎないの であるが • 子規の 當 時の 境遇から 言って、 それ は 可な り 重い、 物質よりも 心の 魚 

橡 であった。 さう いへば、 子規 は、 寧ろ 書生と して は 有， 幅な 懐ろ を 持って るた" 涪る物 は 兎 も 

角， 食 ふ もの は 先 づ瞀澤 の 部に 人るべき 生活だった。 夜 は 車を曳 いて 苦學 して ゐる やうな、 消 

费者 であり 時に 生産者で ある 自費 書生に 比べ れば， 親の 金よりも 多く 他人の 金 を 貰って るた 

純然たる 消費者 又た 他 費 書生であった。 家族との 關^ は當時 子規が 同棲し なければ 家族が 餓ゑ 
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ると いふので もな く、 どちら かに 看護し なければ ならない 病人が あると いふ のても な 力った〕 

今す ぐに 正 岡の 家族が 常府 II 昔の 江戶 住居 II になる とい ふの はお 國の 人々 に は、 少し 事情 

が 突飛で もあった の だ。 それ を 火急に 迎 へようと した 子規の 心事 は • 水鳥の 足搔 きの 何と やら 

で、 形の 平板 無事な だけに、 深く 思 ひ 込んだ 力強い ものが あった、 と 想像し なければ ならない。 

ひっくるめて 言へば、 大舉を 中途で 退畢 して、 月給と りに なって 自活す る、 生活 全體の 引越し 

の 始末 を、 た, うはの 空に 見過さないで、 其の 境遇の 變 化の 意義 を 徹底的に 理解して ゐ たの だ。 

さう して 其の 理解 下に 善處 したの だ。 子規の 一 生は餘 りに 順 潮に 過ぎた と 前に 言った が、 其の 

順 潮 さは 偶然に 棚から 落ちた ものでなくて、 立派な 航海 者が 無事に 航海 を 終る やうに、 子規の 

生活の 出帆 當 時から、 旣に 注意 周到な 準備と 用意と 警戒が 加 へられて るた ものと 觀 なければ な 

ら なくなろ。 言 はノ、 子規の 種の 蒔き 方が、 未来の 成熟 を 裏 * きして ゐる ものだった の だ。 

當 時の 私 はそんな 事に はまる で 無頓着だった。 松 山へ 一入て とり 殘 された 淋し さ を もっと 慰 

めて くれても よさ さうな もの だ 位に も、 自己本位の 恨み を 持って るた。 のぼさん と 話しかける 

やうな 調子で、 長い 手紙 を 幾 本 も かいた。 私の 饒舌て ない 饒筆を 極度に^ 充 した〕 が、 子規よ 
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り は、 例に なく 全く 返喾の 跡を絕 つで。 十 一 月に なって * 始めて 左の 端 書が 來 たのみだった リ 

幾度の 芳^ 拜兌 ゆるく 御 返事 可 申 上 候へ ども • 多忙に て めんぐ り まひ 候 故、 いづれ 落 付て 

の 上 可 申 上 候、 此度 小家擧 つて 當 地に 引越 候 手 害に て， 來る 十三 日出 發と中 候へば、 何に て 

も 裨用 あらば 小 家 迄 御 仰 置 被 下 度 候， 竹 村 兄 へ の 御 依托物 あらば 右同斷 

隨分字 も 走りが きで • めんぐ り 舞うて るる 多忙 さが 目に 見える やう だ。 私 は 何で 多忙な のか 

を 明らかにしな いので， 却って 濟 まなかつ たと 自分の 心な さ を 責めたり もした。 併し • 子規 は 

其 生產的 自費 生活の 首途を 祝す る爲 めな のか • 又は 心の 動搖 を强て 紛らす 爲め なのか、 それと 

も 胸中に 閑日月の ある 餘裕を 示した のか、 十月の 末に， 嗚 雪と 日光の 觀楓に 出かけたり * 十一 

月の 五日に は、 大寧 文科の 遠足 會 のお 名绫 りに 妙義に 登ったり してる る。 私の 中 兄 宛の 手紙に 

は * 日光 觀楓を 報じて るる、 と 同時に j 家 移 東の こと を 報じて ゐる。 其の 全文 
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玉章 拜見其 後須磨 舞子 近傍 御 漫遊 被 成 候 由 健羡之 至に 候 

小生 も 豆 相 漫遊 之 後 亦 好機 會を 得て 先日 南塘 先生に 其して 日光の 觀楓に 出掛， 北： 絕 脇に 胬入 

候， 先生と 僕と 合せて 數 百の 俳句 ありと いへ ども、 一句と して 此 風光に 剐ふ者 無 之 候 

又來る 五日 は 文科 之 遠足 會 にて 妙義へ と 趨き申 候， 又 ことに よれば 京洛の 紅葉 を も 賞し 度 左 

ス レパ其 節 拜眉を 得る こと  > -存 居候 * 筒 様に 申 候へば 如何にも 瞀澤に 聞へ 候へ ども 其 赏此度 

小 家 移 轉之企 圖有之 候に 付， ことに よれば 祌戶 まで 出迎 へに 參り可 申 積り に 有 之 候 * 假令小 

生 は參ら ずと も 1 度 は 神 戶を經 過し 來り候 もの 故、 其 節 は 定めて 御 厄介に 相 成 候 事 も 多 かる ^ 

ベく、 乍 失 § 事 御賴申 上 候、 尤出發 日附は 未定に て 候  一 

御 地高價 にて 御 困り 被 成 候 由 御 察 申 上 候- 併し 大兄 平素の 御 技倆 こ ゝ に 候へば 定めて 相當の 

經濟 法を發 明して うまく 御 處事被 成 候 こと ゝ奉存 候 

本日 は 愛 嫒學生 親睦 會に 出掛 候 此頃は 何かと 多忙に て 御 無 昔 申 上 候 先 は 大略 匆々 不乙 

十一月 二日  規 拜 

餒 樣 
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東照宮に て 

杉の 木 や 三 百 年の 蔦 もみ ぢ 

日光 山上に て 紅葉 一 枝 を 折り， 都への 土 產と存 候 ま、 日光 停車場へ 來り 候處、 一隊の 

紅 裙相携 へ 来りて 各 紅葉 一 枝 を 乞 ひ、 之 を 髭に 相 さし 候 を 見て 南 塘翁は 

一枝 は 美人に 贈る 紅 華 哉 とうた はれ 小生 も 

草鞋 孤 杖 度 嶙岣、 三日 風流 呤意新 

紅葉 一 枝 半 肩 重、 分將 秋色 付 美人 

^ や 

薄紅 葉 紅に そめよ と與 へけ り 

0 1 笑 可 被 下 候 

と ある。 子規と 一隊の 紅 裙の對 照 は， 咄嗟の 出来事で ある 興味本位の 微笑に 堪へ ざら しめる。 

子規 自身 も 亦た 其 5 興味 を 興じて 上手で もない 詩 や 句に まとめて るる。 平たく 言へば" 少々 嬉 


しがって るると ころも ある。 さは 言へ、 この 手紙 を 見ても 生活 激變に 直面して ゐる 心の 昂 ぶり 

は 毛 ほど も 句って るない。 私の 兄が、 生來 つましく 無駄 づ かひ をし ない 男であった とい ふので 

神戶は 物價が 高から うが、 大兄 平生の 技倆 を 振 ふべき 時節 到來 ではない かな ど 、自分の 事 を 棚 

に 上げた 輕ぃ 皮肉な ど を 言って るる。 子規と いふ 人 は、 總てを 自分で 決濟 する 人だった。 自己 

の 運命に 關 する 重大 事と なれば なるほど 深く 踏晦 する 人だった。 猜 忌の 眼 を もって 見る と、 惡 

人的な 陰險味 もあった U 自己の 弱點を 暴露したくない 粉飾 心に も充 ちて るた。 

I 

併し 「日本」 人 社 後、 翌ニ 十六 年 一月の 末に 来た 私 宛の 手紙 は、 うちつけに 其の 窮狀 を訴へ g 

てるる 0 

御舍 兄へ 御賴の 玉章 昨夜 拜見仕 候、 何 は ともあれ 益々 御 健勝 大賀々 々* 小生 此兩 三日 は附錄 

にて 多忙の 極に 達し， 一 刻 千金と 惜 居候 處 なれ 共 御手 紙 拜兑仕 不堪 默止 一 ^差 上申 候 

藤 野 便の 事 は 端 書に て 申 上 候 如く 全くの 失念に て、 其 貴 は 十分に 負 ひ 可 申 候へ ども 今更 無 致 

方 候 (武 市への 包 は 武市勇 氏 之 遣 稿 を返附 せし 迄 也) 併し 思 ひ 出した 處 てお 恥 かしき 事な が 
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ら當 時 は 甚だ 不如意 至極 之 時に て、 迚も 大兄に 御 滿足を 與へ候 事 は 思 ひも よらず 候、 寫眞の 事 

は 忘れた るに て は 無 之、 小生 も 撮影 致 度と はいつ からか 思 ひ 居候 得 共、 今に 志を果 さず 候 次 

第 御 賢察 奉 願 候、 殊に 此前 一週^の 苦痛と いふ もの は、 小生 命あって 以来の 極點に 達し 候- 

竹邨 尊兄^ 在京 之 節 は、 常に 御 厄介に 相 成 候 得 共 今は談 ずるに 人な く獨り 困却 致 候 

去年 秋： K 中に て 撮影 致 候 節、 一 葉 を 高濱に 贈り 申 候、 是は已 に 一 葉 は 前年 大兄 之 御手 許へ 差 

上、 髙濱へ は 未だしと 存 候處， 左様に もな く 候 赴 失 禮仕候 

O 本 e: 雅俗の 集會 合して 七 八 度 も 候 ひしが、 金の いる 會は 一 一度ながら 炔席を かしき 事に 候、 

發句會 は W 五 度に 及び、 中に も 二 會程は 十三 人の 多勢 桀會 運座 を 試み 申 候、 此 中には 月並 速 

中 も 多く 候 故 * 箇樣 にして 勝敗 を 決し 候 杯 は 小生 餘り 好み 不申 候へ ども、 板挟みの 姿に て 無 

致 方 候 • 大兄 及旭溪 子の 俳句 皆え 面白く 感服 仕 候、 第一 俗氣の 無き に 驚き 候、 これ は此 頃の 

様に 俳句 之 競爭杯 盛に 相 成 候 ひて は >  柬京諸 友の 句 皆々 多少の 俗氣を まじへ、 自然 又は 故に 

あてこみ 杯 を やりい やな 事に 候 

俳 况は餘 り 多くて 急 卒の 際に 述べ 盡し 難ければ 次便に 譲る 
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s_e^ 御 盛の 由、 當地も 皆々 (勝 田 迄) S 生 之 直 門に はいり 候 羨 敷 事に 御座 候、 併し 松 山人に は 

餘 地の ある 者 多き と感 心 仕 候 

药海^ 快復 昨今 轉地 療養 也 

先 は 大略 早々 

. 十  一 H 三十 一日  規  寧 

靑桐 大兄 硯北 

昨日 鳴 雪 翁 宅 ^ 會 席上 運座 各人の 句 中 髙點を 得し もの 一 句づ ， 


蛇籙 から 四 五本 出たり 土筆  桃 雨 

初花 や 明星 寒き 梢より  得 中 

时 力ら 牛^ I しけり 桃の 花  明 ^1 

涅槃 會ゃ 一歳ぶ りの 鐘の音  桂 山 

遠 蛙 雨に 音な き 夜な りけ り  松 宇 

水の 月 草 を 出て 嗚く蛙 哉  五 洲 


梅 か 香の 零 含みて 蓝の薹  藪^ 

足よりも 重き 心の 紛踏哉  猿 男 

初^に 酢の き  >- 過し^ かな  烏 雪 

やどかりの 宿 を 明た る 日和 哉  飄 亭 

瀧 かれて 三千 丈の つら、 哉  十 n 白 

大佛に 雪の な だる * 朝日 かな  嗚 雪 

1 村 は 谷の 底 也 雉の 聲  子規 


愚考に て は 諸氏 之：？ 中 右 之より はよ き 者 澤山有 之 候へ ども 大方 は 評判 わるく 候 あな かしこ 

この 手紙の 日附に 「十 一 月」 と あるが • 消印に は r 一  月 三十 一 日」 と あり、 r 附錄」 云々 は 

「日本」 の發行 記念日 「二月 十 一 日」 の 紀元節の 附録の 事 を 意味して をり， 又た 會 合の 句が 總 

て 春季に なって ゐる點 などから 「十 一 E:」 の 「十一」 は 「登」 の 略字 を 書き 損った ので はない 

かと 思 はれる。 私に 對す るいろ/、 の 辯 明 は それが どうい ふ 事件て あつたか を 記隐 しない。 た 
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だ 「小生 命あって 以来の 窮乏」 など は 少し 仰山に 聞え はする が、 自活の 第一 年を迎 へての 窮乏 

はこれ によって 略 ぼ 想像され る。 併し 窮乏の 極と 言っても、 結局 小 遣錢に 困った 位の 問題で あ 

つた。 社で 前借 をす る やうな 智惠を 知らなかった ゥブな 若さであった。 子規の 本統の 苦痛と 危 

惧は 恐らく 尙ほ 他の 問題の 上に こびり ついて， 0 たで あらう。 

1 
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十八 運座 月兹 

前揭 一 1 十六 年 一 月の 手紙に 「此 中には 月並 連中 も 多く 候 故」 と あり 「鳴 雪 翁 宅大會 席上 運座」 

とも ある。 さう して 「桃 雨、 得 中、 松 宇、 猿 男」 などい ふ 意外な 人の 句が 列記して ある。 句會 

席上の 句作 及 批判の 手段と して 今日 一 般 的に 行 はれて るる 「運座」 とい ふ ものが、 私達の 仲間 

に 探 用され たの はこの 時分で あり • 月並と いふ 言葉が 原語の 意味から 遊離した 他の 意味 を 持つ 

やうに なった の も、 亦た 此の 時代の ことて あった。 

二十 五 年の 夏歸 省した 時の 「松 山铙呤 集」 にも ある やうに、 當時 子規 はま だ 句會^ 上の句 作 

方法に ついて 適當な 作法の ある 事 を 知らなかった。 松 山から 歸 京した 後 も * 非 風. 飄亭 らと會 

合して、 競り 吟を 一 曆 切り詰めた ともい ふべき 一 題 百 句、 讀 込み 百 句な ど を やって ゐた。 子規 

が 「運座」 とい ふ もの を覺 えたの は、 其の後 間 もない ことであって、 判然とした 時日 はわから 

ない が、 恐らく 二十 五 年 十 I、  二月の ことであった d 子規の 「日本」 に 「獺祭 書屋俳 話」 を揭 
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載して ゐた 一 種の 反響と もい ふべき ものて、 當 時の 「椎の 友」 と名づ けられて ゐた 一 派の 人々 

と會 合する 機緣を 得、 始めて 「運座」 の 方法 を敎 へられた のであった リ 桃 雨、 得 中、 松 宇な ど 

いふ 人々 は 北.、 の椎の 友の 一 派で あつたの だ。 會社 銀行員" 官吏、 敎師 など， 皆 それぐ の 職業 

を 持った， 總て 子規より は 年長の 人達の 寄 合であった。 私達 を 相手に しての 會 合と は • 自ら 席 

上の空 氣も 違って ゐた、 それに 今までの 內證の 句作と は刖な 公開 的な^ 味 もあった。 何ても 一 

夜の 中に 二 囘三囘 と 運座 を 重ねて， 遂に 徹夜した こと もあった とい ふ。 二十 六 年の 鳴 雪 宅 

で 十三 人の 大會を 開く までに は、 鳴 雪 も 子規の 誘 ふま、 に 其の 席に 列して， 旣に椎 の 友 連に 馴 

染 であった ことが わかる。 鳴 雪の 述懐 談を きくと， 子規が 來て、 運座と いふ 大變 面白い 方法 を 

知った が、 ゆ ふべ も 徹夜て 句作した ほどだった、 却々 愉快 だから 一度 臨席して はどう かとい ふ 

ので 連れられて 往 つたが， 一 囘濟 むと あと を 追つ かけて やる ので， 誰が 高點 だ、 ィャ 勝った の 

負けた のと 終夜 賑やかな ものであった とのこと だ。 少 くも 新ら しい 輿 味で はあった であらう が 

それが どれほどの 刺戟に なった であらう か は、 前掲の 手紙の 中に 「此 中には 月並 連中 も 多く 候 

故箇樣 にして 勝敗 を 決し 候 杯 は 小生 餘り 好み 不申 候へ ども 板挟みの 姿に て 無 致 方 候」 と； 百 ひ 「此 
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頃の 様に 俳句の 競爭杯 盛に 相 成 候 ひて は 東京 諸^の 句 皆々 多少の 俗 氣を交 へ 自然 又 は 故意に あ 

てこみ 杯 を やりい やな 事に 候」 と 言 ひ 「愚考に て は 諸氏の 句 中 右のより はよ き 者 澤山有 之 候へ 

ども 大方 は 評判 わるく 候」 と 言 ひ、 私達 少年の 作 を 評して 「大兄 及旭溪 子の 俳句 皆々 面白く 感 

服 仕 候 第一 俗氣の 無き に 驚き 候」 といろ くに 繰返して 言って をる ので 略 ぼ 其の 程度が 知れる 

のみならず、 此の 時分 子規に は旣に 誘惑に も 打ち勝ち、 又た 徒らに 雷同 もしない、 自己の 地歩 

を 確然と 占めて 行く、 其の 詩的 境地の あった 事 も 推斷し 得られる ので ある。 

さう いふ 立場の 相違 もあった のか * 椎の友 連中との 會合 は、 餘り 長く はつ.^ かなかった。 私 

達が 東京に 住む やうに なった 二十 七 年から 二十 八 年に かけての 句會 にも II 尤も 子規 は 日淸戦 

爭に從 軍して 姑ら く 不在て あった I ！ 1： 席す る 機會は 殆んど 無った と 記憶する。 

「月並」 とい ふ 言葉が、 今日の やうに 一般的に 成語と しての 社會的 意味 を 持つ やうに なって 

から、 最早 約 二十 年を經 過す るで あらう から、 今日 三十 歲 前後までの 靑年は * 恐らく 其の 語源 

に 就いて 何らの 解釋を 持たない であらう。 「月並」 とい ふ 文字が 最初 或る 意味 を傳 へた その 起源 

に 溯る と、 それ は 恐らく 古来の 俳 書 以外に 兑當ら ないで あらう。 「月並 會」 「月並 述中」 など、 
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主として 元祿 以後の 俳 書に 散見す る。 其の 意味 は 一 月 々 に 開く 會」 「月 々 に 開く 會に 列席す る 連 

中」 とい ふのに 外なら ない。 それ は 無論、 延喜式 や 公事 根源な どに 書かれて るる 「月次の 祭り」 

の 「つきなみ」 に 由来して ゐる。 「月次」 と 書くべき を 「月並」 とした、 それ は 文字に 對 する 知 

識と 理解の 時代 的な， 又た 或る 階級 的な 變 化と 推移の 爲 めて ある U 古代の 文字の 使 は 例に 拘泥 

する 人 は * 或は 之 を 俳人の 無 學に歸 する であらう。 私達の 仲 問で. 私達の 信ずる 詩の 領域 以外 

にある 遊戯 三昧の 俳句 及び 詩 を 理解し ない 職業的 俳人 を 「月並の 俳句」 「月並の 俳人」 として 暗 

に輕 蔑して 夾- た、 た-、. - 私達 仲間 だけの 言語 省略、 文字 省略の 習慣が、 「月次」 の 意味の 「月並」 

を 其の 原語から 全く^な 「下劣」 「卑俗」 「遊 戲」 「鼻 持の ならない もの」 「勅 定づ くの もの」 な 

ど 幾多の 複雜な 意味 を象徵 する 言葉と して 莩け とる やうに してし まった。 つまり 「月並」 とい 

ふ 簡單な 言葉が、 私達の 複雜な 意思 を傳 へる 符牒と しての 利便に 當て 嵌った の だ，、 私達 も それ 

をい つ 頃から 言 ひ 馴れ、 叉 書き 馴れた かの 記憶 は 漠然として ゐ たので あつたが， 二十 六 年 一月 

の 手紙に、 ^に 新たな 用語 例 ともなく 殆んど 無意識に 使 はれて るるの を 見る と， もう 可な り 私 

達の 間に は 使 ひ ち された 熟語であった ことが わかる。 この 言葉が， 其 後 子規の 俳句に 歸依 する 
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人 々の^に 傳播 し， 更に 社會 一般に 押し ひろげられて、 明治の 新語と して a へらお る 確定 的の 

ものと なった。 た？ 一語の 「月並」 では ある、 が、 其の 俾播性 はやが て 子規の 人格 藝 術， 言 ひか 

へ れば 子規 宗 そのもの > -社會 への 浸潤 性 を檫識 する ものと 言っても い ゝ の だ。 「月並」 とい ふ 言 

葉の 由来 を 知らない 人 も 多から う、 併し 子規 宗が どれほど 隠れた 力 を 明治 文 舉の拔 柢に植 ゑつ 

けて ゐ るか を 知らない 人 は 更に 多い ことで あらう。 
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明治 二十 五 年 十一月の 事であった。 當時 上級の 五 年生て あった 私の、 中攀の 全校 生徒が、 修 

舉 旅行と して 四 五 泊の 旅行に 出た。 さう して 宇 和 島まで 行った。 この 旅行 は學校 生徒の 修學旅 

行でなくて、 私 一人に とって 最も 記念すべき 人生への 第一歩の 旅行て あった" 私 は 始めて 女性 

とい ふ もの， 美し さ を 知った。 異性に 對 する 憧憬に 目 ざめ た。 言 は？、 懸の發 芽 を體驗 したの 

だった。 尤も 僅かに 二日 間の 滞在中、 煙草屋の 店 さきで 見初めた とい ふだけ で • 相手の 意思な 

ど を 突きと める 機會 など も 無った、 淡い 呆氣 ない 口，' マンスで はあった が、 私の 印象 は、 外觀 

が 平板な だけに 內潜 的な 深み を 持って るた。 私 は それ 以來 物忘れし たかの 様な ボ ンャリ した 日 

を 送る 様になった。 と！： 時に、 總 ての 異性に 對 する 感觸が 一 變 した。 植物の 花の 美し さ を 見る 

やうな 女性の 美し さの 世界が 眼前に 展開した。 私 は 其^ 異に 有頂天に なった。 性の 享樂 がそれ 

に 伴な つてす ぐに は 起らなかった 處 女性の 戀、 詩的の ラブ、 さう いふ ゥブな 恍惚と 憧麖 は、 私 
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の^ 生命だった。 けれども そ -れ はやが て 性に 荒む 淫蕩の 素地と なった。 其の 年 十二月 十九 

日の 消印て、 子規から 左の 手紙 を うけとった。 

世の中と かくい そがし くて、 うとく も 送りぬ る もの かな、 此頃は 何とかして くらし 給 ふらん 

と 思 ふ ものから * 煙草屋の 煙お ぼろげ にあと をと ノ めて、 つくり 物語な どもの し 給 ふと やら 

S3 え 侍りし にいと うれしく なん、 た-、 >- 書き を はり 給 ふ 日 こそ ひたすら またる、 心地 すれ、 こ 

れ にっきて 思 ひ 出したろ^ 待り、 さきつ IS 大磯 にいた つきみ-. 筵 ひゐ たる ゆ しも、 行李の 底よ 

り 大人 だち の ものし 給 ひし 何と やらい ふ 詩文 集を讀 むがう ちに、 大人の 石鐵詣 となんい へ る 

文 を：^ て • こよな く 其た くみなる に 狩 さはり、 此 ちから 此 はたらき にても のし 給 はノ、 千 言 

萬^も たちどころに 成るべし と 思 ひし を， 今 まて はこと に 紛れて 打 忘れ 侍りし を * 宇 和 島に 

ての 御 話に つきて 思 ひ 出し たれば、 ついでに 書きつ くる 也 

ふぢの 一家 歸 りしに つきて は、 うた ひの 道に はこよ なき ことなるべし、 都に てもう た ひやう 

J/\ に はやり もて ゆきた らん やうに 覺ゅ、 小川 長 尾 天 岸 はいふに 及ばず、 隊田も 少し こ 、ろ 


み 侍るな り、 小川 等は寳 生へ 折 * 出かけん とて 軎び 侍り、 又 ふぢの 、歸る 時には、 よき 便り 

なれば、 ゎづ かの ものな り ともおく り まつらん と， かねてより 思 ひしに、 その 折に はとり ま 

ぎれ て 打ち 忘れた る は * 我ながら あさましと 思 ふ 許りなる を 何とか わび 侍らん、 た、、、 心のお 

くり 物に て 許し 給 ひて よ、 發 句の 會 はさきつ ran 亭の もよ ほしに て、 靑 山の 龍 岩 寺に si きた 

り、 其 前の よは さる 人に 招かれて、 本 所の 發 句き に 一夜 を あかせし など、 いと 盛なる 事と ぞ 

覺へ 侍る、 非 風の 發句桀 は ほ、、、 來 上りて 淸 書に ぞか ゝ りけ る 

虚子は 宿 かへ しょしい ひこせ しが、 其 文に は いづこと も 番地 認め あらねば、 こなたより 文 さ 

しいだ さんよす が も 侍らず、 京都へ の 文書き 給 ふついで に そのよし つたへ 給 はれ かし 

おのれ 身の上に つきて は、 を かしき こと 少 からず、 聞かせ まほし きこと 多 かれ ど， 半 は 世の 

俗事なる がうる さければ 省きつ。 發句も 此頃は 足利時代の みしらべ ぬる もの 故に、 みづ から 

つくる わざ はお こたり つ。 されば これ 見 給へ とて^い つくる 句 も 侍らず。 本意な き^-にこ そ 

十二月 十九 日  のぼるより 

碧 梧桐 詞 伯へ まるる 
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n: 花に はげた 頭 や 古頭 巾 

0 こ の 寒さ 君に^る  >- あしたより 

(此の 手紙 は事實 の 史料になる ことが 多い。 「靑 山の 龍 岩 寺」 のき は、 飄亭 が徵兵 適齢て 入營し 

た 翌^の 會で、 Hz じ ブラ 兵 仲 M の 佐 藤 肋骨 や 仙 田 木 1： 杯 を 語らって 開いた 會だ。 「さきつ 頃」 

と あるから 十 一 月の 末 か 十一 の 始めて あ る。 「共の 前の 夜 はさる 人に 招かれて 本 所の 發句 

會に 一 夜 を あかせし」 と あるの が、 前に 言った 椎の 友の 連中との， 初會 で- 本 所の 家 は 恐らく 

^藤 松 宇 方 を 指す。 非 風の 句椠 とい ふの は、 どうい ふ 手 遠 ひて か、 現に 私の 所持して ゐる當 § 

時の いろんな 句 # 草稿な どの 中に 交って 「案山子 集」 と 標題 を 置いた^ ぢ 本が ある • それ を^ 一 

ふので あらう。 案山子 集 は 四季に 分けられて ゐ るが • 私の 處には 春 I 秋の 三册 しか 見出され 

ない。 季題 分けに した もので， 當 時の 私ら 仲間の 句 許りが i めて ある。 子規^の 句集で は、 

其 後に 國民新 S 社から 出た 「新 俳句」 が 最も 古い ものであるが、 其 前に 旣に 句集發 ^の 計 劃 

もあった らしい。 併し、 この 「案山子 集」 は 遂に 出版され なかった。 それ は^ 褐ニ 十六 年 1 

月の 手紙に 「新 海 半 快^" 昨今 轉地療 狻 也」 と ある 通り、 非 風 は 當時肺 を 犯された 重病に 罹 


つた 爲め、 計 劃 挫折した のか も 知れない。 

「おのれ 身の上に つきて は」 云々 は、 何とも 考 へられない。 或は 「日本」 入社 1 件な どで あ 

らう。) 

この 手紙 を 雅文 體 にして ゐ るの は、 前後に 例の ない ことで ある。 それとなく 私の 戀話を ひや 

かして、 心の 屮で あざ笑って ゐる 意味が ほのめいて ゐる。 でな くば， 私 を I つの 小說の 主人公 

として 見る やうな 與 味に 咬ら れてゐ る。 尤も 二十歳の 冬に 始めて 異性の 美に 打 たれた 私の 性的 ^ 

な 目 覺めは * 雪 固の 花木が 一 時に 迸發 する やうな 爆發 性を帶 びて ゐ たから， 其の 內在 的な 痛切 一 

味 は、 恐らく 私 以外の 誰に も 感銘し 得られなかった であらう。 子規が 興味 を 以て 迎へ、 心に 冷 

笑して ゐ たの は • 寧ろ 第三者と しで 當然の 見方て あった。 又た 子規と いふ 人 は、 總 ての 戀 愛に 

向って、 さう いふ 見方 をす る 人で もあった。 この 一 事 を 以て 歸納 する こと は出來 ないか も 知れ 

ない が、 子規の 戀 愛觀 とい ふより 異性 觀と言 つた 方が ぃゝ かも 知れない 對 女性 哲舉 は、 多く 在 

來の 東洋 的 習惯に 醸された 信條を 出て なかった やう だ。 在來 の柬洋 的^:^ とい ふの. は、 女性 を 
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劣等 視 する、 酷に 言へば 奴隸視 する， 一 人格と して 認めない * そこに 立脚す る 思想であった。 

過度な 勉强 をして、 不治の病 を 得る こと は 立派な 名譽 であった が、 女に 惑溺して 生業 を 失する 

こと は 許す ベから ざ 悪であった。 子規の 聰明 さは、 さう いふ 東洋 道德に 囚れる 事な しに、 

もっと 人生の 機微 を 洞察して ゐた であらう が、 ^の 經驗 する 處 によると、 女の 問題に 關 して は 

常により 冷 かに 兌 下す 傾き を もって ゐた。 當事 者の 心情 を 酌む よりも、 先づ 第三者と して 斷定 

を與 へる 心 持が 強かった。 櫻 餅屋のお 六に 對 する 子規の 初 戀 を * 其 後お くびに 出さう ともしな 

かった の は、 それ を 恥る よりも • むし ろ 自己 を慯 ける 醜 事と して、 跡 方 もなかつ たもの、 やう 

に 抹殺して しま ひたかった の だ。 古白が 其の 生命 を 賭した 初 戀の爲 めに、 手紙 を 書く 字 をお ひ 

始めた、 とい ふ^ 實は、 或る 感激 を もって 私達に 話した 事 もあった が、 非 風が 永く 情交 を 通じ 

た 玄人の 女と 家庭 を 持つ やうに なった 境遇に 就いては、 詰す こと すら 喜んで はゐ なかった。 子 

規が 異性 を 劣等 視す るから、 子規に 對 異性の 體 験が 稀れ であった のか、 それとも 異性に 對 する 

體驗が 稀れ であった から、 自然 冷酷に 見くびった のか、 そ は 兎も角 子規と いふ 人格に、 或る 情 

味に 炔 けた 冷たい 影の 伴隨 する の は * この 對 異性 觀の 一 而が 深く 子規の 心裡に 根ざして ゐた a 
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めでない かと^ ふ。 

拜啓其 後 御無沙汰、 近頃 日本 新聞 銑 上 文苑 瀾內に 發句加 人 仕 候處、 我々 仲 問の もの 近來 秀句 

無 之 相 困り 候、 大兄 何卒 御 投寄奉 願 候、 旭溪 子へ も 御 賴み被 下 度 候 

これ は 明治 二十 六 年 三月 十八 日の 消印て 來た端 書で ある。 子規 派、 日本 派と 言 はれた 俳句の 

發祥 はこの 時分の ことであった。 (前に も旭溪 子と あるが， 之 は 私の 中舉 友達て、 遠山 i 澄と 言 

つた。) 

度々 芳翰を 辱う し 拜誦仕 候， 先日 中 は 神 戶迄御 出掛 之 由 御 愉快と 存候、 高濱は 春休み にと て 

出京 致し 候、 柬海迢 を せらる ゝ喾の 貴兄 は 來られ ずして、 思ひ掛 なき 虚 子が 來り 候、 これ も 

春風の 景物と 存候、 虚 子の 話に て は、 貴兄 は 去年の 煙 荩の烟 まだ 消え やらで， 折々 恍惚と fK 

人の 姿拜 ませ 給 ふよし、 それに 付て 勇氣を 失し 勉強 もやめ 給 ひしと か、 果して 然る や 否や、 
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J^uc "里 を资 てての 嘴 なれば 保證 はでき ず 候、 兎に角^-用心^^ 

竹 村 尊兄 御^ 婚之由 目出度 候 * 其 節 小生の 贈りた る 句 

島^に 梅も殘 りて 初樱 

貴兄 は 定めて 名句 を^られ しならん 

貴兄 先日 來度 * 芳呤御 惠投被 下 難 有 候、 が 一 向に 振 ひ 不申候 は 如何 

は 粥の 薄き を爲 を 

!i 代 守 時雨に うとく 老 に】 け り 

卒爾に も 死ぬ る 覺悟か 雉の 聲 

S 殘 りて 獨り 火鉢に^ 雨け る 

五つ子 を 酒の 片荷 ゃ山樱 

0 の 花や 兎角 花に はなり かねて 

サ s 代と 共に そだつ る螢哉 

等の 名： ^ 監に贵 兄獨 得の 長所と して 他に 比な しとて、 小生 常に 俳友に 向って 誇稱 せし 所なる 


に、 近頃 拜兑の 句 は、 一句と して 右 等の 句の 片腕に 足る 者 とても 無 之、 丼 だ 失望 致し，"、 先 

日^ 子 滞在中 1 會相催 候 ひしが、 虚子 中々 に ふる ひ 申 候 

猫の 戀 落花の 雪に 迷 ひけり 

菅笠の 花ち る 中 を 上り 行 

京女 花に 狂 はぬ 罪深し 

等に 御座 候 取りい そぎ 候 ま  > あら^^ かしく 

四月 十四 n 午前 一 時 過  子 規 

秉詞兄 几 下 

紅梅 や 萬？ f ばかり 烏帽子に て . 

燒 跡の 道に なった る 柳 哉 

花 ゆ、 て 王子の 森の 黑さ裁 

舂日 野の 女く さ - ょ花堇 

よく 見れば 薄 紫の 蜆 哉 


—  210  — 


HI  .w やお 刀の 居る 穴居らぬ 穴 

春の 日 ゃ詖の ひもの^ ゆるみ 

^もはや 蛀 なく 也 手水 鉢 

御 叱： 止 可 tMT 候 

次で 四月 十四日の 消印で 来た 手紙て ある。 子規が 私の 不勉^ を 案ずる 督勵 的の 師兄 としての 一 

衷！ S は 言外に^ み 出て ゐる。 猛 はこの 手紙に 接して， これで はならない、 と 人知れず 昂脔 的な 

悔恨 を 感じた 事を覺 えて ゐる。 異性の 爲 めに 私の 生活の 大事な ものが 诚茶々 々に 破壊され る戰 

慄に^ はれた 事 を 忘れる 事 は W 來な い。 併しながら， 今日 第三者と して 見る 時 • 不可 抗 とも 一一 目 

ふべき 性的：^ 革 を來 した 私と いふ 者に 對 して、 深く 洞察しょう とする 明敏な 透徹 さを缺 いて は 

ならない だら うか。 少年の 當 然ブッ かるべき 人生 行路の 第一 の難關 に^ ひ を 潜める 情味の 抱擁 

的^ かさ は どの 文字から も 響いて 來 ない。 寧ろ 子規 は 嘗て 自分が 試みた やうに， なぜ 異性に 對 

す る雜念 を：： 十く 振 ひ 落さな い か を 責め てるる の だ。 我々 の 究極の 目的に 到達す る 途中の 障害 は 


事相の 如何に 關ら ず、 て を 排除しょう とする の だ。 子規の やうに 理性に 勝って、 早く 前途 を 

見 透して、 大きな 理想 を 抱いて • しかも 尙ほ 或る 成枭を 握らう とする 野心、 それ は 人 Si として 

一番 正しい、 純潔 無垢な、 集中した 精力の 旺盛な 寧ろ 殉敎 的と 言っても い、 野心に りって^ い 

てゐる 人の、 當然 採るべき 批評 的 立場で もあった の だ。 


二十 果て 知らず の 記の 旅 

明治 二十 六 年 六月の 半ば 頃、 子規 は瘧を 病んで、 しばらく 病床の 人と なった。 瘧が やっと 落 

ちた 時分に 氣管支 炎ても 起し さう に 咽 を 患った。 自分の 肉體 の炔陷 * 一度 血 を 吐いた 不治の病 

痫、 それ は 忘れよう としても 忘れる ことの W 來 ない 刻みつ けられた 印象に 惊ん でるた 子規 は、 

「かう いふ 時に どこかへ 靜 養に」 とい ふ 旅行 癖 を 一 屁 力強く 主張し * ぢっ として をれ ない 者の 

やうに 强 調した。 時 S1 と金の 有無 は 第一 一段の 事と して 個々 に 持って ゐる 生存 慾 を 赤裸々 にさら 

け 出す ことが * 子規に とって 正 當な檨 利で も あり、 又た 心から 愉快な 衝動で もあった。 

よく 治り 次第、 何處 かへ 行かう， 今度 は 少し 遠方へ 行かう、 松.^ 邊 まで 行って 兌たい、 あれ 

から 芭蕉の あと を 追って 奥州へ 出る の もい. -、 仙^に は A がるる、 あいつ を 驚かして 鳴子 溫泉 

あたりの 山の 溫眾に ゆっくり 浸らう * さぞ 時鳥 ゃ爲が やかましい 位嗚 くこと だら う  , こん 

な^ 想 を 描いて、 一 人で 旅行 氣分を ゆった 事 も 幾度だった であらう か。 
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併し これから^ 中に 向 ふ 際で あり、 病後で はあり， 書生 時代の 強行軍 は 聊か 謹むべき であら 

う、 と 言って 觀光 W の やうな 松 島兒物 をす るの も^ 腹 だ。 變 つた 思 ひっきで， 人 を あっと 言 は 

せな くと も、 成程と 首肯させる やうな 方法 はない もの か * いつも 同じ こと を 繰り返す 惰 生に 缚 

味 を 持たない、 さう して 新ら しい 考案 を 生み出す 理智に 富んだ 子規 は、 この 旅行 を どう 仕 生か 

すかに 沒頭 する のて あった。 

新聞社の 方で も 旅費 を 補給す る ことにな つて • いよ. （- 堂々 と 旅行に 出た の は 七月 十九 日の 

朝て あった。 子規の 選んだ 旅行の 方法 は、 各地 方に 散在して るる 比較的 有力な 宗匠 を 訪問して、 

1 つ は 俳句 上の 風 交 を 求め、 他 は 斯道の 閑談に 耽って、 旅行の つれぐ を 慰めようと いふので 

あった。 山水 風雨 を 伴侶と しての 旅行 以外に、 多少の 人間味 を 加へ ようとし たのが、 今までの 

旅行と 全く 趣き を 異にして るた 點 であった。 子規の 考へ では， 俳句 上の それまでの 知識と 理解 

と兒聞 は、 斯道の 古兵ら しく 考 へられる 宗匠 輩 を 相手に しても 遜色の ない 自信が あった。 どう 

いふ 方面の 話題 を提佻 されても 談じ 負ける 患 ひはなかった。 彼等に 勝た うとい ふ のても なけれ 

ば、 又た 彼等 か." 新ら しい 知識 を 得ようと いふので もなかった。 まして 宗匠 を 我が 笾へ 引き 入 


れ ようとい ふ g 化 を 意^す る 企て ％ もなかった。 宿屋に ひとりつ くねんと して ゐる時 問 を Si い 

て、 俳句に つながる 談敵を 得る 位の 無雜 作な 無 邪氣な 出来心に 過ぎなかった。 

それで 子規 は， 少し は 風采 をつ くって 行く 必耍 にも 迫られて、 草鞋 も はかず、 脚絆 もっけず 

おろし 立ての ヂ 力ば きの 駒下駄に、 裾 を 引きずった 袴と いふ 姿で 首途 したの だった。 子規が 自 

らい ふやう に 「紳士 旅行」 の 其の 最初の もので あり， 叉た 其の 设 後の もので もあった。 

この 旅行記 は 「はて 知らず の 記」 と 題して、 新聞 「日 木」 に述 載され た。 上野 を ふり 出しに 一 

して、 始め 松 島 を觀、 廣瀨川 を 溯って 楣岡， 大石 田に 出て、 最上 川 を 下って 酒 田に 泊 * 象 潟 を ？ 3 

過ぎて 北上し * 本庄 より 秋 田に 入り 大 曲に 行き 渴田溫 泉より 黑澤 尻に 出て、 水澤を 一見して、 

八月 一 一十 日歸 京した のて あった。 

上野 を 立った 日に * 子規 はかね て 紹介 狀を vs. つて ゐた 宇都 宮の某 宗匠 を 尋ねた。 若し この 夜 

屋を 震撼す る やうな 大 雷雨が， 欝積した 塵氣を 一 掃す るので なかったら、 子規 は 恐らく 其の 宗 

匠との 對 坐に は 堪 へなかった であらう。 人 問 味に も 藝術昧 にも * 何ら 觸れる ことのない、 其の 

癖 坐 作 進退に 四角張った 禮義を 守って ゐ なければ ならない、 ^虚な 應 對は、 先づ 子規の さほど 


重き を 置いて ゐ なかった 期待 を さへ うら 切った。 倦怠 そのもので 終始した。 北ハの 翌日 は 須賀川 

に 下車して、 又た 某 宗匠 を 尋ねた。 須賀川 は 芭蕉 當時 でさへ、 等躬 とい ふ 俳人が みて、 軒の 栗 

で^ 名に なった 土地であった。 が、 若輩に 見えた 子規 は更 らに齒 ひせられなかった。 當時柬 京 

で 有名な 宗匠と 言へば、 金羅、 轮雄、 永 機な どて あつたが、 斡跺門 にても 入って * もっと 勉强 

するとい  >- など >- 頭から 敎訓を 垂れる のみであった。 

この 二 夜の 經驗 で、 子規 は 改めて 自己 を 中心に した 句の 問題 を 考察せ ねばなら なくなった。 

今まで 潜在的に 懷 抱して ゐた藝 術 的の 自己 期待 を、 或る 水平面から 押し出した やうに 一 つの 指 i 

檩 として 見せつ けられる 氣がレ た" 裏切られた 苦痛と 倦怠の 重苦しい^ 氣の屮 に、 新ら しく 芽 一 

生える 自己の 姿 を 見て、 人知れず 快感 を 喚ぶ ので もあった。 

職業と 遊戯の 觀 念に 墮 して ゐる 月並 連中 を兒縊 つて るても * まだ 斯道の 先輩て ある， とい ふ 

因襲 觀 念が、 子規の 意識の どの 邊かを 支配して ゐた。 書生 俳諧と 謙讓 してい ふ 挨拶 は、 必ずし 

も禮俵 上の 空虚な 言葉ではなかった。 併し この 二 夜の 經驗 は、 地方に 宗匠 を稱 する 人物の、 人 

格識兒 のゼ a である こと を 遣憾 なく 暴露して しまった。 子規の 理解の 朦朧と して 十分. 正確に 摑 
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み 得なかった 姿 を、 餘 りに はっきりと 些の 陰影 もな くむき 出しにした. - 子規が 其の 淺^ さと 無 

能 さ を 覺 した 事 は、 同時に 自己の 詩的 立場 を 明白なら しめる 所以であった" 子規 は尙ほ 旅行 

をつ、、. - けながら、 頭 はこの 問題で 一杯に なって ゐた。 

社會 的に 或る 野心 を 持って ゐた 子規と して は * 單り 自己の 詩的 立場 を 明白なら しめる のみに 

落着いて は をれ なかった であらう。 芭蕉の 創造した 幽玄 靜 寂の 世界， 少 くも 不易 流行の 門を體 

得した と 自信す る 子規が、 彼ら 淺薄 無能の 宗匠 輩に 蹂躪され てるる 俳句の 眞髓 を、 其の ま、 傍 

觀 して 過ごさう と は 想像され ない の だ。 子規が 俳句 を 宗匠 輩の 手から もぎ 取って、 其の 正しい 

道の 上に 歩ませようと した發 心の 動機 は、 言 ふまで もな く 複雜な 心理に 萌して るる。 併しな が 

ら、 之 を 明白に 自己に 意識し、 又た 社會 的に 呼猇 しょうと した 最も 手近い 因由 は、 この 果て 知 

ら ずの 旅行の 首途 であった こと を、 强ち 拒否し 得ない てあらう。 

初めは 無雜 作に考 へた ことが、 結枭に 於て 可な り 重大な 意味 を 持つ やうに なった。 世の中の 

搴 でさう い ふ 例 は 必ずしも 珍ら し いとする に 足らぬ。 

この 旅行に 出かける 前に、 私 宛に 左の 端 書が 来た II 明治 二十 六 年 六月 二十 九 m 附 II 
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度々 御 書面 拜兒仕 候へ ども、 K はいつ 御 返事 致せし やら 不分候 次第 御 容恕被 下 度 候、 莨 は 小 

生 本 月 十日 頃より 臥 褥に打 過 候 (肺に 非ず 瘧也) 故、 どこと もへ 御無沙汰、 いづれ 快方 之 後 

は 早々 松 島 地方へ 出掛る つもり、 共 節 ゆるく 御 返事 可 仕 候匆々 

次で 七月 二十 三日 郡 山 消印の 左の 書 狀が來 た。 

啓 仕 候、 幾度 か 芳翰拜 見 致 候と は存 候へ ども、 病中 又は 病後に て 御 返事 も 致さず と 存候ひ 

らに御 詫 申 上 候、 高濱 若し 歸鄕候 は J 小生の 事大 方 御 聞 取と 存候 (先日 高濱へ 一書 差 出遛候 

： 故) 約言 すれば 瘧 落ちて 身 體衰 へそ こへ 少々 の 氣管支 炎に 惱 まされ 候 次第に 候、 最早 醫師に 

許れ て 去る 十九 日 東京 出立、 紀行 は いづれ 新 間に 載せ 候 故 それにて 御 覽被下 度 候 

此頃は 小川 天 岸 共歸鄕 なれば、 藤 野の 家な ど は 一 寸位 傾き 候 事と 存候 

小生 此 度の 旅行 は 地方 俳諧師の 門 を 尋ねて 旅路のう さ を はらす 覺悟 にて、 束 京 宗匠 之 紹介 を 

受け 、巳に 今 n 迄に 二人お とづれ 候へ ども * 莨 以て 恐れ 人った る^ 第に て， 何とも 巾 様な く、 
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前途 茫茫饅 早 宗匠 訪問 を やめん かと も存 候^に 御座 候、 俳諧の 話しても 到底 聞き分ける 事 も 

てさぬ 故、 つまり 何の 話 もな く、 ありふれた 新 咄 どこに て も 同じ 事ら しく 候、 其 癖 小生の 

年若き を 見て 大に 輕 蔑し、 ある 人 は 是. 非み き婢 門に はいれと 申 候 故少々 不平に 存候處 • 他の 

奴 は 頭から 取り あはぬ 様子 も 相 見ん 申 候、 まだ 此後 どんな やつに あ ふか もしれ ずと 恐怖 之 至 

に 候 * 此熱 いのに 御行 儀に 坐りて、 頭ば かり 下げて ゐ なければ ならぬ とい ふ も 面 白 からぬ 事 

に 候 • せめて は これらの 人々 に、 內藤 翁の S 心の 百 分 一 を わけて やり 度 候、 半 紳士 半 行脚 之 

覺悟 故氣樂 なれ ども、 面白き 事 は 第】、 名句 は 一句 とてもて きぬに 困り 候、 小生 は 今日に 於 

てんの 1 諝を 明言 致し 中 候、 名句 は 菅笠 を 被り 草鞋 を 著け て 世に 生る 、ものな り 

先 は 大峪惡 旅 店 之 腹 立ち まぎれに しるす 

七月 二十 1 日  子規 子拜 


多少 は新閗 へのせ 候 得 ども さしあたり 拙 句數首 

S 木立 宫 ありさうな 處哉 
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我 部屋 は 茶代 も 出さぬ あつ さ 哉 

山 里 の 桑に 晝顏 あはれ 也 

S 川 や 馬つな ぎた る 橋 柱 

掛 茶屋 は 盧 生に 似た る ひ る ね 哉 

狂句 多 けれども うその 句 は 無 之 候、 紀行と 思 召 被 下 度 候 

最後に 得意の 一 句、 田舍倾 ！^赞、 夕顔に 昔の 小歌 あはれ 也 

七月 二十 一日 は * 旅に 出た 第三：； I 目であった。 郡 山の 宿屋が * この 未 來の大 詩人 を 知らな か 

つた 冷遇ぶ りに 三日 問の 不平 を^ 發 させて、 せめて 胸中の 欝を散 じょうとした 跡が 慼々 として 

見える。 「名句と は」 の 格言め いた 一 語 も、 小舉 生の 作文 式な 嫌 ひ は あるが、 昂奮した 感情 を 極 

端に 言 ひ 表 はさう として、 態と 特異な 形式 を 採った ので あらう。 

子規 はこの 次の 夜、 本官 在 南 杉 田の 遠藤菓 翁を訪 うて 「氏 は 剛毅に して 粗糲に 失せず 樸訥に 

して 識見 あり 我れ 十窒の 邑に斯 人を捋 たり」 と 書いて ゐる。 始めて 談敵を 得た 喜び は、 其の 文 


外に 溢れて るる。 この 菓翁は 後に 明治 三十 九 年 私が 全國 行脚 を 志した 時 も， 態々 人 を 派して 私 

を 其の^ 栖に誘 ひ、 十餘 年の 昔話 をして くれた ことがある。 

菓 翁との 對談を 最終と して， 共 後 子規 は 宗匠 訪問 を斷 念して しまった。 恐らく は签 疎な 醜惡 

な 對人關 係で 對 山水 關 係の 淸 淨な充 莨した 詩境 を撩亂 される こと を 忌避した のて あらう。 松 島 

の 觀瀾亭 に 行った 時の 感想 は、 この 旅 中の 不平 不滿が 近因 を爲 して、 や、 誇大に 失する かと も 

思 はれる 程、 子規 自身の 懐抱 を 物語って ゐる。 

吾 一 介の 窮措大 固より 朔を 横へ て 千 軍 萬 馬 を 走らす るの 勇 無く、 手 を 拱して 一 州 一 郡 を 治む 

るの 能な しと 雖も 共意氣 昂然たる 處に 於て お- 敢て 人に 譲らん や。 況んゃ 風月の 權に 至りて は 

大明を 驚かし^ 馬を瞞 する の 乎 段 を 以て 猶 且つ 之 を 一 書生の 手より 奪 ふべ からざる を や —— 

はて 知らず の 記 II 

豐 太閤と 伊達 政 宗を向 ふに^して 大 見え を 切って ゐる處 に、 子規の 若さの 血の 脈々 と浪 打つ 

てゐ るの を 感ずる。 ^より 漫然と して 芭蕉の 後塵 を拜 する 松 島 耽美の 俳諧 者 流で は 無った。 
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二十 一 吉 田の しぐれ 

明治 二十 六 年の 九月に は * 私 も 中學を 了へ て 京都の 第三 高等 中舉に 來てゐ た。 舉 校の すぐ 前 

にあった 靴屋の 二階に 間借り をして 虛 子と 同棲した。 

この w 月の 春休み に 一 寸ト： 京して あち、 1 ちの 句會 などに 出た 虚子 は、 もう 中學 時代の 虚 子と 

は 殆んど 一 變 して ゐた。 酒 も 飲めば 女の 話 もす る。 殊に 舉 校て 用 もない 課目 を 習 ふ 割り 當て舉 

問 を 嫌って， もっと 自由な 擧 校へ はいりたい、 など 、言って ゐた。 昔の 寡默從 順な 聖人 は、 醉 

つて 氣焰を 吐く 未 來の大 文 學者氣 取りの 覇氣 横溢な 青年に なって ゐた。 それまで は 私の 方が 兄 

顆 をして、 句ても 文章で も 一 歩 を 先んじて ゐる やうな 氣 もして ゐ たが、 自由て 大 瞻で才 氣煥發 

する 此 頃の 虚 子の 前に は、 何となく 主客 轉 倒した やうな 暗示 を與 へられる のだった。 つまり 今 

まで 家庭の 温かな 籠の 鳥であった 彼が、 籠から 放 たれた 大氣と 痰 野に 翻 翔す る 愉悅に 躍り あが 

つてる たの だ。 


其 頃 同級 稈 度の 同 目的の 幾人 か -, 寄り合つ て 無聲會 と いふ 會を 作って ゐた。 毎月 廻 覽雜誌 を 

出したり した。 何 か 深く 思 ひ 込ん て ゐた虛 子 は！ 一 十六 年の 冬休みから 學校を やめて 上京す る 事 

に 決した。 其の 迗 別の 爲 めに 無 聲會で 寫眞を 撮った のが、 今でも 遣って ゐ るが- 紙 捻の 絲 でと 

めた 木紛羽 弒を涪 た^子の 傲然と して 總てを 見下して ゐる やうな 氣慨 は、 其の 眉宇の 問に も ほ 

のめいて ゐる。 三 高 入 舉當時 私達の 保證 人であった 栗 生 氏の 細君 は， 其の 寫眞を 見て • 虚 子の 

熊 度 容姿の 變り 方に 驚いて ゐた。 虛子返 學の報 は、 同じ 國 から 出て るた 同じ クラスの 誰 を も 呆 

然 たらしめ た。 「へえ、 きょさん が …… 」 と は 一 様に 發 した 嘆聲 だった。 

虚子 のこの 退擧 は、 言 ふまで もな くもつと 自由な 勉强 をす る 意味に 外なら なかった ので ある 

から • 其の 斷 行の 意味 を 理解し、 其の 前途 を 祝福した の は、 恐らく 私 一 人であった であらう。 

私 は それ を羡望 するとい ふよりも むしろ それほどの 自信と 決斷を 持たなかった 自分 を恥ぢ た。 

のみならず、 上京した 虚子は トンく 拍子に 文學 者の 仲間入り をして， 其の 製作が 世間に 持て 

囉 される^ 馱を揚 ぐる 聲をも 夢幻の 間に 聞いた。 . さ うして、 自分 は いつまでも コッ^.^ 高等 中 

0, 大舉と 重箱 詰めの 生活 を 送らねば ならない のか、 と 1 人と り殘 された 神樂 丘の 冬 木の 筌 を 
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眺めて、 不 S. 斐 ない 孤獨の 淋し さ を 味って ゐた。 

そ は 兎に角、 この 冬 除隊に なった 飄亭が ゆく りなく 私達の 下宿 を 驚かした。 私達の 下宿 を， 

「虚桐 庵」 など  >- 言って ゐた 其の 二階て、 飄亭 歡迎の 句會を 開いた" 十二月 六日、 九日の ニ囘 

開いた。 共の 原稿に 飄亭が 「吉 田の しぐれ」 「二度の しぐれ」 と 題して るる ニ卷 が、 私の 手元に 

ある。  、 

三 高の 校友 會雜 誌に- それまで 私達の 句 や 俳 論め いた もの を 投じた こと もあって， 一 二 俳句 

の 詰な ど を 聞きに 來た人 もあった が、 それらの 人 々がー 堂に 會 して、 句會 らしい 會合 をした の 

は、 この r 吉 田の しぐれ」 が 其の 最初であった。 且つ又た 東京の 子規のお 膝下で なく、 地方で 

子規 派の 句會の 催された の も 恐らく 「吉 田の しぐれ」 を嚆 矢と する てあらう。 翳亭の 入洛 は、 

た^-奮 知であった 私達 を 驚かす 赵 交の 一 卽 興に 過ぎなかった が、 子規の 事業、 其の 公的 發展の 

I 過程と して、 潜在的に 可な り 重大な 意義 を 持って ゐ やうと は 誰が 想像した であらう か。 この 

會 合が 因 をな して、 やがて 二三 年の 中に、 京阪 滿月會 の 旗 上げ を 見る やうな 結 架 を 見ようと は 

誰が 推 想し 得た てあらう か。 


「吉 田の しぐれ」 の笫 1 日に は. 秋 竹， 鳥寸、 岐山、 蟻 白な どい ふ 人達が 私達 一 二人 以外に 寄 

つて ゐる。 秋 竹 (姓 竹 名修、 文 舉士、 大正 八 年頃 殁) は 故 鄕の问 窓で あつたが、 其の 他の 

人 は 姓名 存否 を も今審 にせぬ。 第二 日 は 私達 三人に 鳥寸を 加へ た 四 人であった。 寒 川 鼠 骨、 大 

谷繞 石、 阪本叫 方 太な ども 前後して 我々 仲間に 投じた のて あるが、 この 時には まだ 加って ゐな 

い。 中 川 闪明* 相 島 虚吼、 水 落 露 石な どの 京阪に 名のり を 揚げた の ほ 更らに 三 五 年後の 事で あ 

らう。  一 

當 時の 運座で どんな 句 を 作って るる か、 一 二の 作例 を 「吉 田の しぐれ」 ニ卷 からこ、 に拔萃 ^ 


して m ほく。 

まかり 出る これ は 近 處の鉢 叩  飄 亭 

雪佛 さま にと けて しま ひけり  同 

あの 島へ 水鳥 ふ はり 哉  同 

畑 人の 名所と しらで しぐれけ り  同 

蜣殼 のまが き 寒け くさす 日钺  同 


しぐ る  >- や 八瀨の 荷馬の なき そろ ふ  同 

三 ッ四ッ は 若く 見せけ り 頭巾す がた  秋 竹 

冬木立 屋根の く づれも あら はなり  岐 山 

頭巾 着て ことしの くれ を 八 瀬の 里  蟥 白 

鉢 叩け ふは柬 寺に しぐれけ り  虚 子 

湯 婆の 都の 夢の ほの くと  同 

炭賣 りの 片荷 夕日に 賫れ续 る  同 

しぐれ 來 ゃ牡螭 むく 家の 薄明り  同 

水鳥の 鳴く 時 城の 夕日 かな  碧 梧桐 

木 曾 ひくし 落葉す る 山し ぐる 山  同 

砂の 中に 海鼠の 凍る 小さ 、よ  同 

阪 本の 初冬 白き 湖水 かな  同 
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二十 二 寫  生 

子規の 藝術的 モット— は、 殆 んど寫 生で 終始した と 言っても い、 ほど、 有りの 儘の 自然 を 尊 

重す る觀 念て 一杯て あった。 寫 生と いふ 意味、 寫 生と いふ 言葉， それ は 恐らく 油 «, の 窗 らした 

精饕 上の 新たな 傾向に ヒント を 得、 且つ 其の 用語 を も 踏襲した に 過ぎなかった。 であるから、 

寫 生と いふ 簡單な 言葉 は， 時と場合によって いろんな 意味 を 持って ゐた。 俳句が 芭蕉の 幽玄 味 

を 曲解して、 淺 薄な 主觀に 拘束され たが 爲 めに 月並に 墮 して 往 つた 其の 反動と しての 寫生 は、 

主觀 化に 對 する 客 觀化を 意味して るた。 江 戶文學 が 文字の 遊戯に 沒 頭して、 眞の 事相に 徹しよ 

うとし ない 上 すべりな 洒落 や 皮肉への 反動と しての 寫生 は、 ゥ牛ッ トに對 する 眞實性 を 主張し 

てるた。 和歌の 萬 葉 集 を推稱 して、 古今 集 以下 を 月並で あると 篤 倒し、 漢詩の 唐詩 選まで を擧 

げて、 宋 以後の 詩 は 文字の 技巧で あると 喝破した、 寫 生に 立脚す る 批判の 意味 は 技巧に 對 する 

內容 論て あった。 一般的な ヒュ— マー 一 ティ を 甘い 卑俗な アイデア リズムと して 輕 蔑し 超人 ぱ 
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的な 解脫と 悟入 を 現實に 求めよう とした リア リ ストと しての 寫生觀 は、 藝 術の 情趣 化に 對 する 

思想 化ても あった。 

尤も 子規が • かやう に 複雜な 意味 を 持つ 寫 生の 意義 を 十分 自己に 體 得して、 藝術 的の 命の綱 

を摑ん だの は * 日淸戰 爭に從 軍した 後の 事であって、 其の 肉體が 病魔に 釘 づけに される のと 反 

比例に、 寫生論 を 高潮して 往 つたの だった。 自然 其の 芽 生 時代に あたる 明治 二十^ 六 年頃に は 

まだ 左様に 確乎と した 根柢 は据 つて ゐ なかった。 のみならず、 其の 多くの 製作が 示す やうに、 

議論て は 月並と して 排除す る 卑俗な 思 ひっき、 頓智の 舊 習に 累 ひされて るた" 過渡的 現象と し 

て， 已むを 得なかった でも あらう が， 併し 七 部 集 を 通しての 芭蕉の 不易 流行 論を翫 味し， 中與 

五 傑 集に よって 安永 天明の 復興の 意義 を讀み 得た と 信ずる 子規 は、 早く 虚僞 を排 して 眞實に 立 

脚す る 目 覺めを 感じて るた。 前 揭の乎 紙に 「名句 は 菅笠 を 被り 草鞋 を 著： b て」 と あるの も、 單 

に 名句に 苦勞の 伴な ふ ものである 事 を 意味す るので なくて、 痛切に しんみりと 自然の 山水に 親 

む 境地 を 指示して ゐ るので あり、 「狂句 多 けれども うその 句 は 無 之 候」 とい ふの も， 同じ 意味 を 

敷衍して、 g 景 K 境に 立た うとす る 用意 を 物語って るるので ある。 子規 は 自己の 信 ずる 道 を 陰 
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蔽 する やうな 卑怯者ではなかった。 私達 仲間の 後輩に 對 して は、 殊に 其の 自信 を 強制的に 楠 ゑ 

つけよう ともした。 自然の 感化で は滿 足しないで、 無理に も 理解せ しめる 敎 化の 斧錢を さへ 屢 

展 揮った。 私達が 月並の 月並た る主觀 化から 脫 する 客 觀 化の 意味 を敎 へられた こと も 幾度で あ 

つたで あらう か。 

この r 吉 W のし ぐれ」 の 時飄亭 を案內 して、 一 二日^ 山 方面から 嵐 山 あたりまで を 散歩し 

た。 京都の 初夂 ，\ の筌は 高く 澄みき つて、 地に は 濃い？ I が 下りて ゐ た。 飄亭 は， 見る もの 聞く も 

の を 珍ら しがって、 郵便配達が ノ  P く步 いて ゐ ると 言って 笑った。 梅 畑の 婆さんの 鉗の 前掛 

がい、 と 嬉しがった。 さう して 十 歩に 一句 *  二十 歩に 1 句 を 吐いた。 それが 皆事實 ありの ま. - 

の 叙事て あって、 さう してち や ァんた 一句に まとまって ゐた。 さすがに 京 は 何でも 句になる と 

言って 豪傑 笑 ひ をした。 私 は 其の 豪傑 笑 ひの 尾に ついて 空虚な 笑 ひ聲を 立てながら、 其の 盡き 

ない 句作に 心から 驚かされて しまった。 平生 見なれ 聞 なれて ゐ たもの が、 覿亭の 句に よって 突 

化されて 行く 輝かしい 世界に 幻惑され てし まった。 

私 は 何よりも この 時 始めて 寫 生の 意義 を 明かに 體 ^ した こと を 感謝せ ねばならなかった。 人 
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の 見ない もの を 探ったり、 滅多に 氣づ かない もの を 見つける ことが 寫 生の 眞 意義て はない の だ、 

とい ふ 抽象論 を 具體 化した 詩人 瓢亭 を 心 から 渴 仰せねば なら なかった" 

其の後 間もなく 冬休みに なって、 私 は 神 戶め中 兄の 家族が 歸鄉 する 留守 を 預かる 事に なった。 

大 三十日に 迫って、 女中が 無斷 で^ 出した 爲め、 新年 かけて 十日 ほど 自炊の 己むな い 境涯に ゐ 

た。 其の 時 「冬 饉」 と 題す る 句作 日記の やうな もの を こしら へて • 後に 子規から 「この 冬の 能 

居贵兄 第一な り」 など、 譽 めら れ たこと もあった が、 其の 時の 句作 は趱て 飄亭に ヒント を 得た 

日常 些事 の 十七 字 化て あった。 

飄亭の 京での 十歩呤 は、 今 悉く 記憶に 存 しないが、 私の r 夂. \ 籠」 の 原稿 は尙 ほ保茌 されて ゐ 

る。 I 北ハの 原稿 を 第 i 著に 騷亭に 見せた と 見えて、 飄亭の 朱 引の 批評が 加 へられて ゐる —— o 

冬 ごもり 鈸 焚く ひま を！^ かな  碧 梧桐 

物う くて 二食に なりぬ 冬 籠  问 

米倉に 鼠 音すな り 冬 籙  同 

冬 籠 粥 を 焚きつ、 夜に 入りぬ  同 


こんな 句が 三 四十 行列して ゐる。 さう して 「以下 悉く 卽景」 など. -斷 つたり して ゐる。 今日 

の藝術 論から 言へば， 舉 純で 平易で、 又た 餘 りに 幼稚で あるが、 俳句が n: 並 化した 卑近な アイ 

デァ リズムから 脫 却しょう とする 反動的 第一 歩の 主張と して は、 幼稚な 寫生論 も 時代 を 區 割す 

る 重大な 意味 を^ら したの だった。 子規が 後年 大上段に 振りかざした 寫生 論 の だんびら も、 旣 

にこの 時分から 使 ひ 馴れて るた こと を 物語って るるの だった。 
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二十 111 二 高退擧 

明治 二十 七 年 は 私 I 個人に とって、 いろんた 辜 件の 起伏した、 落着かない 騒がしい 年だった。 

二月に は 子規から 殆んど 突然に 「小 日本」 の 見本 を 救 百 部 も 郵送され て、 それ もどう 處分 しょ 

うかに 戸惑 ひしたり した。 己むな く舉 校の 生徒 控 席の 揭示 版に 貼り 出して、 誰でも 取る に 任せ 

たりした。 子规が 「小 日 木」 を 创^: する に 就いて、 どれほど 日夜 氣苦勞 して ゐ たか、 それ を さ 

へ 想 見す る豫備 知識 を 私 は 持たなかった。 た, 多年の 宿題に なって るた 「月の 都」 が 其の 第一 

猇 から 發 表された ことが、 私の 胸 を 躍らせた 位だった。 「小 日本」 は氣の 利いた、 揷畫の 多い、 

調子の 高い 賑やかな 新聞だった、 と 古い 記憶 を 持って ゐる人 は、 今でも 口 を そろ へ て さう いふ。 

ァ、 いふ 調子の 新聞が 此 頃创刊 された ので あったら、 必ず 成功した であらう ともい ふ。 私 はさ 

うい ふ 批判 を 明らかに 下す ほど、 新聞に 對 する 感與も 持って るなかった。 私 は 新聞 「日本」 を 

講讀 しながら 政治 論な どに は 一度 も 目を通さなかった。 子規の 隨 筆と 俳句 攔を 見る のみて 滿足 
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して ゐ たの だ。 

四月の 末に は 急病で 父 を 失な つた。 其の 爲め 歸鄕 して * やっと 學期 試験に 入洛した。 

學 期試驗 中の 試験勉強に 草臥れて、 ぐっすり 寢 込んで ゐた 蚊帳の 中に、 意外に もこの 一 月 か 

ら 上京中であった 虚 子を迎 へる 唐突な 出來 事が あった。 

「お 1M、 どうしたん ぞな。 

「もう やめて 來 たのよ。 

「やめて？ 

「思 ふやうな^ 問す ろと ころ は柬 京に もない な。 

「へ ェ！ 

私 は 彼の 突然な 轉身 を、 たノ 驚きの 眼て 迎へ たきり だった。 虚子は 上京中 殆んど 何もし なか 

つた。 少々 遊蕩 氣分を 味った 位だった。 それで 復校して、 又た 窮窟な 重 詰 舉課を やる と 言つ 

た。 

寧 期 試験が 終る のと 同時に、 第三 高等 中學は 解散され て、 生徒 は 各地に 四散せ ねばならない 
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蓮 命に なった。 復校 を 許された 虚子 は、 私と 同期生で、 文科の 本科 一年生に なった ので ある 力 

弑達は 仙 臺 の 二 高 移轉を 志願して 許可され た。 熊 本に 行く か， 金澤に 行く か、 若く は鹿兒 島に 

行く か ヾ順當 なので あつたが、 私達 はた ^ 東京 を 通過 するとい ふ點 だけで 仙臺を 志願した の だ 

つた。 

仙 臺のニ 高 は、 選りに 選って^ 達の 意思に 反する 校風の ギゴ チ なさで 1 杯だった。 三 高 時代 

め 生徒の 自由が 極度に 束縛され てるた。 

文科の 本科 生 も、 小舉抆 生徒 IS 様に 取扱 はれて るた。 裏切られた 私违 は， 毎日 氣まづ い、 重 

苦しい 日 を 送った。 毎晚蒸 栗を賈 つて 來て は、 それ を 二人て 剝 ぎながら、 文舉 論、 人間 論、 小 

說家 論、 現代の 小說家 評論な どで 僅かに 欝を散 じて ゐた。 廣瀨川 を 下に 臨む 公園 を 夜半に 散步 

して は * 虚 子の 燈火觀 など をし みぐ 聞き 味 ふの だった。 かくて 二 年 もこの 校風に 縛られねば 

ならない 月日 を 無限に 永い もの 、やうに 思 ひなして、 今度 は 私の 方が 返 校 論 を 高調した。 復校 

して 問 もない 虚子 は、 理性で は 幾分 鈍って ゐ たが、 感情で はすつ かり 私に 共鳴した。 それで 二 

髙在 * 僅かに ニケ 月で、 斷然舉 校と 綠み絰 つた。 


十 一 月末 日の うら 寒い 日に、 私 は 一 人で 松 島 見物な ど をして 上京した。 

それまで 子規 は 新聞 事業で 多忙で あつたし、 ^は いろんな 身 邊の事 實に追 はれて， 手紙の 往 

復も殆 んど絕 えてる た。 た-、 二 一 高 入學當 時、 東京で 親しく 子規の 謦咳に 接した のみだった が， 

この 退擧 事件に 就いては 子規 も默 止し 難かった と 見え * 左の 一書 を 久しぶりに くれた。 子規が 

仙臺の 下宿 —— 大町通 五丁目 新 町 七 • 鈴 木 芳吉方 I 宛に よこした 乎 紙て • 遣って るる 唯 一 の 

ものである。 

一 

碧 梧桐 詞兄 几下  子規 拜  一 

御手 紙 拜見仕 候、 益々 御淸勝 奉賀 候、 御 申 越 之 趣に ていよく 舉校御 退^と 御 決定 被 成 候 .3 

^に めでたく 存候、 それ 位 之 御 決心なくて は小說 家に は 迚も なれ 申 まじく 天ッ 張れ 見上げた 

る 御 事 かなと 祝 ひ 申 候 * 虚子 君の 復校せられ てより まだ 半年 も 立たぬ 內 に、 又々 貴兄の 返抆 

と はよ くく 入 組んだ 仕掛に て 天 公の 戯譃も 亦お もしろ く 候 (以上 世界 觀) 

然れ ども 小生 一 侗 より 兌れば 矢 張 返 校 之 事 は 御と め 申 候、 殷鑒 遠からず 虚子 兄に ありと 存候、 


學校を やめる 事が なぜ 小說 家に なれる か 一 向 分らぬ 様に 思 はれ 候、 « 校 を やめて 何とな さる 

御 積り か 定めて 獨擧 とか 何とかい はる 、 ならん、 なれ ども 獨舉の 難き は 虚子兄 之 熟知 せらる 

る 所に 候へば 问 兄より 御 聞 取り成さるべく 候、 況んゃ 家鄕と 緣を斷 ちても 遣りと げんとの 仰 

の 決定 由、 萬 一 貴兄 獨 立して 渡世せ ねばならぬ 様になりし 晓には 何とな され 候ぞ 「た？ 一 人 

の 糊 n なれば それにて よろしき 事と 思 ひ^ 候」 との 御 詞は已 に 世の中 を 御存知な き設據 なり、 

只 一 人の 糊口 を 何とし 遂げ 給 ふぞ、 よし 糊口の 道 あるに せよ それ は 非常の 困難と 勞 力と を 耍 I 

6 

する 仕事に て、 つまり 小說瞽 くひ まなん ど は 無く， 矢ッ 張り 中舉 にぶらく して をって、 相 ュ 

間/ \ に むだ 書して 居た 方が 餘程 ましだった とい ふやうな^ に はならぬ かと 存候、 つまり 貴 

兄の 退校. は 先口の 虛子 兄と 同じく 舉校 がいやと いふ 一 點 より 湧き出した 考 にて、 舉校を 出て 

後 始めて 舉 校の 極樂 場た る を 知る の 愚 を 學び給 はぬ かと 推察 致 候 

それより もこ、 に 尤も を かしき は御喾 中 「これ 赏 に 小 子の 身に 於て 最大 激變 なり」 など、 書 

き 立て 給 ひし 事な り、 貴兄 自身に 於て 最大 激變と 思 ひ 給 ふ 程なら ば、 先 づ學校 はやめぬ 方が 

よき かと 存 候、 人^ 世界で 最大 激變 とい ふ 事 は總て 善から ぬ 事に 候、 自分 之^い ふでな けれ 


ど 小生の 退舉 せし 時 杯 は、 小生 自身に 取りて は 毫も 變 動な かりし 事に て、 一週^に 一度 登 

校せ しもの が 共 義務 を 免れし 位 之 者に て 候 ひき * 驚 は 立て ども 後な 淘 さず とか、 退^す るに 

しても 先 づ此舉 期 だけ は試驗 をす まし、 冬期 休業に は 一 曰； 御 卜： 京な さるべく 御-. g 會致候 上^ 

^可 中 上 候 (以上 個人 觀) 十月 二十 九日 夜 獺祭 書 屋^ 下に 認む 

、 J の 乎 紙で は 退 ゆ を 相談 してやった 返事の やうで あるが、 この 時 は 旣に萬 事 を 決行して るた 

後だった。 虎子 も 同 時に 退攀 したの だった が、 子規の 手前 を氣 がね して、 た, 私 一尺の 問題の 

やうに 繕って ゐ たのだった。 

^子 は退學 攻^の 鋅先 きを 避ける 爲 めであった であらう、 尙 ほしばら く 仙臺に 留まって ゐた。 

「つ まさん. おこつ といでるな」 と 二人で 話し合った 心の 屮は 息の つまる やうな 晤さ だった。 

「よく 退舉 おした な」 と眷 めら れ ようと も豫 期して はゐ なかった ので あるが， かう 冷 靜に腐 向 

ふから ドャ しつけられ やうと も考 へて ゐ なかった のだった。 

それでも 同じ クラ スの 人達が 二人の 玆^ <! "を 開いて くれた 時には、 今日から 社會の 自由 大 親- 
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で脔鬪 して、 必ず 素志 を 達して^ せる、 と 言った やうな 氣焰を 吐いて， 私 は 何 か 留^の 句 を 席 

上で 讀み 上げたり した リ 


二十 四 暗澹たる 首途 

仙臺 での 私達 二人の 下宿 は、 風呂屋の 離れ座敷 てあつた。 庭と いふ ほどの もので もなかった 

が、 緣 側に 少しの 空地が あって、 杖 にても なり さうな 大 さな 萩が 屋根の 高さに 立って ゐ た。 抆 

垂れた 枝から こぼれお もる 花 を、 庭の 出入りに 踏む 例だった。 二 高 在舉は >  この 获の 花と 一 處 

に 終始して， もう 散り こぼれる 花 も なくなった 時分に， 仙臺を 去った のだった。 學 校の 日課に 

飽 いて • 重く 寂しい 氣 分に 囚 はれながら、 下宿に 歸 つて 來 ると， 陸 奥の 高 晴れと ー1 目った 輝かし 

い 秋の 日に 照らされた 紫の 鮮やかな 萩の 花が、 いつも 新たな 盛りの 姿 を 見せて くれた。 重く 寂 

しい 氣 分が、 輕く 晴れ やかに なった。 舉 校の 道具 を 投げ出して， 緣 1- に 腰かけながら • しばら 

く無闢 心の やうに、 梢 高い 萩に 眺め 入った。 

1 體學 校の 課目て、 舆味を 持って 聽く 講義 は 何 だら う？. 今日 興味 はなく とも、 それが 他日 

何ら かの 役に立つ ものと いふの は 何？ 尤も 學 者になる つもりで、 大舉 迄の 課程 を 修得し なけ 
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れ ばなら ない 必耍 でもあるなら、 今日の いやな 課 H も、 生徒と いふ ものに 課せられた 一 つの 負 

擔 * 又は 義務と して、 目をつぶって 通過し 得る 場合 も あらう。 併し 我 々創作 を 念と する 文舉志 

望の 者が、 自分と 全然 沒交涉 な 課目、 無味 索寞な 講義に 束縛され ねばならない 所以 は 毛頭ない 

喾だ。 酒好きに 餅を强 ひると いふよりか、 哺乳動物に 爬虫類の 食物 を與 へる のと 一様 だ。 いく 

ら 食って 兑た ところて、 血に も 肉に もなら ないで はない か。 文舉 者に 必耍 なの は 签な舉 問より 

も， 實 際の 經 験て ある。 人間苦， ^問 苦の 體驗 である。 今後 五六 年の 問、 空な 舉 問に 縛られる 

こと は、 時 I！ の 上から 一 百って 不經濟 である 許り か、 强 ひて 口に 合 はない もの を鹈 呑みに しなけ ^ 

2 

れ ばなら ない 全くの 徒勞 である。 且つ 今日の 五六 年の 日子 は， 老後の 五六 年に 比して、 より 多 一 

く 重大な 意義 を 持つ 時 問で ある。 之を舉 校で 無爲に 過ごす こと は， 自己に 忠なる 所以で はない 

1 時 は 父母 兄弟 朋友に 背かう とも、 他日 文學 者と して 大成 すれば、 其の 罪 を 償 ひ^る こと は 明 

ら かなこと だ。 改めてい ふこと でもない が、 昔からの 文豪と； 一一 一 n はれる 人で、 正式に 大舉を 卒業 

した 者が 幾人 あるで あらう。 手近い 例 を 言っても >  我 * の崇拜 する 露 伴が、 どこの 舉校を 卒業 

した 肩書 を 持って ゐ ると いふの だら う。 露 伴の 文章に 犯し難い 高さと 深みの あるの も、 決して 


^問のお 蔭で はない、 た, 經^ の 賜物で ある。 經驗と  一一 ー1 へば、 我々 の やうな 世？ i 見ず .！， ゥブ 

なお 坊ちゃんて 育って 来た I が 五六 年を舉 校て 空費して、 それで 何程の 經 験を收 め^るの だ 

らう。 無事に 文^士と いふ 肩喾を 持つ 事が、 我々 の 志望に 何の 糧を 供す る ものと なる ので あら 

萩 s ほろ く こぼれる 花 を 兌る と- それが 未來を ^示す る もの  >- やうに、 a: 分の 現在に 慊ら 

ない 感想が それから それと 湧く のだった。 さう して 自分に 都合の い 理由 や 解釋を 探し 求める 

のだった。 

この 將來 に對 する とい ふよりも， 寧ろ 文. 學に對 する 一 種の 惊憬 • 言葉 を かへ て 一一 一 n へば， 

文 樂に對 して 多少の 自信 を 持って ゐた 自己 信賴 は、 舉抆の 日課な ど を そっちの けにして、 旺盛 

な^ 作 氣分を 湧き 立た せた" 擧 校の 敎 科^に， 鉛筆で メモ を 書く こと を 許さない、 と 首った^ 

逸 語の 本な ど は、 ^古の 下積みに して， 维に 紙に ひたすら 練 想 彫 文の 燈 火に 銃んだ J 

酒 を 飲み、 女 を 買 ふこと 位 は萬更 知らなかった ので も 無かった が、 仙^と いふ 兌ず 知らず の 

土地て は、 まだ 勝手 も わからなかった〕 で、 ^晚蒸 栗 を 買って 來ては * 筆 を 執る ひまに 放談 高 
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論 もして ゐた。 眞に未 來の大 文豪 を 夢想す る 精進な 態度て あり， 又た 純な 氣分 でもあった。 

阪本 四方 太 や 大谷繞 石が、 文^^ や 俳句 談を しに 來 たの は、 この 風呂屋の 裏 座敷だった と 記 

憶す る。 

私 は 第三 高等 中學 時代に、 校友へ I： 雜 誌に 俳句 論 を 書いた， と 前に も 言った が- 共の 一 つ は、 

俳句 滅亡 論で、 五 七 五と いふ 調子に 囚 はれて るる 音律 詩 は、 數 學のパ ー ミテ I シ ヨンで さへ 割 

り 出し 得る 有限の 形式で あり 其の 生命 は 限られた 或る 範囫の ものである、 と： 一目った やうな もの 

だった。 この 議^が、 當 時の 校友 會誌 編輯 當事 者だった 佐々 醒 «— 文^士， 亡 —等の 問題に な 

つて • 一 二度 反駁 論 を 交した こと もあった。 一 方に そんな 考へ もあった 爲 めて あらう、 仙臺時 

代 は 殆んど 俳句の ことなん か 忘れた やうに なって ゐた。 俳句の やうな 狭い 形式に 縛られる の は 

愚 だ、 とも 考 へて ろた。 小說 てなければ 夜 も 日 も あけなかった。 小 說を戀 する 若い 二十 二 歳の 

血 汐は、 異性 を 追求す る やうに、 盲目的に 波立って ゐ たの だ 9 

小 說を戀 する 他の 事由 も！ つあった。 それ は 子規の 「月の 都」 が、 私達の 問題に した 程-いもの 

では 無った、 とい ふ 子規の 创 作に 對 する 私達の 幻滅 的な 失^だった。 子規に 向って *  E 接 「月 


の 都」 を 評論した やうに も覺 えず、 又た 共の 話が 出ても * 通り 一 遍 のお 世 群 位で 通過した ので 

あるが- 心の中て は、 子規 平生の 主張 自信の 裏切られた、 淋しい やるせな さに 堪 へなかった。 

あれ は 寧ろ 發 表しなかった 方が よかった とも 思った。 逸に 露 伴の 敵で はない とも 思った。 さう 

して 胸の ずっとの 奥の 方に、 あの 程度の ものなら …… と 言った 驕傲な 自信 も 芽ぐんで るた。 

「子規 書簡 柒」 に 當時虚 子と 私に 宛て 書信が ある。 

拜復 時下兹 洽に相 向 ひ 候處御 淸榮御 起居 可 被 成 奉賀 候、 小 子 亦 無事 罷在候 乍 惲御放 慮是祈 .ー 

小說 熱ト： 騰 名作し きりに 生れ 候 由 見た きものに 候、 小 子相變 らず排 句 三昧に 日 をく らし 申 候、 ^ 

小說氣 なきに は あらね ど * 常 職 ある 身 は 思 ひっき 難く 打ち やりた る ありさまに 候 (中略) 

屹 然として 立つ と 云 ふ 車 碧 梧桐 兄より 御 辯 解 これ あり 了承 致 候 

(1) 寢て 居る ものに 立てよ とい ふい ふ もの， 明な り 

(二) 立て 居る ものに 立てよ とい ふい ふ もの、 愚な り 

(三) 寢て 居る もの  >- 自ら 立ち居る と 思 ふ は 思 ふ もの  >- 愚な り 

贵兄は 自ら 第二な りとの 仰 なれば 何より 結構に 候： お 然と 立つ とい ふ 事 固より 深意 あるに あら • 
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ず、 己-か 心中に.^ となく 屹 然とす る虚 あらば 是れ 吃お たるな り、 只 小生が 贵兄 等の 年齢に 於て 

始めて 大地 を^み しめし 如き 心地いた し 候 故 試みに 一 曾 こ 、 に 及びし のみ の^に 候 (以下 略〕 

これ は 十 n: 二十 五 m 附の 封書で あるから、 私達 は * もう 二 高 退學を 決する に 問 もない 時 だつ 

た。 子規 自ら 「贵兄 等の 年齢に 於て 始めて 大地 を^み しめし 如き 心地いた し」 と北ハ の 心的 目覺 

めの 機微 を 漏らして るるの も、 見の がし 難い 子規 自叙 傳の 一句で は あるが * これによ つて 如何 

に 私達が 小說 熱に とりつかれて ゐ たか、 とりつかれる とい ふよりも 有 頂-人に なって 浮かれて ゐ 

たか ノ 想^される。 私達の 力の 程度 を 洞察して ゐた 子規 は、 側面から 「屹^と して 立つ」 § 

を 提^して • それとなく 夢 遊 的な 靑年病 を覺醒 する つもりて あつたの てあらう が、 それ は 「立 

つて ゐる ものに 立てよ とい ふ」 類で あると， 寧ろ 反抗的な 氣勢を さへ 昂ら してる たのだった。 

次ぎに 前揭十 月 二十 九日 附の、 私の 退^に 關 する^ 界觀侗 人觀を 書いた 乎 紙が 來たリ 若し 私 

達が もっと 老巧であった"、 此^ 子規に 向って 當 時の 创 作な どを兑 せようと はしなかった であ 

らうが、 小說 熱に 浮れ てゐた 忘我の 得意 さで、 特に 自信の あると いふので もなかった^ 稿を迗 

つてし まった。 子規と して は 「屹 然として 立つ」 問題 以來 引きつ-、. - いて、 反 子規 熱 を豫感 せし 


める やうな 出来事であった から、 恐らく 一 ^1 の 面 あてと も享 けと つたで あらう。 子規の 怒り は 

「のぼさん おこつ といでるな」 と呑氣 に^さす る やうな ものではなかった。 矢つ ぎ 早 やに 十一 

月 二日 附の 其の 怒り を 想像せ しめる 長い 手 羝が來 た。 —— 子規 書簡集より II 

虛子兄 足下 

貴 著 小 說一篇 拜讀、 文章 は 思 ひの 外に 御上 達 面白き 事 限りなく 候、 趣向の 方 は小說 でも M で 

もな く 候、 贲兄は どこに 美と いふ 事が あると 御 思 ひ 被 成 候 哉、 樂屋落 は 美に あらず 剽窃 は 美 

にあらず 陳 锊 は 美に あらず、 扭 突の 在所 を 見出す に 苦み 申 候、 是非 直せと 被 仰 候へば 試みに 

雌 黄 を 施し 申す ベ けれども、 それ は 只 文章の 上の みの 事 なれば 何の 役に も 立ち 申さず • 何と 

して 善き もの やら 一 應御伺 申 上 候 

碧 梧桐 兄 足下 

御敎示 の 小 說拜兑 仕 候 今夜 到着 致 候 故、 先 づ卷を 開きて 讀 かけ 候 處 どうやら これ も樂屋 落 aK 

く は 思 ひ 候へ 共 • 樂屋落 も隨分 仲間に はお もしろ きものと 讀 みくて 第 四囘の 終りに 至り 候 

ま、、 本 を 投げ出して 二度と 手に とる 氣 はなく 候、 第 一 文章の 拙 さ加铽 はこれ でも あの 碧 梧 
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桐 君の 作 かと 思 ふ 許り なれ ど、 それ も それと して 置て 扨 趣向 はとい ふと 全^ は 知らず、 ^四 

囘 までの 所 は虚子 兄のと 1 般小說 の 小の 字 も 見え 申さず 候、 議論 は 美で なく 獨合點 は 美で な 

し * いやにく どく しっこく うるさく 油 こき 装飾 (文章) を 被りた る 感情 は 少しも 面白き ものに 

は 無 之 候、 俳句の 上で 考 へて 見ても 天 然物 を. 下手な 擬人法に した 程い やな 物の ない 事 は 萬々 

抑 承知と お 候、 之れ と问じ 事で 人事 を 下 乎な 擬物 法に したの は 尤もい やな ものに 御座 候 * 此 

度 の 御 著作 は 頭から 厭味と い ふ 事 許り にて かたまり たる もの と 被 思 候、 何分 後囘讀 み ^候 故 

今度 御 目に か ゝ り 候 事 あらば 其 節 御 詰 聞きながら I 讀可致 候、 それとも 後 は 面白い から 是非 ^ 

讀 めとの 御 指 命なら ば 讀み可 申 候、 依て 右 伺 書 差 上申 上 候 何分 御 指 命 を 仰 候  一 

畢竟す るに 小生が 今度の 兩 兄の 作 を 見て 非常に 其 拙に 驚きし もの は、 所謂 三日 不見； ^目して 

俟っ べしとの 金言 を 守りし ものにして- 兩兄近 來小說 御 熱心との 報 は 度々 耳に 致し 居候 ひし 

故、 定めて 驚天動地の 大作な らんと 存じ 居候 ひき、 然るに 虚子 兄の 作 は 趣向 淺く碧 梧 兄の は 

文 掌授も 拙し • 豈失 望せ ざらん と 欲する も 得ん や、 小生 これ まて 兩 兄の 文章に 於て 趣向に 於 

て 度々 褒辭を 呈し候 事 ありし と覺ぇ 候、 それ は 兩兄を 以て 1 人前の 文擧 者と 兌て ほめた る も 
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のに は 無ゥ/ 只 普通 舉に 束^ せらる、 書生が、 課餘 にものす ろ 文 ^小！^ 俳句と していた く  {A 

讃 したるな り、 今や：. I 兄と もに 志す 所 ありて 高等 中舉を 退^し 一 個の 十九 世紀 文學 者た らん 

と 欲す， 小生 は兩 兄に 對 して 更に 注文すべき もの 多し、 若し^ 兄が 今迄に 作り 給 ひし 文章 俳 

句 小 說之を 文^者の 作と して 見ん か、 平凡なら ざれば 陳^、 幼稚なら ざれば 佶 掘、 殆んど 兌 

るに 足るべき ものな きなり、 知らず 兩兄は 自ら 以て 足れり となす か、 固より 足れり と 思 ひ 給 

はじ * されば これより 何として 修業 せらる、 か、 ^書に よれば 最早 獨學 とい ふが 如き. 让策は 

取り 給 はぬ やうな り、 されば； € 兄 は设早 舉識に 於て 文章に 於て 古人の 知 II を 借る に 及ばず と 

せらる  >- もの 、 如し、 小生 は兩 兄に 向って 實に危 險に堪 へざる もの あり、 兩兄は 今迄に 牧め 

得し 文字と 智識と を 以て * 今 世の 斗脊輩 はいふに 足らず、 古 來の大 豪傑 迄を壓 倒せん とし 給 

ふか， 其 大膽に は 敬服 すれ ども 其の 自ら 力 を揣ら ざるに 驚かざる を 得ず、 只 恐る 群盲 を！.： 殺 

せんとて 兩 兄が 目より 高く さし 上げ 給へ る 大石は * 存外に ffl くして 他を壓 する よりも 先き に 

己れ を 厭す るの 不幸 を 兌ん 事 を 

これ は 直接に 舉 問より 得べき ものなら ね ども、 兩 兄が 美と いふ 觀念に 乏しき は 今度 始めて. N! 
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を 知り 申 候、 今：！ 1 の 平凡 小說 家と 雖も美 の觀 念に 至りて は、 或は 兩 兄の 上 数等に ある や を 疑 

ひ 申 候， 小生の 經藶は 総てに 於て 遲々 たる 進歩 をな したり、 殊に 兩兄 等に 比すれば 萬 事 三 四 

年の 差 あり、 小生が 兩兄 年代に 於て は 俳句で も 文章ても La に 幼稚に して 愧 死に 堪 へず、 雨 兄 

の 想像 も 及ばず と存 候、 然れ ども 美 (極めて 幼稚 なれ ど) の觀 念に 至りて は 或は 兩 兄より 一 

等 を 進み 居候 様に 覺ぇ候 

之 を 要するに 高等 中舉 生たり し兩 兄に 向て は 感服せ しもの 多し * 然れ ども 文峯 者た る兩 兄に 

對 して は あきたらぬ 者 多し 擱筆 

時 は 夜 闌時辰 儀 一 時 を 指す 

褥中 にて  子 規 

碧 梧 兄 虚子兄 

心中に 爆發 してる る 憤り を、 强て鋒 鋩に 表 はさう としない 冷靜な 己 仰 制に よって、 諄々 と 

して 敎へ ようとす る 子規の 衷^ は 感謝に 値する。 事に 當 つて 自己 を客觀 する 餘裕を 持た なけれ 

ば、 かやう に现 論 整然とした 長い 手紙 は 寄け ない ので ある。 併しながら、 それまで 一度 も 使つ 
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たこと もない 「足下」 の 文字 を W ひたり、 退舉 したから とて 1 躍 文 學者呼 はり をす るな ど， 却 

つて 底 を 抉ぐ る 皮肉が 閃めいて るる" 殊に 士 三日 見 ざれば 釗 目して 侯つべし， と 自己 を 辯 護し 

ながら、 猛逹の 草稿 を 罵倒して るる あたり は、 其の 草稿 を 手に して 虫 唾 を 走らした 子規の 險は 

しい 額が 眼の 前に ちらつく やうで ある。 

この 手紙 を 見た 當 時の 私 は、 自分と いふ もの を、 根柢から ひつく りかへ された やうな 驚きに 

打 たれた。 さまて a: 信 は 無った けれども、 相當 苦心 をした 作が、 てんで 物に なって ゐ ない， と 

いふので は、 私の 創作力が ゼロで あると いふのと！ ^じな の だ。 以前 「渡し守」 の 時に 落膽 失望 

したのと は^に、 より 深刻な、 より 痛切な 自己 悲觀が ヒシと 骨にまで 喰 ひ 入った。 舉校 はやめ 

る、 创 作はゼ a になる * 何だかと りつく 島の ない 荒海に 投げ出され たやうな 淋し さで 泣きた く 

なって しまった。 さう して 今 まてに 經驗 しなかった 子規と いふ 人の 恐ろしい 一 面に 戰慄 した。 

「馬鹿に しょげと いでるな。 

r …… ァ 、 まで 言 はれり ゃァな …… 自分の 面目 を考 へる ものなら な …… o 

「なァ に、 のぼさん はよ くム カツ 腹 をお 立てる けれな、 隨分 ひどい こと もお 言 ひる ぞな、 さ 
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うい ふと 何ぢ やが、 のぼさん は あれて シン は洽 たい 人. ぞ な、 ことしし ばらく 一  處にゐ て、 つ 

く  さう 感じた こと も あるの よ  O 言って、 そこが のぼさん の ェ ライと ころ かも 知れん 

がな、 ま 7 自分の いふ こと をき かないで 生 意氣に 勝手な まね をす る， とい ふので ブリ^^し 

ておいで るの よ。 

「さ うぢ やらう か、 何だかの ぼさんに 顏を 合せられな いやうな 氣 がして な —— あし ァ あの 乎 

紙が 来てから ニ晚 ばかり 寢られ なんだ、 ほんと ぞな。 

「 …… あり ァ いつだつ たかな、 非 風に 連れられて 吉 原へ 往 つた 歸 りに * 根 岸に 往 つたこと が 

あらい、 話が 俳句の 話に なって * のぼさん と 非 風の 間に 議論が 始まった のよ、 どうした のか 

知らん が、 のぼさん の あの 蒼白い 顔が 1 曆 血の 氣 のない やうに なって、 それ 位の ことが わか 

らんの かな、 吉 原の 女 を ひっかける つもりで 句集 は 出 來んぞ な、 と 其の 時分 非 風が 案山子 集 

とかい ふ 句集 を 作る と 言って ゐた * それ を 頭 ごな しにお やっつけ たのよ、 あし ァ 側に ゐてハ 

ラ，/ ^しとった がな …… 非 風が 案山子 集 を 作らん やうに なった の も、 それから ぞな、 何ても 

歸 りに、 のぼさん も ひどい こと をお 言 ひる、 と 非 風の 事 だから、 ぼろ./^ 一お を こぼして SJf 念 


がって-, Q た、 それ も あし を 連れて 吉原 へ往 つた、 とい ふこと がの ぼさんに は 面白くなかった、 

叉た 其の 朝歸 りに 寄った とい ふこと も氣 にくはなかった、 そこで ム カツ 腹 をお 立てたん だな、 

と あとて 考 へたんだ が、 今度の 手紙 もま ァ その 邊ぞ な" 

「そり ァな、 のぼさん にどん なに 叱られた つて かま はん、 とい ふので 今度の 事 も 決行し たん 

ぢ やけれ な。 

「今度 又た どんな 事で どんなに 侮辱され たり 篤 倒された りする か、 我々 の 前途 は 多難 多事お 

やけれ な。 

こんな こと を虛 子と 一 一人て 話し合った。 さう してお 互 ひに 激勵 する やうな 慰藉す る やうな、 

尤も 私の 方が 受身で、 激呦 されたり 慰藉され たりす る 言葉 を 交 はした ので あつたが、 私の 胸に 

刻み 込れ た 痛手 は 容易に 拭 ひ 去る こと は 出来なかった。 

子規の 所謂、 私達の 文學 者と して 立つ 首途 は、 前途の 光明 を 打ち消された、 洞穴の やうな 悲 

哀を 包んだ 暗擔 たる ものであった。 
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二十 五 非 風の 家 

明治 二十 七 年 十二  W: 三十 一日 附で、 伊藤松宇 宛の 子規の 手紙の 中に 「碧 梧桐 虚子兩 人と も攀 

校 を やめ 碧 梧 は 只今 小生 同居 虚子は 小石 川に 非 風と 问居致 候」 と あるの を 見る と、 上京した 二 

人は當 分^々 に、 お預け 者の やうな 境遇で ゐ たらしい。 私が 子規の 宅に どの位 厄介に なって ゐ 

たもの か、 殆んど 記憶に 续 つて ゐ ない。 のみならず、 子規と 同居して るる 中に どんな 事件が あ 

つた か、 又た どんな 印象が あつたか、 內的 にも 外的に も 何らの 痕跡 をと, めて るない。 虚 子が 

いふ やうに、 子規が ム カツ 腹 を 立て、、 私逑の やり方に 不滿を 抱いて るた 際で あつたし、 私達 

も 相應の 理由 を 抱いて 自由 行動 をと つた * むしろ I 種の 戰時狀 態の 會 合であった ので あるから 

子規の 一言 1 行に も、 私の 意識な り 感情な り を 刺戟す る も- 3 がなければ ならなかった。 お 互 ひ 

に 觸れる もの いづれ か- 、、傷かねば ならない とも 想像され る、 せつば 詰った 狀態 でもあった。 そ 

れに も關ら ず、 子規の 宅に 居候 をして ゐ たこと さへ 十分 記憶に 存 しないと いふの は、 恐らく 仙 
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基から 持ち越した 私の 心的 慯 手が * 私の 自我 を 極度まで 萎綜 せしめて、 I 切の 剌ゅも 印象 も享 

け容れ 得なかった 爲め であらう。 猫に H: 込まれた 鼠の やうに、 1 時 失 祌的狀 態に 沈湎 してる た 

爲め でも あらう。 子規 も 1 時の 怒りに 乘 じて 鐵槌を 喰 はした もの、、 扨て 面と 向って は、 今 ま 

での 兄ら しい 親身な 友情 も 湧いて、 迷うて 來た 小羊 を憐む 心に もな つて ゐ たか 知れない。 叉た 

昔の 無我な 子供と 違って、 自我 意識の 下に 動かう とする 我儘な 靑年 を、 どう 敎 導すべき かに" 

重い 責任 を 感じて るた でも あらう。 

子規が まだ 大學に 通って ゐる 頃、 軟文學 で 後進 を 誘惑し、 其の 前途 を 誤らし める とい ふやう 

な 非難 や 蔭口 をき かれた こと は 前に も 書いた。 併し さう いふ 無稽な 非難に 對 して、 不關焉 をき 

めて るた 子規 も、 眞に 前途 を囑 望した 私と 虚 子に 對 して は、 非難の 有無に 關らず • 理知の 上 か 

らも 感情の 動きから も， 常に 割くべからざる つながりに 引きずられて 來た〕 子規に とって 大事 

な 二人が， 子規の 大學 退擧と 形の 相似た 行動 をと つたので あるから、 私達 二人の 前途の 事 を 息 

へる 以外に， 對 世の中の 子規の 立場 も 可な り 苦しい ものが あった。 私の 中 兄 は， どこまで K 岡 

を まねる のか、 と 言って 其の 不心得 を慨獎 して 來た。 當铮の 子規の 心情 は、 恐らく 複雜 な、 も 


つれた 糸 を 解く やうな、 いら した もどかし さで 一 杯であった てあらう。 

併し この 迷うた 小羊 は， さう いふ 事に は 一 切 無頓着で、 鈍い 喑ぃ日 々をた-、、 うかく 過して 

.0 た。 財布に 殘 つた 僅かな 金て、 木賃宿で も 足場に して、 車を曳 くな り 立ン坊 になるな り、 勝 

手に しろと 抛り 出されても、 こちらに 文句 は 無った ので あるが、 け ふから さう しょうと いふ 日 

も 無った。 又た そんな 勇 氣も奮 ひ 起せなかった。 何の 爲 めに 退舉 したの か、 其の 强 手の 一 手 を 

打った あとのつ, かない 平凡な 碁であった。 

虚 子が 非 風の 厄介に なった の は、 子規の 家に 1 1 人 まて 居候 をす る、 ) との S3 來 なかった 事情 も 

あるが、 この 春虚チ 在京中 >  非 風と 仲よ くした 關係 もあって * まァ當 分お いで や、 とい ふやう 

な ことにな つたので あらう。 が、 眞底 をた、 くと、 虚子は 子規の 監視の 下に は をり たくな かつ 

たの だ。 姑ら く 子規の 鋒鍩を 避けよう としたの だ。 

非 風の 家 は 小石 川の 何處 てあつた か 記憶して るない。 非 風 は 一時 喀血 をした、 肺結核の 診 斷 

をう けたの てあつた が、 療養 效を 奏して、 其の 頃 常態に 復 して ゐた。 日本銀行の 計算 課と かに 

出て， 0 たやう だった。 算盤 を 二つつな いで， 何十 億と いふ 長たら しい 數の 計算 をす るの は、 そ 
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わ ゃァ 苦しい もん ぞな、 とよく 日々 の 仕事の くだらな さ を こぼして ゐ た。 薄給の せい もあった 

で あらう が， 六疊と 四 疊牛 位し か 部屋の ない 小さな 家だった。 それでも 非 風の 家に は火缝 がし 

てあつて、 いつも 春ら しい 濃厚な 暧 かさが 漂って ゐた。 非 風ゃ虚 子の いふ やうに、 根 岸が 窮屈 

で 冷たい とも 思はなかった が、 非 風の 家に 來 ると、 何となく 骨の 仲び る やうな くつろぎ を 感ず 

るの て もあった。 

非 風 は 共の 頃吉 原で 馴染であった 女と 同棲して ゐ たの だ。 戀 の經緯 をよ く 非 風から 面白く き 

かされた ものだった が、 地位 も 金 もない 非 風が、 多くの 競爭 者の 中の 戀の 勝利者で あつたの だ。 

小柄な >  眼のば つちり した、 口 は 大きかった が、 顏全體 に 愛嬌の あった， 1 君 —— 他人行儀に、 

た、、， この 女と は 言 ひす てられない II は * 初對 面から 私達 を 友達の やうに もてなした。 忘れら 

れ ない 人 なつこい 柔 かさが あった ^ さう して 何處 にも 玄人ら しい 臭 ひがなかった。 下女 も 置か 

ないで， 自ら 薪水の 勞 もとって るた〕 よく 御馳定 になった 食べ汚し たもの を片 づけろ 時な ど、 

氣の 毒な 位 小 まめに 亢 働いて ふた。 書生 上りの 水入らずの 暮 しに は、 恰好の 細君だった。 

鳴 雪 や 子規の 先輩に は 打ち 開け 難い 內證 も、 非 風 はかけ かま ひなく^ 達の 前に さらけ出した。 
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私達 を 見物人に 持って 二人で いちゃついた りする 晴れく しさが 生活に 追 はれて ゐた非 風 

のせ めても の パラダイスだった。 こまかい 女性ら しい 感情の 動きに 支配され て、 すぐ 泣いたり 

笑ったり する、 話 上手な 非 風 は、 總 てのもの を 失な つた やうな 空洞な 喑ぃ 心に 四 はれて ゐた私 

に は、 此上 なく 美しい ものに 見えた。 又た羡 ましい 境涯， にも 見えた。 主人の す、 める ま、 に、 

虚 子と 誶を うたった りして ゐる 問、 萬 事 を 忘れて しま ふ 事の 出來 たの も， た J この 非 風の 家が 

あつたの みだ。 尤も 先天性が 合 はない と 言って 私 を 好かなかった らしい 非 風と 私との 問 は、 中 

に 虚子を 通じての 交際て あつたから、 當 時の 鴛鴦 生活の 甘味に 十分 浸る ほどの 親しみ を 持って 

はるなかった。 

非 風 か 其 後 東京 を引拂 つて • 北海道に 往 つたり、 後に 細君の 鄉 里の 京都で、 悲惨な 最期 を遂 

げた 事情に 就いても 餘り 多く を 知らずに 過ごした。 

私 は 今でも さう 思 ふ。 非 風と いふ 人に 不得手な 算盤な ど を 持た して 置かずに • 其の 趣味 性の 

上に 生活せ しめる 方法 は 無った のかと。 花の j 時に 開く やうに、 其の 口 をつ いて 出づる 片言 隻 

句に も 光って ゐた 天才 的な 閃めき を * もっと 埒 養し 鍛鍊 する 道 は 無った ので あらう かと。 1^ 


百 句 時代の 子規と 非 風と は、 古白！？ 亭 以上の 親しみ を 持って るた やうで あるが、 それが どうい 

ふ 機み て、 次第に 疎遠に なって 往っ たもの か、 この 明治 二十 七 年の 末に は， もう 殆ん どお 互 ひ 

に往來 する こと もない ほど 5： 隔たり を 見せて るた。 或は 非 風が 戀の 勝利者と なった 榮譽 • それ 

が累 ひして るた のでない かと も 思 はれる J 非 風と して は， 子規の 愛 を 失っても、 戀 人の 愛に 生 

くるの を 本望と したで あらう が * 併し 多少の 自信 を 持って ゐた 文才 を 全然 捨て 、顧みなかった 

の は、 餘 りに 自己に 對 する 愛 を 犧牲 にし 過ぎた やうに 思 はれる。 それとも、 子規と 非 風の 問 に、 一 

非 風，； H 身 他に 洩らす ことの W 來 ない 秘密な 心的 關係 でも 包蔵して るた ので あらう か。  ^ 

非 風 は 始め 其の 猇を 非凡と つけて ゐた〕 新聞 か雜 誌に 抆正を 誤って 非 風と したので、 非凡よ 

りも遙 かに 非凡で あると いふので、 改號 したの だった" 東京に 遊擧 して ゐる中 徴兵 適齡で 砲兵 

に とられた。 初年兵で 士官候補生の 試驗に 及第し、 其 後 士官 m 校に 入校して 約 一 年、 肺 悤の爲 

めに 退役と なった" 非 風の 親孝行て あった こと は. 同年輩の 誰 を も 泣かしめ たので あつたが、 

退役に なった 時 も、 一人 绫 つた 母親に、 餘 計な 心配 を かける、 と； 百って 病床で 悶 へに 悶 へて る 

た。 病勢が 小康 を 得た 時分から、 遽 然として 宵 目的な 遊蕩 兒 になった U 其の 釗變 は總 ての 人 を 


驚かした。 さう して 遂に 戀の 勝利者に なった。 戀の 勝利者に なった 後の 非 風 は， 前垂 掛けの 一 

侗の 事務員と して， 餘裕 のない 索寞な 生活 を玆る やうに なった。 文學 におして 未練が ましい こ 

と を 口にしなかった だけ、 胸に は どの やうな 人生の 淋し さ を 抱きしめ てるた か • 兎も角 非 風の 

運命 は 明治 俳句 發祥 時代の 哀調 を蒂 びた 1 つの H ピソ I ト である。 


二十 六 從軍 前後 

「寓居 日記」 と 題す る 明治 二十 八 年の 私の 日記が、 四册手 もとに ある。 其の 1. 二 を缺く 三. 

四. 五. 六の 冊で、 二十 八 年 三月^ 口から 六月 一日に 及んで ゐる" 其 三が 三月から 始まって 

ゐ るのから 見る と、 日記 を 書き 始めた の は 大方 二月の 始め か 一 月の 末で あらう。  I 

二十 七 年の暮 に刖 居して ゐた虚 子と 私と は、 I 時 本 鄕の龍 岡 町邊の 下宿屋に 同宿した が、 始 脚 

めて 強度な 地震に 遭うて、 階 子 段から すべり 落ちた やうな 滑稽 を 演じた こと を覺 えて ゐる。 其 

の 後 間もなく 臺 町の 香 山と いふ 下宿に 引越して、 相變 らず虚 子と 同棲して るた。 其の 引越しの 

記念 に 書き 始めた の が この 日記て ある。 

日記の 內容 は， 主として 當 時の 遊蕩 生活 を 赤裸々 に 書いた もので、 たメ 文章の 拙劣で あるば 

かり か、 殆んど 他見 を 憚る やうな 愚劣 極った 事實 の^ 露で ある。 この 日記に よって， 當 時の 放 

縱 な糜亂 した 弒廢的 生活が どこまで 野法圖 であった か、 恐らく 之 を 手に する 人 を 呆然たら しめ 


るて めら う。 大方 父母 兄弟の 監視 や、 舉 校の 日課 又は 職業の 束縛から 放 たれた 自由と， 未来の 

大 文豪 を 夢見て ゐた 首途の 誇り を完 腐な く 打 挫かれた 自棄 的 心理と が、 當然 弱い 人間 を 引 張り 

込む 魔の 陷穽へ 一 歩々々 近づかし めた もので あらう。 

明治 二十 八 年と 言へば、 子規の 周圍は 可な りに 有形 的な 事件の 起伏した 時だった、. - 二月に は 

子規が 從軍 する。 四月に は 古白が 自殺す る • 五月に は 子規が 瀕死の 病氣を 得て 歸 つて 來る。 上 

半年 は 私達の やうな ノラ クラ 者 も 毎日 匆忙 とした 日 を 送って ゐ たのだった。 

子規の 從 軍の 動機 は 二月 l 一十 五日 附の虚 子と 私に 與 へた 連名の 吿^ 文 I 書簡集 所載 ！ に g 

2 

も 明らかで あり、 其 後に 書いた 子規の 最後の 小說 「我が 病」 にも 審ら かであって、 日淸戰 役の 一 

始まった 頃から、 旦暮 子規の 熱望した ところだった。 資 亭に與 へた 手紙の 中に も  ， 

小生 今迄に て 最も 植？ しきもの 

初めて 東京へ 出發と 定まりし 時 

初めて 從 軍と 定まりし 時 

の 二度に 候 
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と. さへ 言って ゐる。 子規の 宿痫 を^へ て、 其の 無謀 を 諫止した 者 もあった が、 それ は 子規 自身 

の 方が より 以上に 自分の 健^ を 知って るた。 常時の 虚子 はと も 角、 私の 如き はもう 股 中に 置い 

てるなかった かも 知れない が、 それでも 其の 胸中の 祕奥を 吐露して、 後^ を 托する やうな こと 

を 言った の は * 窃かに 死 を 決してる た 消息 を^る ものである。 

若し 子規が 從軍 しなかった ならば、 もっと 餘命 をおう したで あらう し * 文學に 多くの 功賴を 

遣した てあらう し， 五體 を栲 問に かけらる  >- 病苦 も 知らなかった であらう し、 公的に も 私的に 

も 子規の 生活 は， より 遙 かに 意義の 深い ものと なった てあらう とも 想像され る。 

1 照 子規の 內的 生活， 共の 1 生 を 捧げた 文^に 對 する 情^ は、 牢乎と した 信念の 土臺の 上に 

築かれて ゐ たと は 言へ、 其の 信念 を 盛る 表現形式 は 常に 流轉 して 己まなかった。 文擧の 骨子 中 

核と して 時代 を 超越す る ものと、 時代に 適應 する ものとの 15!; 刖を 明らかに 直感して、 | 處に ® 

徊 する こと を 許さなかった。 明治 二十 九 年 以後， 年々 の 俳 風の 變： f を說 いて、 其の 新たなる M 

S に 生きよう とした 洞察力の 一 例に 兌ても、 子規の 生活 は .§ 流轉的 である こと を 指摘 し^るの 

て ある。 であるから、 子規が もっと 健全に もっと 長命に、 文 擧に携 り 得た としたら， 其の 流轉 


的 生 ^は、 より 速度 を 加へ て 推移して 往 つたで めら うと 想像す る 方が、 或る ー處に 停滞した 生 

活に 落着いた であらう と 想像す るよりか， 子規の 面目 を 傷け ない、 よりたし かに 必然性 を帶び 

てるる ので ある。 子規が 死に 面した 晩年、 或る 曰 枕頭に 侍して るた 私 を 顧みて 

病氣の 重って 來る ほど、 頭 はいよ く 明敏になる、 さう いふと 大 言す る やうで あるが、 哲學 

でも 文擧 でも 今まで わからなかった 問題が 驚く ほど はっきりして 來た、 e: 分で も 恐ろしい 程 

だ、 議論で も 創作で も * 思 ふやう に 出 來る氣 がする、 もうお 前ら にも 負けて は をらん よ — 

破顏 微笑 j! が， 悲しい ことに は、 もう それ を 組み立てる 元氣 がない * 考へを 形に 表 はすこ 

とが 出來 ない、 强 ひて 形に 表 はさう とすると、 矢 張 惰性に 引きずられ たものに なって しま ふ、 

これ 程 明らかに わかって ゐる ものが …… それでもう 死んで 往 かねば ならない、 寳の 持ち 锊れ 

とい ふの は * 銃に この こと だ。 

と 言って， 私に は 見えない やうに 淚を 拭いた ことがあった。 私 は電氣 に 打 たれた やうに， 身^ 

の 居す くんで しま ふの を どうす る こと も 出来なかった。 もう 總 ての 問題が わかった、 とい ふ內 

容を 知る こと. は 出来なかった にしても、 亦た 左様に 明言す る 子規の 頭 は、 多少 病的な 妄想 を 加 
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はして るるとしても、 子規の 內的 生活 は， 常に 流轉し 推移して、 共の 死の 直前にまで 迫って る 

た 消息 を窥 ふに 足る のて ある。 

共の 結娱 から 兑て、 十 を 失な うて 一 も 得る 處 のなかった 從軍を 子規が なぜ 決行した のて あら 

うか。 子規の 靑年 的な 客氣が 大事 を 誤った やうに も 兌え るが， 思 ふに それ は、 子規が 何ら かの 

雜念 によって 奇を 街った ので もなければ、 巧 を 弄した ので もない。 子規と して は 極めて 自然な、 

其の 流轉的 生活に 枳 ざす、 有り ふれた 行動 をと つたに 過ぎなかった てあらう。 子規 は弒 達への 

吿^ 文中に 

征淸の 役 起り てより 天下 震駭し 旅 順 威海 衞の 戰捷は 神州 をして 世界の 最强國 たらしめ たり 

(中略) 而 して 戰捷の 及ぶ 所 徒に 兵 勢 板 ひ 愛 國心愈 31 きのみ ならず 殖產 富み 工業 起り 舉問 進み 

美術 新な らんと す 吾人 文舉に 志す 者 亦 之に 適應し 之を發 達する の 準備な かるべ けんや 僕適觚 

を 新聞に 操る 或は 以て 新聞記者 として 軍に 從ふを 得べ し而 して 若し 此機を 徒 過す る あらん か 

懶に 非れば 卽ち 愚の み 傲に 非れば 則ち 怯の み是に 於て 意 を 決し 軍に 從ふ 

軍に 從 ふの 1 ^以て 雅 事に 助く る あるか 僕 之 を 知らず 俗事に 助く る あるか 僕 之 を 知らず 雅事 
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に 俗事に 共に 助く る あるか 僕 之 を 知らず 然 りと 雖も 孰れ か 其 一 を 得ん こと は 僕 之 を 期す 縷々 

の现些 々 の 事解說 を^せ ず 之 を 志す 所に 照し 計 ffi する 所に 考 へ ば 則ち 明なる ベ し 足下 之 を 察 

せよ 

とも 言って るる。 耍す るに 行住坐臥 練て 自己の 藝 術て あるが、 戰爭 とい ふ 人事の 大波 潤 中に も 

更に 新たな 藝 術の 世界の ある こと を 信じ 僮憬し 尋ね 求めようと したのに 過ぎなかった。 平たく 

言へば、 どれほど 註文しても 生涯に 再び 觀る 事の 出來 ない 新奇な 佌^ を、 直接 戰 場で 味 ひた か 

つたので ある。 さう して 北ハの 新奇な 世界の 戰場氣 分 を 味 ふこと が、 其の 薛 術に 新たな 呼吸 を賦 

與 する ものと 信じた ので ある。 無謀に 計 劃した のでなくて、 生活 を 緊密なら しめる 當然 の歸結 

であった ので ある。 

私の 日記の 始の 方が 散逸して ゐ なかったならば、 もっと 當 時の 裏面の 事情な り 感想な り を 明 

ら かにし 得た てあらう。 私の 朧氣な 記憶 をた どると、 愈々 從 軍の 決定した 日、 日 木 新聞社 近く 

の 肉屋 か 鳥屋で、 夕釵を 三人で 食った やうに 覺 えて ゐる。 子規 はさまで 昂奮した 様子 もな く、 

あっさりと かねての 希望の 達した 旨 を 語って、 そこくに 表に 出た が、 いざ 刖れ ると いふ 時に 


おの 吿^ 文 を 貰った のだった。 下宿に 歸 つて 二人で それ を 開いて 見る と、 先づ 冒頭に 「河 東秉 

K 郎君 足下、 高 濱淸君 足下」 と 改まった 書き方が して あるのに 度瞻 をぬ かれた。 判 紙 二三 枚の 

文章 は 徹頭徹尾 楷 害で、 一 字も苟 くもし ない 謹嚴 ぶりで ある。 

僕 足下と 交遊 僅かに 數歲而 して 友愛の 情談 心の 交 恰も 前世の 契約に 出づ るが 如く 然り 僕の 志 

すと ころ 常に 之 を 開陳して 利害 を 足下に 問 ふ 其 足下に 望む ところ 亦 之 を披發 して 以て 省 慮 を 

請 ふ 事の 得失 行の 可否 胸 憶を盡 くし 肺肝 を灑 ぎて 而 して 後に 己む 足下 また 僕の 躁狂を 咎めず 

つとめて 率ーー1  一 I： を 容れら る.. - を 辱う す 

と 言った やうな 書き出しに 面 喰って しまった。 讀み 了った 二人 は惘然 自失した やうに、 姑ら く 

顔 を 見合せ て 口 をき く 事 も 出来なかった。 事 も なげに 話した 從 軍に、 それ 程の 決心 を 持って ゐ 

たの か" とい ふ 驚きと * 不甲斐ない 私達 を さほどに 信頼して ゐる のか、 とい ふ 感激の 高調が、 

二人の 心の中に 波打った。 そこらに 花札な どの 落ち 散って ゐる醜 惡と洋 靡に 塗られた 部屋の { 仝 

氣が、 この 夜 位 嚴肅に 引き 緊 めら れ たこと は 恐らく 無った であらう。 

「參 つたな。 
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「かう して は をら れんな o 

永い 沈默が 過ぎて 後、 一 一人 は 我 を 顧みた 嘆息の 言葉 を 交した のみ だ つ た U 

のぼさん は 矢 張ェ ライ， 我々 でも 從 軍したい 氣が 全然 無った ので もない が、 た, 物見遊山の 

大仕掛けな もの 位に しか 思って ゐ なかった d のぼさん の はそんな 好奇心で はない の だ、 ちゃ ァ 

んと 平生の 所期と 聯關 する 大きな 理由が あるの だ、 まるで 腹が ちがって ゐる、 さう して 自分 は 

1 體 どうしたと いふの だ、 のぼさん の やうな 大きな 志 を 抱いて、 確かな 計 劃 を 立て/、 今日と 

1! 目 はず、 今の 一刹那 も ボン ャリ して ゐ ないやうな 明敏な 精勵な 先輩に、 こんな 重大な 望み を か 

けた 手紙 を 貰 ふやうな 资 格が どこに あると いふの だ、 まして 「僕 若し 志を果 さず して 斃 れんか 

僕の 志 を 遂げ 僕の 業 を 成す 者 は 足下 を舍て 他に 之 を 求む ベ からず」 など ， そんな 後事 を ^負つ 

て 立つ 力 を 自ら 信ずる ことが 出. 来る のか、 頭 は 粗大で、 理解 は遲 鈍で • おまけに 舉問 ぎら ひの 

お 調子 ものに 過ぎない ではない か， こんな 手跃に 接する と、 穴で も あれば はいりたい、 今更 自 

分の 小さく 弱い のが 恨めしい 位 だ、 此頃 のの ぼさんが 我々 を ャクザ 者 扱 ひに する やうで、 少々 

不平で ない こと も 無った が、 やっぱり 我々 を 全く 拾て たので も 無った のか、 ィャ、 のぼさん の 
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心 持 を 察する と， 勿體 ない と 言って い 、程 この ャク ザな 我々 を さへ 賴み にして ゐ るの だ の 

ぼさんの 期待の 萬 分 1 に 酬いろ 爲 めに もうか.， して をって はならない， もっと 勉强 しょ， も 

つと ^ を 張り詰めて 居よう、 考 へ れば考 へる ほど 此 頃の 自分 は 何とい ふグ ウタ ラな暮 し をして 

るた の だら う ：… -私 はこん な 感想が それから それと 湧いて 來る肖 己 反省に 資 めら れ てるた。 さ 

うして かやうな 賴みを かけられる 自分よりも、 我々 如きに さへ 賴みを かけなければ ならない 子 

規が氣 の 毒で ある やうに も 思った。 

併し この 自己 鞭韃が *  ffi; に 私の 生活 を！ 變 する 位の 意義 を 持って ゐ たら、 戰爭 から 歸 つて 來 

た 子規に どれほどの 滿足 を與へ たかは 知らなかった が、 當 時の 頹睃氣 分 は、 其の 夜の こと も 次 

第に 忘れがち になって、 酒に 醉っ たやうな、 狐に でも 魅せられた やうな 日を经 る やうに なった。 

1 方廣 島の 大木^ 麾下に 姑ら く 滞留して るた 子規 は， 「我が 病」 にも 書いて ゐる 通り * 紙屋 町 

の 川 友と いふ 旅^の 八疊の に 同社の 入 四 五 人と 同宿して、 毎夜へ ラく 踊りな ど を 兒に往 つ 

て、 ひたすら 出發 命令 を 待 つ て るた。 「どれ だけ 閑であって どれ だけ 馬鹿 な 事 をし たかは こ れで 

分る てあらう」 と 言って、 &、 島 滞在の 無意味な 倦怠に しびれ をき らして ゐた。 


ra: 月 十日に 漸く 宇 品 を出發 した 光景、 十三 日 大連灣 に 入り、 十五 n 金 州 着 、一旦 船に 歸 つて、 

十八 B 再び 金 州に 入った ま、 講和が 成立して 遂に 戰爭を 見る 事 も 出来ず •  土間に 黎殼を 敷い 

た 上て 寢起 をした 狀況は 「我が 病」 に寫 生して ゐ る U 

從軍 中に 手紙 を 貰った の は 廣島滯 在中 三月 三十 曰附 II 封書の 消印に は 一 一十 七日と ある I 

の 二人 宛の 一つ だけだった。  一 

拜啓、 雨 兄 益 御淸穆 奉賀 候、 小生 來廣 後忙 がしと はな けれど、 俗務 絡えず 困却 致 候 處、 昨今 

に 至り 大略 用事 片づ き刖窒 に 閑居 致 候に 付、 ゆる/ \ 手紙 位 はした ゝ めら れる 様に 相 成 候 * 

文苑 發句御 面倒 奉 謝 候、 ^錄 句屮 愚意に かな はぬ もの  一 ニを擧 ぐれば 

初空 や 一 筋 ft き 沖つ 波 

はま づ n 並 調に 近くと 存候 

叉 よと て 妹が 門 田の 歸雁哉 

初 五 文字 耳 だち て ゆ， 又 一 つと 改めても これより はよ ろしらん か、 獍好字 あるべし 


—  268- 


化 やせん 庄司か 門の 古柳 

夢大 にして は 大出來 なり、 併し 初 だ 文字 は 矢 張 拙し、 何と 直しても これに はま さらん か 「そ 

ぼ ふるや」 「蓑 干す や」 等い くつ も あるべし 

梅哚て 月の出 處か はりけ り 

言 ひ 様に よりて は 面白 くもならん， これにて はまる て 月並の 句な り 

鳴 雪 先生 百 題の 內數句 を 示さる、 多く はこれ 凡 調俗聲 これ は 何とした もの  一 

小生 歸鄕中 松風 會の 景況 は * 鳴 雪 先生 迄 申 上 置 候 御 聞 可 被ド候  ^ 

共 a 色々 認めん と 存候ま X 此處 迄にて 1 且し まひ 置 候處、 俗用 多き ため 全く 忘却し、 今日 反 

故の 中より 拾 ひ 出し 候 故 御 玆申候 

へ 「HI は久松 伯の 玆^ 會 あり、 小生 出立 は 四 五日 頃 かと 覺ぇ 候， 畫師中 村 も 大阪師 國 に從軍 致 

候 大略 匆 々 

1 二月 三十日  つねの り 

碧 様 虚榇 
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この 文苑 發 句と あるの は * 「日本」 文苑 痫揭 載の 句の ことて、 子規 出發後 は、 常 分 私と 虚 子の 

共 選て， 一 應鳴 ® の 检閲を も 得てから 褐 載しょう とい ふやうな 內 相談で 引きう けたの だった。 

けれども 選の 都合 や、 褐 載の 関係で， いっとな く 私が 其の 事務に あたる やうに なった。 「寓居 日 

記」 にも 三月 八日の 條に 「朝日 本 新聞社より 投書の 發句を 送り 來 るよ むに 好 句と て はなし」 问 

九日に 「夜內 藤へ 投書の 發句を もて 行きぬ 不在な りし 故 云々」 同 十日に 「鳴 雪 先生 を訪ひ 昨日 

の 發句を うけとる」 rffit: 吾 ひとり 出て 日本 薪 聞 へ 送る 發 句の 检閲を 鳴 雪 先生に 請 ひし 後 云 々 」 

など；, ある。 麵 聞に は 刖に代 選と も斷 つてなかった やうに 思 ふ。 子規の H: は 遠く 廣. おから 東京 

まて 光って るた。 其 後 鳴 雪 宛の 手紙に も 

「日 木」 文苑 發 句の 愚 評 碧 梧 迄 送 置 候 * 御 傅 聞 被 下 候 事と 存候、 其 後の 文苑に て は 

大兵に すれ違 ひけり 矓月 

とい ふ 句 解せ ず、 大兵と は大 軍の 意な り や 左 すれば すれ違 ふとい ふ 事 不都合と 存候、 或は 大 

兵と は 大男の 義 なり や、 それならば 趣味 少しと 存候 

「消へ ぬべ し」 と 文苑に ありし は 「消えぬべし」 の 誤と^ 候、 筒 様な 胺 名 遣 ひ は 注 怠す る やう 
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碧 梧へ 御 傳被下 度 候 

の數 節が ある。 子規の 目が 廣 島から 光った の は、 「日本」 の 俳句が 旣に 世上の 問題に なって ゐた 

爲めも あらう が、 遣 孤 を 托した 私逹に 大過な かれ かしとの 老婆心 も手傳 つてる た。 この 「文苑 

警吿」 は、 其 後 子規が 病 を 得て 歸 つた 時に も 時 * 辛辣に 来た。 

右の 手紙の 中 「鳴 雪 先生 百 題の 中」 と あるの は 「寓居 日記」 三月 七日の 條に 「朝 春季 百 題 を 

撰びぬ」 と あり、 同 十六 日の 條に 「晝 過まで は 例の 如し 予は百 題 を漸ぅ 九十 迄つ くりぬ」 と あ 

る 春季 百 題の ことで あらう。 子規 不在 中の 一 つの 仕 車と して、 鳴 雪と 虚 子と 私の 三人で 競作し 

たのだった リ 

「小生 歸鄕中 松風 會」 云々 と あるの は、 松 山の 俳句 會の ことで (村 上 霽月、 名 は 半太郞 * 元 愛 

嫒 銀行 頭取、 現存 在 松)、 中 村 愛 松 (名 は 1 義， 當 時小學 校長、 亡)、 野 問臾柳 (名 は 門 三郞， 

當時 小學敎 員、 亡〕、 柳 原 極 堂 (名 は 正 之、 元 伊豫 日日 新聞社 長、 現存) 等の 會合 てあつた。 

「夢 大」 と あるの も、 恐らく 松 山の 臾柳嚴 父の ことて あらう。 
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二十 七 古白の 死 

藤 野 古白 は 名 を 潔と 言った，、 子規の 從 弟で、 識亭非 風 等と 同年輩であった。 早く 父に 隨 うて 

東上し、 文才 もあって P 規門 の 作者で もあった が * 子規と は 何 處かソ リの合 はない 點が あつ 

て、 嘢 角 孤立の 位趕に るた。 子規. - 明治 二十 七 年 十二月 三十 1 日 附で， 伊藤松宇に 宛てた 手紙 

に 「古白 は 先日 上京 致 候 兎 A 病 H よろし からず 月並の 句 を 作りて 獨 りよが り 候 は 何分 濟度難 致 

候」 など 讲 いて ゐる。 從め 又は 朋友と して 交情に 變りは 無った であらう が、 文學 又は 俳句の 管 

見 は 相容れな いものが あったら しい。 

私が 古白 を 知った の は、 明治 二十 六 年の 秋、 古白が 歸鄉 した 際の こと、 記憶す る。 子規 非 風 

虚 子等が 相次いで、 松 山 を 去った 後、 孤獨の 淋し さの ま、、 古白に 句 を 見せて 直して 貰った こ 

ともあった- - 當 5 は 左程 常軌を逸した 人と も 思はなかった が、 仙臺 から 東上して 後に 會 つた 古 

白 は、 もう^ 人の やうに 一 粳の狂 味 を帶 びて るた リ 


隣家の 處 女に 戀す るまでの 古白 は、 柔順 寡 默の靑 年で あつたが、 其の 戀に 破れて 以來の 古白 

は， 饒舌 瓢輕な 書生に なった〕 表面 饒舌 瓢輕 ではあった が、 心 は 常に 憂愁と 換 惱に囚 はれて る 

た。 饒舌 ：！！ 輕 なの は、 た, 其 憂愁 換惱を 自ら 紛らさう とする 乎 段に 過ぎなかった。 其の 親近 者 

は 古白の 衷情 を 知って、 却って 我 を 忘れた やうな 諧謔 百出の 饒舌 を憐ん でるた。 古白の 父の 友 

で- 松 山で 菜 樹阖を M いて ゐ た 一 種の 修道 者が あった。 古白 を 其の 園に 入れて 曰 夜 共に 鋤犁を 

操った， - 山 靑く水 白い 自然の 環境と 相 待って • 古白 を 平靜な 心的 狀 態に 復 へさう としたの であ 一 

る。 修道 者が 自慢に してる た 手作りの 茅葺の 家に、 五六 日寢 泊り した 後の 或る日の ことだった。 § 

梨 畑の 後方の 小高い 丘に 上って、 秋晴れの した、 澄みき つた 太陽の 光り を 浴びながら、 ぢ つと 

打ち沈ん でるた 古白 は、 卒然 手に して ゐた鍬 を 投げ出して 「ァシ はもう こ、 がィャ になった」 

と 言った。 いろ/.、 の躁 狂者に 接した 經驗を 持って ゐた 修道 者 も、 古白の 斷定 的な 語氣と 顔色 

とに は、 どう 手 を 下すべき か を 知らなかった。 これ はたし か 明治 二十 七 年の 秋の ことで 後に 私 

が 其の 修道 者から^ きに 聞いた 話で ある、 - 

一 一十 七 年の 暮には 十： 1白 は 今日の 早稻田 大學の 前身の 專門 校に 入學 して ゐた。 坪內 逍遙の セ ク 


スピアの 講義の まね をして 笑 はせ たこと もあった が、 又た ドラマに 熱中して 「築 島 由來」 とい 

ふ 一 曲 を、 ドラ マ 革命の 爲 めに 書く とか 書いた とか も 言って ゐた 3 自分の 句 を 見せても、 先づ 

名作 呼 はり をして、 他の 批評 を揷 む餘 地を與 へな いのは 古白の 常習と も 思 はれて ゐ たが、 「築 島 

由来」 の 戯曲 を 吹！！ する 程度 は 一 腭 猛烈に なって ゐた。 早稻 田て 何 かの 餘興 のあった 時， 振袖 

ふ 著て 女形 を やった、 とい ふやうな 話 をして、 劇作 者と 俳優と は， もと 一 つの もの だ， 劇作の 

苦に 比. ベれば、 俳優の 所演は 何でもない、 と自畫 自賛の 議^ を獨演 した こと も ある。 がさう い 

ふ 氣焰を あげた 後に は、 いつも 突然 深い 沈默に 落ちて、 死 を 口にする のだった。 ^に 慰める ベ g 

き 言葉 を も 見出し 得ないで ゐる 中に、 眼鏡の 奥の 方の 眼険を 痙攣 的に 動かしつ 、• 又た 洒落 半 * 

分の 話 をして 賑やかに 笑 ふので もあった。 當時 下駄の 鼻緒の 色が どう だと かいふ やうな 事 を氣 

にして るる 者が、 死にたい くと 言った つて 容易に 死ねる もので ない、 と. K! 白の 口癖 を喑 に^ 

笑した こと もあった。 「寓居 日記」 にも、 ー陇虚 子と 痛切に お 互 ひの 心事 を 語った 三月 九日の 條 

下 二、 

虚 子の 曰く 藤 野 古白 はよ く 死 を 口にす 然れ ども 彼 容^に 死す る 事 能 は ざらん、 吾 や 口に はい 
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はね ども 近來 死なる 觀念は  一 ^に强 し、 或は 古白に 先って 死す ろ 事 も あらん 云々 

の 一 節が ある。 古，31 の早發 性 狂 味 は、 今日から 想像す ると， 其の 初 發以來 日に 月に 重體に 進ん 

て往 つた やうで ある。 けれども 何處 からが 狂態で、 何處 からが 常態な のか、 恐らく 古白に 接し 

た 何人もが そ を 洞察す る 事 は 出来なかった。 若し 當時 其の 早 發性狂 味 を 看破して、 古白に 一 刹 

那 たりと も 安心と 希望の 光明 を與 へる ことが 出來 たと したら、 或は 其の 横死の 慘事を 見ずに 了 

つた かも 知れない。 自ら 1K 才呼 はり をす る 古白 を 嘲笑の 的に して、 其の 病.？ 發 作に 思 ひ 及ぶ こ 

との 無った の は、 S; に悲 むべき 我々 の 錯誤て あった。 「寓居 日記」 に 現 はれた 古白 を 見る と 

(！ 一一 月 八日) 畫前予 一 人 一 寸藤野 古白 を訪ふ —— (當時 古白 は揚 島の 親族の 家に 寄寓して ゐた、 

下宿と は 左程 離れて ゐ なかった ので、 よく 往来して ゐ たの だ。) 

(三月 十五 日) 雨の 晴問 なりと て 一 寸 通りへ 出で、 歸途予 許り 藤 野 を訪 ふ、 同家の 中島と いふ 

人 今日 下 廣出设 とてい そがし さう なれば 直 校 か へりぬ。 

(三月 一 一十 一 日) 藤 野 古白 を訪ひ 早稻田 文舉を かりて かへ りぬ。 

(四 月 六日) 吾 は 再び 藤 野 古白 氏に 双眼鏡 を からん とて 立ち 出づ 古白 氏 散歩に 出たり とて 不在 
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又々 一 人して  。 

など 何等の 變^ を豫 想す る やうな 記事 はない. - ra 月 七日に 至って， 私 は 芝能樂 堂の 能 を 見に 往 

き、 點燈 頃歸寓 した 時、 其 日上阪 中の 中 兄に 會ふ爲 め出發 した 害の 虚 子が、 酒 氣を帶 びて 歸っ 

て來 た。 さう して 十； 1白 の 變事を 報じた。 「寓居 日記」 を抄錄 すると 

；… 虚子は 歸り來 りぬ、 しかも 酒 氣紛々 たり、 倉卒 かけ 入りて 曰く 藤 野 古白 はとう ，/\ ，やつ 

つけたりと、 ビス トル を 以て 前頭部 及 後頭部の ニケ 所より 腦へ うちこみし 事より、 家 內の人 

の 何 か 豆 をう ちた る 如き 響した るに * 子供の 惡戯と 思 ひて 氣 にも かけ ざり しに、 二度目の 音 

は 現在 子供が 眼前に 鈸を貪 ひつ 、ありし 故怪 みて 行き 見れば、 十 ：！ 白 は 血に 塗れて 煩悶し つ > - 

ありし 事 及び 其の 容體 などく はしく 詰す 1 た J 驚嘆の 外な し • 虚子 は實は 朝鳴霉 光生に 金 を 

借りて 後、 靑木 と共に 上野の 花 を 見に 行かん と 大擧の 病院の 前 を 通り かゝ りしに、 內藤 先生 

虚子を 呼れ て 始めて 其 事 を 知りし なりと、 かつ 餘り心 もち わるければ 酒の みて まぎら さんと 

したるな り、 尙ほ 今夜 九 時 過より 約束し たれば 若し 兄 不在なる とき はた まらん と 思 ひ、 つる 

仙 (寄席) に 行かれし かと 懸念して、 つる 仙まで 電報 をう ち 置たり と、 依て 急に 床 をのべ て 九 


時半 迄 を 約し 寢に， つく、 九 時半 頃 起きて 第 一 醫院 外科 上等 窒 一 號に 行き 見れば 田 中 傳吾、 小 

川 尙義、 三 並 良な ど 人 多 かりき * 左の 腦は うちぬき たれば にや 右の 手足 は 一 も 動かぬ に、 左 

の 手と 足 は 非常に カづ よく 一 通りの 力に て は 抑へ 難き 程う めき あれたり， 予の 行きし 頃は已 

に 繃帶も 出来す やくと 安眠す る 事 も ありき、 予と虚 子 は 一 時 頃 迄 起きて 他の 人と か はり 111 

時 頃迄寢 ねぬ、 夫より 又 起きて 看護す 

左の 手ば かり は 左程 動かさず なりし に 足の 方 1 層カづ よくな りたる 樣 なり、 醫 者の 一 I 一一 n によれ 

ば腦 の、 王 部 をいた めた る 事 なれば、 到底 生命 は覺 束な かるべし" 萬 一 囘復 する 事 ありと も 左 g 

眼に は 血液 下り をれば 之 は 不用と もなる ベく、 言語 はもと よりきけ ざるべし となり (下略) 一 

八日) …… 畫 過まで 看護して 人に 托して かへ りぬ、 沐浴 酒 をのみ 三時 頃より 床 をのべ て 

寢 につく * 今夜 またく^ 護に 行く ため 也 

七 時 頃な りし か 靑木來 りて 吾等が 留守中の 病狀 をい ふ、 第 一 一 醫院の 佐 藤氏 來り 遂に 腦 中の 彈 

丸 を 出さん とて 眉間 及び 後頭部 をき りて 出る 丈の 玉 を 出したり と、 然れ ども 前より うちし 玉 

は 骨に 當 てくだけ たりし 其少片 今尙腦 中に 殘れ りと 
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八 時 頃 新 海 正 行 氏 (非 風〕 來る • 虚 子の 其の 狀を殺 ぜし爲 め 也， 吾等 は 釵を食 ひ 共に く 行く、 

しばらくして 非 風 子 は明晚 とまる 約して かへ りぬ、 予等は 翌日の 午前 二 時 頃 起きて みとり 共 

あと を 人に 譲りぬ、 尙 常に 左手 左足 を 動かしつ むれば 之 をみ とる に は 頭と 手と 足と を 抑へ ず 

ばなら ず 故に 三人 は 必ずい る 也 時には 三人 にても むつ かしき 事 あり 

玉 出て 、 より 心 もちよき かそ は 不明 なれ ども • 少.^ 理解力 を 出した るの^ ありて 呼べば 「う 

ん」 と 答 ふる 丈 は 問 違な き樣 にて、 十分に はわから ね ど、 言語 を 言 はんとす るの 風 は瞭也 

(四月 九. 十. 十 1 日) 三日の 間 殆んど 前と M! じく， 甞： 後 少しく 宿に かへ りて 他 は大舉 病院に 

あり. m- 

(四月 十！ 一日) …… 昨农 より 1 I^HKE の容體 危急なる を 見る、 午前 十 時 頃より 力 ン フ ルを 注射 

すろ^ 殆んど 十 數囘に 及ぶ 終に 午後 一 一時 永眠し 了ん ぬ C 下^) 

(EI 月 十四日)^ 後藤 野に 赴き 談話す、 毒し 菓子の 饗 あり、 井上 理三郞 氏 其 ビス トルみ-潔 氏に 

盗まれし 前後の 詰 をな す、 之 をき くに 其の 注意 頗る 到れり とい ふべ し 

理 一一； 郞 氏の ビス トル を もち 居 る 事 は 问 氏が 切通 (湯 岛の敉 野) にて 貧 ひし なれば * 潔 氏 も  一 二 
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度う ちて 見し ことな ど あれば 萬 承知 なれ ども、 た-、、 井上 氏が 其 銑 を藏 したる 處は之 を 知る に 

由な かりき、 故に 潔 氏 は璲々 ビス トル を 借せ と 言 ひし も 井上 氏 決して 借 さ、、、 りし かば、 遂に 

之 を 盗み出さん. と ^悟した る もの 、如し、 而し てこ  に j 事 あり * 井上 氏 かって 鐵砲 磨きに 

とて 潔 氏の 注^に より KI 鐘み がき 粉 を 買 ひし 事 ありけ り、 されば 其 磨 粉 は 必ず 錢 砲と 同所に 

ありし ならん と^^せし もの か、 五日の 日な りしと よ、 潔 氏 何 心なく 煙管 を 磨く なれば ^鑰 

磨 粉 を 借せ とい ひたり、 井上 氏 は それとも しらねば 心安く 出して 貸せし が、 潔 氏 は 之 を 以て 

其の 銃の あり 處を 知りし ものと は 後に て しられたり 

六 曰の 夜 は 井上 氏の 內 (淺草 鳥 越 町) に 31： 宿し 朝 十 時 過 湯に 二人して 行きけ り (之 はいつ もの 

例な り) 潔 氏 はいつ も 井上 氏より 早く 出づる 例に て 大抵 表へ 出たり して 待ち 居りし が" 今 0 

は 早く 出た る 故 氏 も 急いで 出しに 共 かげ 見えず、 由て 早々 宅へ か へ りしに 濡れた る 乎 拭 あり 

潔 氏も兒 えず、 須臾に して 潔 氏 か へ り來り 煙管 を 買 ひに 行きた るが 君の 歸りは 早 かりし など 

平日に 異なる 事な かりき、 後に てきけば 井上 氏の 細君 其の 箪笥の ひき 出し (设 下の ものへ 木 

を 入れ 其 下に 銃 を かくしたり) を あけし 者 あわし 故 見れば 潔 氏な り、 他人に も あらねば 其 ま 


ま默 しぬ との 事な りしが、 大方 其 時 出せし ものな らん、 され ども 井上 氏 は そ を 知ら ざれば 共 

日 は 何とも 心づ かず 共に 向島へ 行きな どしたり とぞ (下略) 

古白の 死の 祕密 は、 かやうな 察實が 明らかになる 稃愈々 迷宮に 入る の感が ある。 若し 單に死 

を 選ぶ とすれば、 死の 方法 はいくら も ある。 かやう に 細心な 計 割 を 立て、 まで 銃 死 を^んだ 所 

以は どこに あるの か、 そ も 亦た】 種の 病的 發作觀 念で あらう か。 そ は 兎も角、 四月 十日 は 子規 

が 宇 品 を 出帆して、 渴 仰した 征途に 上った 日で ある。 古白 横死の 報 は， 恐らく 其の 出帆 前にう 

けと つたで あらう。 萬感交 々往來 した 子規の 胸中 も 亦た 察すべき である。  8 

1 
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二十 八 子規 鑤 » 

『寓« 日記」 の 五月 二十 五日の 條に 

晝釵 前嗚 雪來ら る、 玄關 にて 正 岡 歸着神 戸に 上りし も、 持病 發 して 神戶 病院へ 人院 せし 由 を 

承る (中略) 乃ち 直ちに 虚子 II- 當時中 兄と 大阪 にる た —— に 此由を 報じ 陸 氏に 一 書 を 走せ て 

若し 正 岡重體 にて 誰か 當 地より 兌 舞に 行く 事 も あらば 吾 を 派遣し くれと たのみ 遣る 

と あり， 同一 一十 六日 

陸 氏より 報 あり、 醫師の 報に よれば 正 岡 子規 子 は 「未だ 喀血 すれ ども 氣配ひ はな からん」 と 

なり 故に 少しく 安心す るに 足らん か • と 之 を 以て 見れば よほどの 重病の 如し- K々 

E 二十 七日 「神戶 へ 行きし とて 虚 子より 電報 來る」 と あり， 同 二十 九 曰の 條に 

朝虚 子より 子規 子病狀 にっき 一 郵書を 致す 喀血 はま だ 止ま ざれ ども、 舌の タイ も 大分へ りて 

牛乳 ソッブ など 飮 まれ、 氣分 はいと 糙 かにて^ に 苦し さうな 風な しと、 少し は 落着く 事 を 得 
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べし (中^) そ を もて 直ちに 鳴霉 翁に しめし * ひき かへ して 根 岸に 赴き、 正 岡に も そ をし めす 

(下略) 

同 六月 一 日の 條に 

朝虚 子より 長文の 手紙 來 る. 何分 獨り にて は 心細く かつ 己 を 慰む る ものなければ、 予 にいく 

度 か 「キミ モキ テク レ」 の 電報 を發 せんかと 思 ひし も、 今迄 はこら へしが 何分 堪 へられねば 

今 はいふな りと て、 予に下 神 を 勸め來 る * 予も行 度 は 山々 なれば、 この 際 一 奮發と * 早速 陸 

氏 を 訪問せ しに、 幸 ひに 在宅に て： 中^) 氏 一 個の 意兒 にて は 何とも 申 翁 ぬれ ど 社より ならず 

. とも 旅費 位 はどうな とすれば と 予が下 神 を肯ぜ られぬ (中略〕 丧深 うして 鳴 雪 先生 來ら れ、 明 

日 n 十 朝 陸 氏より 翁と 予 とに 來て くれと 巾し 來 りし 故 其 報知 迄にと 他 をい はで か へ らる (下略) 

日記 はこれ で 了って ゐ るが、 當時私 は 子規 母堂のお 佻 をした から， 翌 二日の 午後の 汽車 か、 三 

日の 朝の 汽車て 出發 したので あらう。 

病室の 白い ベッド、 白い 壁、 白い 力 ー テンの 問に 見出した 子規の 顏は、 同じ やうに 血の 氣の 

ない 弱々 しい 蒼白 さに 暴 つてる た" 顳顥 骨の 险 起した 多角的な 陰影が 北ハ の^に 動いて ゐた" 粒 


茵劑を 入れた 枕頭の コップに は、 血痰の 鮮やかな 赤 さが 雲 模様 を畫 いてる た。 古白の 病 g で 看 

證 したのと はう つて 變 つて、 頭 をお しっける やうな 靜 かさが、 廣 からぬ 病窒に 漲って， 0 た。 何 

だかもう 餘命 のない 枕邊に 侍する やうな うら 悲し さに 打 たれる のだった。 

毎朝 山の 苺 畑に 往 つて， 新鮮な 苺 を 子規の 朝飯に 供す る やうに なった の は、 それから 間 もな 

いこと だった。 痰に も 血 を 見ぬ やうに なり、 ぼつ- (\ 話 をす る やうに もな つた。 子規の 恢復 は 

眼に 見えて 著しい ものが あった。  一 

子規が 「我が 病」 に 書いた 金 州の 宿舍の 豚小屋に 類した 起居 も、 「我が 病」 の 未完 了の 爲め其 ^ 

後 を 知る 事 は 出来ない が、 子規の 話 は、 共 後發 病に 至る までの 經過 * この 病院に 撸 架で 界 ぎこ 一 

まれる までの 狀 況を備 さに した。 七月 六日 附の 飄亭 宛の 乎 紙に II 過半 は 私の 代筆 

(前略) 小生 近衛に 從ひ金 州 迄罷越 候へ ども 一 の 砲聲を 聞かず、 五月 十日 同所 出 發歸途 にっき 

候， 十^: 日大迚 湾より 乘 船， 十七 曰 船中に て 喀血 を 初め 候處、 何の 手當も 出来ず、 且つ 消毒 

とか これら 患者と かの 騷ぎ にて、 渐く和 田 岬檢疫 所に 放免せられ たる は 五月 二十 三日 午後な 

り (船 を 上りし は 同日 朝) それより 釣臺 にて 直ちに 神戶 病院に 入り * 今日 迄 巳に 四十 飴 日に 相 


成 候 * 今度 は 前年に 比すれば 更に 甚だしく 喀血 前後 二十日 Si に 渡り 申 候- 自分 は それ 程に も 

なかり しが、 傍 入いた く 心配して 嗚霉 翁な ど は 最早 小生 を もって 地下の 人と せられし とか、 

あとに て 聞き及び 候 云 々 

と ある のても 其の 大體は 想像され る。 戰 時 中の 事と 言 ひ、 殊に 船 內のコ レラ騷 ぎと 言 ひ、 一新 

聞 記者の 疾病な ど は 九 牛の 一 毛に も 値 ひしない I 些事と 看過され たので あらう が、 約 I 週間 喀 

血し つ？ け-て， 何の 手<€ もうけなかった 子規の 運命が、 かくまで 早く 光明 を 見ようと は豫 想の 

外 だ つ UO 

七月 二十 二日 附、 私 宛の 手紙に 「小生 は 多分 明日 退院と 決定 致 居候、 併し fK 氣 都合に て 延引 

可 致 候」 と あるのに よって、 人 院約ニ ヶ月、 七月 1 1 十三 日須 磨の 保養院に 移った ことが わかる。 

私 は 七月 十日 頃 母堂と 共に 歸 京した ので あつたが、 虚子 は尙ほ 姑ら く 保養院に 附 添って るた。 

尤も 七月 二十 七日 附 * 虚子 宛の 手紙が 東京に 來 てるる から、 須 磨の 看護 は 僅か 二三 日に 過ぎな 

かったら しい。 

保養院に 居た 間に， 鳴霉を 始め 虚子 及び 私 宛に， 卷 紙の 一本 以上 も 費した 長い 手紙 をよ こし 
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てノ 俳句 は 勿論 文舉 美術 を 論じた の は、 子規の 書簡集ても 前後に 類例の ない ものだった。 病後 

の 保養 を 主と したと は 言へ、 保養院に 在る 約 一 ヶ月 —— 八月 二十日に 須磨を 出立して 途中 岡 山 

廣島 泊歸 松した I の 日子が、 子規の 生涯の 中て • 最も 悠々 自適した 閑日月であった やう だ。 
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二十 九 ^石と 子規 

夏目漱 石が 松 山中 學の 先生に なって 赴任した の は， 二 4. 八 年 三月の 事だった。 子規が 須 磨か 

ら 病後の 療養 かたぐ 歸鄉 した 時 *  二^町の 上野と いふ 人の 家に 居る 事に したの は、 IE 家に 欺 

石 も 寄寓して るた からだった。 漱 石と 子規の 交際 は 一 髙 時代からの 同窓と いふ だけで、 お 互 ひ 

に談 心の 友と して 許す ほどの 深み を 持って るなかった。 同 窓 生の 中で はま ァ/ \ 話せる 男 位に 

子規 は^って ゐた。 欺 石 もま だ 小說を 書かう とい ふやうな 野心 も 抱いて ゐ なかった。 そんな 水 

商賣ぢ みた 文士なん ぞ になる 俺て はない、 と 高く 己 を恃ん でるた 時ても あった。 文學の 話なん 

か漱 石に はわから ない と兑 くびって るた 子規 も、 何處 かに 氣 心の 知れた 親しみと 暖か 味の 結び 

つきが あった。 松 山に は 親族の 二三 軒 もあって、 病後の 子規 を 看護す る 人手 位に 事を炔 かな か 

つたので あるが、 子規 は 却って 漱 石と 同居す る， 友の 誼し み を 選ん て、 約 二 ヶ月 其の 厄介に な 

つて ゐた。 


漱 石が 後に 人に 話した とい ふのに よる ふ、 子規 は 人の 迷感 なぞに は 何の 頓着 もな しに、 け ふ 

は 鳗 を 食 はう とか、 ィャ雞 にしよう とか， 食 ひ 物の 贅澤を 言って 平 氣でゐ た。 毎日 句^ を やる 

とか 言って 大勢 詰め かけて 來ては 夜更かし をす る、 相 變らず 病人ら しく もない 非衛生の 親玉 だ 

つた。 

併し 晚 年の 漱 石が 创作を 以て 身 を 立てる やうに なった 所以 は， 漱 石の 思想、 感情、 及び 其の 

環境の 變化 による 事 は 明らかで あるが、 其の 創作に 向って 行った^ 緣は、 遠く 溯る と、 この 松 

山の 子規との 同棲に 胚胎して るるの だった。 漱 石が 十七 字 を 並べ る やうに なった の もこの 時 だ 

つた。 追 ひく 子規 派の 作者と して * ュ ー モアの 濃厚な ウィットに 富んだ 1 異彩と も 見られる 

やうに なった。 

始めて 漱 石と いふ 雅號を 兌て， それが 誰て あるか を 質した 時 • 夏 目と いふ 男に はとても わか 

るまい、 と 思って ゐ たが 案外な もんだ. と 言って、 子規 は 一 つの 奇蹑の やうに 話した こと も あ 

る。 後に 漱 石が 洋行 中から よこした 「倫 敦塔」 を 見た 時には， 子規 は 更らに 驚異の 眼 を IS かし 

て、 素人の 筆て はない、 もう 堂に 人って るると • 三嘆した 事 もあった。 


若し 漱石晚 年の 成功 を 子規が 見た としたら、 それに 對 して どうい ふ 態度 をと り、 どうい ふ批 

評 を 加へ たで あらう か。 子規が 談 心め 友と して 將來 を囑 目した 者 は、 大方 碌々 爲 すなき に 反し 

て、 子規が 半ば 俗物 視 してる た漱 石の 盛名 隆々 たる 事實を 自己の 不明に 歸す るで あらう か、 或 

は 自ら 筆を呵 して 文壇に 相 馳^す る 勇 氣を振 ひ 起した であらう か。 それとも 漱 石の 成功 を 白^ 

視 して •  ^の 世界の 出来事の やうに 不問に 附 したで あらう か。 無益な 架 {仝- な 想像で は あるが、 

多少の 興味 を 喚ばない とも 限らない。 
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一一 一十 病後の 焦燥 

子規 は 七月 一 一十 七日 附の鳴 雪 宛の 手紙の 中に 左の やうな 赤裸な 感情 を 述べ て， o る。 

自分 は 死ぬ ると 迄 は 思 は ざり しが、 醫者 さへ 氣遣 ひしと 聞て • 今更 夢の やうに 覺 えて 半 

ば うれしく 半ば 恐ろしく、 はて は老耄 人の 如くつ まらぬ 事に 心配 致 候 やうに 相 成 候 (中略) 碧 

梧 杯お 謹 致 吳候後 は * 1 時 問で も 人が 側に 居らねば 心細く 覺ぇ 候事屢 々有 之 >  從て兩 人の 顔 

を 兒る時 は 我 子に でも 逢 ひし 時の 感な るべ しと 思 ふ 樣の感 起る 事^ 之 候， それに くらぶれば 

入院 常時の 勇氣は 我ながら えらき ものに て >  看護 I 人 さへ あれば 疊の 上に 死ぬ るに は 十分な 

りと 定め (中略〕 それや 思へば 今の 老電は 笪に恥 かしく 存候、 併し 病氣の 少しつ - よくなる と 

共に 勇氣 もやう /\ に 恢復し、 今では 高濱 なくと も 左お 一 淋しと も 思 はぬ 様に 相 成 候、 只 勇氣 

の 全然^ 復 する や 否や は 無 覺束候 • 此一點 一生の 遣 憾に有 之 候" 今日の 如き 無氣 力に て は" 

此 後た とひ 何年 生きたり とも 何事 も 出來申 11 敷 候) 此點 よりい ふ も 長く 田舍に 閑居して 遊び 


居る は 却て 惡 しく、 矢 張く 都 門に 住みて はげしき 競爭の 風に 吹き ま はさる 、方が 元氣づ く 

べき やと 苻 候， (下略) 

病氣に 影響され て、 抵抗力の 薄弱に なった 場合の さも あるべき 感想て ある。 殊に 人 一 倍强烈 

な 野心に 燃えて ゐた 子規の ことで あるから 、「今日の 如き 無氣 力に ては此 後た とひ 何年 生きたり 

とも 何 車 も 出 來中問 敷 候」 と 痛切に 自己 否定の 叫び を發 する 衷情 も 思 ひ やられる。 H£ 十月 十： n、 

松 山から 嗚© 宛の. 書信の 中に も、 

御 地俳优 如何 や、 小， 生當 地に 在て 素人 許り を 相手に いたし 居候、 歸京後 意外の ひけ を 取り 候 

様な 事 有 之 やと 氣遣申 候 

など 窓外な とり 越し 苦 勞をさ へ してる る。 

十月 一 一十 五日 歸 京 途上 大阪 からの 私 宛の 書信に は 

…； 小生 も 大分よ ろしくな り 候 故 あづまの 秋 もこ ひしく > 須磨迄 出 稼 候處. 俊 麻 質 靳 にや 左 

の 腰骨い たんて 歩行 困難に 相 成 候、 當地 にて は 全く 動け ぬ 程な りし を、 服 藥の效 によりて 今 

日 は 大分 心よ く 相 成 候 * 明日 は 少し は あるき 得べき かと 樂み 居候 
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と 新たな^ 氣の设 生 を 報じて ゐる。 この^ 骨の 痛み は、 晚年 子規 を 栲！： にかけ た 脊^ t: 、蝕の 第 

1 の 徴候だった U 子規 は 十月 三十 一 日に 歸 京して 無事 根 岸の 庵に 入った が、 其 後 一 二度 杖 をつ 

きながら 上野の 山 を 散歩した ^で， 間もなく 歩行の 自由 を 失な つてし まった。 

同 十二月 十四日 附、 大谷笑 天 宛の 書信に 

…… 小生 やう やく 歸 京 致し 候 もの i なかく 昔の 小生 にても 無 之 大弱りに 弱り 居候、 併し 病 

氣の爲 めに 事 をな まける 事 は 毫も 無 之 候 故 御 安心 被 成 下 度 候， 近來は 毎日 二 攔三擱 位 も 書 - 

縯申 候、 歸京後 リウ マチス 見た やうな ものに て 足 K 自由なら ず 困 居候- 最少し 世の中の 苦 を g 

重ねて 試み 度 候  •  一 

とも あ る J 

當時 「日本」 に 入社して、 編輯の  一 n になって るた 私の 無能ぶ りに も 業 を 煮して ゐ たらしく 

「文苑 锌吿」 の 手紙 も 逞 次に 來た。 「俳諧 大， 嬰」 を 主として * 新聞の 上の 活躍 もめ ざまし いもの 

があった。 笑 H< 宛の 手紙に 「毎日 二 镧三攔 位 も 窨綾申 候」 と あるの は， 新聞^ 稿の ことで ある。 

かやうな 手鈹の 文面 を 兌 M ノ けで も >  子規の 心中に 平らか ならない 不安の 影の 漂うて ゐ るの 


を 想 察する ことが 出來 る。 子規の 靑年 的な 元氣 と、 元氣の 燃えて るる 野心と、 其の 健康の 示す 

抵抗力と は、 次第に 反比例 をな して 行きつ、 あると 子規 は考 へる ので ある。 自己の 短縮せられ 

た 生命の、 まだた しかな 呼吸 をして ゐる 間に、 其の 宿望の 一端な りと も « したい、 と 功 を 急が 

ねばならな いので ある ノ自 已の賴 みに してる た 周圍の 友人^ は • 大抵 迂 にあら ざれば 鈍 * 悠々 

として 時勢 を 解し ないか、 仕事 を させれば へ マな 失敗 許りす る、 論外の 徒て ある 以上、 大 堂に 

なって e: 已 自ら 馬 を 陣頭に 進めな けれ はならない のて ある。 明日に も 自分が 斃れ たと したら、 

今 口まで 築き上げた 中途半端な 仕事 はどうなる のか、 命數は 已むを得ない としても、 これで は ^ 

死に きれない 遣 恨 を 抱いて 死なねば ならない ので ある。 

総 て が 今 日 の 自己 と 背 I ^して ゐる、 す れ遠 ふ^の やうに 行く べき 方向が まるで 遠って ゐる、 

これ を どう すれば い、 のか， とい ふ 不平と 不安と は * 遂に 在廣 島の 飄亭 宛の 手紙と なって 爆發 

した。 この 手紙 は 子規の 當 時の 感想 を 大膽に 正直に 告白して ゐる。 左に耍 點 を抄錄 する。 II 

子規 喾簡 集より II 

尙 ほこ 、 に 附記して 置きた いのは、 虚チと 私の 關係 である。 虚子は 子規 を 看護しての 歸京 後、 
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私と 刖 居して， 戶塚 村の もと 古白の 借りて るた 家に 移った。 二人 を 一緒に 笸 いて は、 依然と し 

て 遊蕩に 耽溺 するとい ふ 表：. 1 の 理由で あつたが、 內實は 子規の 訓戒」 よって、 虚 子は單 獨勉强 

する つもりであった。 子規が 「天晴 兩大關 こ、 I 番の兌 物」 など 冷笑した の はこの 時であった 

o 

其 後 私 は 日本 新聞社に 通勤す る 都合 上、 神 田淡路 町の 高田屋 とい ふ 下宿に 移った。 子規と 虚子 

の 間に どの やうな 事件が あつたか は I 切 知らなかった ので ある。 

飄亭 宛の 手紙 は先づ 冒頭に 

小生が 心中 は狂亂 せり 筆頭 は混雜 せり、 貴兄 は氣を 落ちつけ て 請んでくれ 給へ 

と 書いて ゐる。 

こ  >- に 一 つ 御 報道 可 致 事 出 來申候 * 眾刀直 入に て は 相 分り かね 候に 付， はじめより 叙 を遂て 

可 申 候、 小生が 貴兄 及 非 風と 交際 致 居候 際" 货 兄よりも 非 風の 方文舉 上の 才能 ありと 思 ひ 居 

候 事 は 僅かの 間にて、 非 風 は 稍 其 體を現 はしかけ 候 故、 貴兄に 遠く 劣り 候 は 勿論、 迚も も 

のに は な A ずと て 一 朝 兌す て 申 候 

それと 同じく 碧梧虚 子の 中 にても お 梧 才能 ありと 覺 えし は 其の はじめの 事に て * 小生 は以 S 
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よりす でに 碧捂を 拾て 申 候、 併し 虚子 は何處 〔原文の 儘) やりとげ 得べき ものと^ 定致 し、 又 

隨て やりとげ させんと 存居 種々 に 手 を 盡し申 候、 小生の 身命 は 明日 を も はかられぬ もの、 小 

生の 相續 者は虚 子と 自ら 定め 置 候、 しかも 此相續 者の たしかなる 事 は 小生 自ら 人 を 鑑定す る 

事の 明 を 有せり と 自ら 恃み 居りし 心に て 相 分り 可 申 * 小生 は何處 まで も 之 を 信じ、 貴-兄 はじ 

め 誰 人 も 能く 之 を 信じ 申され 候 事と 存候， 併し 人 S1 の智愨 程 はかなき もの は 無 之 候， 小生 は 

今日 只今 二人と なき 一 子 を 失 ひ 申 候、 小生 をして 人を觀 るの 明な からしめ たる 者 は 實に此 一 

窮措大 高濱虚 子に 有 之 候、 铰早 小生の 事業 は 小生 一 代の 者に 相 成 侯， 三十 有餘年 だに 保ち 得 

ベ からざる 此 一 代に て 相 終り 可 申 候 (下略) 

小生 須 磨に ありし 時 もしみ ぐと 忠告す る處 あり、 且つ 我が 相 綾^ は 君な りと 迄虚 子に 明言 

いたし 候 • 虚子 もや、 決心せ しが 如く 相 見え 申 候. 小生 潜 かに萏 んで 心に 文 辠萬歲 をと なへ 

ぬ， 先月 歸 京して つくく 虚 子の 擧動を 見る 又是舊 時の 阿 蒙の み， 小生が 彼に 忠吿 せし 處は 

舉 問の 二字に 外なら ず 候 •  ^問と いふ 語が 小生の 口を出て 虚 子の 耳に 入りし こと 數 百度 以上 

なるべし、 須磨 にての 忠告 は實に 最後の 忠吿 なりし 覺悟也 • 而 して 虚チ 依然たり 小生 呆^と 
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して 詠め 居候 

頃日 多忙な り 碧 梧 は 入社 早々 醜聞 を 流しお まけに 無 學の評 あり 新聞の 益に はた 、 ず、 小生 は 

獨り悶 々たる 折 柄、 歡 迎會玆 ^會と 暇な きを 以て 自分の 仕事 は 一 步も 進まず、 稍氣途 ひじみ 

たる 析抦、 最早 堪 へがた く 相 成、 昨夜 究-風 凛々 たる を ものともせず 虚子を 訪ひ候 ひしに 虛子 

不在な り、 小生^ 氣 はいよ くいら だち たり、 直に 手紙 を發 して 今朝 來れと 命ず， 今朝 起き 

て 待て どもく 虚子 来らず、 け ふ はやけ になって 分類に 從事致 居候へ ども 虚 子の 事の み氣に 

なりて 抄 取り 不中， やがて 虚 子の 來 りたる は 十一 時 頃な りしな らん、 それより 共に 午 餐 をた 

うべ 社へ は不玆 の趣屆 置， 虚 子を携 へて 道灌 山に 到り 申 候、 小生 未だ 歩行に 馴れず 行 柽 十 町 

三 3 十分 を^す やうく に 茶屋に 腰掛けて 乎 詰の 談判 を はじめたり 「中略) 

つまり 一言に してつ 一め なば、 文學 者に ならん と は 思へ ども、 いやで， C たまらぬ 舉問 まで 

して、 文舉 者にな^ うと は 思 はずとの 答な り、 小生い ふ 

ソ レ ナ ラバ 子 ト我ト 到底 其 目的 ヲ 11 シ ウス ル能ハ ザ ル モノ ナリ  - 

虚子 いふ 


厚意 ハ謝ス ル所ナ リ併シ 忠吿 ヲ納レ テ 之ヲ實 i: ス ル ダケ ノ勇氣 ナキヲ 如何 セ ン 

吁侖脈 は 全く こ、 に 結えたり、 虚子は 小生の 相鑌 者に も あらず、 小生 は 自ら 許した るが 如く 

虚 子の 案內者 にも あらず、 小生の 文 學は氣 息奄々 として 命 旦夕に 迫れり、 今より 囘顧 すれば 

虚子は 小生 を 捨てん としたる こと 度々 ありし ならん も、 小生の 方に て は 今 曰迄虚 子を捨 つる 

能 は ざり き、 親 は 子 を 愛せり 子 を忠吿 せり、 然れ ども 神の 種 を 受けた る 子 は 世間 普通の 親の 

忠告な どを受 くべ くも あらず、 子 は 怜悧也 親 は 愚痴 也、 小生 は 筒 程にまで 愚な らんと は 自ら 

知ら ざり き、 小生 蕭 (悄 力) 然として いふ、 忠吿を 納れず とも子 は文學 者と ならぬ と は 限ら 

ず、 我 も 絡 交 するとい ふに は 非ず、 只 普通の 朋友と して 交際し、 今迄 自ら 許した る 忠告の 權 

利 及び 義務 を 抛棄すべし 

(中略) 

非 風 去り 碧 梧 去り 虚子亦 去る、 小生の 共に 心を談 ずべき 者 唯 貴兄 あるの み、 前途 は 多望な り 

文學界 は混亂 せり、 源 語は讀 了せ しゃ 如何、 俳句 は出來 しか 如何、 小說は 如何 過去 は 如何 現 

在 は 如何 未来 は 如何、 一滴の 滔も咽 を 下らず 一 點の韆 も 之を惜 む、 今迄ても 必死な り、 され 
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ども 小生 は 孤立す ると 同時にい よく 自立の 心つ よく なれり、 死 はます く 近き ぬ、 文舉は 

やう やく 佳境に 入りぬ、 書かん と 欲すれば 紙盡 く喝ッ 

かやうな 吿 白を兑 て、 子規の 人物の 一 端の 暴露と する の は 早計で ある。 病魔に 襲 はれた 者の、 

其の 發病 時に 感ずる 發 作の やうに、 未来 を 否定す る 一種の 幻想て ある。 幻想 を實體 としての 論 

據に 立つ 假定 の演緯 である。 形而下の 財產 さへ、 完全な 糠 承 者 を 得る や 否や 不確實 であるのに、 

形而上の 文 舉に相 辩者を 作る ことの 不可能な 位、 餘 りに 明白 過ぎる 事理で ある。 併し 自己の 運 

命に 祀憂を 抱く 弱者の 心理と して、 何ら かの 支持者 を 得ようと する、 其の 孤 獨に堪 へない 悶々 

の 情 は 酌量すべき である。 要するに 病的 焦燥の 高潮で あり， 不安と 危惧 を 紛らさう とする 自己 

昂奮の 對抗 策で ある。 

病 氣が曰 を 追うて 重大と なり、 それ こそ 命 旦夕に 迫った 時で も， もう 二度と かやうな 幻想に 

は囚 はれなかった • 何らの 焦燥 も 起さなかった。 死の 雰圍氣 の 濃厚と なる につれ て、 心 は 愈々 

淸 澄に 平靜 であった。 

殊に かやうな 激越な 感情 を爆發 させて 間 もない 翌ニ 十九 年に は、 雜誌 「日本人」 で， 虚子ゃ 


私の 俳句 を 擧げて 過褒と も 思 はれる 評論 を 書いたり した。 次いで 「明治 二十 九 年の 俳諧」 を 「日 

本」 紙上に 連載し • 虚 子と 私 を 中心に して、 始めて 我黨の 旗蜣を 鮮明に した 一 種の 宣言 文 を 書 

いたりした。 

若し 晚 年の 子規に、 かやうな 書信 を 見せて 其の 感想 を 叩いた としたら、 恐らく 夢の 如き 舊事 

を 1 笑に 附し 去った であらう。 さう して 一 時の 篤詧 讒謗 も、 後進に 幸 あれ かしと 希 ふ眞の 同情 

の迸發 てあつた 衷情 を 吐露した であらう。 言 ふまても なく 過不及 は總 ての 人 問の 弱點 である。 

常軌 を 逸する 程度の 子規の 病的 焦燥が 我ら 同人 間 を 鼓舞 激勵 する のでなかったら、 明治 俳句 も I 

當 時に 見る やうな 長足の進歩 を 示さなかった かも 知れない。 我ら は 子規の 病的 焦燥 を 冷評す る 一 

か はりに、 之に 感謝の 意 を 表する の 外 を 知らないの である。 


明治 廿九年 以後の 子規 は、 文學 上の 社會 人と して 多くの 人の 耳目に 新たなる も 

のが ある。 本 編 は 主として、 社會 人と して 立つ までの 子規の 面目の 一端 を 書かう 

とした o 

赵の 見た 子規 は、 到底 私の 見た 子規で ある。 其の 全豹 は 愚か、 其の 一 斑 を も 表 

示し 得な かつ たかを 畏れる ので ある。 且つ 記憶の 粗 雜な爲 め、 事實を 誤った 點も 

少 くない こと を も 患へ るので ある。 正確な 史料に よって 訂正したい。 

明治 廿九年 以後、 其の 死に 到る までの 囘想 は、 他日 改めて 筆 を 執る 機會の ある 

事 を 信じたい。  . 

固と 斷片 的の 囘 想に * 何らの 精彩の あり やう はない。 若し この 囘想 記に 多少な 

りと も與味 を惹き 得た 人が あるならば、 そ は 言 ふ 迄 もな く、 子規の 偉大なる 投影 

に過ぎないの である。 
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一 母堂の 談片 

赤 ン坊の 時 は そり や 丸い 顔て、、 丸い 顔て、 よつ ぼ ど 見苦しい 顔で ございました。 鼻が 低い 

妙な 額て、 ようま ァ此 頃の やうに 高くな つた もの ぢ やと 思 ひます。 十八 位 力ら やうく 人 

並の 額に なった ので、 ほんと に 見苦しう ございました。 大人に なって あれ 程 顏の變 つた 者 も あ 

な- ます まむ 

六つ 位から もう 髢を結 ひました。 父親が 早く なくなつ たので 殿様へ お 目見え を せんな らんの 

て (大抵 八つ 立から お 目見え をす る) ございま したが、 御 維新に なって それ は せずにす みました 

髭 を^うた なり • 三 並 (良 氏) のと 二人で 小學校 (法 龍 寺內) へ 通 ひました が、 たった 二人ぎ りが 


髭 を 結うて 居る ので. 大變 いやがりまして、 切って 吳れく 言 ひました。 

上下 着の 時には (五 歳の 十 一 月 十五 日) 金 巾の 紋付を こしら へて、 上下 は 佐 伯の 久 さんの を讓 

つて 貰うて、 大小 は大 原の 元の を 貰うて さし ましたが、 何様 背が低いので， 大小に つらされる 

や うぢ やと 笑 はれました。 背が 低かった の はえつ ぼと 低かった と 見えて、 大 原の 祖父が、 朝喑 

いうちに 門に 出て 居って、 何 か 知らん 小さい ものが 向 ふから 來 ると 思 ふと、 それが 升ぢ やった 

など 詰 をよ くして 罟 りました C 

小さい 時分に はよ つぼ どへ ぼで/ \ 弱味 喰で ございました」 松 山で 始めて お 能が ございまし ^ 

た 時に、 お 能の 鼓 や 太鼓の 音に お ぢてビ 、たうとう 歸 りましたら、 大 原の 祖父に， 武士の 家に 一 

生れて お 能の 拍子 位に お ぢる， とそれ は-く 叱られました。 近所の 子供と でも 喧嘩 をす る やう 

な 事 はちつ とも ございま せんので、 組の 者な どに いぢ めら れても 逃げて 戾 ります ので、 妹の 方 

が あなた 石 を 投げたり して 兄の 敵 打 をす る やうで * それ はへ ボで ございました。 

小舉 校へ 行く 其 前 に、 祖父の 處へ素 讀に參 ります が、 朝喑 いうちに 起します から、 なかく 

起きません ので、 毎朝々々 蜜柑 やお 菓子 を 手に 持た して は 目 を さまさせます。 さう せんと 起き 


—  303- 


ません のよ。 

祖父 は 大變升 を 可愛がりまして、 升 はな ふぼたん と敎 へて やっても 覺 える けれ， 敎 へて やる 

のが 樂みぢ やというて 居ました。 

小さい 時 は 左り ぎっちょで ございました から、 大 原の 祖父が、 お前 はお 客に 往 つても 一 番 左り 

へ お 坐りよ、 さう でない と、 まんなかて は 人の 邪魔になる けれ、 というて 居りました。 舉 校へ 行く 

と 先生が 右で おたべ なさい とい はれる ので、 ぉ辨當 はどうしても 持って行きません、 右で たべ る 

やうに なった の は、 ずっと 後の ことで、 此 頃ても 寢 やうに よりまして は、 左で たべ て 居りました。 

升が 三才の 時， 大 原に 何 かお 客 事が あって、 私と 二人で 泊り に往て 居りましたら • 火事 ぢ 

や /(\ と いふので 仲間が 見て 来ましたら， 大變々 々正 岡が 火事 ぢ やと 言 ひます。 そとで 升 をお 

ん ぼして 歸 つて 來 ますと、 もう 火 $ もお 仕舞 ひに なって * 龍 吐 水 も 去ぬ る、 提灯が 澤山戾 つて 

來 ますの を 見て、 升が 大變 喜びました。 それから 後 は 何でも 燒 けたく と 言 ひまして、 ハ ン コ 

(頭の ャッ コ のこと) を 落した 時 も 「ハンコ、 ャ ケタ」 ともとらぬ 口で 言 ひました。 

物言 ひを覺 える のが， えつ ぼど遲 うて * 三つの 時に も 「ハ ル」 とい ふ 下女 を 呼ぶ のに 「アブ 


^-」 というて 呼んで 居りました。 物言 ひば かり か、 手 さき もえつ ぼ ど 鈍で • 紙鳶 もえ X あげ 

ず、 獨樂 もえ  > "ま はしません て ございました。 

何でもす きな 物と いふと、 南瓜と 西 瓜が 出よ つたて い。 

窗 を 切って 後 も 小さい 刀 を さして W りました が、 餘戶の 祭りで 田舍へ 行きました 時、 誰か、、. - 

拔 いて a いくとい うた けれども 拔 けません の を * 陰へ 廻って 裏の 畑へ 出て 自分で どうやら か 

うやら 拔き ましたら、 手 を 斬り ましてな、 それでう ちへ は歸れ ない とい ふので、 シク /、泣い 

て 吾った， J とも め り ます。 

小 凄 校に 影 浦 先生と いふの が ありまし たが、 そこへ 本 を 習 ひに 三 並の 從 弟と 一 所に 行きより 

ました。 夜が 遲く なると、 私 どもが 向 ひに 行き 参りました。 先生の 處 では 本 を讀ん でもら ひま 

すより、 話 をして きかして 貰 ふの がすき で、 それで 遲 くなる ので ございました。 大方 八 犬傳ゃ 

何ぞ の 話で ござ いませう。 

或 時 丁度 米 藤： 大きな 吳 服屋) の 塀の 上から、 女が 顏を 出して 居た のを晝 見た とい ふので、 歸 

りに それ を 想 ひ 出して、 恐がった こと も ございました。 


大 街道の 軍談 (講談) をよ く 聞きに 行きより ました、 三 並の 從 弟と 一 一人で。 小 遣の ない 時には、 

永 井と いふ 處て 其錢を 借て 行きより ました" 何でも 一 錢の木 戶錢が 少し 遲く 行く と， 天 保錢ー 

枚です むと かいひ ますので ございま したが、 それが 後に わかりまして 大變に 叱られました。 

大 原の 祖父が 死に ましたの は 升の 九つ 位で ございま したが、 祖父が 何やら 管の やうな ものて 

ぉ藥を 飲んで 居り ましたの を大 變に羡 しがって， 其 後 自分が 病氣 をしたら、 管て お茶 を飮 まし 

て吳れ とい ふてき 、 ません ので  0 

私の 祖母に 當る人 は 名うて なや かまし やで ございま したが、 升に は 目 も 鼻 もない やうに やさ ^ 

しう しまして、 それ は /\- えらい 自慢 をし よりました。 まァ あんな 自 かよう 言へ る 事よ と 思 一 

ふやうな 事 を 言 ひまして  升 も 其 曾祖母に はよ くな ついて 居りました。 

加 藤の 弟 (恒忠 ) が 四書 五經を 終った 時に、 歌 原のお じいから、 何やら 彫った 印行の やうな も 

のと 肉と を 入れた 箱 を 貰 ひました の を、 升が 四書 ff 經を 終った 時に 譲って 吳れ ましたら、 大變 

に 喜んで， 大事に くして 居った のに、 泥棒に とられて 仕舞 ひました。 

中學 校に 行きより ます 中に、 東京へ 出たがって，^ やかまし ういうて 居り ましたが、 加 藤の 


弟から、 西洋へ 行く 前に 來 いというて 來 ましたので、 飛 上って 喜んで， 丁度 大 原の 叔父 は 留守 

で ございま したから、 佐 伯の 叔父の 處へ 飛んで 往 つて  來 いとい ふ 手紙の 來た翌 A 日 松 山 

を 出立し ました。 單衣物 を 一枚 こしら へる とい ふので、 夜通し 縫うた 事な ど覺 えて 居ります。 

字 は 山 內傳藏 さんと いふ 人の 處へ 1 年 も 習 ひに 行きました か、 判 紙へ 物 を 書く ことが 大 すき 

で、 昔から 半紙 はよ く 使 ひよりました。 

十三 や 十四の 時分に 類似 コ レラに 罹り ましたが、 丁度 盂蘭盆の 頃て * 松 山で はよ く味嗜 をつ 一 

きます が、 其味噙 豆を澤 山た ベた のて お腹 を 下した のて ございます。 病 氣は刖 にわる いとい ふ I 

こと もない ので、 七日 許りして 家の 內 では 遊ぶ やうに なりました。 

松 山の 立 花 神社と いふ 天神 樣へ、 六月 二十 四 五日の 二日のう ちに、 大文字と いうて 大きに 字 

を淸 書し てあげる と， 手が あがる とい ふの て 持って行 まより ま した (此 習慣 今 尙ほ存 せり) が、 

升 は 唐紙 ゃ畫箋 紙な どへ 一 ニニ 人の よせ 書き をして 大きな くもの を こしら へ て • 松の木の 枝な 

どへ 吊るの を樂 しみに して 居りました。 七夕 竹 を 立てる 時 も、 短冊が 多 いぢ やの 少な いぢ やの 

と 妹と いひき つて、 すき 好ん て 書きました。 ！ 以上 「子規 言行 錄」 より 1 0 


二 のぼさん と 食物 

〇 

われく 子規に 親炙した 者の 間て， 子 a を 「先生」 と 呼んだ こ ともなく、 「師」 とも 「翁」 と 

も 言った ことがない。 本名の 「升」 を國 風に 訛って 「のぼさん」 とい ふ 「さん」 づけで 終始し 一 

て來 た。 之 は、 國の 士分 格の 交際の 習慣で， 敬意 も 籠め られて をり、 同時に 分け隔て のない 親 § 

しさ を 表明して るた。 「君」 とい ふより 「お前」 と 呼ぶ 方に、 ずっと 同輩 視 した 親しみ を 感ずる 

やうに、 そこに は 同 鄕 同族 年輩の、 お 互 ひが 1 つに なった 悅 びの 無量な ものが 籠って ゐた。 

〇 

のぼさん、 とい ふ 呼び 方に そぐ ふやう に、 お 互 ひの 話 も， 松 山 言葉の 丸出しで、 言葉 を 謹む 

とい ふやうな 懸念 をした ことがなかった。 ザック パラン、 とい ふので なく、 あたり 前の 言葉 を、 

あたり まへの 調子て 話す のだった。 國 風の 言葉に は 和らぎと 親し さが ある， と 言って、 茶目な 
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墨 水 II 梅澤墨 水， 亡、 京 京 生れ II など、 よく 松 山 辯の 物眞似 をした もの だ。 當時大 阪に移 

住した 墨 水 は * 子規 を 呼ぶ に 「のぼさん」 と 言ったり して、 大阪 人に 通らし く 振舞った ともい 

ふ C 

〇 

根 岸の 宅に 往 つても、 案內を 乞うた ことがない。 默 つて 上り こんで、 おばさん I 母堂 11 

なり、 おりつ さん —— 令妹 I なりの 顏を 見る と" 始めて 挨拶 をす る。 折 あしく お 二人とも 兌 

えねば、 ずっと 座敷まで 通って、 ぢ きに 病人の 枕頭に すわりこむ。 ァラ  リツが もんた かと 

思うて ゐ たのに ：：： と 却って • おばさんの 方で 恐縮され る。 

先客が あらう が" あるまい が、 お客様が 知った 顔で あらう と， あるまい と、 病人が 起きて る 

ようと- 寢てゐ ようと * 苦悶の 聲を發 して ゐ ようと、 ゐ まいと。 この 一 家の どの やうな 事情に 

も 無頓着で よかった。 それほど われく に は 自分の 宅の やうで あり、 內證も 秘密 もなかった" 

〇 

さう いふ 家族 氣 分の 書生に、 何らの 接待 も 不用て あつたの だが、 きっと 茶 をく まれる- 茶菓 
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子 を 出される。 茶菓子 は 大抵 岡 野の 煎餅だった。 丸い 豆 人り、 細長い 芭蕉の 镔の形 をした、 そ 

れら だった。 いつも か はらない 煎餅 • とい ふやうな 氣も する のだった。 この 煎餅 も、 お客様が 

1 つつまむ 前に、 病人の 手の 出る の を 例と した" 

〇 

茶 は 番茶 煎茶 一 定 はして ゐ なかった〕 急須で なく • 大抵 は 土瓶だった。 どうい ふ 珍客に も、 

我れ く 書生に も、 同じ 土瓶と 茶碗であった とい ふより、 客に 出す 茶器 は- あとに もさき にも 

1 通りし か慵 へて なかった やう だ。 

秀廣 君が、 蝕く つた やうな、 鐵の 茶托 を こしら へたの は、 ずっと 後の こと だが • それが 出來 

てから は *  ^り藝 術 品ら しい 茶托ば かりが 光る やうに なった。 

〇 

来れば 長 坐 をす る。 半日 話して るても- 病人の 方から 話題 を 出して くれる から、 だんまりで 

向き合って ゐる やうな こと もない。 きっと 害ー釵 か、 夕鈸の 御馳走になる。 親子と か 鰻と か、 ； tlT 

の 註文 をき かれる。 そのころ、 晚 酌の 特典 を 許された のが、 虚子 I 人だった。 
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どうい ふ 酒が 出た か、 酒の 可否な ど を飮み 分ける 時代でなかった から、 もとより 德利 ゃ盃の 

普を考 へる ひま もなかった。 

病人でなかった 昔から、 のぼさん は 下戸だった" 酒の 味、 とい ふ もの を 知る 機會 なしだった。 

尤も、 酒の 味なん か、 どう だってい. -、 とい ふだら うが。 

1 歩 をす、 めて、 滔飮ん だ 醉態を 罪 惡と考 へる， 或る 程度の 道 德觀を 持って るた。 酒に 呑 

まれる の を， 一 種の 痴呆 だと も考 へて ゐた。 誰でも、 自分の 嗜好に、 何ら かの 合理性 を發 見し 

たがる もの だが、 のぼさん は， むしろ 強硬に、 其の 合理性 を 支持す る 傾きが あった。 若し 假り 

に， のぼさん が 大酒 飮み であった としたら、 とよく 我れ くの 間で 問題に した ものだった。 な 

ぜ なら、 自己の 喰 好に 合理性 づける か、 それとも 理想的に 節酒の 模範 を 示す か、 一寸 解答 を 難 

得い 論議の 種であった からだ。 

〇 

いくら 食 ふこと だけが、 一 日の 樂 しみで あると 言っても、 あ、 してよ く 食べる もの だ * と 我 

れくの 健康者 を いつでも 驚かした もの だリ 親子で も 鰻で も、 丼 一 つ を 食ひ殘 すと いふ こと は 


なかった。 「病牀 六尺」 であった か、 自分の 健啖 を、 胃腸の 丈夫な 爲 めでな く、 齒の 健康に よつ 

て、 よく 咀嚼した 爲 めだ. との 解 釋を與 へて るる。 よく 嚙む、 とい ふのと、 大食と は、 一所に 

はならない 箬だ。 よく 嚙ん で， 時間 を かければ 幾分 小食に 傾く のが 普通な の だ。 が、 のぼさん 

では * それが 一 つに， 合理に 考 へられる だけ、 健 胃 健 腸て あつたの だ。 

まだ、 常盤會 寄宿 舍にゐ て、 時には 野球の ノックな ど を やって ゐた 健康 當時、 大 袋に 煎餅 を 

買って 來て、 友達の 部屋へ 話しに 往 つたり しても、 それ を 平らげる 大 株主 は、 のぼさん 自らて 一 

あった、 とい ふやうな 話 も 想 ひ 出される。 若 竹と いふ 壽司屋 にもよ く往 つた もの だが、 我れ く  m 

が 食ひ殘 すと， 若い に 似合 はんな、 と 見せしめに 二人前 位 • 樂に 食うて ゐた。 

〇 

食後に は、 大抵 果物 をと つた。 柿 時分， 蜜柑 時分、 時には 林檎 • 梨な ど、 其の 顏を 見ない こ 

とはなかった" 柿 は 中で も 好物で あつたと 見えて、 樽柿が 出 はじめる、 と 午後のお 八つに も 二 

つ 三つ、 いかにも 貪 ひ 足りな さう にたべ た。 

奈 良に 泊った 時、 美しい 娘が 御所 柿 を 山の やうに 盛って 出した、 とい ふ 話 をす るので さへ、 


如何にも、 其の 一 つ を 手に でもして ゐ るかの やうに、 嬸 しさう であった。 

が、 奈 良の 御所 柿， 岐阜の ふゆ 柿、 さう いふ 高級品で ない と、 など、 いふ 瞀澤は 言 はな かつ 

た。 言はなかった のでな くま だ 知らなかった の だ。 東京で 一番うまい 安物の 樽柿て 滿 足して 

るた の だ。 

柿ば かりで はない、 食べ もの、 贅澤 とい ふこと を 知らない、 書生 氣 分で 終始した の だ。 食べ 

もの 、^澤 を 知る まで 生きても ゐ なかった し * 懐ろ も 乏しかった の だ。 

〇 

さう 言へば、 書生 時代に は、 舊 藩主の 給費生で あり、 外交官の 叔父が あり、 擧資に は 餘裕の 

あろ 方で、 他の 貧乏 書生 を羡 しがら せた もの だ。 書生の 澤 だから、 多寡の 知れた ものだった 

が * それても， 其の 一 生で • 最も 金と いふ 心配の ない 時て あった。 家 を もって、 家族と 同棲し 

てから は、 月給 十八 圓を ふり 出しに、 出来るだけの、 今 まてと は 打って か はった 緊縮 生活 をし 

た。 いくら 枭 物が 好きだ、 と； 一目っても、 西瓜. 葡萄な ど錢 目な もの を 常備して 置く こと は、 懐 

ろが 許さなかった。 
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〇 

新 海 非 風 は、 當時 では、 幾分 不良 性を帶 びた、 デカ タンな 書生だった。 たしか、 明治 二十 四 

年の 夏だった と 思 ふ。 のぼさん と 連れ立って 歸鄕 して るた。 何とかい ふ 芝居小屋に、 田 舍まは 

りの 歌舞伎が か ゝ つて ゐた。 神 靈矢ロ 渡 を やって ゐた。 座頭のお 舟 役 を 見て， 非 風が、 馬鹿に 

ノッ. ホ なお 舟 だと 言って 笑ったり した。 東京の 芝居 を 見つけて ゐた非 風に は、 馬鹿らしく 埃り 

くさい ものだった らうが、 のぼさん は、 頓兵衞 役が 氣に 入ったら しかった。 東京に るても、 當 

時の 圑菊左 を 始め， 二 錢圑洲 の条八 さへ、 b クに 見た ことはなかった の だ。 芝居 を 出てから、 

もう 夜 も 更けて ゐ たが、 非 風 か 途中で 西瓜 を 買った" 丁度 月の 明るい 夜だった。 この 良夜 を 如 

何せん、 てな こと を 言って、 のぼさん も】 所に、 石 手 川の 川原まで 引 張って 行った。 そこらの 

石に 西瓜 をぶ つつけ て、 手づ かみで 貪り食 ひながら、 今夜 は 大いに 振った な、 と 大恐悅 だった。 

非 風 は、 刖に醉 つて ゐ るので もなかつ たが、 大 はしゃぎに はしゃいで、 のぼさん、 どうぞな、 

これから 道 後いても おいきん か、 など 遊蕩 氣分を 咬って るた。 ハツ ハツ、 馬鹿お 言な、 との ぼ 

さん は輕く 打消して るた。 日淸戰 爭に從 軍す る 時、 廣 島の 宿て • 命令 一 下 を 待って ゐる 間が、 


一 314 一 


隨分 永くて^ 窟に堪 へなかった，」 毎晚 ヘラく 踊 を 見に 行く のが、 夜の 日課であった とい ふ 

やうな 詰 を、 社の R 僚が した 時 も、 のぼさん は 心 持 顔 を 赤く して、 ハツ ハツと 輕く笑 ひに まぎ 

らして ゐた。 遊蕩 氣分を 低級 下劣と 考 へて， 有り 餘る時 問 を 少しで も 有效に 費消した いと 念じ 

てゐた 人に とって は、 月明の 夜、 川原で 西瓜 を 割る だけの 脫線氣 分 も、 恐らく 一 生 中の 著しい 

ェビソ ー ド であった であらう。 殊に、 われく の やうな 後輩の 前で は、 一 暦 先例に ならぬ やう、 

言行 をつ、 しんて ゐた倾 きがあった。 言行 をつ 、しむ、 とい ふより、 われ^^と 平生 話す こと 

が、 文舉 上の 批判、 評論 * 希望な ど 正々 堂々 とした 美しい 熱烈 さ を 持って ゐ たから、 さう いふ 

手前、 度 は づれた 脫線氣 分 を 否定 こそ すれ、 肯定す る こと を 疚しく 思った の だ。 日 淸戰爭 に 出 

かける 時で も， われく に は 判紙數 枚に 書いた、 論文と も、 叉た 遣言狀 とも 見える 訣刖 文を殘 

して 往 つたの だから、 廣 島て ヘラく 踊りば かり 見て るた、 と 言 はれる の は、 少々 バッ がわる 

かった の だ。 

o 

健啖の せいでも あつたか、 持論と いふ 程の ものではなかった が、 ニタロ 目に は、 御馳走 論 を 
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振り ま はして、 人 問 食 ひ 物 を吝む やうで は、 何事 も出來 ない、 と 一言に 喝破して しまった。 財 

產牧 入の 許す 限り、 ゥンと 御馳走 を 食へ、 と 誰に でも 侑め た。 阪本 四方 太 は、 總て につ 、まし 

やかな、 几帳面な 男て あつたが、 嗚雪 E 樣、 骨と 皮の やうに 瘦 せて るた。 寫生 文の 振った 時代 

は、 さうても なかった が、 二三 度 書いた ものが 餘り 出来が よい 方で ない と" きまって、 四方 太 

JV, もちつ と 御馳走 を 貧 はんとい かんな ァ、 と 心から 歎息した りした。 其の 癖、 四方 太 は、 こ 

れ でも 子規 先生より 御馳走 を 食って るるつ もり だ、 と 言って わざく 辯 解に 根 岸まで 出かけた 

りした リ 

0 

松 山で、 土 のこと を r ホ シコ」 とい ふ。 ほし こ 取りに は、 女子供 を 引 具して、 一 家で 出か 

ける in 慣 さへ ある。 近い 郊外に は、 取り 盡 したの か、 容易に 其の 荽を 見ない。 やっと 草の 中に 

頭 だけ 出した 土筆 を、 蚤 取り 腿で さがし 廻る。 それでも 鬼の 首 をと つた やうに 喜ぶ の だ。 自然 

松 山人に は *  土筆ず きが 多い。 のぼさん も、 其の 例に 洩れない て、 春になる と * もう そろ-,^. 

土お が 出るな、 とよく 嗥さ をした もの だ。 「墨汁 一滴」 かに、 妹のお りつさん が 赤 羽から 土筆 を 
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とって 來 たので 土筆の 連作 歌 をつ くり、 長々 と 其の 記事 を さへ 綴って ゐる。 妹の よろこび を、 

自分の 喜びに したの だ。 赤 羽の 土筆と いふの が、 松 山な どで は、 乞食の 婆さんが、 たまに 安り 

に來る やうな、 四五寸 から 一尺 位" 瑞々 しく 仲び くした ものであった のが、 鎌で 刈りたい ほ 

ど 叢生して ゐ たの だから、 松 山の ほし こ 取りし か經驗 しない 人に は、 財寶を 山と 積んだ よりも、 

無上の 享樂 であった の だ。 

土筆 は * 袴 をと つて、 一 度 茹で 捨てながら、 梅干 を 少し 入れて 煮び たして おく。 酒の 相手に 

は- 茹で 捨てた の を 三 杯 酔に する もよ い。 赤 羽の 土筆 は、 三度々々、 幾日 問の ぼさんの お膳に 

のぼった ことか。 

莖の すき 頭の すきや 土筆  太祇 

i 古人 も 相應に 研究して ゐ るよ、 だが なわれ く は 莖ても 頭で も、 お 構 ひない の だから、 と、 

毎日の 土筆 を 食ひ飽 いたと も 言はなかった。 

〇 

明治 三十 四 年の 春、 目 黑邊を 散歩して 摘んだ 土筆が、 やっと 小さな 蓋物に 一 杯あった。 時候 


が 早かった ので， 頭ば かり 一寸に 足る の も 少なかった。 何 は ともあれ、 これで も 病床 を賑 はす 

であらう と、 根 岸へ もたせて やった。 久しく 土筆な ど 口にしなかった のと、 量が 少ない のとで、 

病人の 喜び は、 側で 見て るる 使 ひの 者 も 面目 を ほどこした 程 だ。 後で 會 つたら 土筆 は、 あんな 

に 短 かく 切り 揃 へんでも ェ 、のぞな， と- 1 1 ッと股 もとに 皺 をよ せて 笑った。 

〇 

嫁菜 は， よく 八百屋から 買って 胡麻 和な どに した。 長 塚 節から 「タラ」 の 芽 を 送って 來た， 

と 言って 珍重した。 桑の 實 をたら ふく 食った 木 曾 旅行の 想 ひ 出 話。 援 の實、 掠の 實 * 茱 I 更山桃 g 

の それぐ に變 つた 味 を 持つ 話、 いづれ も 幼い 頃 をな つかしむ のだった。 われく が もっと， 

今日の やうに 食 味に ついての 知識 を もって ゐ たら • どれほど 當 時の 病苦 を まぎらし 得た こと だ 

らう， とつ ひ、/^ 三十 年の 昔 を 追想す る。 

〇 

鳴 雪 を はじめ、 われく 仲間 は， どれ も 貧乏 書生て、 今日 を 食 ふに 追 はれて ゐた。 伊藤 左 千 

夫、 岡 麓な どい ふ 歌よ み 仲間が 出来てから、 俳人と は 違って、 財產も あり、 商賣も 大きかった 


のて、 月々 いくらかの 金 を 小 遣 ひに よこす ことにな つた。 病床の 上へ、 木綿の 財布 をつ るして. 

其の 小 遣 ひ を ながめて は樂 しんで ゐ たこと もあった。 われく が 行く と、 け ふ は 僕の 小 遣 ひで 

おごる から • 何でも 好きな もの を 註文お しょな どうれ しさう にい ふの だった。 そんなに 餘 計な 

小 遣錢を 持つ ことが 樂 しみな のか、 と 驚き もし、 何やら 淚ぐ ましく もあった。 丁度 そこへ， よ 

か/ \ 飴屋が， 鉦 太鼓で はやして 來 たのが 褢戶 近くに きこえた： 早速、 財布から 何程 か を 出し 

て、 大急ぎで 買 はせ にやった。 そして、 ァ、 いふ 振賫り もの は、 滅多に かう いふ 奥へ ははい つ 

て來 ない，、 何だか のびやかで、 きいて る氣 持の い、 もの だ、 獎 勵の爲 めに 買って やる と * 叉た 

来て くれる けれな、 と 言って、 獎 勵の爲 めに 串 ざしの 飴 もた ベた。 

0 

ほと ▲ ぎす 發行 所が、 まだ 猿樂 町に あった 時分の 闇 汁會， 露 月が 醫者 になって 歸鄕 する 時の 

送^の 柚呔喰 會、 いづれ もの ぼさんの 發案 であり • 又た 趣向であった。 三十 S の 誕生 祝 ひで も 

あつたか、 平生の 親しい 仲間へ 何 か 御馳走 を 持って来いと いふ 註文の 上に、 それぐ 色の 題が 

附け加 へられた。 鳴 雪に は 白、 虚 子に は 赤、 g: 方 太に は綠と 言った やうな 命令だった。 虚 子が、 
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-1 n ライの 宗敎の 儀式で やる 方法 だと 言って、 雞卵を 赤く 染めて 來 たのな どが、 眼 立って ゐた。 

のぼさん の發 案の 會に は、 きっと 食物が 主題になる のだった。 

〇 

いっかの 持より 會の 時、 左 千 夫が、 け ふ は 「シ シ」 を 持って 來 た、 と 言った。 私が • 七 りん 

に 火 を 起して 座敷へ 運ぶ と、 それ どした んぞ な、 とい ふ 質問 だ。 だって 左 千 夫君が 猪 を 持って 

來 たとい ふから  段々 きいて 見る と r スシ」 と 「シ シ」 の發 音の 聞き まちが ひで、 大笑 ひ 

になった。  お 

〇 

日 淸戰爭 から 歸 つて、 病 ひ 危篤に 瀕した 時 母堂に 侍して 西 下した。 ベッド も 力 ー テン も眞白 

な、 神戶 病院の 一 窒に のぼさん を 見出した 時 は、 息 もつ まる やうだった。 少し 元氣が 出て、 何 

か 食って 見たい と 言 ひ 出した のが、 丁度 時候 がら 苺であった。 毎朝 病院の 上へ、 苺 を 摘みに 行 

く。 それが 虚 子と 私と 交代の 日課だった。 朝 まだ 日の出ない 時分、 露と 一 所に 病床へ 持って行 

くの だった。 何 かしら 頼もしい、 病人の 喜ぶ 顏を 見る • ァ、 いふ 愉快な 苺 摘み は、 再び 經驗さ 


れ ない、 尊く も 潔い 日課だった。 

0 

コ ー ヒ ー も 角砂糖 時代、 紅茶 も 輸入の 少ない 頃 • 本 當のコ I ヒ ー も 紅茶 も 味 はずに 了った。 

よく 病床 日記に 「紅茶 一杯」 など >- あるが、 どうい ふ 質の 紅茶 を、 どうい ふ 入れ かた をした か、 

今から 思 ふと 氣の 毒に もなる。 

書生 時代 は、 氣の 利いた 當 時の ハイカラで あつたの だから 若し 健康で あったら、 今日の やう 

に カフェ —の發 達した 時で は、 どこかの 常連に なって ゐた かも 知れない、 とも 想像され る。 少 

くも、 どこの コ ー ヒ I が 一番うまい 位の 通に はなり 得た であらう。 西洋 料理と いふ もの も、 根 

荦邊て は • とりよせる 程の もの もなかつ たが、 さまで 興味 も 持って ゐ なかった やう だ。 けれど 

JV, 上等の 肉て、 ダブル ビフテキても 見せたら、 きっと 垂涎 三尺であった であらう。 

御馳^-と いふの も， 主として 肉 を 食 ふことの やうであった から， 一週に 二三 度 は スゃサ 

シ 身が 食膳に 供せられ てるた。 

p 1 スも • かう やって 皿に 盛って しまって はおし まひ だ。 豐國 や江 知 勝で、 鍋 をつ  >  いた 昔 
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が 想 はれる、 と 言 ひくした。 豐國 あたりで、 凡そ 何人 前 位 平げ てる たかは 誰も 言 ひった へて 

ゐな い。 

〇 

わなく が 家庭 以外で 會 食した とい ふの も、 ホンの 數 へる 程 だ。 京都から 仙 臺のニ 高へ 移る 

途中、 どこで か虚 子と 二人 御馳走に なった。 何でも 上野 邊の 肉屋て あった やう だが 覺 えてるな 

いよく 從 軍の きまった 訣刖の 日、 神 田の 鳥屋で、 三人 あっさりした 夕飯 を 食べた。 

私が 「日本」 へ 入社した の は， のぼさん の 留守になる 手傳 ひかた ぐで あつたが、 人 社の き 

まった 日、 同じ 鳥屋へ 引 張って 行かれた。 社員て 編輯になる など は， 少し 僭越 だ、 校正で 澤山 

なの S が、 非常な 好意と 思って 勉强 せよ、 知っても ゐる とほり、 社 は 皆 有識 階級の ヱ ラ者ぞ ろ 

ひだ， そこ もよ く 心^てお け、 社員と なれば、 もう 1 種の 公人で、 ノラ クラ 書生と は 1 つに な 

ら ない、 と 可な り嚴 格な 注意 をされ た。 尤も， 二 高 を 中途で やめて * 柬 京て ブラく して ゐる 

間の、 われく の 生活 は * 荒んだ 滅 茶々々 な ものだった の だから.' ドンな ボ 口を出す か、 のぼ 


さんと して は此上 もな く 心配だった。 同じ 社員になる にしても， 自分が 監督して をり た かづた 

程だった。 で、 この 一 夕の 會談 は、 千鈞の 重き をな すの だった。 私 は， 鳥も釵 も、 何 を 食った 

かわからなかった。 

それても、 廣 島から は、 社 宛に よく 手 銑が 來た。 さう して 鳴 雪， 虚 子の 三人で 合議 的に 選 を 

する 箬 になって るた、 「日本」 の 俳句 攔に ついて、 口 やかましい 程の 注意 をよ こした。 

寳際、 總て 聰明な 人の するめう に、 他人が 馬鹿に 見える 銳さを 持って るる 明敏な 頭で は、 人 

一 

に 仕事 を 任せる 事 は 出来なかった の だ。 われく は 其の 爲 めに、 苦い 經驗も 嘗め、 萎縮 もした ^ 

が、 それが どの やうな 陶冶に なつ たかを 顧みねば ならない。 

のぼさん との 會食 は、 以上の 三囘 位の もの だ。 お 互 ひに 少し 餘裕 が出來 て、 鳥 や 齚ゃ天 ブラ 

やの、 東京 名物で も 食って あるけ る やうに なった 時 は、 もう 進退の 自由 を 奪 はれて ゐた。 

〇 

地方の 俳人から、 土地の 名產を 贈って 來 るの も、 日 ましに 多くな つた 頃だった。 どうも、 う 

ちの 钗ら、 よそから 物 を 贈って くるのに 馴れて しまって、 まだ 來な いの、 こんな もの をな ど、 


けしからん こと をい うてな、 と 不平ら しく こぼした ことがあった。 大方 無意識な 家人の 失言 を 

捉 へての 話であった であらう が、 他人との 交涉に は、 先例に 狃れ ない、 潔い 自己 を 把握して る 

た 0 

出版 經營 法に、 不純な、 聞き捨てに ならない ことがあ ると 言って、 當 時の 博 文 館 を 敵の やう 

に 忌避した の も、 同じ 心理だった。 われく も， それ をき かされて、 同じ やうに 博 文 館と いふ 

と 唾 を 吐いた ものだった。 

〇 

かう いふ 話に は 際限がない。 

こんなつ まらない 日常の 瑣事に よっても， 子規と いふ 人間が、 どこかに 仄めき 得れば、 筆者 

の 意 は 達せられ たの だ。 

年 を ふるに 隨 つて ありし 昔が、 いよく 鮮やかに 眼前に 浮んで 来る。 以上の 話 も、 總て 私の 

記憶 を 喚び 起して、 何ら 文書に よった ので はない。 —— 以上 「日本 及 日本人、 子規 記念 號」， よ" I 。 
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〇 

(碧 梧阀) 先づ 順序と して、 幼少の 頃からの 御 記憶 をた どる 事に します かな  まだ 誰も 

が 知らないと 言った やうな 逸事はありません か。 

(律 子 刀自) サァ、 兄が まだ 小學 校に も 上らない 前の ことで あらう と 思 ひます。 自 おも はつ 

きりは 覺 えてる ません が大 原へ 素讀 にも 行きます 時分、 佐 伯に も —— 御 承知の 通り 佐 伯 は 父の 

S た 家で、 子規に は 伯父に あたる —— 手 習 ひに 往 つて ゐ ました。 そのこと は 「筆 まかせ」 にも 


三 家庭よ リ觀 たる 子規 
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書いて るる やうです が、 或 時、 伯父が 不在で、 しばらく 待って るる 中 居 合した 從兄 I 名 は 正 

直、 兄さん^^と 呼ん てるました —— が、 俺が 敎 へて やらう と 言ったら、 ぉ歸り まて 待って る 

ます、 と 言って きかず。 そんなら、 そこお 動きな よ、 と 言 はれて、 可な りな 時間、 ぢ つと 坐つ 

, たきり でる ました。 やっと 伯父が 歸 つて、 サァ敎 へて あげようと 兄の 様子 を 見る と變 だし * 又 

た 部屋 中が 妙に 臭い。 升さん どうかお した か、 と 言っても きに 返事 もしない 蒈 * べっとり 大便 

をして ゐ たさうて、 あとで、 どうして あんな こと をした のか、 と 詰問す ると， それでも， そこ 

お動きな よ、 と 言 はれた からだ、 と 言った さう です。 

(碧) 稚ぃ時 世話になった， とい ふ 小島 ひさと か 言った お婆さん のこと も 書いて をら れ ます 

が、 あのお 婆さんと いふの は？ 

(律) あのお 婆さんに は 兄 初め 私まで • たノ 世話にな つたと いふ 位で なく、 まァ 育ての親と 

言っても い、 位、 可愛がられた ものでした。 

固と 私の 家に は、 父の 上の 祖父がなくて， 曾祖父に あたる 老人が ありました。 く はしい こと 

はわ かりま せんが、 其の 曾祖父の 後 添 ひ、 とい ふやうな ことで， あのお 婆さんが 來られ たので 
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あらう と 兒 ひま す o 

なぜ 小島 姓て あるか は、 私 も 存じません が • 小島 家 は、 何 かお 咎め をう ける やうな ことがあ 

つたら しく、 斷絰 同樣 になって もました。 隨分 貧しい 暮し をして るた やうで、 長男 は 永 井と い 

ふ 家へ 養子に 行き、 二人の 子供 は 坊さんに したと も 聞いて ゐ ます。 其の後 中島 (忽那 七 島の 1 

つ) とい ふ 島の 人に 緣が あって 再婚され ましたが、 どうい ふ譯て か、 其の 島 を 逃げ出して、 一 

時 松 山に 隱れて 見えた こと も ある さう です。 島に も 子供が あつたと かで、 其の 主人が 行方 を 探 

して、 見つけたら 殺すな ど  >- 血眼に なって るた、 とも 言 ひます。 そんな ことのあった 後、 世話 

する 人が あって、 宅へ 見えた ので あらう と 思 はれます。 其の 島へ 再婚され る 時お 上から 「捨て 

遣. はす」 とい ふので お許しが 出た ともい ふので、 宅へ 見えても 入籍 するとい ふこと が 表向き 出 

来なかった のでない かと 思 ひます。 ！ お婆さんが いつまでも. 戶籍 面に も， 小島 姓であった 

わ： b ほ 以上の 通りであります が、 道 後へ^に 葬った とい ふの は- 丁度 其の 當時 • 市 內には 土葬 

が出來 ない ことにな つたからて す。 お婆さん は， 死んでも 燒 かれる の はィャ だと 言って ゐ まし 

た o 


又た お婆さん は、 大變な 酒好きで、 いざ 飮む となると、 お 祭の 時 や、 お 客に でも 往 つた 時 は、 

ずゐ ぶん 女らし くもなく 醉 つて 騷ぐ 人でした。 醉 ふと * よく 口癖の やうに、 小島 家 は、 こんな 

正 岡の やうな 成 上り もん ぢ やない、 キン キンのお 侍ぢ や、 と 一一 目って ゐ ました。 しま ひに は 呂律 

もま はらない 程に なって 何 か 唄で も讅ふ 手拍子 を 打つ のに、 其の 手が チグ ハ グに合 はない 位、 前 

後 正 體 なかった こと もあります。 サァ どの位 飮 みました か、 さ 程で もなかつ たでせ うが  。 

〇  一 

兄 は 泣 蟲で、 よく 夜 泣 をし ました。 母 は 初産と いふので まァ お婆さんが 引きと つて 世話 もや § 

く、 とい ふこと になった のでせ うが、 お婆さんから 言へば、 ひ 、孫に あたる 私達 を、 孫の やう 一 

に 思って るた かも 知れません。 左樣、 お婆さん は當時 六十 そこく 位であった でせ う。 

母 は 御 承知の 通り、 何事に も 驚かない、 泰然自若 とした 人でした から、 初産で なくと も、 少 

し氣 のつ く 人なら、 母 任せに は 出来なかった かも 知れません。 まして、 いろく 功を經 たお 婆 

さんで したから、 私達 も 自然お 婆さん 子と 言った 風に なった のか も 知れません。 叱られる と 怖 

かった こと を覺 えて ゐ ますが、 ふだん は、 よく 甘えて 往 つた ものでした。 
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正 岡の 宅が 火事で 燒 けたの は、 兄の 三つの 年であった こと は、 些 しも 疑 ひの ない ことです。 

それ も、 母 や 子供の 不在 中、 お婆さんの 晚 酌が 過き て、 其の 火の 始末が わるかった やうに もき 

いて ゐ ます。 母 も 嫁入って さう 問 もない ことで 嫁入 道具 杯 も 何 一 っ殘ら ないで 燒 けたので した 

が * それすら、 殘念 さうな 顏ぃ つし なかった、 と當 時の 話 草に もな つた、 とい ふこと です。 

〇 

(碧) お婆さんの 存在が、 大變 はっきりして， 幼少 時の 家庭、 家の 空氣 とい ふやうな ものが、 

今まで 我々 の 知らなかった 新ら しい もの を 想像させます。 それと 一一 目へば、 升さん に は、 お 母 さ 

んの悠 暢な氣 分が ちっとも 傳ら ないで、 むしろ 反對に キビく 克明であった、 とい ふの は、 養 

ひ 親のお 婆さん 化された とい ふやうな こと も あるので せう か。 

(律) 私共に は、 大分 佐 伯 風が …… お婆さんより、 佐 伯の 家風が、 ま ァ遣傳 して ゐ ると でも 

首 ひます か。 佐 伯 風と いふの は， 铙類 中に も 一際 目立って ゐ たと 見えて、 又た 佐 伯 風 だな、 な 

どよ く 言って ゐ ました。 何，， でも 曲った ことの きら ひな、 眞ッ K 直と 言った 堅苦しい 氣 分でした。 

泣き 蟲 であった 兄 は、 また 弱蟲で * あの 時分の 遊び、 服 を あげた 事 もな し、 獨樂を 廻 すても 
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なければ、 繩 飛び， 鬼ごっこ など は、 まして 仲 問に はいった こと もあります まい。 どうかして 

表へ 出る と、 泣かされて 歸る  >  と 言った 風でした。 自然 稚ぃ 時には、 ^に 友^と いふ もの も あ 

りません ので、 まァ佐 伯に でも 行く のが、 とっておきの 樂み でもあった てせ う。 佐 伯の 家 は， 

其の後 鄉 居して， 余 戸村に 引越しました。 佐 伯の K うて はいった 家 は、 染物屋て あったらし く、 

かせ 

藍^? などい くつ もあって、 伯母な ど せっせと^ i をく  、 つて ゐ たの を 覺 えて ゐ ます。 

毎 土曜 U から 日曜 かけて、 泊り がけて、 共の 余戶 村へ 遊びに 行きました。 いつでも 兄と 二人 

でした。 持って ゆく お土産と いふの が、 瓢箪に 一杯のお 酒て した。 佐 伯の 伯父 も 其の 方て は 豪 

の 者であった のでせ う。 

(碧) 私の 子^時 分に も、 あの 中ノ 川から^ 宗 寺の 方へ 曲って 行く * 雄 栗 村へ 出る 場末に は、 

小さい 汚ない 家が あって、 よく 喧嘩 を 吹かけ る 腕，： n がるました。 武士に 對 する 町人の 反感と で 

も. いふので すか， 一 人で 通る 時な ど は、 怖ヮぐ 走りぬ けた ものです。 升さん も、 きっと そん 

な 腕白 を 怖がって るたん てせ う。 御 一 緒の あなた は、 差し詰め 護衞 格なん ですな。 

(律) いえ、 さう でもありません けれど、 佐 伯に 行く 樂 みは、 すぐ 前の 小川て 蜆 を 掘ったり、 
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田圃の 田螺 を 拾って、 as 合逡 へ蜈を 釣りに 往 つたり する … … 们 父ゃ從 兄が よく 遊ばして くれた 

からでした。 田螺の 身 を絲で 縛って， それで^ を 釣る のでした。 今では どうか 知りません が、 

大方 手長 蜈と いふの てせ う。 子 俳ても よく 釣った ものです。 

〇 

(碧) 松 山て は. - 子供に ぉ灸 をす ゑる^ :© があって、 我々 時代まで、 可な り 頑^に 壓 迫した 

ものて すが、 無論 升さん もす ゑら れ たこと でせ う。 

(律) 私 ども S 宅で は、 二八：：；： と；；： a つて、 1 年に 二度す ゑました。 一 倔^に S 十 位づ、 、背 

中と 横腹と 腰と へ九倘 處位据 ゑました から、 やがて^ 日 仕事でした。 このお 灸は、 東京へ 遊學 

する 時 まて、 ずっと 綾いて るました。 

ぉ灸 をす ゑる と、 すゑ 賃 とい ふので、 兄 はいつ も 大和 屋 —— 其の 顷の 貸本屋 I から、 例の 

八犬傳 だと か * 弓 張 月 だと か 言って 小說本 を 借りて ゐ ました。 

小説 本の 借り 讀 みのこと は 「筆 まかせ」 にも 一 寸 誓いて ゐる やうでした。 

そォ 力ら 稚ぃ 時分、 南瓜が 好きだった とか 言 ひます が、 何分 贫乏 士族の ことで， P ク にせ-: 頃 
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などよう 買はなかった せい も ありませ つ。 篠 原の 從姉 ！ 篠原邦 貫の 妻 f 子 の^に， 父が 

亡くなった 時. お 悔みに 豆^ でも 澤山贳 ひました のでせ う、 兄が もとらぬ 口て、 オト，' チがタ 

ントぁ ると 一； 3 つたと か 言 ひます。 

(碧) 餘り 外出 もせず、 擧 校ても すめば、 いつも 內へ引 込んで  >  勉^ば かりして ろた， そん 

た 風に も兑 えます が。 

(锥) 小^ 抆を 卒業す る 時分の 事て あらう と 忍 ひます。 兄の 爲 めに、 三疊 の喾齋 と 言った や 

うな 一  きが出来ました。 それが 出 來た筏 は、 大抵 そこに 閉ぢ^ つて、 何 をす るの か 家人に も あ 

まり 顦を 見せない 位て した。 

其の 時分， 母が 裁^ を^へ るので、 方 々の 娘さんが 毎日 兌え てゐ ましたが * さう いふ 人達な 

どに も， n も くれない とき II つた 風て した。 

時々、 私が^ 術が 出來 ない とい ふので、 敎へ て やる から 來 いなど ゝ 言った こと もあります。 兄 

は， 切に^ へ て くれる のでした が、 こちらの 吞み 込みが わるい ので- よく 泣いて しま ひました。 

(碧) 立 花 神社の 大文字 ，—— 私 どもで は • ォモジ と； W つてる ました。 お 祭の 日に 大きな 字 を 
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書いて あげる と、 手が 上手に なるとい ふ、 昔の 話ら しい 習^、 あれ も 無論お 書きに なった ので 

したね 0 

(律) おも じ、 私 ども 女 は、 ォモ ウジ、 と 長く 引 張った やうに 思 ひます。 兄 も * け ふ はォモ 

ウジの 日 だ、 とい ふと、 其の 日に 限って、 判 紙 をつ いだり しないで、 紙と 富 ひました か、 大 

きな I 枚 紙 を 買って 來て 書いたり しました。 

ついでに、. 一人の 男の子で も あり、 外に 小言 をい ふやうな 人もゐ ませんで したが、 た 一 紙 を 

よくつ かふ、 と 言って 母から さいくぶ つく 言 はれて ゐ ました。 大方^ し 物 や 書き物に、 人 

1 ^剁紙 をつ かった ものと 見えます。 

(碧) 五月のお 節句に ついて、 升さん の爲 めに 特に 作られた 幟と でもい ふ ものが ありました 

でせ う。 

《律) ^は 其の 當 時の 習慣て、 男の子が 生れた 家で は • きっと 立てました やうです が、 宅て 

は 手織の 布で 作った とい ふこと です。 が、 三 歳の 時の 火事です つかり 燒 きまして から は、 もう 

二度と 作りません てした" - 


-333- 


(碧) 初めて 久萬 山， 岩 谷 寺へ 旅行され たこと も 何 か 誓いて をら れ ますが、 それにつ いての 

御 記憶 は？ 

§ 十五の 時 * お 友^と 岩 谷 寺へ 往 つたと いふ ことです が， それに ついては、 何の 記憶 も 

ありません。 

次ぎに 大 洲へ往 つたと いふの は、 其の 翌年 十六の 年 かも 知れません。 大洲 から 何 か 商 ひに 來 

る 男が、 よく 宅へ 泊り に來 ました。 サァ どうい ふ 商人でした か、 きっと 宅にば かり 泊って 行く 

とい ふので なく、 外へ も 泊る やうでした リ その 男が、 兄 を 伴れ て往 つたと 記憶し ます。 何日 位 

泊って 歸 つたの か、 叉た 歸りも 其の 男と i 處 であった のか、 それ はもう 忘れて しま ひました。 

脚絆に 草鞋で も 穿いた のでせ うか、 途中 車に でも 乘っ たもの か、 大洲 への 途中、 中 山村 邊で 

1 泊した もの か、 その 邊 のこと も、 一 切 記憶が ありません。 

0 

(碧) 東京へ 遊畢 される 時 • 何 かお 支度に ついて 鉀 記憶 は 玆 つて ゐ ません か。 

(律) い  >- え， ^に 布圑 など も 持って行 きません， さう く あれ は 大方 加 藤の 叔父 (加 藤恒 


忠氏) から 莨った、 と 思 ひます。 

三 並の 幸さん (三 並 良 氏) が、 先き においき たので 自分 も 行きたい くと^つ てるました V 加 

藤の 叔父から 來 いとい ふ 便りが あった 時 * 自分で も ® いてる ますが、 鬼の 首ても とった やうに 

喜んで ゐ ました。 

柬^ へ 出てから" 便り はよ く吳れ ました。 あの 乎 紙で もとって きます と、 IW 參考 になる 事 

もあった のて せう が。 

此 M 燒 けた 正宗 寺の 子規 堂に 私が裘 へ 乎お した 兄の 手 鋭が、 換 の下阽 りに なって ゐ たもの が 

保存され て K} たと か 言 ひます。 そんな 凰に、 兄からの 手紙 も， 皆 反古に してし まひました。 

(碧) さう く 上京 前に、 例の 五 友の 會 合で  >  私の 宅で は 時々 「おいり」 .11 三月の 雞 の 節句 

に 作る 豆 入りの やうな もの —— を ボリ J ^嚙 りながら、 詩 を 作る とい ふやうな ことがあり まし 

たが、 お宅ても 無論あった のでせ うな。 

(律) サァ よく は覺 えません。 さう いふ 學間 方 g のこと は 私 どもに 話な ど、 まァ しなかった、 

と lis いっても い、 位、 殆んど 沒交涉 てしたから。 こちら も 亦た • 聞いても わかりませんでした 
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らうが，' 卯に きかう ともしません てした." 

〇 

(碧〕 明治 二十 二 年の 喀血の 時 は？ 

(律) 其の 常時 は、 心配す るから とい ふの てせ う • 誰ず. らも 何の 通知 もな く， しばらく 知ら 

ずに 過し ました。 服 部嘉陳 とい ふ 方が、 久 松^の 御 W か 何 かで 御^ 松に なった 時， 始めて お 話 

下さいました やうに S えて ゐ ます。 

中ノ 川の^ 技の 宅 は * 兄が 歸 つた 時， 病身 を 休める、 とい ふやうな 意味て、 大 原の 叔父が 建 g 

て >- くれたの かも 知れません〕 長 四疊が 奥に あって、 客間の 六疊が 前に ある、 とい ふ 妙な 作り 一 

も、 其の 爲 めであった かと 思 ひます。 

S 私が 初めてお 伺 ひした のが、 其のお 宅て した。 橋の 處に、 よく ス ツボン 屋の 荷が 置い 

て ありました。 

(^) ス ツボンの 生血 を 毎日 飲ん てゐ ました。 手袋 を^して 首 を さし 仲べ たと ころ を 斬って 

^ 血 をと る。 ま ァ盃に 七 分 HI 位、 さう 澤山は 出ませんでした。 ^に ィャな 顔 もしないで 飲んで 
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ゐ たやうて す。 さう して 身 は 吸物な どに して 食べます。 當 時の 正 岡と して は、 思 ひきった 赞澤 

であった かも 知れません が。 

共の 外、 桃 を 葡萄酒で 煮て 食べる、 そんな こ ともよく しました。 

(碧) きっと 西瓜が，： H よりました が。 

(律) 西瓜 も 好きで、 毎日 一 つ は 買って おきました。 病氣 保養と いふので、 何事 も 言 ふなり 

にして ゐ たので せう。 

それと 言へば * 夏で も フランネルの シャツ を 著て るました。 どんなに 暑くても， 脫 がない て 

る まし 東京で も 小川 町の 何とか 言った 店へ よく 買 ひに 行きました。 舶来品で ない と、 胸が 

詰って ィャ だと 言って、 可な り 高 價な 品に 限られて ゐ ました。 フランネルの シャツと いふの は 

當時 の 流行で あつたか も 知れません" 

(碧) 呜雪翁 もお 若い 時分 は * 矢 張 年中 フランネルの シャツ を 著て をら れ たと 言 ひます。 む 

しろ ハイカラな 新 流行であった のでせ う。 升さん も 鳴 雪 翁の 故智 を學 ばれた のか も 知れません 

な。 鳴 雪 翁 もお； s くて， 保健 第 一 にお 考へ になって るた のでせ うから、 ハイカラな^ 澤も. た 


だ；^ ぇ坊 ばかりではなかった と 思 ひます。 

(律) 其の 時分 * 自分 も病氣 をして から、 昔の やうに 儉約 ばかり も出來 ない。 月に 二十 圓位 

はか  >- る * と 言って ゐ ました。 

私共 女 二人 は、 月に 五圓 あれば 食べて 行かれました。 

ぢゃ、 二十 五圓 あれば 三人で 暮らせる、 とい ふの が 私共の 東京へ 移る 話の 初めでした。 

〇  I 

ft^ 東京へ お 引越の 時 は * 升さん が神戶 まで 迎へ にいら つした やうです ね。  靴 

(律) 明治 二十 五 年の 十 一 月 と 記憶して 居ます が、 三 津ケ濱 を 出帆して、 翌日の 夜 神戶に 著 

きました。 神戶 では 人力車で、 楠 公社 や、 敦 盛の 靑 葉の 笛 は， この 竹で こしら へたの だ、 とい 

ふ竹鈹 など を兒 物し ました。 

翌タ方 京 部に 往 つて 柊屋に 泊り ました。 しばらく 兄の 姿が 見えない、 と 思うて ゐ ましたら、 

紅葉 を ハンケ チに 叩きつ けたの を^って 來 ました〕 其 一 つ は 今に 殘 つてる ます。 大方 私共 を迎 

へに 來る途 中、 嵐 山 か髙^ にで も往 つて、 紅槳を 拾って 持って ゐ たのて せう。 京都 は 大雨の 降 


る 日て、 a ク./ ^見物 も出东 ませんで したが、 それでも 幌 車で^ 山 を 一 めぐりし ました。 

京都から は、 靜 岡に 下^して 大灾 館に 一 泊し ました。 ^共 初めての 旅行に、 まァ 一等 设行を 

したわけ でした。 

翌 H 朿京 著， 蹇 過ぎ 1 日； 麻布の 久松 家のお 屋敷に るた 藤 野 (藤 野渐 氏) の 宅に 落 著き、 夕方 根 

岸の 八 十八番^の 家に 人り ました。 其の 時 は、 兄 はま だ 日本 新聞に 入社して ゐ ませんで したの 

に 夕飯の 仕度から、 ^から 何まで、 陸 (陸 羯南翁 ：- さんのお 世話になって、 ぉ氣の 毒な 思 ひ をし 

ました. - 

この^ 京へ 來る^ 以外、 前後に 母 や 私 ども を 連れて、 何處 かへ 遊びに 行く とか， 何 かみ 觀に 

行く とかい ふやうな こと は • 1 度 もありませんでした-" 左様 想 ひ します と * 检 山に まだ ゐる 

時分， 三 津の生 ケ洲へ 1 度 伴れ て往 つて くれた ことがあります〕 どうして か 汽車が 込んで-おれ 

ない ので、 兄と は^に トボく 歩いて 歸 つたこと があります。 

(砮) 八 十八番 地から 八十 二番 地の こ、 へ 引越され たの は家赏 でも 安かった のて …； 。 

(律) イエ， 象 貸 は 一 回 五十 錢 ほどこ ちらの 方が 高かった のです が ：：： * 引趑す 前に， 外に 
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1 二 軒 見た やうです。 御院殿 坂の下で、 お化け屋敷と いふの が ありました。 それ は 夏 ほさん (E 

n. ほ 石 氏) と 御 1 ^ に兑 に往 つた かして、 あれなら^ くて 君 も 一 緖に 住まへ るよ など. -言 つて 

ゐ たの を 覺 えてる ます。 今 一 つ は M じ加贺 様の 內で II 口下 資 生さん "33 生新 氏) がお 住居に な 

つてる る^ -I でした が、 共の 時分 門^が 夜の 十 時 だとい ふので やめに なりました〕 

〇 

§  口木 新聞の 入社が 二十 五 年の 十二^: でした から * 京 京へ 御 家族 柊 轉當時 は、 まだ n: 給 

も. 取って ゐられ ませんで したのに …… 入社 當 時の 月給 は 1 1 十回 位でした か。  g 

(律) 月給 は 十八 圆 てした" ですから 毎月の 拂 ひが、 いつも 家 貧 だけ 不足して るました。 大 一 

原 や 加 藤の 伯叔 父に、 度々 無心 を 言って るました が、 私の 宅の 金が まだ つてる たの か、 それ 

とも 宅の 金な どは疾 くに 無くなつ てるた のか 、其の^の こと は 十分に 存じ ませ ん。 

日本 新 Ira 社に 入社す る 前まで >  大^-に まだ 籍が ありました。 籍を^く と， 月謝 を跺 はねば な 

ら ないから、 と 言って 私共の 上京した 後に、 退 舉屆を 出しました。 

社に 出る やうに なって、 每日 出勤し ましたが、 歸 宅が遝 くなる とい ふこと も、 さう^々 では 
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ありませんでした。 

宅に をれば、 大抵 害き 物 をす る 以外， 俳句 分類 を螯 でも 夜で もやって ゐ ました。 夜遝 くなる 

時 は • お前ら はもう 骁ェ よ、 と 言って 一人で 起きて ゐる やうな^-も^々 でした。 

(碧- 明治 二十 四 年 私が 常磐會 寄宿 舍 —— 莨 砂 町の —— に 入会した 時、 升さん の 部屋 は， 奥 

の 二階の 一番 廣ぃ^ で， 壁一重て お 隣の 鳴 雪 翁のお 宅に つ、、 X いて ゐ ました。 時々 呜雪 翁の 甲 1-S 

いお 聲が きこえる" と 笑って 話された こと もあります。 1^ 炭い 間で あつたが、 そこら ぢぅ洋 

窖ゃ 和書が 一杯と り 散 かしてあって、 初めての 時な ど， 其の 亂雜 ぶりに 驚いた 位でした。 尤も 

獺祭の 號の出 所な のて、 本人 も それ を 認めて をら れ ますが、 お宅ても 矢 張 獺祭ぶ りでした な。 

(律) 重に 俳句 分類に 必耍な 本 だら うと 思 ひます が * 又は 文章 を 書く 參考^ でも ありました 

か、 どうかす ると、 朝 掃除に 困る ほど 並べて ありました。 い、 加減に 片 づけて 置く と、 無茶に 

とりちらして ある やうで も • 自分 だけに は、 それて 整理され てるる の だ。 い. -加 滅にル づけら 

れて は、 自分 だけの 整理 を ひつく りかへ されて 困る、 とよく 小言 を 言 ひました。 

(碧) 根 岸 は 一年の^ 分 蚊礙を 釣る ところて すが、 i 分 は 蚊帳に ランプで も 入れて？ 
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(律) そんな こと は、 危險 でもあった ので ；… 1 切し ません てした。 何 か 急ぐ 原稿で， 今姥 

中に 書き上げ ねばならん とい ふやうな 時、 夜 を 更かします。 そんな 時 だけ、 うしろから 私が 圑 

扇で 煽ぐ こと も ありました。 

1 體蚤ゃ 蚊 を餘り 苦にしない 性分だった のでせ う、 蚤 や 蚊の 小ず をき いた ことがあ りません。 

〇 

(碧) 升さん は 柿が お好きで したが、 あの 頃 * もう 樽柿が 出る はれな と、 大變樂 しみに して 

るら れた C 樽柿なん て 柿 は， 今でも 中 以下の ものです。 御所、 富有， 次郞 などい ろくい 、柿 

が澤 山め ります。 それほど 好きな 柿で も、 い もの を 食べる 機會 がなかった …… それみ，^ 念に 

思 ひます。 

(律) ヱ 、^ベ 物の 小言 は 餘り言 はない 方でした。 御馳走く 言っても、 あの 時分 はこしら 

へる 術 も 知らなかった し、 自分で も 食べる 折がなかった ：：： 今なら、 もっとお いしい もの を 食 

ベ させる ことが 出來 ましたで せう。 相 も 變らず 肉と 锓位 が關の 山て …… 尤も 寢床 々動け なくな 

つた 後 は 近所の 肴 屋 に、 毎日 變っ たもの は 一皿 持って来る やうに 一一 一一：： ひました ので、 あとのお 慰 
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茱を 宅て 作る 位でした。 それでも 料理法の 本を臺 所に 置いて • 共の 中で 乎に 合 ふ もの を こしら 

ベ て 見る こと も ありました。 

(碧〕 著 物 類 も， 固より 螯澤を 云 ふ飴裕 はなかった てせ うが。 

(律) まだ 著る 物に 好み をい ふ 身分ても ありませんでした、 何 かの 機會に * 大方 賞 與 でも 少 

し 1 つた 時で せう が、 ぉ前逹 に 住せる と， ィャな 俗な 柄 を 買って 來る、 と 言って 自分で 著 物と 

袴 を 買った ことが、 た-、. - 1 度 ありました。 

これが —— 紬 かい 秩父 縞の 小 切れ を 出して ！ 兄の 初めて 買った 絹物の 羽弒と 衣服です。 こ 

れ が..— 他の 山跺 辯の やうな 小 切れ II 死ぬ 時まで 著て るた 筒袖の 綿入れで、 高 橋 健 三さん (高 

橋自恃 居士) から 贈られた ものて した。 

さう 言へば， 兄の 黑紋 付の 羽織 は、 私が 松 山に るる 時分、 自 分の 何 かにす るつ もりで" 自分 

で 蠶を飼 ひ、 それ を また 自分で 絲を とり、 宅に あった 機 II 其の 頃の 松 山の 士族 屋敷に は、 大 

抵 手織の 機が 一 二 S あった ものて， 今の 伊豫^と 同じ やうな 木綿 を 織って、 自家用に した もの 

です II にかけ て 手織に した ものでした。 私共が 東京へ 來て 間もなく、 兄が^に 紋付^ 総が 必 


耍 だとい ふので、 それ を 間に合せ たのて した。 共 後 一 度 染め 替 へて 母が 著て ゐ ましたが、 もう 

地が 朽ちて 役に立た なくなって るます。 兄の 著 物の 寸法と 足袋の 大きさ は 次の 通りです。 

著 物 丈 六寸、 ユキ 七寸 W 分， ^巾 六寸 ^ 分、 後 巾 八寸、 足袋 十 文 半 (父 は圖 なし を はいた 相 

です) 

兄 も 十分お 金ても ありましたら * 萬更奢 物なん か * どうで もい  >- とい ふ 性質で もなかったら 

うかと 思 ひます。  • 

いっか 京都から、 反物の 見本 をよ こした ことがあって、 皆さんて、 どれが い、 か銘々 の 好み お 

を 書かれた ことがあ りました。 

§ 私 は 升さん の 洋服 姿 をた つた】 度 見ました。 明治 二十^ 年の 大學 在學^ 代で、 金 ボタ 

ンの詰 襟 服に 角帽， 其の 招が 如何にも キ チンと して、 今 買った ばかりと 言った、 手垢 もつ い 

てゐ ない ものでした。 

(棹) 洋服 はきら ひ、 とい ふので なく、 洋服な ど 作る ゆとりがなかった のでせ う。 從 軍の 時 

は. まさか 和服で もありません てしたら うが、 大方 加 藤の 叔父に でも贳 つた かと 思 ひます。 


和服の 銘仙 かたけ の ものが 一枚 玆 つて， 0 ますが、 あの 時の 洋服な. ぞ、 どうな つたので すか • 

宅に は見當 りません。 

見 當ら ない と 言へば、 いつも 机の 上に 遛 いて ゐた硯 の 水入れ、 御存知で せう * そこらの 安瀨 

戶物屋 にある お 醤油つ ぎ、 背の ひょろ^^ 高い、 あれが どうも 見つかりません  。 たしか 倉 

茆に しまった 害です のに …… 。 

それと 言へば、 兄の 使って ゐた硯 • 筆、 墨の 類 も， 此 頃の 小舉生 でも、 もっと 氣 のきいた も 

の を 持って ゐ ます 位、 まことにお 恥し い 安物でした。  ^ 

此 s も， 兄の m 常 使って ゐ たもの を どこかに 陳列す るから、 と 言って 借りに 來られ ましたが、 

餘 りに ヒ， トイ 安物な ので、 吃驚され てるました。 

(碧) 支那 筆の 「小 筌毫」 と 言 ひました か、 十本 拾錢か 拾五錢 位の もの、 ァレを 買って 来て 

くれと、 神 田淡路 町の 下宿 高田屋 時代に よくこと づけされ たもので す。 當時 日本 新聞社の 近く 

に、 支那 ものば かり 寶る 小さな 店が ありました。 或 時 買って 往 つたの は * ァレ お前 隨分 ヒドィ 

な、 と 毛が さ >- くれてる て、 三本に 1 本位し か 書け ない、 ャクザ さも 示された。 それから は 1 
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本く 筆の 穗を よく 見て 買った ものでした。 

さキ)  、 k ト ，、 ， 

元来が 安 筆で あり、 それに 穗を 少し 許りお ろして、 尖で 細 書され るので ある 力ら 筆力す く 

秀 びて しまったと 思 ひます。 それに 原稿 や 分類で、 普通人の 何十 倍 か 筆 を 使 はれる。 十本 宛 買 

ひ 溜めの 筆 も * 時には 二 ヶ月 位で おしま ひに なつ たかとも 思 はれる。 

何も彼もが、 大事な 用 を 足す もの 迄、 切りつ めた 實 用の 範圍を 出ない …； 道具 揃へ をして 樂 

むと いふ やうな * 通が つたこと など， 恐らく 生活に 餘裕 があって もしょうと はしなかった ので 

はないで せう か。 其の 遣 鉢 をう けた 我々 にしても、 そんな 事 は 案外 無頓 著て 押し通して ゐる 

 それから 憶測す るの てあります が。 

〇 

(律) 分類の 材料に 必要で もあった のでせ うが、 下 谷の 朝倉屋 てした か、 俳 書 を 買 ふの が 何 

よりの 樂 みの やうて した。 

いつぞや、 小僧さん を 連れて、 澤 山の 俳 書 を 買うて 來 ました。 その 本代 を拂 つて くれと 一一 目 ひ 

ましたが、 宅に も それに 足る お金の ない 時が ありました。 


私が お 近所の 仕立物な ど をす る。 陸さん て はお 盆と 暮 にきつ と 五 圓づ、 下さいました。 それ 

♦V 吳 れんかな ど 言った こと もあります。 私の 方 も、 それ をァテ にして 浴衣の 一枚 も 買 ひたい、 

と 思ったり して ゐ ましたので …… 。 

(碧) 病床の 上に 綱 を 渡し、 それに 財布 を ぶらさげて * ァシも 小 遣 ひが 出來 てな、 大いに 奢 

るよ、 など 笑ったり された こと も ありました、 大分 後の ことで したね。 

(律〕 ァレは 岡さん (岡 麓 氏 とのお 約束で、 宅の 俳 書 を 全部 提供す る、 共の 本代の 一 部 を 前 一 

借りした、 とい ふやうな お金で ありました。 サ ラサの 錢 入れ 袋 を 持って来て 下さい ましたが、 § 

赤と 黄と 赤の 段 ダラの 袋 を 宅で 鏠ひ ましたのに 絲を つけて、 自分の 寢てゐ る 床の 上に ぶらさげ 

たのでした" 其の 下さった 更紗の も、 段 ダラの 財布 もま だ续 つてる ます。 手 縫 ひの 段 ダラの 財 

布 は， 縱五寸 五分、 橫 三寸 八 分， 乳 下り 一 寸 三分で、 隨分 鄙びた 色の きれが、 三 段に 縫 ひ 合せ 

てあります。 

其のお 金 も 1 囘 きりで、 アト はどうな りました か、 もう そんな 子供ら しい 樂み をす る こと も 

出來 ない 程、 からだの 方が 惡く なった のて ないかと 思 ひます、 - 


o 

(碧) 晚年畫 を かかれる やうに なった 何 か 動機と でもい ふやうな ことがあつ たでせ うか。 私 

ども は、 近頃 畫を かいて 見た くな つてな、 と出來 上った 二つ 三つ を 見せられて、 一 寸^いた 位 

てす。 朝顔の 花の 色 を、 何度ぬ すくった か" 色と いふ もの は、 思 ふやう に 出ない もんだ な • と 

笑って るら れ たりした C 

+  (律) ^に 動機と いふ 程の こと もありません、 若い 時分 • 森さん (森 知 之 氏、 五 友の 一 人) に 

手引され て、 お 乎 本 を 見て 書いたり してる た、 そんな ことで も 想 ひ 出して， 書いて 見た くな つ 

たので せう か。 畫の 具も不 折さん に 頂いた ので、 或る 色な ど、 もう 使 ひつく して カラく にな 

つてる たりし ました。 どうい ふわけ です か、 寢てゐ て 書く 時分、 よく ガラスの 小さな 板 を 通し 

て， 其の 寫生 する 鉢 植ゃ花 を 見て るました。 

(碧) いっか 中央 美術 協會で 版に した 根 岸 八景の 墨繪 は？ 

(律) ァレは 色 をつ かふ 前に 書いた と 思 ひます。 まだ 左程 病 氣の惡 くなら ない 時分、 不折さ 

ん にお 送りした II 不 折さん が 中 根 岸に ゐられ る 頃て した か I それが 廻りく して^ 田と か 
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いふ 人のと ころに あった、 ときいて るます。 

(碧) 私が 根 岸へ 移った 後 (明治 三十 五 年 正月) 力 ナリヤの 鳴く のが 頭に 障る とい ふので、 力 

ナリヤ を 籠と も 頂戴した ことがありました。 

(律) いろんな 鳥 を 飼 ひ 放した の も、 岡さん (岡 麓 氏) の 御 好意で あつたと 記憶し ます。 安 も 

の を 買 ひ 集めて 來 ましたと 一 1 目って、 力 ナリヤ、 文鳥、 紅雀な ど いろんな 小鳥 を 下さいました。 

それ もし まひに は 喧しい、 とい ふので、 金網 も 庭の あちらの 隅へ やりました。 gl は高濱 さん (高 

濱虚子 氏) が 誰かに 貰った とかで 持って来て 下さいました。 盥に 飼って ゐ ましたが、 これ も 長 

つ^-きがせず、 陸さん に 差 上げました。 

(碧) 病氣 がす、 めば す、 む 程、 頭 ははつ きりして 來 たやう で， いっか も哲舉 文學の 今まで 

«K 問に なって ゐ たこと がすつ かり 解決した。 が、 ，てれ を 話す こと も 書く こと も出來 ないて 死ん 

で 行く、 と 如何にも 悲壯な 面 もちで 話 をされ たこと もあります。 

(律) 餘り 催眠 劑を飮 み 過ぎた 關係も ありませ う、 一寸した 物音まで が， 頭に 障る とい ふの 

で" 隨分 病则の 起ち居に も氣を もんだ ものて した。 


〇 

(e?)  it 帶 のとり かへ は 大事 件でした が * 暫際 おとり かへ になる 看護婦と しての あなたの 心 

づ かひ は？ 

(律) 穴 は^ 中と 腰の 方に、 背中の は 始め 二つであった のが 一 つに なって、 都合 まァ 大きい 

のが 二 ケ處、 どれ も フチが 爛れて 腐 赤に なって、 見る から 痛 さう • とい ふより 無绫な 程に ギザ 

になって ゐ ました。 そこへ 1 寸 でも 觸れ やう ものなら、 飛び 上る —— こと も 出来ない —— 

ほどであった らしい ので、 出來る だ； b ソ ー ッと 古いの を剝 がすので すが、 いつでも 膿汁て ずく 

/、になって ゐ ました。 それから 棉 フランネルの やうな 柔 かい 切れに、 I 面油藥 をぬ つて. そ 

れを 先づ 穴の 上に 置き、 共 上へ^ 脂棉を 一重， 其の上へ 普通の 棉を 可な りな 厚みに 載せて 繃帶 

を かけ、 ピンで とめて おくのでした。 左程 思った 程 臭 ひ はしませんで したが、 それ をす るの は 

朝の 御飯の すんだ あと， モヒ劑 を飮ん だ、 -藥 のきいた 時分 を 見計らう のでした。 毎朝の ことで 

すから、 お 互 ひに お勤めの やうな 思 ひでした。 

〇 
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(碧) 亡くなられる 前の 日 ，—— 三十 五 年 九月 十八 日 I- に は 我々 も 午後 馳； b つけたの てす が 

席上に は 鳴 雪 翁 始め 定 連が ゐ ました。 ぉ醫 者が 來て 注射 をした やうに 記憶し ますが。 

(^) あの 日朝から 4、 合が わるくて、 食べ物 もお いしくな いとい ふので、 午前中 陸さん が來 

て 下さいまして、 お 甞ー に 何 かお カヅを 頂きました" それ を K 戴した あとで も、 どうも 苦しい と 

いふので 宮 本さん (宫本 仲 氏 主 治醫) が 見え、 注射 をしょう と 仰 しゃいました。 が、 お 甕に も 一 

度モヒ 劑を飮 みました からと言って ゐ ましたが、 午後 三 w 時 頃でした か、 樂 になった 方が い 、 、 

と 注射 をし ました。 それから ス ャ/ \ 眠る やうに なりました。 

(碧) もうこれ なら 大丈夫と 言った 氣 分で • 高濱 一人 を 殘 して、 私共 も 解散し ました。 その 

後 間もなく、 高濱が 起しに 來 ました。 

(律) 夜の 十二時 過、 母と 今一 人 親類の ものが 眠ず の 番をする ことにして、 次の間に ゐ ます 

と、 何やら ゥ I ンと 唸った、 とい ふので、 往 つて 見ましたら、 もう …… 。 其の 時が 零時 五十 分 

てしたが， 佝 かの 新聞 か雜 誌に • 安眠から さめずに 永眠した のて、 誰も 其の 大往生の 時 を 知ら 

なかった、 など 書いて ありまし たが、 マサカ あの 大病人 を か、 へて ゐて、 そんな ；… 。 
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誕生が 十七 HI ですから >  例によって 赤 御飯 を 炊きました 其 翌日の ことでした。 赤 御釵も 頂戴 

したと 思 ひます。 

〇 

§ 升さん も從軍 前に はお 達者で したから、 何 か お嫁さんの 口で もあった 御 記憶 はあり ま 

せんか。 たと へば 陸さん か * 加 藤の 叔父さんから でも。 

(律) サァ さう いふ 方面からで なく、 一 つ 二つ 話 はあった やうて した。 が、 內の お嫁さん は 

田舍^ でない と 釣合 はない、 と 兄 はよ く  |目 つて ゐ ました。 ^に 其のお 寫眞 を拜 見す る 程度に も 

話 はす i みません でした。 

(碧〕 私が 明治 三十 年 北陸 を 旅して、 金 澤の秋 竹の 處 にしば らく ゐ ました。 其の 下宿の 娘の 

富 女 は、 當時 女流作家 として 我々 の 問に 推稱 されて るました。 旅から 歸 つて、 富 女の 八の字 眉 

の 愛 くるしい 容貌な ど 話して 問 もな く、 或 日 突然、 お前 も 富 女で も 嫁に 貰ったら どうぞな * と 

につと 含み 笑 ひ をされ た。 私 はま だ 二十 五歲、 定職 はなし * 1 家 を 持つ なんて 念頭に した こと 

もなかった。 升さん は  >  それ 位考 へて をら れ たの だから、 自分の 配偶の こと も、 全然 問題に し 
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なかった とい ふので もない、 と^はれ ます か。 

(律) 從眾 する こ ともなく * 達者で るましたら、 それ は 1 人で ゐる わけに も往 きません てせ 

うが、 何分 從軍後 * 1 旦 恢復した ものが， 又た 始終 床に つくと いふので、 さう いふ 話 をす る 問 

がありませんでした。 

〇 

(碧) 舊 子規 庵の 看取 圖を とって 兌ました が、 改築 後と どう 相違して るるので せう か。 

(律) 昭和 元年 三月に 改築し ましたが、 變 つたの は、 臺 所の 横に、 一 坪の 湯殿 を 作った のと、 

病 間の 南側に、 一尺 半 幅の 濡れ 緣を つけたのと， それだけ てす" 湯殿 を 作った から、 そこへ 通 

ふ綠側 をつ け、 鎵 側の 一方に、 三尺の 押 人 を 作りました。 改築 當時， 原形 を壞 さない やうに 努 

めました が、 自分 も 段々 年 をと ります し * 湯殿 だけ はとい ふので、 それだけ つけて 預 きました。 

八疊の 座敷の 南綠側 を.、 壁を拂 つて 病？ i の 方へ もずつ と 通したら い、 とも 思 ひました が、 それ 

では 家の 様子が すっかり 變 ります ので * 濡れ 緣 にしました。 こ、 に緣 側が ありま せんと、 一 寸 

した 上り下り にも 困ります ので。 


今の 家 は、 改築の 時に 全體を 東へ 約 一 間 位ず らしました 。もとは 座敷の 便所 裏の 通り 路 など、 

井戸から バケツ を 提げて 來 るのに、 身體を 横に しないと 通れない 位狹 かった のて す。 それで は 

湯殿 を 作る ことが 出來 ません ので， 餘儀 なく 束へ 寄せた のて した。 ですから、 今て は 庭の 木 や、 

お 隣の 家な ど. -、 家の 位置が 少， し變 つて ゐ ます。 

湯殿 を 作る 關 係で， 昔の 様子 を 一 番に 無くした のは臺 所て す。 西側に 出張った 臺所專 用の 戶 

棚 を 全部 切り 拾て、、 そこへ？ il 殿 を こしら へた。 で、 東側の 板 問 I そこに は、 竈が 置いて あ 

つた —— を 縮めて、 そこへ 淺ぃ戶 棚 を 作りました。 昔 は 高い 流しが 土 Si にあって、 立ながら 水 S 

使 ひが 出来ました。 其のす ぐ 横に 水壺 があって， 井戸から 汲んで 來た水 を 溜めて ゐ ました。 水 一 

壺の 前に 狹ぃ ヒラキ があって、 外から 水 を 移す のに、 やっと 頭 をく ゾら せる 位でした。 臺 所の 

北の 明りと り は、 今の やうに 錢戶の やうな ものでなくて、 たぐの 三尺 位の 障子て した。 水道に 

なつてから、 流し を 低く して、 土 問 を 板 間にし ました。 

玄關の ガラス 入り 格子 戶 は， 之 も 改築の 時に 出來 たもので * 昔 は 何もありませんで、 表門の 

開き を はいると、 すぐ 沓脫 きまて 開け放し てした。 いっか お客様の 下駄 を 取られた こと も あり 
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ました。 

家圍 ひの 垣 も、 最初 は 建 仁 寺て あつたの が、 次ぎに 四ッ 目に なり、 時に よって 變 つて ゐ ます。 

薪の 中に こ？ んてゐ る 母の 寫眞 があります が、 それが 一 番古 ぃ寫眞 で、 最初の 建 仁 寺 垣 時代て 

す。 今 は II て 板塀に なって ゐ ます。 

病 S1 の 外に 絲瓜棚 を 作った の は、 餘程 後の ことで、 三十 四 年の 夏だった と 思 ひます。 絲瓜棚 

は 可な り 大きな もので、 座敷の 鎵惻 から 1 1 間 以上 も 出張って るました。 

引越して 來た當 時 は、 庭に は 殆んど 何も 植 つて 居ません てした。 松 を 三本、 西南 東 惻に楠 ゑ 

て もらって から 萩 や 芒 や 梅の 木な ど、 又た 雞 頭， 葉雞 頭、 秋 海棠な ど 次ぎく に植 ゑました。 

もとから あった 西側の 推の 木の C- に は、 左 千 夫さん (伊藤左千夫 氏) が 1 八を植 ゑて 下さった こ 

ともあります。 一 時萩ぱ かりが 餘計 になった のを兑 て * もう 萩に も飽 いた， 庭 一 面 芥子で も植 

ゑる か * など 兄の 言った こと もあります。 

家の ま はり も、 昔と すっかり 變 つてし まひまして、 鴛 横丁と 曾っても * 昔の やうな 趣 は ござ 

いません。 十； i い^ S; に は 遠見に 上野の 森が 見えて ゐ ますが、 今て は" 寬永寺 坂の ガ ~, トを 走る 


一 356 — 


車と. S ばかり ：•：• 。 それに、 何年 さきのこ とか 知り ませぬ が、 電車の 鶯谷驛 から 日暮 里の 方へ、 

十二 間 道路がぬ ける とか 言って、 子規 庵の 地所 も * 少し は それに か、 ると き  >- ました。 そんな 

ことに なれば、 いよ^-昔の 樑子は • すっかり 無くなって しま ひます。 

水道の ない 前の 水 は、 井戶 から 汲んで ゐ ました。 其の 井戸 は， 宅の 裏門 を 出て 左へ 三 四 間 さ 

きに、 丁度 今の 子規 庵 倉庫の はづれ に、 現在で もあります。 まだ 西风を 冷したり 洗濯物 を 洗つ 

たり、 よく 使って ゐ ます。 宅の 水道の メ ー トルが 餘り 動かな さ 過ぎる と 一一 一； 口って、 メ ー トル を 見 

に來た 人が、 いつでも 不審す る 程て す。 尤も 女中と 女 二人の 暮 しです から …… 。 

家賃 は 初めは 五 圓で、 それから 六圓 五十 錢 になり、 終 ひに は 水道 をつ けて 貰って 十回 五十 錢 

とい ふこと になり ました。 

〇 

(碧) いっか 升さん が， 井戸端で 母と 妹が 小聲て 話して ゐ るの は、 この 病 間へ よくき こえる、 

それにい くら 大きな 聲 をした つて、 ちっとも 歸 つて 来ない" なんて 不平 を 云 はれた ことがあり 

ますが、 ともかく 子規^に 附き 物と いふの も變 です が • 想 ひ 出の 深い 井戸です な。 
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(律. >  どなた も お客様の ない 時な ど、 ^に 用 もない のに、 そこに 坐って ゐて くれ、 とよく： 百 

ひました。 やはり 一人て ゐ ると 何となく 心細く 思った のか も 知れません。 母と 二人で、 久しぶ 

りのお 天 氣か何 かて、 溜った 洗濯物 を 片付け やうと でもして るた のでせ う。 宅の 構への 中に あ 

る專 用井戶 ではない のて すから、 近所お 隣と 1 緖に 汲む、 待ち 合せ や 譲り合な どもあります し、 

それに 小人 數 でも、 繃帶 其の 他 洗濯物が 相應 にあり ましたから。 少し 時 S1 が 長く か S つたの て 

呼んだ の も 知らずに 夢中に なって るた， そんな こと もあった でせ う。 

地つ？ きの 來 隣の 地所と も 今 は 子規 庵の 所有に なって、 倉庫が 出來、 寒 川さん (寒 川 鼠 骨 氏) 

のお 家が 建ちまして、 同時に 加贺 様のお 構へ が 分譲地と なって、 そこらに 立派な お 家が 列ぶ や 

うにな りました。 

汚ない 泥 溝に 沿うて、 ガサく 落ちた 木の葉 を蹈 み、 今にも 倒れさうな 古ぼけた 板塀に より 

そふ やうに ぐる （- 廻って 鶯 横丁に はいった 昔が^ ばれる ことです。 

(碧) まだ 伺 ひ 度い こと も澤 山あります が 又の 機# を 待つ ことに 致し ませう。 難 有う 御座い 

ました。 II «5 上、 昭和 八 年 九月 「同人」 よ" I , 


昭 昭 

禾 11 禾ロ 

九 九 
年 年 

二 十 

十 K 
曰 曰 

發 印 
行 刷 


著 者 河 柬梧碧 桐 

發 行者 阿部 利 行 

束 京 市 大森區 山 王 二  ノ 一 八 七 七 

東京 市 牛 込 K 若松 町 五十 四 番地 

東京 市 麴町區 丸ノ内 ニノ 1 八 

昭科ビ ^ ディ ン グー 一一^ 

發 行所汎 文 社 

電話 丸ノ内 〇 五 九 五^ 

振替 東京 七 七 五 九七番 


「子規 を 語る」 

定 價貳圓 


文 


ま 衆文藝 評判 F- 


F73-3i?$.l 價 一、八0 送料 

大衆 文 藝の諸 名作 を 片っ端から 總挠 斬りに 斬リ まくった 近来の 快 著。 大衆 文藝の 明日 を 指 

示し 約束す る もの、 作家 も 請 者 も 本書に よって 大衆 文藝を 再吟味すべき である。 小 村雪嵆 

裝四六 版、 四-! 0 頁 


、ぶ ら す せ  價 一 、五 〇 送料 一 四 

幕末 維新の 政變を 背景と して、 權 謀家乇 ンプラ ン 伯と 明眸 妖 麓の 佳人お 政との 間に 結ばれ 

た 熱烈な 戀愛を 中心に 渦卷き 起る 國際 愛欲^、 白日の 下に 晒された 外交 i=ra 秘史。 河 野 通 

勢裝、 四 六阪、 150 直 


支那の 體臭 


價 一 、五 〇 送料 一 四 

現代の 科學ゃ 常識 を 以てして は說 明し 切れぬ 支那の 底知れぬ 堆大な 謎 を、 これ 程廣 く、 

く、 遠くに 互って 說 いた 書 は あるまい。 該博な 支那 ぱ本だ 四 六阪四 〇〇： 良。 


099  L  SOS  5 卜 l-e 


olzoaol =*o  Ansa 山 >INn  91.1  ZVISV-1SV3 


